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第一章










好きでたまらない　～透子ｓｉｄｅ～




「このコーヒーカップ、置いて帰ってもいい？」

　リビングのテーブルで、パソコンに向かっている濠ごうの背中に聞いてみる。

「ん……？　いいけど。透とう子この好きにしていいし」

　濠は振り返り私の手の中のカップを確認すると、そう言って笑顔を見せた。私が十五歳のときに濠と出会い、そのあと別々で過ごす時間はあったものの二十歳で再会し付き合い始めた。それから十年が経ち、その見慣れた笑顔に誘われるように、私も笑い返す。

「昨日、会社の近くにかわいい雑貨屋さんがオープンしていてね。覗くだけのつもりで入ったら、ついつい買っちゃったの」

　白地に水色の水玉模様のカップは、ふっくらとしたフォルムが手のひらに馴な染じみがよくて、手にした瞬間に気に入ってしまった。お店には、濠の好きな色である緑色の水玉のカップも並んでいたけれど、買ったのは水色のひとつだけ。

「……入った」

　これまでに私が揃えた食器で溢れる棚に置かれたその水玉のカップはどこか異質。

　アイボリーで統一されたほかの食器と並べると、居心地が悪く、寂しそうだ。

　これでコーヒーを飲むのもあと数回かもしれない。そんなことを考えると、弱い心が顔を出し、再び揺れて私を困らせる。散々、迷って悩んで泣いて、濠のために決心したはずのことなのに。




「人事が、週末の引っ越しのことで折り返し電話が欲しいって」

　昼休みが終わり、部署に戻った途と端たん、声をかけられた。

「わかりました」

　軽く答えながらも、一気に気持ちが落ちていくのを感じる。そして、三日後の引っ越しと同時に本社へ異動になるという現実を思い出す。

　私が勤めている「片かた桐ぎり建けん設せつ」は業界大手の建設会社だ。私はそこで建築士をしている。もともとは「片桐デザイン」という住宅の内装や店舗の空間デザインを得意とする会社だったこともあり、今でも設計や建築だけでなくデザインにも定評がある。

　その中でも、著名な建築士やデザイナーを多く輩出している本社への異動は、多くの社員が望んでいることだ。

　私もその例外ではなく、今回の異動の内示を受けたとき、来月で三十歳になる自分に贈られた、ひと足早い誕生日プレゼントだと思った。大学時代から憧れていた会社で働けるだけでも夢のようなことなのに、この異動はありえない奇跡だ。そして、さらなる奇跡が起こった。

『住宅設計グループに配属だから』

　住宅設計グループには、わが社の顔である建築士、相さが模み恭きょう汰たさんがいる。そこで私も仕事ができるのだ。あまりのうれしさに頬は緩む。

　その一方で、濠との別れを密かに決め、そのために動き始めた自分の寂しさと折り合いがつかず、揺れ続けている。




　週末から住む新しい家の鍵を人事部から受け取ったあと、同じフロアにある営業部に顔を出した。

　営業部特有の慌あわただしい空気に触れると、設計部のゆったりとした雰囲気に慣れている私はいつも驚かされる。

　フロアの奥のデスクで図面に向かっている喬きょうを見つけて近づくと、喬は気配を感じたのか振り返った。

「あれ……透子が営業部に来るなんて珍しいな」

「うん、人事部に用があったから、喬がいるかなあと思って覗いてみたの」

「そっか。……ちょっと時間あるか？　コーヒーでもおごってやるよ」

　喬はそう言って立ち上がり、さっさと歩きだした。

　私は慌ててそのあとをついていった。




「引っ越し、手伝いに行ってやろうか？」

　社内のカフェコーナーでコーヒーを飲んでいると、喬が探るように聞いてきた。

　薄い緑のストライプが入ったカッターシャツがよく似合い、営業マンらしい爽やかな笑顔で話す彼のことを、近くにいる女の子たちが意識しているのがわかる。

「ありがとう。だけど業者さんが一気にやってくれるから大丈夫。それにその日は仕事じゃないの？」

「まあ、お客様次第だけど、その可能性は大きいな」

「ふふ。お客様からの電話一本で夜中でも図面を広げに行かなきゃいけないもんね」

　住宅の営業担当はお客様の予定が最優先で、自分でコントロールできる時間は少ない。喬のプライベートも、あってないようなものだ。

「で、濠さんには言ったのか？」

　その言葉に、私の胸はどきりと音を鳴らす。

「ううん。言ってない。というより、言わずに引っ越すから」

　じっと私を見つめる喬と目が合わせられなくて、ほんの少し残っていたコーヒーを一気に飲み干した。

「なあ。ちゃんと話したほうがいいぞ」

「うん」

「知り合ったのが高校のときなら、人生の半分を一緒にいるようなものなんだから。引っ越す前に、ちゃんと話せよ」

　普段見せるふざけた様子が見えない喬の真剣な表情に、ごまかしや冗談で言葉を返せない。かといって、自分の本音がどうなのかを口にすることもできない。私は曖あい昧まいに笑ったまま、心の奥にある扉をそっと閉じた。




　その日、家に帰ったときにはすでに日付が変わっていた。

　疲れ果て、今すぐベッドに入って眠りたいと思いながらもどうにかバスルームへ直行した。これほど疲れる理由は今回の異動のほかに、もうひとつある。それは、『設計デザインコンクール』で大賞受賞が内定し、授賞式の準備や今後の仕事についての打ち合わせが増えたからだ。

　大賞受賞者は、建築界、デザイン界でその知識や才能を発揮していかなければならないという暗あん黙もくのルールが業界内には存在し、在籍する会社での仕事のみに集中することは難しくなる。新しい才能の発掘と育成、建築デザインの質の向上に努める義務も生まれてくる。これまでの受賞者も、会社の枠を超えて活躍している。

　その代表格が、建築界の宝と言われている相模恭汰さんだ。話題となるあらゆる物件を手がけ、メディアにも引っ張りだこの超有名人。異動後の新しい上司でもある相模さんに近づくことも、私の夢のひとつだった。その夢が現実となる幸運に体が震えるほどの喜びを覚える。けれど、本来ならその喜びを分かち合うはずの濠に何も言えずにいることで、喜びは半減している。それでもやっぱり、濠の幸せのために私から離れなければいけない。これでいいんだ……、と自分に強く言い聞かせた。




　そのあと、お風呂で気持ちを切り替えてベッドの上で雑誌を読んでいると、玄関の鍵が開けられる音がした。もしかして、と思い、慌てて玄関に行くと、ちょうどドアを開けて入ってきた濠と目が合った。

「どうしたの？　今日は自分の家に帰るって言ってなかった？」

「そのつもりだったんだけど、気がついたらこっちに来ていたんだ。いいだろ？」

「いいけど、週末からの出張の準備は大丈夫なの？」

　私の問いに、濠は疲れているのか小さく頷いただけでリビングへ向かった。




『アマザンホテル』という世界屈指の高級ホテルで営業企画をしている濠は、入社して十年目の今年、次長に出世した。同期の中では最速でその役職に就いたことからも、濠の仕事ぶりは評価が高いとわかる。今回のフランスへの出張も、国内すべての『アマザンホテル』の中から優秀な従業員だけが参加できる研修のようなものだと聞いている。研修とはいっても、フランスのホテルの視察、および観光という、優秀者へのご褒美としか思えないもの。年に一度のこの研修に、濠は何度も参加している。

　本当に、できる男なんだな。

　そして、濠が出張で日本を離れる一週間をつかって、私は引っ越しを完了させようと思っている。

　ジャケットを脱ぎ、ソファに座ってネクタイを緩めた濠は、かなり疲れているように見えた。顔にも疲労の色が濃く、背もたれに体を預けて目を閉じている。

「出張の準備は明日する。まぁ、出張は慣れてるから大丈夫だ」

「そうだね。あ、夕飯は何か食べたの？」

「いや、忙しくてそれどころじゃなかった」

「じゃ、何か用意するから先にお風呂に入ってきたら？　そんな疲れた顔じゃ、接客なんてできないよ」

　そう声をかけながら、脱ぎ捨てられたジャケットを拾っていると。

「その前にキスしろよ」

「え……」

「透子とキスするのが何よりも好きだって、知ってるだろ」

　濠は不敵な笑みを浮かべながら私の腕をつかむと、そのまま私を引き寄せた。気づけば私の体は濠の膝の上にあり一気に体温が上がった気がする。十年もこうして近くにいるのに、ことあるごとにドキドキしている。

「してよ。キス」

　唇が触れそうで触れない距離で、濠が吐息とともにささやく。すると、私は魔法にかけられたように濠を見つめ返し、そっと唇を重ねる。濠はいたずらが成功した子どものような表情を浮かべて私の後頭部を押さえると、深いキスを始めた。私は条件反射のように濠の首に両腕をまわして、魔法の時間を味わう。キスならこれまで何度もかわしたことがあるのに、いつもその心地よさに夢中になる。濠に一から教えこまれたキスが、私を貪むさぼって味わって。

　濠が好き。大好き。好きでたまらない。そう心の中で何度も繰り返す。

「濠、お風呂に入らなきゃ……」

　キスの合間につぶやくと、濠の顔が一瞬、離れた。

「まだまだ、欲しいくせに」

　この余裕はどこから来るのだろう。恋人となって十年。私のすべてを知るには十分な時間を共有し、何も言わなくても私が望むことをしてくれる。当然、私が濠をたまらなく好きだという気持ちもとっくに見抜かれている。

「もう少しだけ……」

「もっと、の間違いだろ？」

　ささやくようにねだる私に、濠はニヤリと笑いながら再び私の唇に熱を落とす。深くなるキスに、息が漏れるのを我慢できない。背中にまわされた濠の手に力が入って、ふたりの距離はさらに近くなる。そう。もっと、もっと。キスしたい。抱きしめられたい。もっと一緒にいたかった。もっと愛し合いたかった。

　けれど、私に責任を感じ、その責任を果たすためにそばにいようとする濠を、これ以上私に縛りつけることはできない。

　溢れ出す切なさを隠すように、私が返すキスも徐々に熱く深くなっていった。




　食事を用意すると言ってはみたものの、週末の引っ越しを控えた冷蔵庫には、たいした食材はない。ただ、無意識なのかそうでないのか、いつも冷凍庫に常備しているねぎ焼きがあった。濠の大好物で、普段から多めに作っては冷凍している。早く冷蔵庫の中を空っぽにしないといけないのに、これだけはまだ残していた。濠への隠し切れない気持ちに気づかされるようで、胸が痛い。

「透子が集めてる薔ば薇らの石せっ鹸けんが見あたらなかったけど、ストックはないのか？」

　シャワーを浴びて、濡れた髪をタオルで拭きながらキッチンに入ってきた濠の言葉に、私はハッと動きを止めた。

「えっと、この間、会社の後輩が遊びに来たときに気に入ったようだからあげたの」

「……全部？」

「そう、全部。そろそろ違う香りの石鹸に変えようかなと思っていたから、ちょうどよかったの」

　グラスにお茶を注いでいるのをいいことに、背中を向けたまま答えた。そして、不自然な表情じゃありませんようにと願いながら振り返り、濠の前にそっとグラスを置いた。

「あの薔薇の香りの石鹸、俺も気に入ってるんだけどな」

　うん、知ってる。薔薇の香りが心地よくて、つい長湯してしまうと言っていたし。

　それに、私たちが出会った十五歳のあの日から、濠が薔薇の香りに特別な思いを抱いているのも知っている。

『この香りをずっと探してた』

　二十歳で再会した私にそうささやき、抱きしめてくれた日から始まった濠との幸せな日々。そのたくさんの思い出が、私のこれからの支えになるに違いない。




　夜明けまであと数時間となった頃、ふたりでベッドに入り愛し合った。

　最近は濠に抱かれるたび、濠への想いを実感して気持ちが不安定になる。濠との別れを決意したとはいっても、本当にそれでいいのかと揺れている。

　そんな気持ちを振り切るように、濠にしがみついた。

「心臓の音、ちゃんと聞こえる？」

「聞こえなきゃ、まずいだろ？　まだバクバク言ってるぞ」

　濠は私の胸元に頭をのせて、指先で優しく体をなぞる。愛し合ったあとは、いつもこうして私を落ち着かせてくれる。

「どうした？　疲れたのか？　あれだけ声を出せば、疲れるよな」

　目の前には濠の端正な顔。二重でほんの少し切れ長の瞳はかなり魅力的で、格好いいのは昔からだったな、と思い出す。私が十五歳で出会った、当時十七歳の濠もかなり素敵だった。私の初恋であり、唯一の恋だ。

「透子？」

　濠の瞳が、何かを探るように私を見つめる。私は隠し続けている思いを悟られないように、冷静さを装よそおった。

「ねえ、出張っていつまでだっけ？」

「ん？　明後日の土曜日から一週間。寂しいなら一緒に来てもいいぞ」

「何度言っても無理だよ。急に長い休みは取れないから」

「だよな。出張のたびに休み取らせて連れていくわけにはいかないもんな」

　ため息を吐きながら、濠は悔しそうにつぶやいた。

「でも、去年一緒に行ったニューヨークは楽しかったな。次の出張は早めに日程を言うから、また一緒に行こうな」

　眠そうな声が聞こえてきたと同時に、濠の両腕が私の体をぎゅっと抱きしめた。

　それぞれ自分の家はあるのに、ほとんどの夜を、こうしてどちらかの家で過ごしている。いつの間にか小さな寝息を立てている濠の頭をそっと撫でながら、今となっては濠には濠の家があってよかったと思う。いつかは一緒に暮らしたかったし、結婚して濠の子どもを産みたかった。けれど、私はどうしてもその願いを叶えることができないのだ。

　私の鼓動の音を聞きながら眠るのが、ここ十年の濠の習慣だ。

　今も私の左胸に頭をのせて眠る濠を抱きしめ、流れ落ちそうな涙を我慢する。

　濠の耳に届いているはずの私の鼓動の音は、私が生きているという確かな証だ。

　心臓に弱点を抱えていた私は、ある日発作を起こし、濠の目の前で倒れてしまった。

　自分のせいで私が発作を起こしたと勘違いした濠は、今でも私の鼓動の音を確認しながら眠りにつき、私の鼓動の音を聞きながら目覚める。まるで自分の罪を一生忘れないように、そして、私のそばにいなくてはならないと、自分自身に言い聞かせているかのように。私の鼓動の音を聞くたびにホッとした顔を見せるのは、今もそのことに罪悪感を持っているからだろう。

　その罪悪感を利用すれば、濠は私と結婚してくれるだろうけれど、それが本当の幸せだとは思えない。純粋な愛情のみに根づいた関係でなければ、結婚しても寂しいに違いない。










わかり始めた謎　～濠ｓｉｄｅ～




「真さな田ださん、相模さんがロビーでお待ちです」

「わかった。すぐ下りる」

　打ち合わせから戻った途端に声をかけられ、小さくため息をついた。急に決まったフランスへの出張のせいで、前まえ倒だおしせざるを得ない仕事の量は半端なものじゃない。

　お客様である相模さんにもわざわざ出向いてもらわなければならないほど、時間に追われる毎日。せめて透子を連れていくことができるのなら、気持ちはまったく違うはずだけど。

　俺と離れる一週間、あいつは何を考えて過ごすのだろう。俺のことを愛し、そばにいるだけで幸せそうにしているあいつ以上に、俺も透子を愛している。そんな俺の気持ちをよそに、ここ半年、ふたりの関係に違和感を感じるようになった。

　透子の何かを隠しているような素振りや不意に見せる寂しそうな視線に俺が気づいていないとでも思ってるのか？　透子のすべてに敏感な俺が、その変化を見逃すなんてありえない。どれだけ透子に惚れているんだと笑えるけれど、透子の変化に気づいてからも、愛情は日々増していくばかりだ。

　俺は机の上に積み上げられている書類を確認し、出張までの段取りを考えた。けれど、まず俺がしなければならない最優先事項は、透子の秘密を探ることだ。




　ロビーに下りると、コーヒーを飲みながらのんびりと雑誌を読んでいる相模さんに気づいた。

「お待たせしました。わざわざ来ていただいた上に、お待たせして申し訳ありません」

　相模さんは、頭を下げる俺に穏やかに笑ってくれた。

「いいよ。最近、会社に軟禁状態で仕事をしていたから、外出できてちょうどよかったよ」

　建築士として頂点を極めた相模さん。テレビや雑誌で見かける相模さんには、男の俺でもカリスマ的なオーラを感じるけれど、普段漂わせる雰囲気はのんびりとしていて温かい。

「で、早速だけど、今年もこの時期になったからよろしく。この土曜日に発表だから、それまでは内密に。とは言っても、社内じゃもうお祝いモードに突入しているから、意味ないんだけどな」

　苦笑する相模さんから差し出された社用封筒。今年も相模さんの会社の社員が受賞したんだな。封筒の中身はやはり、『設計デザインコンクール』の受賞者名簿だった。

　大賞を含めて三名の名前が書いてある。毎年、授賞式は『アマザンホテル』で行われ、さらに俺が当日の会場側の責任者であるため、コンクールの理事を務める相模さんから事前に必要な情報をもらっている。

「え……透子……？」

「どうした？　織お田だと知り合いか？」

「あ、あの……」

　言葉に詰まる俺を見て、相模さんは不思議そうに首を傾げた。

「織田透子は、うちの建築士だ。今まで大賞を狙おうという欲には無縁で仕事に集中していたのに、なぜか年末から人が変わったように賞を目指して、結局大賞を獲ったんだ」

　ぼんやりと耳に入る相模さんの言葉に軽く相あい槌づちを打ちながら、俺の鼓動は次第に激しくなる。いったいどういうことなんだ。単純に透子の受賞を喜んでいいのかわからない。何より気になるのは『社内はもうお祝いムード』という相模さんの言葉だ。ということは、透子本人が受賞のことを知らないはずはない。それなのに、どうして俺に黙っているんだ？

「一応、まだ発表前だからな」

　ハッと顔を上げると、相模さんが気遣うように微笑んでいた。

「あ、すみません。えっと。では例年通り、この受賞者の方々の資料と写真を入れたマスコミ用の冊子を用意すればいいですね。あと当日の準備と……」

　何年もこの仕事を担当しているせいか、考えるよりも先に言葉が出ることがありがたい。透子の大賞受賞の事実が、俺にかなりの衝撃を与えたことを相模さんに悟られないよう気をつけながら、淡々と業務をすすめていく。

　その一方で、今朝抱きしめた透子の温かさを思い出し、気持ちは沈んでいく。俺に惚れているくせに、こんな大切なことをどうして言わなかったのかと。打ち合わせ中も、透子のことしか頭になかった。




　相模さんとの打ち合わせのあと、透子のスマホを鳴らした。透子も仕事中だとわかっていたが、コンクールで大賞を受賞したことを、なぜ俺に言わずにいるのか。そのことが気になって仕方がない。

　けれど何度かけても呼出音が鳴り響くだけで、結局、留守番サービスに転送されてしまった。仕事中なら仕方ないかと、気になる気持ちを抑えてスマホを上着のポケットに入れようとしたとき、それが突然振動して落としそうになった。透子からかと期待しながら画面を見ると、そこには『彩あや香かちゃん』と表示されていた。彩香ちゃんは透子の会社の後輩で、近々結婚式を『アマザンホテル』で挙げるため、打ち合わせで何度も顔を合わせている。

「はい、真田です……彩香ちゃん？」

『はい。突然すみません』

「何か、結婚式のことで問題でもありましたか？」

『いえ、そうじゃないんです。結婚式の準備は順調です。いつもありがとうございます。あの、さっき透子さんに電話されましたか？』

「あ、たしかにしましたけど……どうしてそれを？」

　彩香ちゃんの言葉に驚き、スマホを持つ手に力が入る。

『たまたま透子さんのデスクに寄ったら、透子さんのスマホに真田さんからの着信が表示されていたので、ついかけてしまいました。透子さんはしばらく打ち合わせで戻らないようですが、急用ですか？』

「いえ、急用ってわけではないんです。いつも透子の様子を伝えてくれてありがとう」

『いえ、わたしたちも結婚式のことではいつも無理を聞いていただいてますから』

　彩香ちゃんの優しい声に、昂たかぶっていた気持ちが徐々に鎮しずまっていく。

「いえ、結婚式の主役は彩香ちゃんだから、遠慮なく何でも言ってください」

　営業企画部の中にブライダル担当があり、お客様の生の声を聞くために、俺も年に二組程度担当を持つ。そして今回彩香ちゃんたちの担当となり、事前に提出された書類から新婦の彩香ちゃんと新郎が透子と同じ会社で働いていることを知った。しかも、透子の名前を出して聞いてみれば、ふたりとも透子を慕したっていると口をそろえた。

『透子さんがどんなに仕事が忙しくても頑張れるのは、素敵な恋人の存在があったからなんですね』

　その言葉から、透子がかなり忙しいことを知った俺は、透子が以前心臓の手術をしたことがあると告げ、透子の体調に気になることがあれば教えて欲しいと頼んだ。それ以来時々、ふたりは透子の様子を教えてくれるようになった。もちろん透子はそれに気づいていないし、俺が彩香ちゃんたちの担当であることも知らないはずだ。

『透子さんに何か伝えましょうか？』

　スマホから彩香ちゃんの心配そうな声が聞こえた。

「いえ、たいした用ではないので大丈夫です」

『はい、わかりました。あ、ところで真田さんと透子さん、ついに一緒に暮らすんですか？』

「え？」

『透子さん、この週末に引っ越されるので真田さんも一緒なのかなと思って』

「引っ越し？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく俺の低い声に、彩香ちゃんは黙り込んだ。俺がそのことを知っていると思っていたに違いない。当然だな。

『真田さん、もしかして……』

「今、初めて知りました」

『そんな』

　聞いたばかりの事実があまりにも衝撃的で、戸惑う彩香ちゃんに何のフォローもできない。透子が引っ越すってどういうことだ？　それも今週末？

　彩香ちゃんの言葉に嘘はないと思いつつ、すぐには信じられない。

　それでも、同じタイミングで知った引っ越しとコンクールでの大賞受賞。こんな偶然ありかよと思いつつも、納得している自分もいる。

　フランスに行く前に探ろうとしていた透子の秘密のいくつかは、きっとこのことだ。

　くっ……。声にならない笑いが思わずこみ上げる。どうだ透子。俺の強い愛情は隠し事すら許さないだろう。それに、透子を愛する俺の気持ちには、ふたりを幸せに導く力さえありそうに思える。

『真田さん、今日退社後に、昴すばると結婚式の打ち合わせにアマザンに行くんですけど、そのあと、ちょっと会えませんか？』

「今日？」

　突然、電話の向こうから彩香ちゃんの声が聞こえて、意識を呼び戻す。

『透子さんの引っ越しのこと、知らなかったんですよね？』

　彩香ちゃんの口調からは、俺を気遣う優しさが感じられるけれど、今の俺が笑顔だと知ったら驚くだろうな。

「十八時以降だったら大丈夫です。ところで透子の新居がどこなのか知ってますか？」

『本社勤務になるので本社の近くです。とはいっても、今の透子さんのマンションからでも十分通えるのにわざわざ引っ越すって聞いて。これはもう、いよいよ真田さんと結婚かなって思ったんですけどね』

　残念そうにつぶやく彩香ちゃんの声をどこか遠くに聞きながら、俺の感情はますます高揚していく。そして、透子の部屋で感じた違和感を思い出す。突然消えていた石鹸のコレクション。積み上げられ整理されていた雑誌や書籍。食材が乏とぼしい冷蔵庫。

　全部、引っ越しの準備だったんだな。

　違和感のすべてが今、俺の中で落ち着いた。さあ、これからどうするか。そうだな、まずは。

「彩香ちゃん、透子の新しい住所って……」




　その日の夜、結婚式の打ち合わせでホテルに来た彩香ちゃんと昴くんから会社での透子の様子を聞いた。そのあと、俺はいったん自分の家に帰りスーツケースに荷物を詰め込み、パスポートも持って透子の家に向かった。合鍵で入った部屋はもう二十三時を回っているのにまだ真っ暗で、今日も透子は残業らしいとわかった。

　スーツケースをリビングの隅に置いて、ポケットから一枚のメモを取り出した。

　さっき彩香ちゃんからもらったこのメモには、透子の新しい住所が書かれている。

　たしかに、今住んでいるこのマンションからさほど遠くはない。

『いきなりこの週末に引っ越しをしたいって人事に言って、急きゅう遽きょ、引っ越し業者さんを手配したらしいですよ』

　彩香ちゃんのその言葉を思い出して、気持ちがさらに重くなる。

『エリートコースに乗っただけでなく、大賞を受賞したので、今後は業界全体の才能として扱われることになります。今までとは違うポジションで仕事をするようになりますし、しばらくはマスコミに登場する機会も多いと思います』

　彩香ちゃんから聞かされた言葉の重さに驚いて、俺には何も答えることができなかった。そもそも透子がどんな仕事をしているのか具体的には知らず、知ろうともしなかった。何をしていようが何を考えていようが、透子は透子でしかなくて、俺に向ける優しい眼差しと、離れたくないとでもいうようにしがみついてくる透子にしか興味がなかった。

　俺が知ることのない透子の時間は意外と長く、会社でどう過ごしているのかも詳しくはわからない。けれどその長い時間の中で透子は成長し、大きな賞を受賞するに至ったのだ。そうした時間の存在に気づいた俺は、透子が何を考え、どうしようとしているのかを正確にくみとらなければならないと気づいた。そうしなければ、この腕から透子がするりと逃げ出してしまうのではないかと、思えてならない。

「はぁ……。くそっ」

　透子の変化に気づけなかった自分の不甲斐なさを罵ののしりつつ、同時に、フランスへの出張までに何ができるかを考えていた。落ち着かない気持ちで透子の部屋を見まわすと、昨日までは気づかなかった変化に気づく。

　透子が集めていたガラス細工の置物たちは、すべてカウンターから消え、寝室のクローゼットには、段ボールに詰められている洋服。それだけじゃない。透子の心の変化と同様によく見ないとわからない、いろいろなものが微妙に変化していた。

「どうして俺に言ってくれなかったんだ？」

　自問自答を繰り返す。これが現実だと受け入れるしかないのか。

　俺の洋服が収納されているクローゼットを開けると、そこはいつもと変わらないままだった。待ち受ける現実は変わらないとわかってはいても、ほんの少しだけホッとする。とはいえ、なかなか気持ちを浮上させられないまま寝室を出ようとしたとき、ドレッサーの上に置かれている一通の葉書に気づいた。何気なく手に取ってみると、消印は去年の年末になっていた。差出人は『小お山さ内ない弥や恵え』。

『はじめまして……』から始まる文面を、うしろめたさを感じながらも読んでいく。

　そして、『透子さんのお父様が亡くなられました』という一文に、目がくぎづけになった。

　そんなはずはない。透子の父親は美容室をいくつか経営していて、どこの店舗も予約が絶えないと聞いている。俺の母親も、その美容院のひとつに通っている。やはり、透子の父親が亡くなったなんてありえない。先週、透子の定期検診に付き添って病院に行ったときにも会ったばかりだ。

『俺より早く死なないでくれよ』

　そう言いながら、透子の頭を優しく撫でていた。いったいどういうことなんだと考えていると、あることを思い出した。

　透子は実の父親とは生まれてすぐに別れている。両親の離婚で離れ離れになったまま、会ったことはないと言っていた。ということは、実の父親が亡くなったということなのか？　手紙を読み進めることに不安を感じながらも、再び手紙に視線を落とし文字をたどった。

『透子さんが、偶然にも同じ建築の道へ進まれたことを誇りに思いながら、安らかに眠りにつきました』という一文に目が止まる。実の父親も、建築関係の仕事をしていたのだろうか。幾度となく読み返したのだろう。細かなシワが手紙を泳いでいる。そしていくつかの涙の跡。長年会っていなかった父親が亡くなった。そしてその父は、自分と同じ建築の仕事をしていた。

　これらのことが透子にとって、どれほどの意味を持つのか俺にはわからない。そんな自分にもどかしさを感じた。それに、消印が去年の年末だというのも気になる。思いあたる透子の変化。ちょうど去年の年末、一週間のイタリア出張から帰ってきたときに感じた違和感を思い出す。

　もともと透子の仕事に対する熱意はかなりのもので、よりよい設計をするための努力も惜しまなかった。けれど、出世や名誉への欲はなく、とくに賞というものにはまったく興味がなかった。

　それが突然、今までまったく興味を持っていなかったはずのコンクールに参加すると言い出したのだ。俺が初めてそれを聞いたのは、イタリア出張から帰国した日だった。それからというもの、透子はコンクールへの出品作の製作に没ぼっ頭とうした。

『大賞を獲りたい』

　そうつぶやく透子の目元には、微かに欲が滲にじんでいた。それは、長い付き合いの中で初めて見る顔だった。『お客様に喜んでもらえればいい』と言って、幸せそうに仕事をしていた透子からは考えられないほど、張り詰めた状態でコンクールに向き合っていた。

　その張り詰めた状態は今でも続いている。最近では俺に抱かれるたびに『好き』とつぶやき、その言葉の裏に切せっ羽ぱ詰つまった感情が見え隠れし始めた。透子の何がどう変わったのか、そして変化の原因もわからないまま、俺はただ、透子のそばにいることしかできずにいた。実の父親の死が、あの頃の透子に何か影響を与えたのだろうか。

　そのことは、透子が隠している引っ越しや大賞受賞にも何か関係しているのだろうか。

　戸惑う気持ちを落ち着かせるように、葉書をそっとドレッサーの上に戻した。そして、透子が帰ってくるまでに、普段と変わらない表情を作れることを祈った。










言えない秘密　～透子ｓｉｄｅ～




　本社には会社の頭脳とも言える才能が集結していて、社内外からの注目度も高い。

　その才能の頂点にいるのが相模恭汰という建築業界を牽けん引いんしているカリスマだ。

　私も大学時代から相模さんの作品に傾倒し、少しでも近づきたいという思いを胸に勉強してきた。その努力が実を結び、相模さんがいる会社から内定をもらえたときにはあまりにもうれしくて、濠がおろおろするくらい泣き続けた。そしていよいよ、来週からはその相模さんの下で仕事をすることになる。

　設計デザインコンクールの大賞受賞者は、受賞直後から相模さんの下で一定期間勉強し、いずれは建築業界全般の業務にも携わることになる。私もこれからは、会社のためだけでなく後輩たちのため、業界の底上げのためにも力を発揮できるようにならなくてはならない。

　そのプレッシャーは予想以上に大きなものだったけれど、受賞を望んだのは自分自身であり、建築士としての自分の成長を考えればとてもありがたい機会だと思っている。それでも、誰にも話したことのない、大賞を獲りたいと願った本当の理由を考えれば、夢が叶えられたとはいっても複雑な気持ちになる。どこか満たされていない自分がいるのだ。そして気づいたのは。私のすべてを満たすことができるのは、濠だけだということだ。

「飲んでるか？」

　ぼんやりとほろ酔い気味で自分の世界に入っていると、喬が私の隣に腰をおろした。

「透子の激励会なのに、これじゃ単なる同期の飲み会だな」

　手て酌じゃくでビールを飲みながら苦笑いする喬につられて、私も笑った。来週から本社に異動する私の激励会と、とりあえずまだ公表されていないにもかかわらず、私の大賞受賞を祝う会……という名目の飲み会が続いている。

「あれから、濠さんには言ったのか？」

「……えっと」

　喬の言葉にどう答えようかと、手元のグラスを意味なく握った。

「やっぱり言ってないんだな」

　喬は深いため息をついた。

「何も言わずに黙って引っ越すなんて、恋人っていう以前に人としてどうなんだ？　十年も付き合っている恋人が、出張から帰ってきたら黙って引っ越していたなんて、俺なら人間不信になるぞ」

「わかってる。驚いた濠が、会社まで探しに来るのも予想してる」

「でも透子は家だけでなく勤務地も変わってるんだよな。ま、車で十分くらいの距離だからすぐに見つかるだろうけど」

　普段は穏やかな喬が、珍しく声を荒らげている。

　わかってる。ふたりにとって何ひとつプラスになることはなくて、濠を傷つけるだけだろうってよくわかってる。

「もし濠さんが会社に透子を探しに来たら、俺が本社に案内して新居だって教えるから。今回ばかりは透子の味方はできないからな」

　突き放すような喬の声が、騒がしい和室に響いた。




「送ってくれてありがとう」

　たまに厳しいことを言う喬だけど、遅くなった帰りはたいてい家の前まで送ってくれる。たまたま近くに住んでいるのがその大きな理由だけど、優しい喬には感謝している。

「……じゃ、俺はここで帰るからな」

　ふと時計を見ると、とっくに日付は変わっていた。三次会まで付き合った私の足元はおぼつかなくて、お酒のせいでほんの少しだけ気持ちもふわふわしている。

「本社に行ったら、こんなふうに送ってやれないんだから、しっかりしろよ」

　喬は私のそんな様子に苦笑いを浮かべながら、優しく頭を撫でる。異動したら、喬ともなかなか会えなくなると思うと、不安になる。結束が堅い同期の中でも、喬とはとくに気が合い、何かと助けてもらってきた。彼女がいたりいなかったりと、恋愛は軽い気持ちで楽しんでいるみたいだけど、仕事では社内外からの信頼も厚く、人間性は抜群。そんな喬の保護下から離れたくないと改めて感じた。

「大賞を獲って、これからはあの相模さんと一緒に仕事ができるんだ。いろいろ大変だろうけど、しっかり頑張れよ」

「うん」

　喬の真面目な言葉がなんだか照れくさい。私が肩をすくめて笑うと、喬もそっと笑ってくれた。そのとき、背後のドアがガチャっと音を立てて開いた。誰もいないはずの家のドアが開き、呆然とドアの向こうを見る。

「濠！」

「遅い」

　どう見ても不機嫌な顔と低い声。部屋から出てきた濠は、私を睨にらみながら苛立たしげに口元をゆがめた。

「飲んでるのか？」

「うん。少しだけ。あ、でも大丈夫だよ。そんなに酔ってないし、しっかりしてる」

　私は濠のそばに近づいて、顔色をうかがうようにささやいた。

「こんなに顔を真っ赤にしてるのに、大丈夫だって？」

「え……？」

「頼むから、そんな顔、俺のいない所で……」

　切ない声とともに、あっという間に抱き寄せられて、気づいたときには濠の胸に頬を押しつけていた。私を抱きしめる腕の力は優しく、抜け出すことは簡単だけど、大好きなこの空間から自分から離れるなんてできない。

「ごめんね」

　そっと謝ると、背中にまわされた腕が今度は私を強く抱きしめる。

「濠……」

　濠に体を預けたまま目を閉じていると、幸せな思いが募る。

　この腕から離れるなんて、無理かもしれない。

　だけど、濠の本当の幸せを考えればやっぱり、濠を自由にしてあげた方がいい。そう思いながらも、こうして濠の腕の中にとらわれていると、気持ちは大きく揺れてしまう。

「じゃ、また明日。いや今日か。会社に遅れるなよ」

　お酒の勢いも手伝ってすっかり濠に甘えていると、背後で声がした。慌てて顔を上げ、声のするほうを振り返る。すると、笑いを堪えている喬が帰ろうとしていた。

「あ、ごめん。気をつけて帰ってね」

　喬の目の前で濠と抱き合っていたなんて。かなり恥ずかしい。私の顔は、さらに赤くなっているに違いない。背を向けヒラヒラと手を振ってエレベーターに向かう喬を見送ったあと、濠に肩を抱かれながら、部屋に入った。




　濠は私をリビングのソファに座らせると、隣に座って私の腰を引き寄せる。

「またあの男かよ」

「え？　あぁ、喬のこと？」

「いつも家の前まで送ってくるよな」

　濠の言葉に反論できずにいると、額に軽い痛みを感じた。

「痛いっ」

　濠がデコピンをしたのに気づき驚いた次の瞬間、あっという間に抱き寄せられた。

　シャワーを浴びたのだろう、髪が少し濡れて、ほのかに石鹸の香りがする。

「あいつ、俺がいなきゃ、部屋に上がりこんでたんじゃないのか？」

「それはないよ。今までだって、ほかに女の子がいなければ、送ってくれるだけで帰ってるもん」

「へぇ……」

　納得していないのがわかる、聞き分けの悪い子どものような濠の声に思わず笑った。

「なんで笑う？」

「ううん。喬には彼女がいるからそれは大丈夫。それに、私には濠だけだって知っているし。だから妬かないで？」

『私には濠だけだ』なんて言ってしまい照れてしまう。

「だ、だから、喬とはなんでもないから大丈夫。あ、そういえば、今夜は自分の家に帰るって言ってなかった？」

　照れ隠しに、私は慌てて話題を変えた。たしか出張の準備があるから、今日はここには来ないって言っていたのに。

「出張の準備ができたから来た。明後日の朝、ここから出張に行く。だからスーツケースもパスポートも持ってきたし。透子は俺と長く離れるときにはいつも泣いてるだろ？」

「……っ」

「『どうして知ってるの？』って顔だな」

「えっ」

　濠は、私の思いを読み取るように、じっと私を見つめる。

「どれだけ長い間一緒にいると思ってるんだ。透子の考えることなんて簡単にわかるんだよ」

　優しく言い聞かせる口調の中に、咎とがめるような響きがあった。それはまるで、週末に予定している引っ越しのことを知っているかのようで、ドキリとした。たしかに、私のことならなんでも理解している濠に、隠し事なんて無理なのかもしれない。何かを知っているような顔が、やけに気になった。




「私もフランスに行きたいけど……。残念だな」

　その日の夜、ベッドに入るなり私はつぶやいた。

　去年の出張のときには、たまたま休みが取れた私が濠の出張先を訪ね、一週間を一緒に過ごした。普段とは違う海外の雰囲気の中で私は濠を独占し、ふたりの距離はそれまで以上に縮まった。日中は研修を受けている濠も、夜には私との時間を作ってくれ、長く付き合っている中でもとくに忘れられない時間となった。

『来年も、ふたりで海外に行きたいね』

　私の言葉に笑って頷いていた濠。けれど今回のフランスへの出張は、突然決まったこともあって私は休みが取れなかった。いつもはそれほど感情を表に出さない濠だけど、何度も私を一緒に連れていきたいと口にしている。

「本当に？」

「え？」

「本当に行きたいのか？」

　吐息を感じるほどの近さでささやかれ、私を見つめる甘い瞳に溶かされそうになる。

　こんなに濠にときめいて、大好きで……愛していると実感しながら。自分が決めたことだとはいえ本当に濠と離れることができるのだろうか。

「行きたいに決まってるでしょ？　だけど、休みが取れないから、残念だけど諦あきらめる」

　私はそう答えながら、拭うことのできないうしろめたさを隠すように濠をぎゅっと抱きしめた。




　翌朝シャワーを浴びたとき、何度も抱かれた自分を実感して恥ずかしくなった。

　濠が残した体中にあるたくさんの赤い花。

　独占欲を隠そうともせずにあらゆるところに残されたキスマークを見ると、複雑な気持ちになる。

　とくに左胸には心臓の手術痕を隠すかのように多くの花が咲いている。

　濠以外の誰にも見せることなどないのだから、手術痕を気にすることはないのに、濠はいつもこうして花でいっぱいにする。

　心臓の手術が成功して健康を手にした私は、そのあとも定期検診には通っている。

　念のためという程度のものだというのに、濠はいつもついてくる。

『私はもう大丈夫』。何度そう言ってもついてくるのは、私が手術の直前に倒れたのは自分のせいだと思い込んでいるからだ。




　生まれつき心臓に弱点を抱えていた私は、子供の頃からいつ起きるかわからない発作に不安を覚えながら過ごしていた。

　それでも、検診とお薬のおかげで手術を受けることもなく、穏やかな日常生活を送っていた。

　けれど高校に通い始めてしばらく経った頃、心臓の状態が悪化し手術をしなければならなくなった。そしてお医者様や家族とも相談し、手術に備えて入院した。

　次に発作を起こして大事に至るのなら、手術した方がいいと私自身も家族も納得していたけれど、不安だったのもたしかだ。手術の成功率は八〇パーセントと助かる可能性は高かったけれど、たとえ一〇〇パーセントの成功率であっても不安な気持ちはなくならないのだから。

　そんなある日、入院先で風邪を引いた私は中ちゅう耳じ炎えんになり、耳じ鼻び咽いん喉こう科かで診察を受けることになった。

　そこで濠と出会った。

　当時高校三年生だった濠は、原因不明の難聴で入院していた。

　朝、目が覚めると濠の耳は何も聞こえなくなっていた。それ以来さまざまな検査や治療を繰り返したにもかかわらず、聴力は戻らなかったそうだ。それだけでなく、濠は話すこともできなくなっていた。不安と苛立ちが募り、医師や看護師に当たりちらしていた濠は、病院内でも有名な患者だった。

　進学校に通っていた濠は、大学受験を控えて勉強に励む日々だった。けれど、いつまで入院すればいいのかも、果たして聴力が戻るのかもわからない状態が彼自身を追い詰めていた。そのせいで、もともと持っていた優しさが消え、手におえなくなっていたと今ならわかる。けれど、外来の診察室で初めて会ったときの濠の印象は最悪で、その荒々しさにあとずさるほどだった。

『甘えないでっ。諦めちゃだめ』

　濠は聴力検査の芳かんばしくない結果に落ち込み、苛立っていた。そんな濠を、耳鼻咽喉科の若い女医さんが必死でなだめていた。

『まだ治る可能性はあるのよっ』

　けれどそんな言葉が難聴の濠に伝わることはなく、濠はキッと睨んで診察室を出ていった。入口で呆然とその様子を見ていた私にも、鋭い視線を向けてきた。整った顔で睨まれ、その瞬間、睨まれた怖さよりも、とくん……と跳ねた鼓動に驚いてしまった。濠のうしろ姿が診察室から消えたあとも、ドキドキとときめきを奏でる鼓動が、私を包み込んでいた。

　今思い返しても単純だったと思うけれど、私はその瞬間、濠のことが好きになっていた。一目ぼれだった。そのあとも外来での診察のときに濠と顔を合わせることがあり、やがて、筆談やジェスチャーで話をするようにもなった。そして、中耳炎での最後の診察日を迎えた。

『中耳炎は完治したから、来週の心臓の手術もきっと大丈夫』

　医師からそう言われて安心した私は、そのまま濠のもとへと向かった。けれど私は、濠の目の前で発作を起こし倒れてしまい、緊急手術を受けることになった。

　あまりにも突然だったこの出来事が、今でも濠の心を縛りつけていると思う。あのとき私に見せた濠の冷たい態度が、発作の原因だと信じ込んでいるのだ。あの日、倒れる直前に見た濠の痛々しい表情を、今でもはっきりと覚えている。そして……意識がなくなる直前に初めて聞いた濠の声。

『透子っ』

　私の名前を呼ぶその声。そして、私を支えようと差し出された濠の手の温かさ。濠は、今も変わらないその温かさで私を抱きしめながら眠る。そして、そのときはいつも私の左胸に頭を寄せて眠る。まるで私の鼓動を確認しなければ眠れないかのように。

　その姿を見るたび、私が発作を起こしたのは自分のせいだと責め続けているんだと感じて切なくなる。

　その切なさに胸を痛めるうちに、自分を責め続ける濠を解放してあげなければならないと考えるようになった。けれど、あまりにも濠を好きになりすぎた私には、濠との関係を壊すことがこわくて、その呪縛を解いてあげることができなかった。濠の幸せを願う反面、大好きな濠と離れられない自分にもどかしさを感じていた。

　そんな中、コンクールでの大賞受賞、転勤や引っ越しという大きな変化に直面した今が、濠を自由にしてあげるいいタイミングだと思い、こっそりと準備を進めてきた。

　正しい選択だと自分に言い聞かせながらも、長い間愛された心も体も、濠から離れることを望んでいないと。悲鳴を上げるかのように私を責めている。




　そして迎えた今日、入社以来七年を過ごした営業所での最後の日だ。

「透子さん……いいですか？」

　身の回りの私物を段ボールに詰めていると、背後から遠慮がちな声が聞こえた。振り向くと、彩香ちゃんが立っていた。この春短期の異動で宣伝部から営業所に来た後輩で、確実に仕事を処理する能力の高さと速さが評判の女性だ。彼女が新入社員研修を受けていたとき、私も講師として指導にあたったことがきっかけで、今でも親しくしている。

「何……？　どうかした？」

「異動前の忙しいときにすみません。あの……これ」

　彩香ちゃんが差し出したのは、見覚えのある時計。え？　これって。

「これ、濠、ううん、真田さんの腕時計？」

「はい、そうです。この前、結婚式の打ち合わせのときに、試飲用のワインが真田さんのジャケットにこぼれたんです。着替えている間預かっていたんですけど、そのままずっとお返しするのを忘れていて」

　すみません、と頭を下げる彩香ちゃんから受け取った時計はたしかに濠のものだ。

　そして、彩香ちゃんがアマザンで結婚式を挙げることを思い出した。

「えっと……もしかして、結婚式の担当は、真田……さん？」

　平静を装って聞いてみる。私と濠が付き合っていることは、彩香ちゃんにも彼女の婚約者である昴にも内緒にしているのだ。

「はい。いつもお世話になってるんです。私や昴の希望もちゃんと聞いてくださるし、素敵な方ですね」

「でも、私にこの時計を預けるって」

　そうつぶやきながらも、すでに彩香ちゃんには私と濠の関係は知られているような気がした。それを裏付けるように、彩香ちゃんはにっこりと笑った。

「真田さんに電話したら、透子さんに渡しておいて欲しいとおっしゃったんですよ」

「えっと、それって。知ってるのかな？　その、私と濠が……」

　歯切れの悪い私の言葉に、彩香ちゃんはからかうような視線を向けた。

「真田さんから、透子さんは恋人だと聞いていますよ」

　やっぱり。

　その言葉を聞いて力が抜けた私を、彩香ちゃんはくすくす笑いながら見ている。

「真田さんは、透子さんが照れるから自分が話したことは黙っておいてくれっておっしゃっていたんですけど。こうして透子さんに腕時計を渡して欲しいっていうことなら、もうその必要はなさそうですね」

「そ、そうなのかな。あ、彩香ちゃんが知っているってことは、婚約者の昴も知っているってことよね？」

「もちろんです。昴は驚いて声も出なかったんですけどね」

「……そうなんだ」

　ふう。

　手にしたままの濠の腕時計を見ながら小さく息を吐いた。

　わが社のイベントをアマザンでとり行うことも多く、そのときは濠と顔を合わせるのが照れくさくて仕方がない。忙しそうに働く濠を遠目に見ながら、いつも言葉を交わすこともなく他人のふりをしている。私が会社の同僚たちに濠と付き合っていることを内緒にしているのは知っていたはずなのに。どうして彩香ちゃんに言ったのだろうか。よくわからない。

「真田さんみたいに素敵な恋人がいたら、誰が声をかけてもなびかないはずですよね。昴も入社後の研修で担任になった透子さんに惚れそうだったって言ってました」

「惚れそうって。あの頃から昴は女の子から大人気だったのに。あ、ごめんね」

「今は昴には私だけなんで。大丈夫です」

　女の子との噂が絶えなかった昴との結婚を控えた今、自信に満ちた輝きが彼女の表情を彩っている。愛されていることを、ちゃんとわかっている姿が眩しい。

「あ、とにかくこの時計は濠に渡しておくね、わざわざありがとう」

「いえ。明日からフランスだって聞いていたので、間に合ってよかったです」

「あ、うん」

『失礼します』と笑顔を残して自分の部署に戻る彩香ちゃんのうしろ姿を見ていると、その幸せそうな様子に羨うらやましさを感じた。




「透子、飲め！」

「あんなすごい賞、とりやがって。おまえは同期の誇りだ」

　定時で仕事を終えた今日は、営業所での勤務が最後だということもあり、受賞祝いを兼ねた宴会が、会社近くの料理屋さんで行われている。同期をはじめ、私にゆかりのあるメンバーが集まってくれたけれど、営業所とほんの少ししか離れていない本社への異動に、寂しい雰囲気はまったくない。昨日同様、単なる宴会の口実としか思えなくて笑ってしまう。けれど気の置けない仲間と笑いながらおいしいものを食べて、ほんの少し飲んで。幸せだなと感じた。

「何？　寂しいのか？」

　突然声をかけられハッと気づくと、隣に喬が座って飲んでいた。

「入社してからずっと営業所勤務だったからな。感傷的になってるんじゃないか？」

　そう言いながら、喬はふっと息を吐いた。そして一瞬ためらったあと、口を開いた。

「それとも、恋人に黙ったまま引っ越すのがつらい？　明日だろ？」

「……それは」

「濠さん、夕べだって、あんなに俺のことを睨んでたし、相当、透子に惚れ込んでる。正直、年上には見えなかったぞ」

　軽やかな口調だけれど、喬の目は真剣だ。私がごまかすことを許してくれそうもない。

「透子は濠さんから大切にされてるし、愛されてると思う」

　喬が小さな声で、話し始めたとき。

「いいなぁ、相模さんと仕事ができるなんて羨ましすぎるよ」

　明るい声とともに、同期の悠ゆう里りが私と喬の間に腰をおろした。同期の取りまとめのような存在で、今日の宴会も仕切っている。彼女の明るくさっぱりとした性格にはいつも助けられている。

「何、暗い顔してるのよ。また濠さんのことで悩んでるの？　せっかく相模様の直属で仕事できるんだから、もっとうれしそうな顔をしなさい」

　そう言って、私の背中をパシッと叩いた。

「痛いよ。悠里……」

「好きって気持ちがあるなら、それがすべてでしょ？　悩みを抱え込んだって、結果はマイナスにしかならないって」

　悠里は大きく笑いながらそう言った。必要以上に物事を複雑に考えてしまう私は、私とは正反対の悠里の性格が羨ましい。濠とのことも何度か相談したことがあるけれど、そのたび『悩みすぎでしょ』と笑い飛ばされている。

「悠里の基準を透子に押しつけるな。世間並みに生きていたら、恋愛なんて悩みを乗り越えて、ほんの少しの幸せをつかむためのものだろ」

「うるさいなあ。いつも正論ばかりぶつけてきておもしろくない。透子と濠さんなんて、お互いにべた惚れで誰も入り込む隙もないんだから。それに浸って楽しむだけ楽しめばいいのに」

　あっけらかんと言い放った悠里は、目の前の唐揚げを手に取り、ぱくぱく食べ始める。すると、ビールを飲みながらも真面目な声でぽつりとつぶやいた。

「私も、今年のコンクールは頑張ろうかな。相模様の下で勉強できるなんて羨ましいもん」

　設計に関しては社内で一目置かれている悠里だけど、私と同様今までコンクールにはまったく興味を持たなかった。それなのに今頃どうしてコンクールなんて言葉が出てくるんだろう。そんな私の思いが顔に出たのか、悠里はくすりと笑った。

「まあ、女も三十路になると心境も変わるのよ。透子だって去年の年末に突然コンクールに挑戦するって決めたでしょ？」

「あ……それはまあ……そうだけど」

　たしかにその通りだけど。これ以上そのことに突っ込まれたくなくて、曖昧に笑った。去年の年末、ちょうど濠が出張でいなかったのもあり、毎日遅くまで会社に残って出品用の模型作りに没頭していた。

「でも、大賞を獲っちゃったから、透子はもう建築業界全体の共有財産になるんだよね。仲間の成功は喜ぶべきことだけど、なんだか寂しい」

「悠里……」

　普段は明るい悠里が静かに俯いた。入社以来ずっと一緒にいた悠里と離れてしまう。

　相模さんの下で働ける未来を手に入れて、それはうれしいことに違いはないけれど、やっぱり寂しい。濠から離れようと決めて以来ただでさえ不安定な私の心は、いっそう大きく揺れた。




　宴会のあと、ほろ酔い気味でタクシーを降りた。名目だけとはいえ私のための宴会を途中で抜けるわけにもいかず、すでに昨日と同様日付も変わっている。本当なら仕事のあとはすぐに家に帰り、ゆっくり濠とのことを考えたかった。濠に何も言わずに引っ越すなんてやめて、すべてを伝えてから、フランスに出発する濠を見送ろうかと、心は揺れている。

　宴会の間も濠に会いたくて、電話をしようと何度も席を立った。異動への不安は思っていたよりも大きく、加えて大賞を受賞したことによって、私の人生がどう変わっていくのかわからない期待と緊張。それを濠に言わずにいることが、一番のストレスになっている。

　今すぐにでも、濠の胸にしがみついてキスをして、すべてを話してしまいたい。大賞受賞のお祝いもしてほしい。私だけが独占できる優しさに、ずっと包まれていたい。

　自分で決めたことだというのに、寂しい涙を我慢してばかりだ。濠と離れるなんて、やっぱり無理なのかもしれない。




　玄関のドアを開けるとリビングに明かりがついていた。濠がいるとわかり、途端に気持ちが弾んだ。宴会の間、ずっと我慢していた感情が溢れ出る。ソファに座っている濠に近づいて抱きつこうとしたとき、気配を感じたのか、ふっと濠が振り返った。

　あ……電話してるんだ。

　私に気づいた濠は、会話を続けながら笑いかけてくれた。

　そっと近づくと、右手をぐっとつかまれて抱き寄せられる。濠の膝の上に座って、濠の胸に顔を押しつけると、不意に涙が目を熱くする。このままずっとこうしていたい。濠が私を抱きしめ続けてくれる限り、ずっとそばにいたい。黙って引っ越そうと思っていた気持ちが、急速に小さくなっていく。

　濠に寄り添い続けたい。今頃話されても決していい気分ではないだろうけれど、明日の引っ越しのことも、異動のことも話そう。濠の背中にまわした手に力を込めると、すぐに片手で抱き返してくれる。そんな仕草にホッとして目を閉じた。けれど、聞こえてきた濠の言葉に、私の心は固まってしまった。

「じゃ、雪ゆき美みが資料を持ってきてくれ。フランスに入ったら、ほかのメンバーと打ち合わせをしながら詰めよう。夜も時間は取れるだろうし、なんとかなるさ」

　仕事モードの低い声で話す濠は、私の心臓が激しい音を立てていることには気づいていない。そうだったんだ、雪美さんも一緒にフランスに行くんだ。私はあっという間に落ち込み、さらにぎゅっと濠にしがみつく。早く気持ちを落ち着かせなければと、何度か深い呼吸を繰り返した。そして、濠に話そうと決意していた引っ越しのことも、やっぱり言えないと思い、再び心の奥底にしまいこんだ。




「出張の準備は大丈夫なの？」

「大丈夫だよ。出張には慣れてるから。あと透子が一緒なら完璧なんだけどな」

　濠は、私がシャワーを浴び終わるのを待ちながらベッドの中で雑誌を読んでいた。

　かけ布団をめくって、私が隣に入るのを待っている。ゆっくりと濠の腕の中に向かって歩くこの瞬間が一番好き。するりと濠の隣にすべりこみ、温かい腕に包まれると、不安と緊張と迷い……すべてから目を逸らしそうになる。

「眠そうだな。疲れてるのか？」

「あ……ううん。大丈夫」

　雪美さんのことが気になって黙り込んでいる私に、濠がささやいた。

「仕事が忙しいんだろ？　俺がいない間、無理して体を壊すなよ」

　気のせいか、私を抱きしめる濠の力が普段よりも強く、その声も切なく聞こえた。

「フランスに行っている間もちゃんと電話はするから寂しがるなよ。浮気もするなよ」

「するわけないよ」

　濠ひとりしか知らない私が、この先、ほかの男の人に心を揺らすなんてありえない。

「私よりも、濠でしょ」

「え？　俺？」

　濠の胸に顔を埋めたまま、思わずそう口にしてしまった。

「あ……えっと……」

　言うつもりはなかった言葉。濠のもとから黙って離れようとしている私には、雪美さんとのことを問い詰める資格なんてないのだから。

「俺が浮気するって？」

「濠？」

　ちらりと濠を見ると、悲しげな顔をしていた。

　整った顔を直視するのが照れくさくて、いつもなら目を合わせられないけれど、その瞳には何かが隠されているようで目を逸らせない。私を包み込み、決して手離さないと宣言するかのような口調はいつも通りだけど。

「俺は、透子でいっぱいいっぱいなんだ。それを疑う余地なんてないだろ？」

　強気な声の中に、いつもと違う感情があるように聞こえるのはやっぱり気のせいだろうか。探るような瞳で濠に見つめられ、私は口を開いた。

「雪美さん……。フランスに一緒に行くんでしょ？」

「ああ。今回の出張には同期六人が参加なんだ。雪美もメンバーのひとりだ」

「そうなんだ」

「透子？　もしかして、雪美と俺に何かあるって思ってるのか？」

　濠にしがみついていた体をそっと離されて、額を合わせるように濠の顔が近づいてくる。

「濠……」

「俺には透子以外、誰もいない。透子にまた会えた瞬間からずっと……透子以外の女に心を揺らしたことなんてない」

　吐息とともに伝えられる濠の思い。暗い瞳には、私への愛情とは異なる、戸惑いや悩みが浮かんでいるように見えた。




　この日の夜、濠は私の気持ちを穏やかにするように優しく抱いてくれた。彼いわく、体中に咲いた赤い花は、一緒にいられない出張中の安心材料らしい。そして、いつものように私の左胸に頭をのせたまま、ぎゅっと私を抱きしめて眠りに落ちた。

　私の鼓動の音を聞かないと熟睡できないと濠から聞いたことがある。付き合い始めてすぐのことだったと思う。力強く『とくとく』と刻む私の心臓の動きを直接感じると、ホッとするとも言っていた。

　それからもうすぐ十年。今でも定期検査は受けているけれど、日常生活への支障はない。妊娠や出産も大丈夫だと太鼓判を押されるほど私の心臓は良好だ。けれど濠にはまだ、病院で初めて会った頃の私が、見え隠れしているのかもしれない。







第二章










レッスンの始まり　～透子ｓｉｄｅ～




　翌朝、濠は玄関にスーツケースを置き振り返った。出張のときには、私の家から出発することが多い。出張の間ひとりになる私を気遣ってのことだと思う。

「気をつけてね」

　いつもと同じように見送ろうと意識しすぎて、声が裏返ってしまった。ただでさえ海外に行く濠を見送るときにはいつも、寂しくて泣きそうになる。たった一週間のことだけれど、今回は雪美さんも一緒だと知って、寂しいという気持ちだけでは片づけられない切なさが募る。

　雪美さんを初めて見たのは今年の三月に『アマザンホテル』で催もよおされた、わが社の『創立記念パーティー』だ。優しく笑う穏やかな表情が印象的なきれいな人だった。

『仕事中にごめんなさい。でも、真田君のことがずっと好きなの。長く付き合っている恋人がいるから諦めたけど、真田君がお見合いするって聞いて、もしかしたら恋人と別れたのかなって。だったら、私を選んでくれないかなって思ったの』

　パーティーの最中、フロアの柱の陰で、雪美さんは一生懸命濠に気持ちを伝えていた。化粧室に行く途中で偶然その現場を目撃した私は、近くにあった柱の影に体を隠し、聞こえてくる言葉に動揺して動けなくなった。けれど私が一番衝撃を受けたのは、雪美さんの告白ではなく、告白を断った濠が、最後に言ったひとことだった。

『あの見合いの話はうれしかったな』

　人並み以上の容姿とスタイルを持つ濠に、恋する女の子がいるのは当然だと思っていた。付き合い始めた頃は、そのことが不安で泣く夜も多かった。そんな不安を常に抱えていた私の気持ちを見透かすたび、濠は温かな愛情で私を包んでくれた。それも、私の不安を消し去るには充分すぎるほどの愛情で。そのあと付き合いが長くなるにつれて、私の不安の絶対値は小さくなっていった。

『不安を感じる時間と感情が無駄だから』

　そんな言葉をサラリと言う濠に甘え、依存しきっていたこの十年。私は濠のことを愛しすぎて、周りのことが見えなくなっていた。けれどお見合いの話を聞いたあの日以来、濠自身の未来を考えるようになった。そして、私への罪悪感を背負ったまま愛してくれる濠に、選択肢を用意することにした。

　だから、いったん私が濠から離れることを受け入れてほしい。そして自分の心をよく見つめて、本当に私のそばにいたいのかどうかを考えてほしい。まだまだ若くて気持ちのぶつけ方を知らなかった頃の後悔を抱え、罪悪感に縛られたまま私を愛するのではなく。私を愛しているという感情。それだけを私に与えてほしいから。ただ愛してくれればそれでいい。

　今日まで濠が本当にお見合いをしたのかどうかを聞けずにいるけれど、もしもお見合いをして、私と寄り添う以外の人生を選ぶのなら。私はそれを受け入れるしかない。




「じゃ、ご飯はしっかりと食べろよ」

　濠はいつものように笑って、私を抱き寄せた。

「寂しくてもちゃんと食べろよ。いつも俺が帰ってきたら痩せてるだろ？」

「私はもう健康なんだから心配しないで。ちゃんとご飯も食べる。濠こそ気をつけて。お仕事も頑張ってね」

　濠の背中にまわした手に力を込めると、濠は私より強い力で抱きしめてくれた。

「透子……」

「……何？」

「透子……」

「濠？　どうかしたの？」

　腕の力は緩むことなく、濠は私を抱きしめ続ける。出張に出かけるときにはいつも、普段の出社以上にあっさりと出かけるのに。今朝はなんだか勝手が違って戸惑ってしまう。

「……『宿題』を出しておいたから」

「え？　『宿題』？」

　耳元でささやかれた声はいつもよりもずっと低くて、不安を感じた。

「一日ひとつ。出された『宿題』をちゃんと解いて、いい子にしてろ」

「は……？」

　顔を上げると、濠が優しく微笑んでいた。

「ちゃんと真剣に解けよ。わかったか？」

　そう言って私の頭を撫でる濠は、今までに見たことがないほど穏やかに笑っていて。

　その反面、切なさも浮かんでいるように見えた。

「あとで寝室のドレッサーの上を見てみろ。そこにある『宿題』を解いていれば、俺がいない間、寂しがっている暇なんてないから」

　濠の言葉の意味がよくわからず、私はただ見つめ返すしかできない。けれど、その切ない顔を見ているうちに、もしかしたら気づいているのかもしれない。そんな気がした。

「濠……もしかして」

　小さな声で問いかける私に何も答えず、濠は私に深いキスを落とすと。

「じゃ、行ってきます」

　大きな謎を残したまま出かけていった。




　濠が残した『宿題』は、白い封筒に入っていた。封筒は全部で七通。それぞれに『金曜日に開封』『土曜日に開封』などと書いてあり、帰国する前日まで一日ひとつの封筒を開封するように準備されていた。

　それにしても、いつこれをドレッサーの上に置いたんだろう。今朝起きたときにはなかったはずだ。朝食の支度をしていたときに置いたのかもしれない。濠がフランスに行っている間に引っ越しを終え、いったん私と離れることで濠に自分の気持ちを確認してもらおうと思っていたのに。

　濠と雪美さんとの会話を……濠がお見合いをするという現実を聞いて以来、悩みに悩んで決めたことだけれど、あまりにも濠を愛し過ぎて、私がしようとしていることが正しいのかどうか、わからなくなっている。その上、こんな『宿題』を残されてしまったら、毎日濠のことを考えるに違いない。

　今すぐにでも濠を追いかけてすべてを話し、新しいマンションの鍵を渡してしまいたくなる。今日の午後には業者さんがくるというのに、濠にばれないように気を遣っていたせいで準備もほとんどできていない。早く準備をしなきゃと思いながらも目の奥が熱くなり、手にした封筒の文字が滲んでいく。それでも、震える手で今日の『宿題』を開封した。










七つの『宿題』を残して　～濠ｓｉｄｅ～




　透子の切ない顔が頭の中から離れない。

　出張に出かけるぎりぎりまで、そして透子の部屋をあとにしてもなお、心のどこかで待っていたのは透子からの言葉だった。あらゆる隠し事を打ち明けてくれるのを待っていたけれど、最後まで透子が話してくれることはなかった。透子の芯の強さはこれほどまでだったのかと、思わず苦笑いしてしまう。

　空港に向かうタクシーの中で笑う俺を、運転手がミラー越しにちらりと見る。そんな視線に気づかない振りで、流れていく景色に目を向けながら、頭にあるのは透子のことだけだ。ここ最近、何度も苦しげにゆがめた顔を俺に向けていた。正直に俺に話すか話さずにいるか、心の中で葛かっ藤とうしていたんだろう。

『この部屋から引っ越すんだろ？』

『設計デザインコンクールで、大賞を受賞したんだろ？』

『本社に異動して、あの相模さんの下で働くんだろ？』

　そんな人生の大きな転機を俺に言えずに苦しんでいる様子に、俺が気づかないと思うのか？　十年間そばにいて、ずっと透子に溺れ続けているんだ。気づくに決まっている。透子が俺に言えずにいる理由をはっきりとつかめないままフランスに行く一週間。このタイミングの悪さに俺がただ手をこまねいていると思うなよ。

　この一週間思う存分悩んで、体全部で俺を欲しがれ。離れていても切り捨てられない、俺への思いを確認しろ。俺は何があっても絶対に透子を離さない。そう決めている俺の覚悟を受け止めろ。




　空港に着き、一緒にフランスに行く同期たちと合流した。男四人と女ふたり。

「真田君の資料、持ってきたわよ。昨日、いきなり会社を休むから、準備が大変だったんだからね」

　手渡された資料の分厚さに苦笑いしてしまう。

「悪い。助かったよ」

　雪美の言葉に、ほかのメンバーが首を傾げる。

「濠が突然仕事を休むなんて珍しいな」

「……まあな」

「体調でも悪いのか？」

「いや……そうじゃない。出発前に、いろいろと片づけなきゃならない雑用があったんだ」

　俺の口調に違和感を感じたのか、勘のいい雪美は探るように聞いてきた。

「もしかして……彼女と何かあった？」

「何かあったといえば、俺があいつにはまりすぎてるってだけだ。一週間も離れるなんて、滅多にないからな」

「そう……」

　傷つけた。確実に雪美の心は傷ついたようだ。以前、俺に思いをぶつけてきてくれたときにもはっきりと断ったが、そのときと変わらない雪美の気持ちを楽にする言葉をかけることはできない。

「お前と彼女、付き合い長いんだろ？　いつまで高校生みたいにじゃれてんだよ」

　呆あきれてつぶやく同期の尚ひさ志しの声が、俺と雪美の張り詰めた空気を裂いてくれた。

「早く結婚しろよ。彼女だって仕事辞めて、お前の嫁になりたいんじゃないのか？」

「結婚はしても、仕事は辞めないな。ていうか、辞められないな」

「……は？」

　俺は尚志の手にある新聞を抜き取ると、一面を広げてみんなに見せた。周りにいた同期たちの怪け訝げんそうな視線に、思わず笑いがこぼれるのを我慢できない。

「何……？」

　尚志の問いかけに、焦じらすように答えた。

「あいつ、こんなすごい賞を獲ったんだ。だからしばらく仕事は辞められないんだ」

　広げた新聞の左下に載せられた顔写真と見出しを、みんなに見えるように差し出すと。

「設計デザインコンクールって……え？　このきれいな女が濠の彼女？」

「そうだ。きれいだろ？　実物はこれより十倍はきれいだぞ」

「何のろけてるんだよ。……へぇ。それにしても大賞を獲ったのか。すげえな」

　一面に大きく掲載された、設計デザインコンクールの受賞者発表の記事。もちろん透子の顔写真も大きく載っている。内定の段階で相模さんから聞いていたとはいえ、こうして記事を見るとようやく事実として実感し、思っていた以上にうれしくなる。

　コンクールに出品すると決めてからの半端ではない努力をする透子の姿を見てきただけに、受賞は心底うれしい。

「じゃ、俺らも授賞式で濠の彼女に会えるんだな」

　ふと思いついたようにつぶやく尚志の言葉に皆頷いて、からかうような視線を俺に向ける。

「そうだな……」

　授賞式がアマザンで行われることは周知の事実。透子が壇上に立つ姿を想像すると、思わず頬が緩む。ただ、祝いの言葉を透子にかけることなく、これからフランスへ行ってしまうんだと思うと切なくなる。本当なら、誰よりも早く喜びを分かち合いたかったのに。そんな思いを隠すように、明るく言った。

「人見知りの恥ずかしがり屋だから、お手やわらかに頼むよ」

　そんな俺を、じっと見つめる雪美の視線を感じながら。

「そろそろ出発だな……」

　日本にひとり残す透子を思いながら、俺はフランスへと飛び立つ。

　一週間後に、何もかもを告白させてやると思うと、不思議と気力もわいてくる。それほどまでに透子に溺れている自分に口元は緩み、昨日仕事を休み急いで準備した透子への『宿題』を思い出して、ついニヤリとしてしまう。

　これは、俺がどれほど透子を愛しているかを教えるためのレッスンの始まり。

　それはもう、甘い甘いレッスンだ。

『愛しているよ』

　俺は、これから先も、何度でも。

　心からそう伝えていくと、決めている。

　たとえ、透子が何を企んでいても。










恋人のいない家　～透子ｓｉｄｅ～




　さすがプロ。

『すべてお任せパック』でお願いした引っ越しは、あっという間に荷物の梱包と搬出が済み、すでにトラックは新居に向かって出発した。濠との思い出が十年分詰まっているこの部屋を去るのは、正直寂しい。

「さ、私たちも出発しようか」

　せっかくの休日なのに、喬と一緒に引っ越しの手伝いに来てくれた悠里が声をかけてきた。

「私もしょっちゅう来ていたし、なんだか寂しいよ。納期に間に合わなくて、この部屋で透子に手伝ってもらって必死で図面を描いたこともあったよね」

　悠里とこの部屋でひと晩中飲んだこともあった。そんな私たちの傍らで濠が苦笑いしていたのも一度や二度のことじゃない。濠とは一緒に暮らしていたわけじゃないけれど、ほぼ毎日、お互いの部屋のどちらかで一緒に過ごすことがあたりまえになっていた。そのせいで、濠の笑顔や声は、私の思い出のいろいろな場面で現れる。

　喬の車で新居に着くと、すでにトラックは到着していた。新しい部屋は２ＬＤＫのロフトつき。会社が借りてくれた家で、ひとりで住むには十分すぎるくらいの広さ。

　異動が決まってすぐ、人事から引っ越すかどうかを聞かれたときには迷った。以前の家からも十分に通勤可能で、十年近く暮らした部屋に愛着もあった。何より濠との思い出が詰まった部屋には、特別な思い入れもあった。だから一度は引っ越しはしないと決めたけれど、新しく上司となる相模さんのひとことで、引っ越しを決めた。

『大賞を獲ったあとは、ある意味人生が変わるし忙しくもなる。会社に近い家の方が、ストレスなく仕事に集中できるぞ』

　デザイン大賞を獲るということは栄誉であり、建築士なら誰もが切望する夢。理想だけではなく、暮らしの中に違和感なく受け入れてもらえる作品に対して贈られる賞。

　そして受賞者は、在籍する会社の枠を離れて仕事をしていくことになる。そんな状況を知り抜いている相模さんだからこその、ひとことだった。歴代最年少で大賞を受賞している相模さんの言葉は重くこのひとことが、引っ越しの決め手となった。そして、濠から離れるべきかと迷っていた私の気持ちにも大きく影響した。

　とりあえず荷物はすべて運び込まれたけれど、なんだか落ち着かない。家具自体は慣れ親しんだものばかりなのに、壁紙の色や天井の高さ。新しい部屋特有の匂いが、私の中にしっくりこなくて不安になる。

「十階って、さすがに見晴らしがいいね。夜景もきれいだろうね」

　ベランダから喬とふたりで外を眺めていた悠里が、部屋に戻りながら言った。

「……うん」

　その言葉に軽く頷いたけれど、心はどこか上の空。

　ぼんやりとしている私に怪訝そうな顔を向ける悠里と喬に気づいて、慌てて笑う。

「……ごめんね。せっかくの休みなのに手伝ってもらって。あとは自分でやるから大丈夫だよ」

　へへっと笑う私を、どこか心配そうに見遣る悠里。喬と同じで私の気持ちを読み取るのがうまくて嘘はつけない。

　悠里が遠慮がちに聞いてきた。

「本当によかったの？　結局、濠さんには黙ったままなんでしょ？」

「あ……うん」

　悠里はどうしても厳しい口調になるのを抑えられないようだ。喬も、納得がいかないという表情をしている。私と濠のことを心配し続けるふたりに、これ以上黙っていられない。私は雑然としているリビングに移動しながら、口を開いた。

「ふたりにはまだ言ってなかったんだけど……これ、見てもらえる？」

　私はエプロンのポケットに入れていた封筒を取り出した。ソファに腰かけ、私の前に座ったふたりに『土曜日に開封』と書かれた『宿題』を広げてみせた。

「え？　何これ」

　予想通り、顔を見合わせて戸惑う悠里と喬。今朝、私もきっと同じような顔をしていたんだろう。三人で見つめている『宿題』には、きれいな文字でこう書かれていた。




『俺の荷物もちゃんと運ぶこと。無理せずのんびり片づけろよ』




「これって、濠さんは今日の引っ越しのこと知っていたんじゃないの？」

　驚きで途切れ途切れの悠里の言葉に、やっぱりそうなのかな……と、納得しそうになる。そのことにあまり驚いていない自分にも気づいた。

「今朝フランスに出かける直前まで、何か気にしているような……。濠にしては妙に落ち着かない様子だったの。やっぱり気づいていたのかな」

　そう力なくつぶやいた私の心はひどく重い。何度も思い浮かぶのは、切なげに微笑む、今朝の濠の顔。スーツケースを転がしながら『行ってくる』と言ったとき……どんなことを考えていたの？　私に何かを期待していた？　引っ越しのこと……私が言うのを待っていたの？

「濠……」

　混乱する気持ちをどうしていいのかわからなくて、ぼんやりと濠の名前を口にする私の手から、喬が『宿題』を取り上げた。

「あれだけ透子を大切にしているのに。俺は濠さんに同情するよ。何よりも透子のことを考えて生きてきたのに……こんな裏切られ方をされて」

　そう言いながら、きつく私を睨む喬の視線に傷つく心。厳しい言葉も私を追い詰める。

「それに」

　喬は私の左手をつかんで、冷たい言葉を続けた。

「この指輪だって、濠さんとお揃いなんだろ？　黙って引っ越すようなことをするくらいなら、指輪をはずすくらいの覚悟を決めろよ。男を試すな」

「喬、言いすぎ」

　慌てて喬の言葉を遮さえぎる悠里も複雑そうな顔をしている。きっと喬と同じ気持ちなんだろう。つかまれたままの左手の薬指には、かなり前に濠からもらったプラチナリングが光っている。小さなダイヤの石が光るリングは、まるでマリッジリングのようで、会社でも私が結婚していると勘違いしている人は少なくない。ダイヤがついていないだけのお揃いのリングをつけている濠も、既婚者だと誤解されることが多いと笑っていた。

『お互い唯一の相手なんだし、誤解されてもいいさ』

　まるでそれを楽しんでいるかのような笑顔は、私をときめかせるには十分で、まるで高校生のようにドキドキした。

「透子はいったいどうしたいんだ？」

　私の手を離した喬が、さっきとはうって変わって、優しい口調で聞いてきた。

「透子が濠さんから離れたいのなら、ちゃんと話をして礼を尽くせ。今まで透子のそばで守ってくれていたのは濠さんだろ」

「私……離れたいわけじゃない。濠を愛してるし、ずっとそばにいたい。でも濠の罪悪感を利用して、つなぎとめておくのは……だめだから」

　小さな声をなんとかつないで、目の前のふたりに答えた。

「春頃、濠にお見合いの話があって。それを受けたらしいの」

「お見合い？」

「そう。今も変わらず私のそばにいてくれるから、うまく進まなかったと思うんだけど」

　小さくため息をついて、これまで何度も考えたことを整理する。

「お見合いするってことは、私以外の人との未来を考えたってことでしょ？　正直、ショックだった。でも、ついにこの日が来たのかって納得する自分もいて。濠が自分の人生を自分で選択できる機会を奪っちゃいけないって、ずっと思ってたから」

　最後の言葉は泣き声に近く、きちんとふたりに伝わったのかはわからないけれど、私が抱えている悲しみだけは伝わったようだ。

「透子」

　ふと喬が口を開いた。

「濠さんが透子以外の女と生きる人生を考えるなんておかしいだろ」

「うん。きっと、私を選んで一緒にいてくれると思う。濠の中にある罪悪感が消えない限りはね」

「罪悪感？　なんだよそれ」

　ふたりにこれ以上黙っているのは、もう無理だと感じた。ふたりは納得するまで私を解放してくれそうにないし、これまで抱えてきた切なさや苦しみを、自分ひとりでやり過ごすことに限界を感じていた。

「あのね」

　私は、止まらない涙にかまうことなく言葉を続けた。途中、何度か言葉に詰まりながらも、濠が私に対して感じているに違いない罪悪感について話した。

「十五歳のとき、心臓の手術を控えていた私は濠の目の前で倒れたの。そのせいで、私が緊急手術を受けることになった原因は自分にあるって濠は思ってる。だから、濠は一緒に眠るときにはいつも、私の左胸に耳をのせて、私の心臓がちゃんと動いてるかどうかを確認するし、鼓動の音を聞きながらじゃないと眠れないらしいの」

　長い間抱えてきた濠への切なさは言葉にするとあっけないものだけれど、私にとっては、出口が見えない深い闇だった。濠と笑い合っていても、絶えずそのことを考えていた。

「私の心臓が動いていて、ちゃんと生きているって確認をすることが、濠にとっては私への謝罪であり、過ちを忘れないための戒いましめなんだと思う」

「でも、透子が手術を受けることって、あらかじめ決まっていたんだろう？」

「うん。数日中に手術をする予定だったんだけど、急に倒れちゃって、即手術になったの。たまたま倒れたときに濠が目の前にいて。それで濠は、いまだに責任を感じているんだと思う」

　そう。とんだ勘違いなのに……。私が手術を受けることになったのは、発作が起きたから。それもたまたま濠の目の前で起きただけ。それなのに、今でも私の心臓の音を確認する濠の姿を見るたびつらくなる。

「そしてとどめは、お見合い。濠は格好いいし、一流ホテルで働いているし。お見合いの話が来ても不思議じゃないけど、そのお見合いを喜んでいるのを立ち聞きしたっていうか偶然聞いてしまって」

「立ち聞きって何？」

　悠里が首をかしげる。

「今年の三月にアマザンで創立記念パーティーがあったときに、タイミング悪く……そんな話をしている濠を見かけてしまったの」

　雪美さんから告白を受けていた濠は、彼女から聞かれたお見合いの話に『あの見合いの話はうれしかったな』と思い返すように言っていた。私の存在があるのに、お見合いの話をうれしいと言っている濠に大きなショックを受けた。あまりにもショックが大きすぎて、濠に何も聞けず、自分の苦しい気持ちを隠しながら濠のそばにいた。

　どうしても濠と離れるなんてできなかったから。

　けれど。

「運よくコンクールで大賞を獲って、職場も変わって家も引っ越す。だから濠を罪悪感から解放してあげるには、いい機会かなって……」

　何度も悩んで、眠れない夜を過ごして出した結論。濠には濠の人生を幸せに送る権利があるのだから、罪悪感をリセットしてあげよう。罪悪感から生まれた関係は、いつかはだめになるから、これを機会に離れようって決めた。

　そんな自分の気持ちを喬と悠里に話してしまうと、やっぱり悲しくて寂しい。濠をどれだけ愛しているのかと改めて気づき、涙も止まらない。

「罪悪感うんぬんは、濠さんに聞かなきゃ本当のところはわからないけど、濠さんがこの引っ越しのことを知っているのはたしかだな」

　喬は、今日初めて私をいたわるような視線を向けてくれた。

「透子の気持ちもわからなくはないけど、とりあえず、濠さんから逃げ切るなんて無理だろ。透子を簡単に手放すなんて思えないし。罪悪感だろうがなんだろうが、濠さんは透子だけを大切に思ってる。透子だって、それはわかってるだろ？」

　諭さとすような声は優しかったけれど、私に、自分の考えや行動を振り返れと言っているようにも聞こえた。まるで私のしていることが間違っているように思える。たしかに喬が言っていることは、よくわかる。私だって、今でも悩み迷っている。

　濠に対して秘密を作ったまま離れようとしていることが、正しいのか間違っているのか。離れた初日から迷って揺れて、どうしようもなく寂しい。『宿題』が書かれた手紙を見ているだけで、今すぐ濠に会いたくなってしまう。




　その晩、濠と私が出会った頃の夢を見た。

　心臓の手術を控えた十五歳の私は、手術に対する緊張や不安を抱える中で、初めての恋をした。入院中に知り合った『真田 濠』という二歳年上の男の子。

　小さな頃から入退院を繰り返していた私は友達も少なく、寂しさを抱えながら生きることに慣れていた。恋をするきっかけも出会う機会も少なくて、自分は一生、恋なんてできないんじゃないかと思っていた。けれど、耳鼻咽喉科の診察室で最悪の出会いをした濠に、私の心はぐっとつかまれてしまった。

　それからというもの、診察や治療の時間以外はそわそわしながら濠を探していた。

　筆談でもいいから濠と話したかったけれど、原因不明の難聴で入院していた濠はかなり荒れていて、筆談やジェスチャーで話しかける私を、あからさまに拒否し避けた。

　近寄るだけで不機嫌な顔をされたり睨まれることもあった。

　けれど私は挫くじけなかった。そしてそのしつこさに濠が折れる形で、私たちの距離は縮まった。今振り返ると、恋愛初心者の私の頑張りはすごかったな……と、褒ほめてあげたくなる。

　私が心臓の病気を患っていると知らない濠は、最初、中耳炎の治療を受ける私を『脳天気な女』としか思えなかったらしい。いつも自分の近くで笑っている変な女。『中耳炎くらいで入院なんて大おお袈げ裟さだろ』紙にそう書かれたこともあった。

　自分は耳が聞こえず、これからどうなっていくのかわからない不安と絶望の中で足あ掻がいているのに、わけのわからない女が目の前で、ニコニコとうれしそうにしている。『俺の病状のことを知ってるのか？』と、うまく話せないもどかしさの中で紙に書かれたり、イライラをぶつけられたりもした。

　それでも自分の経験から、病気は体だけでなく心をも侵食して人をだめにしていくものだとよくわかっていたからこそ、私は濠のそばにいてあげたかった。濠が心を閉ざさないようにと、どんなに素っ気なくされても離れなかった。

　ある日『ほんと、変な女』と書かれた落書き帳を見せながら、濠が笑った。相変わらずしゃべることはなかったけれど、この日を境に、私たちの距離はぐっと縮まったと思う。一緒に過ごす時間も増えた。

　夕食前のほんのひととき。少しずつ沈んでいく夕陽を、屋上のベンチで濠と眺めたこともある。私は黙って、濠と初めて出会った日のこと、それまで過ごした濠との短い時間を思い返した。長身で痩せているけれど、筋肉質の体はまさしくスポーツマンの体。鍛えられた腕に偶然触れるたびにドキドキした。そして、濠は受験勉強にもかなりの時間を費やしていた。過去問題を解いているときに、ちらりと見えた大学名は超難関大学だった。スポーツもできて頭もよくて。恋愛未経験の私が、見た目だって抜群の濠を好きにならないわけがない。

　日ごとに気持ちが膨らんで、どんどん好きになるのを止めることなんてできなくて、喫茶室のテーブルで濠が勉強しているときに『大好き……』と、つぶやいたこともあった。

　濠の耳に私の声が届かないことをいいことに、胸をドキドキさせながら言葉にした。

　こうやって誰かを好きになって、毎日胸をドキドキさせるなんてこと、健康な体に生まれていればとっくに経験していたはずだ。けれど、十五歳までときめきやドキドキとは無縁で、学校に通っていても体調優先で無理は禁止。数少ない女の子の友達と昼休みに笑い合うくらいが私の唯一の楽しみだった。だから、『濠を好きになったかも……』と自覚した途端に芽生えた初めての感情が、私を戸惑わせた。

　自分の恋心を自覚してからは、濠が勉強する隣で本を読んだり勉強をしていても、なんだか落ち着かなかった。それまで気にならなかった、濠の病院以外での生活も気になり始めたのだ。

『どこに住んでいるんだろう』

『どこの高校に通ってるの？』

『病院の外にいるときは何をしているの？』

『恋人、いるのかな』

　聞きたいことがありすぎて、そばにいても落ち着かなかった。話しかけるタイミングを見計らいながらちらちらと濠を見ていると、『視線がうっとうしい』とノートに殴り書きをされて落ち込んだり。それでも、濠の近くで穏やかに過ごす時間をとても気に入っていた。

　そんな穏やかな日々が終わったのは、中耳炎での最後の診察の日だった。中耳炎は無事に治り、あとは心臓の手術の日を待つのみとなった。私が中耳炎で入院していると思っている濠に、いよいよ本当の病状を言わなくてはならなくなった。

　耳鼻咽喉科での診察後に緊張しながら濠のいる喫茶室に入ると、濠は五人ほどの男の子や女の子たちと笑っていた。きっと高校の同級生だろう。落書き帳に言葉を書きながら笑っている濠の様子を見て、私はそれ以上近づけなくなった。私には見せてくれない心の底から笑っているような明るい笑顔。私を隣に置いてくれても、心の中をすべて解放してくれていたわけじゃなかったんだと気づいた。そして、病院という現実離れした環境の中での患者同士という関係に、未来はないと思い知らされ、私はその場に立ちすくんだ。

　喫茶室の入口の近くにいた私と、濠がいるテーブルまでの距離は五メートルくらいなのに……あまりにも遠く感じて動けなかった。濠と私は違う世界で生きていると、認めざるを得なくて悲しくなった。

　すると突然、濠の視線が私に向けられた。『やっぱり来たか』とでも言いそうな笑顔で、『おいで』と手招きされた。その場にいた友達に見られて緊張する中足早に動き、濠の背後に立つと、濠がくるりと振り向いて落書き帳を見せた。そこにはたったひとこと、こう書いてあった。

『薔薇の香り』

「薔薇？」

　私がそうつぶやいたのを理解したのか、濠は軽く頷くと『透子の薔薇の香り』と書いて、再び落書き帳を見せてくれた。心当たりはあった。着替えを入れている病室に備えつけの引き出しに、母さんが入れてくれた薔薇の香りの石鹸。

『家にいるみたいでしょ？』

　病院生活が少しでも穏やかな気持ちで過ごせるようにと入れてくれた石鹸だ。それは、いつも自宅のお風呂で使っているお気に入りの石鹸で、その香りが衣服にほのかに移りホッとする。

『透子がそばにいるって、すぐにわかる』

　濠が書いては見せてくれる文字は温かく、うれしくて。けれど、私は、どう答えていいのかわからないままただ突っ立っていた。すると、ひとりの女の子が口を開いた。

「あーあ。こんなかわいい子をからかってどうするの？　濠はもてるんだから、いい加減にしなきゃ。その気にさせてどうするのよ」

　誰がどう聞いても、冷たく意地の悪い口調に驚いた。案の定、そう言い放った女の子と聞こえていない濠以外は、みんな呆然としていた。濠は、その女の子の口の動きには気づかなかったのか、一瞬にして変わった場の雰囲気に首を傾げていた。そして、私の様子が変わったことを心配したのか私の手を取り、じっと何かを問うように瞳を揺らしていた。

「大丈夫だから……」

　そう言いながらも、私は涙がこぼれるのを我慢できず、慌てて手をぬぐった。濠の向かいに座っているその女の子をちらっと見ると、相変わらず冷たい表情をしていた。当然その強気な顔に私は大きく傷ついたけれど、彼女も濠のことが好きなんだと納得できた。

「何言ってるんだよ。早く彼女に謝れよ。濠が女の子をからかうわけなんかないだろ？　ひどいこと言うなよ」

　濠の友達のひとりがそう言って、私をかばおうとした。ところがその女の子は、私に謝るどころか、さらに冷たい言葉を続けた。

「だって、濠には彼女がいるじゃない。勘違いして好きになる前に、こういう子には、はっきりと言っておいたほうがいいのよ」

　その言葉に、さらにその場は凍りついた。けれど誰もその言葉を否定しないことで、濠に彼女がいるのは真実なのだと理解した。そのとき、私の手をつかむ濠の手に力が入った。

『どうした？』

　そう書かれた落書き帳を見せながら、心配そうに私を見つめる濠。いつもそばにいて穏やかな時間を過ごしてきたけれど。独り占めするなんて無理だったんだ。好きって自覚したばかりなのに、初恋と失恋を一気に経験するなんて。

「私……診察があるから部屋に戻るね」

　口の動きを読んだのか、少し残念そうに笑った濠。

『わかった。また、あとで』

　そう落書き帳に書いてくれたけど、首を横に振った。途端に離れた濠の手。

『透子も俺から離れるんだな』

　殴り書きの文字に訳がわからなくて濠を見ると、

『透子の中耳炎は治ったんだろ？』

　相変わらず殴り書き。たしかに中耳炎は治っている。私は小さく頷いた。

『じゃあ俺は、もう用なしだな』

　濠はその文字を見せたあと、冷たい雰囲気をまとい私に背を向けた。明らかに機嫌が悪そうだった。同時に、私と濠の関係が終わってしまったと感じ、その現実をしばらく受け入れられないまま、濠の背中を見ていた。その背中は、私に『これ以上、近づくな』と無言の声を発していた。

　私は、ゆっくりと濠に背を向けた。何の感情も出してはいけないと、自分の病室に戻ることだけに集中しようとした。濠とこんなふうに会えなくなるなんて思わなかった。まだ納得していない、そんな状況だった。言葉を交わせない分、表情や距離感を大切にした優しい時間を楽しめるようになって、うれしかったのに。

　彼女もいて、友達もたくさんいて、私には入ることのできない明るい世界を持っている濠。もう濠にとって、私は必要のない人間なのかな。そんなことを考えながら、頬を伝う涙を手で拭って歩き出そうとした。

　その瞬間、自分の体の異常にハッと気づいた。

『痛い』

　どくどくっと大きく跳ねた心臓が、私の体全体に痛みを走らせた。足元から崩れ落ちそうになりながらうしろを振り返ると、私の様子に驚いた濠の友達が慌てて立ち上がったのが見えた。その友達の動きにつられて、私に視線を投げた濠の顔が驚きでゆがむ。

　胸を押さえて倒れる瞬間、私は自分の意識が遠のくのを感じていた。

「透子っ！」

　椅子を倒して駆け寄る濠の慌てた顔と初めて聞いた濠の声。想像していたよりも少しかすれた声なんだなと思った。そして、私の体を抱きとめた濠の手の温かさを感じながら、私は意識を失った。

「濠っ」

　自分の声で目を覚ますと、そこは病室ではなくて、見慣れたベージュの天井の濠の寝室だった。目が覚めてもまだ夢で見た若い頃の濠を思い出して、ドキドキしてしまう。

「あの頃から、濠は格好よかったな」

　夕べ、引っ越しの片づけを中断して、濠の家に来た。

　濠のいない、濠との思い出もない新居は予想以上に寂しくて、そのつらさに耐えられずそこを飛び出した。濠の家に入った途端に私を包み込む、慣れた空気とその香り。部屋の温度にさえも濠に包まれているような安らぎを感じた。

　濠のベッドに入ると濠に包まれているようで落ち着き、お風呂に置いた薔薇の香りの石鹸は、濠に出会った頃の切ない気持ちと再会したきっかけを、思い出させてくれる。

　夕べ、体中が空っぽになった感覚を抱えながらこの家に駆け込み、濠を本当に必要としている自分自身を実感した。濠から離れて生きるなんて無理だとわかっているのに、自分の気持ちを押し殺して、濠の人生のためだっていい人ぶったから。

　私がどれほど濠を好きなのかを思い知らされるために、昔の夢を見たのかもしれない。濠と出会って恋をして。切ない思いと優しい毎日を初めて経験した十五歳の私。

　あのあと、私が濠の目の前で倒れた衝撃がきっかけで、濠は声が出るようになり、耳も聞こえるようになったという皮肉な話。

『透子が倒れていく瞬間の、吐きそうになるほどの心臓の痛みは今でも忘れられない』

　濠は、自分の冷たい態度が原因で私が倒れたといまだに思っていて、見当違いな罪悪感と後悔に苦しんでいる。

『俺が子どもみたいに拗すねたからショックで発作が起きたんだ』

『拗ねる』という意味がわからなくてその意味を聞くと、濠はこう言った。

『高校生のガキだったからな。透子が俺の友達と話すのが気に入らなかったんだよ。何を話しているのかも聞こえなかったし、透子を取られるみたいで嫌でたまんなかったんだ』

　そんな感情も、大人になればうまく対処できるようになるけれど、高校生だった頃の濠には、冷たい態度を取って、私を拒否するしかできなかったんだろう。あの日倒れた私は、そのまま手術室に運ばれ、運よく病院にいた担当の医師によって手術を受けた。駆けつけた医師や看護師たちの尋常ではない様子を見て、私の病気が中耳炎ではないと気づいた濠は、声が出たことや耳が聞こえるようになったことに気づくことなく、ずっと『透子っ』と叫び続けたらしい。

　幸いにも手術は成功して、私は人並みの生活と将来を得ることができたけれど、濠の心の中から私への謝罪の気持ちを消すことはできなかった。今でも時々、濠は思い出したように口にする。

『運よく担当医師が院内にいて、運よく手術室が空いていて……。だけど倒れたときに打ち所が悪ければ、それだけで死んでいたかもしれない』

　濠は、今もまだ私への申し訳なさを抱えている。そんな気持ちなんていらないのに。

　ただ愛してもらえるだけで私は幸せなのに。




　目覚めの悪い重い気持ちを、シャワーで洗い流した。大好きな薔薇の香りの石鹸がこの家にも置いてあり、普段から濠も使っている。その香りのおかげで気持ちはようやく落ち着き、お腹がすいていることにも気づいた。コーヒーを淹いれようと食器棚を開けた途端、目の前にあるカップを見て驚いた。

「え、どうして？」

　恐る恐る手に取ったのは、数日前に私が買ってきた水色の水玉模様のカップと色違いの、白地に緑色の水玉模様のカップ。

「どうして？」

　カップを見つめながら、思わず言葉が漏れる。今まで食器どころか、生活に必要な雑貨でさえ自分で買ってきたことのない濠が自分で買ったのだろうか。

「濠、どうして……私を喜ばせるようなことばかり」

　ポロポロとこぼれる涙にかまうことなく、カップを抱きしめた。私が自分用にひとつしか用意しなかったカップを見た濠が、どんな気持ちで自分用のカップを買いに行ったのか。想像すると、さらに涙は止まらない。

　濠とお揃いのカップでコーヒーを飲みながら、自分の中の濠の存在が、あまりにも大きなことに気づいて心細くなった。薔薇の香りの石鹸で気分が落ち着いたり、ベッドで安心したり、濠が用意したお揃いのカップに泣いてしまったり。支えてもらっているという現実を目の当たりにして、目め眩まいがしそうだ。

　濠と離れる覚悟をして、実際に引っ越しまでしたのに、結局は濠から離れられない自分を自覚したにすぎない。そして、濠を本気で愛しているんだと実感させられただけだった。







第三章










日曜日の『宿題』　～透子ｓｉｄｅ～




　テーブルに置いてある『日曜日に開封』と書かれた濠からの『宿題』をじっと見る。

　何が書かれているのかが予想できなくて不安でたまらない。気になるけれど、読みたくない。そのくせ、昨日この家に来るときに、律りち儀ぎにそれを持ってきた私。

　濠は、なぜか私の引っ越しを事前に知っていた。ただ、濠は私にかかわることには絶えず神経を尖とがらせているから、偶然気づいたとしても不思議じゃない。

「読まないわけにはいかないよね」

　覚悟を決めた私は、ゆっくりと開けた。




『寝室のクローゼットの中にある、お祝いの包みを健けん吾ごに渡してくれ』




　何度も読み返したけれど、当然、内容は変わらない。そしてその下には、日時と場所が書かれている。健吾さんというのは、弁護士で、濠の大学時代からの親友の野の崎ざき健吾さんのことだ。私も何度か会ったことがある、落ち着いたたたずまいが素敵な人だ。手紙に書かれている待ち合わせは濠の部屋から近いカフェに今日の正午。時間に余裕がないと気づき、慌てて寝室へ行った。

　クローゼットの手前の棚に置かれている包みを手に取ると、意外に重くてびっくりする。動物や花のかわいい絵が描かれている包装紙に赤いリボン。もしかしたら絵本かな。健吾さんの奥さんの柚ゆずさんが最近出産したから、そのお祝いかもしれない。

　それにしても、なぜ自分で渡さないんだろう？　そんな疑問を持たないわけではないけれど、健吾さんも私が行くことは知っているはずだ。だったら、待たせるわけにはいかない。そのとき、ふと気づいた。

『俺の家に行って』なんて言葉は、『宿題』には書いてなかった。まるで私が濠の家に来ているとわかっていたかのようだ。私が濠の家に来るのを見透かされていたようで、ほんの少し、悔しくなった。




　待ち合わせのカフェに入るとすぐに、奥の席で雑誌を読んでいる健吾さんに気づいた。私の視線に顔を上げた健吾さんは、優しく笑ってくれた。

「わざわざ悪いね」

　仕事の途中なのかスーツ姿で浮かべる明るい笑顔は、とても幸せそうに見えた。

「遅くなってすみません」

　軽く頭を下げて向かいの席に座る。

「濠に頼まれたんだろ？　せっかくの休みなのに申し訳ないね。で、あいつはフランスで大好きな仕事を満喫してるんだろ？」

　くくっと笑う健吾さんは、どこか濠と雰囲気が似ていて、ホッとする。

　誰かれかまわず受け入れる気軽さはふたりにはないけれど、一度懐ふところに入れば、ずっと大切にしてもらえる安心感がある。

「これ、濠が用意していたお祝いです」

　鞄から取り出した包みを、そっと健吾さんに差し出した。

「ありがとう。何がいいか聞かれてリクエストしたんだ」

「そうなんですか」

　受け取った包みをうれしそうに見つめたあと、丁寧に包装を解いて出てきたのは、やっぱり絵本。テーブルの上に五冊のカラフルな表紙が並ぶと、健吾さんの顔が緩んだ。

「柚がこの作家の絵本が大好きなんだ。濠に頼んだときはあいつ、『え……絵本』ってうなって困ってたけど。あいつ、自分で買いに行った？」

「あ、私はこのことを全然知らなかったので、たぶん、濠が自分で買いに行ったんだと思います」

「そっか。どんな顔で絵本売り場をうろついていたんだろうな」

　にんまりと笑う健吾さんにつられて、私もくすくすと笑ってしまう。健吾さんとふたりきりで会うなんて初めてで緊張も多少あったけれど、今までにない明るい笑い声と表情が、私の気持ちをほぐしてくれる。憂うれいのある顔で視線を落としコーヒーを飲む姿はどこから見ても素敵な大人の男性。周囲の女性たちの視線を集めながらも、落ち着いている様子は、やっぱり濠に似ている。

　大学時代に知り合い、すぐに親友になったらしい濠と健吾さん。付き合いの長さがふたりをさらに近づけて、似た者同士にしたのかもしれない。ふっと軽く笑う私に、健吾さんも笑い返してくれた。

「透子ちゃんって、初めて会った頃から変わらないね。濠が透子ちゃんを必死でつかまえたときの顔も忘れられないけど、びっくりしたあとにゆっくりと……恥ずかしそうに笑った透子ちゃんの顔も忘れられないよ。あぁこの女が現れるのを待ちながら、濠は生きてきたんだってすぐにわかった」

「大袈裟です。たまたまあの日に再会できて、私も驚きました」

「何に対しても誰に対しても、まったく執しゅう着ちゃくしなかった濠が見せた透子ちゃんをつかまえたときの切羽詰まった顔は、別人のようだった」

　健吾さんだけでなく、私も再会したときの濠の様子を今でもはっきりと覚えている。

　心臓の手術のあとすぐに転院する必要があった私は、濠に何も伝えることなくあの病院を去った。発作を起こし、倒れる時に見た濠の驚いた顔とかすれた声を忘れることはできなかったけれど、連絡先も何も知らない濠のことは、初恋の切ない思い出として心にしまいこんだ。それでも時々思い出しては会いたいと願っていた。

　そのあと高校を一年留年し、大学に進学した私は、建築の勉強をしていた。

　小さな頃から、花や虫、友達の絵を描くよりも、家や間取り、ビルの建築現場の鉄筋や足場の絵を描くことが好きだった私は、将来どういう道に進むかと考えたとき、迷わず建築を学べる大学への進学を決めた。母が再婚して幸せに暮らす実家から離れて、ひとり暮らしを始めたのも大学に入ってからだ。思う存分に建築の世界に浸りながら……というより建築のみの生活を送っていた。

　そして大学二回生だったある日、同じクラスの仲間たちと入ったお店で、突然腕をつかまれた。

　突然のことに驚く私の腕をぐっとつかんだまま離さない男性は、息が上がっていた。

『透子』

　遠い思い出の中にしまいこんだかすれた声を聞き、目の前にある濠の顔しか見えなくなった。

『この香りを探していたんだ』

　私から微かに香る薔薇の香りに気づき、夢中で私の腕をつかんだと、あとで聞いた。

『濠の声を、やっと聞けた。これからいっぱい聞かせてくれる？　病院じゃ聞けなかったから新鮮だね』

　そのとき、私の心は一気に十五歳の頃に戻った。入院していたときにはちゃんと聞くことができなかった濠の声。忘れたくても忘れられなかった人。聞き慣れない濠の声と、大人になっていっそう格好よくなっていた濠に、また恋をした。

『俺にも聞かせろ。透子の声。何年もずっと、聞きたくてたまらなかったんだ。もう、絶対に離さない』

　そうニヤリと笑った濠に抱き寄せられて、周りにいた私の友達はみんな呆然と立ち尽くしていた。けれど私はそんなことどうでもよくて、濠と偶然再会できたこの店に、来てよかった。すれ違わなくてよかったと。それしか考えられなかった。そして私の肩に顔を埋めたままの濠を抱き返した。すると濠の背後から、男性の声が聞こえた。

『店を出て、しばらく右に歩くとホテルがあるから、続きはそっちに行ってから楽しめよ』

　ハッとした私たちに、ニヤリと笑いかけた男性。それが、健吾さんだった。




「相変わらず透子ちゃんにベタ惚れみたいだな」

　ぼんやりと、濠と再会した日のことを思い出している私に、健吾さんが話しかけてきた。甘く懐かしい思い出の記憶をいったん遮しゃ断だんする。

「本当なら俺と柚からも、透子ちゃんにお祝いしなきゃいけなかったんだけど。改めて今度用意するから。濠からも、自分が帰ってからにしてくれって言われたんだ」

「あの……。お祝いっていったい？」

「昨日、新聞発表で見たよ。設計デザインコンクールで大賞を獲ったんだね……おめでとう」

　そうだった。大賞受賞の記事が新聞に発表されたんだ。その反響は大きくて、昨日のスマホの着信やメールの数はかなりのものだった。引っ越しの合間に電話に出たり、メールに返信したりとバタバタしていた。

「濠も電話で喜んでいたよ。空港からの電話でゆっくりは話せなかったけど、透子ちゃんのこと、いつも以上にのろけてた」

　呆れ顔で笑う健吾さんは、私にもからかうような目を向けている。

「え……っと」

　健吾さんの予想外の言葉に混乱した私は、何をどう答えていいのかわからない。

「あれ？　聞いてなかった？　昨日、出張に行く前の濠から電話があったんだよ。透子ちゃんにお祝いを預けたから受け取れって。突然言われたから驚いたよ。それより大賞を獲ったら、これから大変だな。濠との結婚はどうするの？　昨日、濠に聞いたら、飄ひょう々ひょうと笑ってたけど」

　濠は、私が大賞を獲ったことを知ってからフランスに行ったらしい。昨日の朝刊に記事が出たから気づいてもおかしくないけど。

「あの。濠は、電話でどんな感じでしたか？」

「え、濠？」

「はい。私が大賞を獲ったことについて、何か言ってましたか？」

　力ない声で聞く私に、健吾さんは怪訝そうに首を傾げた。

「もしかして。濠には受賞のことを言ってなかった？」

　のんびり座っていた健吾さんは、驚いた様子で座り直し私を見た。

「はい。濠には私からは直接言ってなくて。知らずに出張に行ったはずなんです」

「そう。公表前だから言えなかったの？」

「いえ、あの……。なんだか言えなくて」

　私のつぶやきを聞いて、健吾さんは、眉を寄せて考え込む。

「昨日の話し方じゃ、濠は大賞を受賞したことを、前から知っていたような感じだったけどな」

　健吾さんの思いがけない言葉に、何も言えなくなった。

「うーん。濠は『透子のこれまでの努力を考えたら喜んでやりたいって思うけど、遠くに行ったみたいで、この頃はなかなか素直に喜べない』って女々しく笑っていたからな」

『この頃は……』。その言葉が気になって、ここ最近の濠の様子が記憶の中にぐるぐると蘇る。濠は生活全般にそれほどの執着を見せず、仕事に対しても出世したいという欲もなく、ただやりがいがあるというだけで頑張っている。

　人間関係も広く浅くという付き合い方をするタイプで、本当に大切にしたい相手にだけ心を開く。ただ、私には強い独占欲を見せ、私の体と心の全部を支配しないと気が済まない。そして、私と離れていた五年間を取り戻すような、ストレートすぎる愛情表現を当然のように見せ続けている。それなのに、私が大賞を受賞したと知っていながら、何も言わずにフランスに行ってしまった。今までの濠なら、真っ先に私に確認して一緒に喜んでくれたはずだ。なのにどうして黙ってフランスに行ったんだろう。

　私の気持ちはどんどん落ちていく。

　もう、私のすべてを縛りたいと思うほどの愛情はなくなってしまったのかもしれない。

　それとも、私以外に興味を持った女性がいるのかも。そう思った瞬間胸の痛みを感じ、同時に思い浮かんだのは、雪美さんだった。




「透子ちゃん？」

「あ、すみません」

　ぼんやりしていた私に、健吾さんは苦笑した。

「透子ちゃんのことになると、濠の愛情には限度がないからな」

「……？」

「知っていると思うけど、濠と俺が知り合ったのは大学のときなんだ」

　突然思い出したように話し出した健吾さんに、どう反応していいのかわからない。

「正直言って、俺と濠は……出会った当時は透子ちゃんや柚に、軽けい蔑べつされてもおかしくないほどの遊び方をしてたんだ」

　一瞬で、健吾さんの周りの空気が変わった。聞くのが少し怖いけれど、これは聞かなければいけないという気がして、私は背筋を伸ばした。

「緊張しなくても大丈夫だよ」

　そう言われても、話の内容が気になり、言葉に詰まる。

「俺と柚は、高校生のときに付き合い出したんだけど。柚は交通事故で死にかけて、リハビリのために俺の前から消えたんだ。再会したのは十年以上も経ってから。それまではもう振り返るのも嫌なくらい女と遊んでた。引いちゃった？」

　黙って聞いている私を気遣う健吾さんに、首を横に振った。

「いえ、濠から少し聞いたことがあります。それに、私と再会するまでは濠も一緒に遊んでいたって。『嫌われるのを覚悟して言うけど』と前置きして話してくれました」

「そうか……。かばうわけじゃないけど、濠も壊れそうだったんだ。はっきりとは言わないけど、俺と同じで忘れられない女を探しているんだろうって感じてた。酒を飲むとつらそうに『透子って声に出して名前を呼んでみたかった』って言ってたよ」

　声。そういえば、入院していたときの濠は、私の名前を呼ぶことはなかった。濠の目の前で倒れる私に驚き、とっさに私の名前を叫ぶ声を聞いたのが初めてだった。

「あれだけ見た目のいい男だから女はたくさん寄ってきて、それなりに相手はしてたけど、本気には見えなかった。それが、あの店で透子ちゃんのうしろを偶然通り過ぎただけで気づくなんてな。で、あっという間に透子ちゃんひと筋の、透子ちゃんからも愛される幸せな男になったんだ。俺はそんな濠が羨ましくて仕方がなかったよ」

　濠と付き合いはじめて間もない頃に聞いた話と一緒だ。十年前、再会した濠には、それなりに関係を持つ女の人が何人かいたらしい。けれどいつも私の影を追っていて、そんな関係に満足することはなかった。そして高校生の頃に私の心臓を追い詰めたことに苦しみながら、その苦しみが愛情だと確信が持てないまま、私を探していたらしい。

　だから偶然再会したとき、『離したくない。つかまえたい』と強く感じるのと同時に、手を伸ばして、私の腕をつかんだそうだ。突然のことに私は驚いたけれど、濠の顔を見た途端に溢れた思いに逆らえるわけもなく、その思いが愛だと、揺らぐことはない思いだと体中が叫ぶのを感じた。

『透子』

　ほとんど初めてに近い濠の声を聞いて、温かい涙が止まらなかった。

　その瞬間、私と濠は恋人同士になったのだ。

「こんなことを女性に聞くのは失礼だけど、透子ちゃんの体……手術の痕があるんだよね？」

「あ……はい。結構ざっくりと」

「柚も……」

　健吾さんはそう言って、私を気遣うような表情を浮かべた。

「柚も何度か手術をしているから、体中に傷痕があるんだ。だから、花嫁衣装を試着させるときに、濠に『係の人が傷痕のことに触れないように』ってお願いしたんだ。そのとき、濠は透子ちゃんの衣装合わせのときにも気を遣わないといけないなって言いながらも、傷痕なんてどれだけあっても生きてそばにいてくれるだけでいいって真面目な顔で言っていたんだ」

　そして、つらそうに遠くを見つめながら、話を続けた。

「生きてそばにいてくれるだけでいいって俺も同じ気持ちなんだ。俺は、濠が透子ちゃんと再会したあと何年もかかって柚と再会して。やっと濠に追いついた。だからわかるんだけど、形はどうであれ、濠には透子ちゃんのいない人生は存在しないんだよ。濠が透子ちゃんの大賞受賞を知っても黙っているのは、何か理由があるんだろうけど、その理由には、透子ちゃんを手放すなんて選択肢は絶対にないから。だから透子ちゃんは濠からは絶対に逃げられないって腹をくくって付き合ったほうがいいよ」

「逃げられない……」

「そう。俺が柚の人生を俺に縛りつけているように、濠は生きている限り透子ちゃんをそばに置いて生きていくはずだ。だから透子ちゃんは覚悟しておくように」

　そう言って笑う健吾さんは、これまでに見たことのないような、すがすがしい顔をしていた。体が万全ではない柚さんが命懸けで出産をしたことで、健吾さんは何かを乗り越えてさらに素敵になった気がする。

「透子ちゃんが生きているだけで、そばにいるだけで濠は幸せなんだから。それに甘えて、濠にしがみついていればいいんだよ」

「健吾さんも……柚さんが生きてそばにいるだけでいいって思っていますか？」

　小さな声で問う私に、健吾さんは何の迷いもない声で答えてくれた。

「柚が……桜さくらと俺を遺して死んでしまうかもしれないっていう怖さ以上に、恐れるものはないから。柚がいればそれでいい」

　はっきりと言い切る健吾さんを見ていると、なんだか目の前に濠がいるんじゃないかと錯覚しそうだ。

　濠は、自分の声で私の名前を呼べることに感謝し。そして私をどれほど激しく抱いても、私の体にたくさんの愛を注ぎ込んでも、それでも止まることのない私の心臓に安あん堵どする。そんな濠と健吾さんは本当に似ていて、柚さんを思い出しているに違いない健吾さんを目の前にしていると、濠に会いたい気持ちが体中に溢れる。

「濠は、単純だろ？　透子ちゃんがそばにいるだけで幸せなんだから。無駄に悩んで複雑にしないように」

　ハッと顔を上げると、私の気持ちはわかっているからとでもいうような、健吾さんの笑顔があった。やっぱり濠に似ている。そしてさらに、濠に会いたくてたまらなくなった。










月曜日の『宿題』　～透子ｓｉｄｅ～




　月曜日。

　相模さんの隣に立つ私の目の前には、わが社の中ちゅう枢すうである部署のメンバー百人以上が集まっていた。未来を嘱しょく望ぼうされている才能の中に放り込まれてしまった私は、ひたすら緊張している。

「コンクールで大賞を獲ったことは発表されているから、みんな織田のことは知っていると思うが、それだけにとらわれずに彼女のこれまでの仕事を参考にして、若手も業務に励んで欲しい。とくに店舗設計は見習う点が多いぞ」

　その言葉に思わず反応して相模さんを見ると、私を安心させてくれるような表情で頷いてくれた。

「織田透子です。入社以来、七年間を営業所の設計部で過ごしてきました。今回の異動は、私にとっては夢のような話ですが、しっかりと仕事をしていきたいと思っています。これからよろしくお願いします」

　軽く頭を下げると、いっせいに拍手が起こった。その拍手のおかげで少し落ち着くことができ、見知った顔からは笑顔を向けられた。そこでようやくホッと息を吐いた。

「じゃ、織田には昴の手がけているプロジェクトに入ってもらうから。席も昴の隣に準備したから、いろいろと教えてやってくれ」

　ふっと視界の端に何か動いた。見ると昴が軽く笑いながら手を振っている。昴の新入社員研修で、私はグループ担任として指導にあたった。当時の昴は見た目のよさが社内で話題になり、私は周囲の女性社員たちから羨ましがられたほどだ。




「透子さんと机を並べて仕事ができるなんて嘘みたいです」

　今では大人の雰囲気も身につけた昴が、さわやかな笑顔を向けてくる。

「ふふっ。相変わらず男前。もうすぐ彩香ちゃんと結婚だし、幸せオーラもまとって無敵だね。本当におめでとう」

　用意された机に、段ボールから取り出した書類や私物を並べながら軽くからかうと、昴はニヤリと口元を上げてひとこと。

「『おめでとう』は、透子さんもでしょう？」

　含みのある言い方が理解できなくて、一瞬考えてしまう。私も『おめでとう』ってどういうことだろう。

「あ、大賞のこと？」

　ほかには何も思いつかなかった。そんな私に昴は小さくため息をついた。

「透子さん。その左手に光るものって言えばわかるでしょうか？」

　昴の視線は私の左手に向けられていて、自然に私の視線も自分の左手に落ちた。

「あっ」

　短く叫ぶと同時に、右手で左手を包み込んで隠した。

「これは……違うから。ただ、つけているだけだから」

「今さら慌てなくてもいいですよ。真田さんからもらったんでしょう？」

　直球で聞いてくる昴に困りつつも、彩香ちゃんが濠と私の関係を知っているのだから、婚約者の昴が知っているのは当然だと納得する。

「内緒にしてね？」

　小さくそうつぶやいて、ちらりと昴へと視線を向けた。

「透子さん。その上目遣い、やめたほうがいいですよ。彩香がいなきゃ俺も落ちてます。今、本社にいる大半の男は透子さんに近づくチャンスを狙ってますからね」

「チャンス？」

「はい。営業所にいたときから透子さんは有名なんですよ。かわいいし優しいし。社外に恋人がいるってのも手が届かない高たか嶺ねの花というポイントで」

「そんなこと初めて聞いたけど」

「あー、やっぱり、気づいてなかったか、というか。鈍い透子さんに真田さんが新しく指輪を贈って、ほかの男を牽けん制せいしているのも納得です。俺も透子さんに妙な虫が寄りつかないように、しっかりガードしますから」

　力強い言葉を口にする昴に反して、私は頷くことしかできない。それにしても『近づくチャンスを狙っている』『ちょっと有名』って意味がわからない。日々淡々と仕事をするだけの会社生活の中で、思いあたることなんて何もないのに。




　戸惑いと緊張の異動初日は、荷物の整理と本社内の各部署への挨あい拶さつに追われた。ようやく落ち着き、明日からの打ち合わせを終えて会社を出たのは二十時過ぎ。

　異動したばかりだとはいえ、私に課せられた今後のスケジュールは相当なレベルの高さと量だった。しばらくは本社での生活に慣れることに専念しようという甘い考えは、一瞬にして消えてしまった。

「覚悟はしていたけど、これから大丈夫かな」

　疲れた体でこれからの厳しさを覚悟しながら、とぼとぼと駅へ向かう。

『明日からは戦力だから』

　相模さんのひとことはとても重く、会社の中枢に飛び込んだ現実から逃げられないと実感した。コンクールの大賞を獲ったことによって変わってしまった未来の自分を考えても気持ちは重くなる。私がこの先発揮していかなければならない実力。果たして今の私に、建築業界全体の財産として必要とされるに値する実力が備わっているのか。正直、まったく自信がない。もともと私が大賞を目指した理由だって仕事とは無関係で、未来につなげるための野望なんてまったくなかった。

　絵を描いたり建物を眺めたり、自分が設計した家から笑い声が聞こえたり。ほんの小さなことに幸せを感じながら仕事に励んでいた。そんな私がコンクールに参加すると決めた理由を、濠には言っていない。ため息をつきながら、左手の薬指に光る指輪をじっと見ると、大きめのダイヤの左右に小さめのダイヤが並んでいる。光り輝くダイヤから伝わるのは、濠の愛情に違いない。




『パソコンの横にある指輪を左手薬指にはめて、絶対にはずさないこと』




　それが、今日の『宿題』。

　昨日おとといに続いて、今日はどんなことが書かれているのかと胃の痛みを感じ、緊張しながら読んだのに。

『宿題』を読み終えたあと、慌ててパソコンの横を見れば、書いてあった通りベルベットのケースがそこにあった。恐る恐るケースを開くと、中にはダイヤの指輪がひとつ。

　その輝きに、手が震えた。いつの間に用意したんだろう。おまけに私が大好きな『ジュエルホワイト』のロゴをケースの内側に発見して、弾む気持ちを抑えられなかった。

　今まではめていた指輪を左手薬指からゆっくりとはずし、ケースから指輪を取り出した。すると、新たに薬指におさまったダイヤモンドはベランダからの朝日を受けて、眩しいくらいにキラキラと光り輝いていた。そして、まるでその輝きによって心が浄化されるように、体に巣食っていた不安定な感情が消えていくのを感じた。

　濠には私と寄り添うこと以外の幸せがあるとしても、濠が私と一緒にいることを望んでくれるのなら、私の気持ちを素直に濠に託して、このまま一緒にいてもいいのかなと。朝日に輝くダイヤモンドがそれを促してくれるような、そんな都合のいい思いを抱いてしまった。

　いったん芽生えた感情は私の本来の想いを刺激し、濠に会いたくてたまらなくさせる。

　これまでも、出張で濠に会えない時は何度もあったけれど、ここまで寂しいと感じたことはない。会いたい。抱きしめたい。繰り返される感情に揺れる中、指輪の輝きだけは変わらず私を癒してくれた。




　そんな今朝のことを思い返しながら、家までもう少しというところで、鞄に入れているスマホが鳴った。非通知と表示された画面を見て、慌てて通話ボタンを押した。

「もしもしっ」

　上ずった声で電話に出ると、電話の向こうから聞き慣れた笑い声が聞こえてきて、一気に鼓動が速くなるのを感じた。

『そんなに俺の声が聞きたかったのか？』

　望んでいた声が聞こえて、心が満たされていく。

「声を聞きたかったし、濠に会いたい」

　素直な言葉を口にした自分に驚いてしまう。

『そんなに甘えている透子の声が聞けるなら、たまにこうやって出張に行くのも悪くないな』

　私の気持ちをからかうような濠の声に、寂しさを感じた。

「濠は？　濠は私に会いたいって思わないの？」

『ふん。そんな甘ったるい感情はどっかに行ったよ。ただ、透子を抱きたいんだよ、俺は』

　さっきまでのささやくような小さな声に反して、急に大きな声をあげる濠に驚き何も言えなくなる。大きな声だけではなく、『抱きたい』なんてことをさらりと言われて、きっと私の顔は真っ赤になっているはずだ。

　私の戸惑いを、濠は遠く離れた場所にいるというのに察したようだ。

『透子の体を抱いていないと不安なんだよ。どれだけ透子に溺れているんだか』

　はぁ……と小さく聞こえる吐息に、さらに私の体温は上がる。

『あ……宿題はちゃんとこなしてるか？』

『宿題』という言葉にぴくりと体が反応する。

「ねぇ、全部知ってるの？」

　かすれた声で恐る恐る聞いてみると、少しの間沈黙があった。濠の返事を待つ時間が、途方もなく長く感じられる。

『知ってるよ。全部』

　意外にも、返ってきた濠の声はあっさりとしたもので、おまけにどことなく満足げだ。もしも濠が私の隠し事を知っているのならば、隠していたことを怒っているのではないかと緊張していたけれど、そうではない様子にホッとした。

「どうして……わかっ……」

『あ、出てきた』

「はっ？」

『へぇー、映画みたいだな』

　突然声をあげた濠は、それからしばらくの間、黙っていた。電話の向こうからは、ざわざわと声がして。あ、何か大きな音が聞こえてくる。

「その音って、もしかして鐘の音？」

　低く響く鐘の音が電話越しに聞こえてきた。フランス語らしき言葉も飛び交っていて、やはり濠は遠くにいるんだと実感してしまう。

『悪い。今、教会の前にいて、ちょうど新郎新婦が出てきたんだ。鐘の音、聞こえるか？』

「うん、聞こえる。仕事で教会にいるの？」

『いや。ランチで出かけた帰りに偶然通りかかったんだ。やっぱりウェディングドレスは派手なのがいいな』

「……濠」

『なぁ、やっぱりウェディングドレスはリボンやレースでごちゃごちゃに派手な……ビーズもちりばめるとさらに好みだな。透子は華きゃ奢しゃだから、きっと似合うだろうな』

　私に話しているのか独り言なのかわからないけれど、濠の口調ははっきりしていた。

　派手なウェディングドレスが好みなんて、そんな話、今までしたことなかったのに。

　それどころか、結婚の話題になったことすらなかったのに。興奮気味の濠に、どう答えていいのかわからずにいると、再び濠が話し始めた。

『でも、やっぱり白しろ無む垢くの透子を見たいな。一緒に三々九度してさ』

　そう言った濠の言葉に力強い意思が感じられて、本気でそう思っていると感じた。

「……白無垢」

『そう、白無垢に角つの隠し。あ、指輪はちゃんとはめてるよな？　はずすなよ』

　話題の変化が速くて、一瞬、戸惑う。それでも、とにかく濠に聞きたいことがありすぎてそのペースについていこうとした。

「ちゃんとつけてるよ。ありがとう。ねぇ、この指輪ってもしかして」

『そうだよ。婚約指輪だから、会社でもはずさずに見せびらかせよ』

「ねぇ。私、いつプロポーズしてもらったっけ？」

　思わず小さな声で聞いてしまった。

『プロポーズなんて必要か？　俺は透子と結婚するって決めてるし、透子がどうなろうと、何を考えようと手放さないし。結婚するから』

　その言葉をじっと聞きながらスマホを強く握りしめて、『結婚する』『手放さない』を、頭の中で繰り返し確認する。

「でも、濠には……濠の……人生が……」

　目の奥に熱いものを感じながら、震える声でつぶやいた。

『透子と寄り添いながら生きる人生以外に俺は何もいらないから。いろいろ複雑に考えるな。……俺の幸せなら透子が与えてくれ』

「濠……」

　甘くうれしい言葉が私の涙を誘う。今までにも、私を安心させてくれる言葉をいくつも言ってくれたけど、今ほど心に染みる言葉はなかった。

『だから逃げるなよ。余計なことをしたり考えずに、俺が帰るのをおとなしく待ってろ』

「濠、でも。じゃ、どうして」

『どうしてお見合いなんてしたの？』と聞きたかったのに、泣きすぎて言葉に詰まってしまった。

『透子、どうした？　よく聞こえないけど』

「ねぇ」

　頬に流れる涙を手の甲で拭いながら、ようやく濠に聞こうとしたときだった。

『真田君、急がないと昼からの研修が始まるから』

　スマホの向こうから聞こえる女性の声に、私の体は一瞬で固まり、言葉を飲み込んだ。

『あぁ……わかった。すぐに追いつくから先に行ってくれ』

　濠が誰かと話している。

『透子ごめん。研修が始まるからもう行くけど、また電話する。ちゃんと宿題しろよ』

　くくっと笑って、じゃあな……と、電話は切れた。そして、今聞いた女性の声が何度も頭の中で繰り返される。電話越しの女性の声は、間違いなく雪美さんの声だった。










火曜日の『宿題』　～透子ｓｉｄｅ～




　六月の朝は早い。目覚まし時計が鳴る前に、その気配で起こされることも多い。濠の部屋で眠っているとベランダに面したガラス窓から入る明るい光が朝を教えてくれる。

　一緒のベッドで眠るようになった当初は、そんな朝に慣れなくて『遮光カーテンに変えようよ』と言ってみたけれど、濠は笑って聞き流すだけだった。それどころか、私の寝室の遮光カーテンも、濠によって薄手のカーテンに取り替えられてしまった。

『この方が、朝が来たってわかりやすいだろ？』

　そう言って笑う濠と過ごすにつれて、私も部屋に差し込む朝日を楽しめるようになった。朝日は私の胸に顔を埋めて眠る濠の寝顔をはっきりと見せてくれ、その無防備な寝顔を眺める時間は格別だ。朝、目覚めると同時に濠の顔を目にすることが、これほど幸せなことなのかと、切ないほど実感する。

　夕べ、濠との電話を終えたあとの寂しさに我慢できなくて、結局、濠の部屋に帰ってきた。引っ越しのあと片づけも終わっていないというのに、濠の気配が何も感じられない新しい部屋に帰りたくなくて、引っ越しの日からずっと濠のベッドで眠っている。濠と離れようとした自分はいったいどこにいったのだろうかと、私の落ち込みはかなり激しい。




　出勤の準備を終えて、手にした『宿題』を見つめる。濠は私が隠していたいくつかの秘密を知っていたとわかり、これ以上驚かされることはないと思うけれど、震える指はどうしようもない。気持ちを落ち着かせ、今日の『宿題』が書かれた手紙を封筒から取り出した。

「え？」




『今日は透子のお母さんと有ゆう二じさんと夕食を食べておいで。アマザンのお店を予約しておいた。俺の奢おごりだから、楽しんでこいよ』




　と書かれた『宿題』には、予約の時間と場所が記されていた。

　濠が予約してくれたお店は、高級店ばかりが入る『アマザンホテル』の中でも、群を抜いて有名な日本料理店。予約時間は午後七時。社員の濠なら優先的に予約が取れるのかもしれないけれど、それでもかなりの有名店だ。相当な努力をしてくれたに違いない。

　でも、どうして突然？　普段なら、濠も交えて母さんと有二パパと食事に出かけるのに、あえて濠がいない日になんて。まったく意味がわからない。それに、仕事が終わるかどうか、予想できない。昨日異動したばかりで仕事の段取りもまだわからないし、どうしよう。




「真田君から聞いているから、今日は残業なしで帰っていいよ」

　出勤してデスクについたばかりの私を待ちかまえていたように、相模さんが声をかけてくれた。その声にハッと視線を向けると、ニヤリと口角を上げている表情から、私と濠のことを知っているとすぐにわかった。

「俺も最近聞いて、びっくりしたよ」

　くすくす笑いながら、相模さんは私の左手を指差した。

「真田君のことを知って、残念がる男たちがいっぱいいるだろうな。織田の異動を楽しみにしていた男が本社にはかなりいるからな」

　そう言われてもピンとこなくて、私は何も言えずただ驚いているだけだ。それにしても、濠から私とのことを聞いたって、いったいどういうことだろう。

「実は真田君とは長い付き合いなんだ。初めて会ったときからいい男だと思っていたけど、やっぱりいい女がそばにいたんだな。あ、結婚も近いようだけど、しばらくは大賞を獲った騒ぎに巻き込まれてそれどころじゃなくなる。真田君にも我慢しろって言っておいたから」

「相模さんが濠に大賞のことを、言ったんですか？」

　相模さんの言葉に驚いてしまった私は、気を遣うことも忘れて、大きな声をあげた。

「俺が言ったというか、大賞受賞者の名簿を事前に渡したから。そういえば真田君は、出張中でフランスに行ってるんだよね」

「あ、はい。今週末に帰ってきます」

「じゃ、帰ってきたら、コンクールの授賞式の件で連絡くれるように言っておいてくれ」

　相模さんは私の表情を探るように、ゆっくりとそう言った。

「真田君がコンクールの授賞式の担当になってかなり経つけど、恋人の晴れの舞台を取り仕切るなんて信じられないって言っていたよ」

「晴れの舞台」

　私が大賞を受賞したことを知った濠の驚きはかなりのものだったと思う。私に仕事への熱意はあっても、野心や向上心は乏しいということを誰よりもわかっているから。

　お客様に喜んでもらえる仕事ができればそれで満足している姿しか知らない濠にとっては、私が大賞にエントリーした事実だけでも青せい天てんの霹へき靂れきだったはず。

「私、実は大賞を獲ったことを、濠にちゃんと言ってないんです」

　私の声はあまりにも小さく、言葉も途切れ途切れになってしまった。

「真田君はたしかに驚いてたし、最初は、混乱していたと思う。恋人が大賞受賞者だって俺に言ってきたのは、しばらく経って落ち着いてからだったし。でも、『誇りに思う』って、うれしそうだったよ」

「誇り、ですか」

「そりゃそうだろ。設計やってるなら誰でも一度は欲しいって思う賞を獲ったんだからな」

　私もたしかに大賞を獲りたいと、そう願ったけれど。その動機はかなり個人的なものだった。亡き父の思いを知りたくてコンクールに挑戦しただけで、仕事への野心なんてなかったのだ。

「とにかく、真田君からはくれぐれも今日は残業させるなって言われているから、気にせず早めに上がるように」

　そう言って、私の肩をぽんと叩いた相模さんは、出勤してくる人たちからの挨拶を受けながら、自分の席へ戻ろうとした。

「あの、濠が今日のことをお願いしたのはいつですか？」

　つい早口になるのが自分でもわかったけれど、どうしてもそのことが気になり、慌てて聞いた。

「金曜日だけど？」

　答えを聞いた私は、それがどうかしたのかと不思議そうに私を見る相模さんに、笑って首を横に振った。




　席につき仕事に取りかかろうとしても、濠のことが頭から離れず仕事が手につかない。

　フランスに行く前日の金曜日には、濠はすでに食事会の準備をしていた。そのときに何を思っていたのかを考えると、切なく、つらくなる。

　コンクールで私が大賞を受賞したこと、勝手に引っ越そうとしていたことを知ってどんな気持ちになったんだろう。長い付き合いの中で、ふたりの人生が大きく変わるであろう出来事を、相模さんや彩香ちゃん、昴から知らされて。どれほどの衝撃を受けただろう。

　濠の大きな心と愛情に包み込まれることを当然のように思い、私は濠の心から目を逸らしていた。なんて私はわがままなんだろう。やっぱり、濠は私以外の女性と人生を過ごしたほうが幸せになれるのかもしれない。

　濠がお見合いの話に気持ちが揺れたのも当然だ。けれど、私の左手の薬指にしっくりとおさまり、まるで濠の分身のように存在感を主張する指輪を与えられた今。

　私は濠から離れられるのか……自信がない。







第四章










フランスの夜景　～濠ｓｉｄｅ～




　フランスでの研修も日程の半分を終え、ようやくホッとした。海外出張に慣れてはいても、今回はやけに長く感じる。

　ホテルの部屋の窓から眺めるフランスの夜景は、ガイドブックにも紹介されるほどきれいだけど、なんの感かん慨がいもない。透子がいれば、また違って見えるんだろうな。ふたりなら、フランスだろうがイタリアだろうが、たとえ日本の片田舎の暗い夜景だって堪たん能のうできるはずだ。

「透子……」

　この一週間が、透子が自分の気持ちを再確認する大切な一週間になるのはたしかで、俺への愛情と、決して離れられない運命を受け止める貴重な時間となるのは間違いない。昼間、食事の合間に慌しくかけた電話の向こうで、予想通り混乱していた透子。

　その様子を思い出すと思わず心が和む。

『会いたい』

　そう言った透子の声からは、どうしようもないくらいの寂しさを感じた。

　一週間程度の出張なら、どんなに寂しくても我慢して俺の帰りを待つのに、今回は俺への愛情以外は何も持ち合わせていないかのように、悲しげな声を響かせていた。

　それに、俺が残した『宿題』に混乱しながら、毎日、いや四六時中、俺のことを考えているに違いない。異動直後の透子を混乱させ、それを気に病まないわけではないけれど、俺にはこうすることしかできなかった。

　透子が俺に秘密を持った事実を受け入れるまでには、かなりの葛藤があった。出会ってから今まで、透子が俺に秘密を持つなんてことがなかったせいか、その葛藤はかなりのものだった。けれど初めて会ったとき、単なる中耳炎で入院していると思った俺の勘違いを、透子はそのままにしていた。まさか心臓の手術を控えた大切な時期だとは知らず透子につらくあたることもあった。

　あのときは、俺に気を遣わせないようぎりぎりまで心臓のことは黙っていたと、再会したあとに教えてくれたけれど、事実を告げる前に俺の目の前で倒れたら意味はないだろう。透子が手術を受けている間、突然の事態を受け入れられなかった俺は、自分自身の聴力と声を取り戻したことなんて忘れて、透子の無事をただ祈っていた。音も声もいらないから……透子を助けてくれと。すさんでいた俺の気持ちを優しくほぐしてくれた笑顔や、俺の冷たく突き放す態度にもめげずにそばにいてくれた透子の存在の大きさを実感しながら、涙を流していた。

　自分自身の病気を隠していたあのとき以来、透子が俺に秘密を持つことはなかったのに。今回俺に隠そうとしていたいくつかのことは、帰国したらしっかりと聞こうと思う。

　ただひとつわかっているのは、透子が自分自身のためだけに秘密を持ったわけではないということだ。きっと俺のためを思ってとった行動だったんだろう。俺に強く惚れている透子のことだから、それ以外考えられない。そう思い、出張前に問い詰めることはやめた。その代わり、俺のいない間に俺のことばかりを考えるように段取りを調えた。ここまではまだまだ序の口。何があっても、透子がどんな結論を出そうと、俺はお前を手放さない。些さ細さいなことに悩んだり、俺に遠慮したり考え込んだり、何にどうあがいても、そのたびに俺が全力で守り支えてやる。無駄に悩まずすべて俺に任せればいいんだ。




　透子への愛情に高揚したまま夜景を見ていると、ドアをノックする音に気づいた。

　透子に俺のことばかりを考えるように仕向けておきながら、俺の方が、透子のことばかりを考えている。肩をすくめ気持ちを切り替えて、部屋のドアを開けた。

「……雪美？　どうした？」

　部屋の前には、昼間のスーツからあっさりとしたワンピースに着替えている雪美が立っていた。気のせいか思い詰めているような表情に、少しの罪悪感と申し訳なさを感じる。

「どうした？」

「だめかな？　一緒にいちゃだめかな」

　雪美は小さいながらもはっきりとした声で、俺の目を見つめながらそう答えた。

「やっぱり好きなの。真田君が好きだから一緒にいたい」

「悪い。俺には」

「知ってる。恋人がいるって知ってるけど、長い間、結婚しないままだし、お見合いの話も喜んでいたって聞いたし。やっぱり私にチャンスはないの？」

　雪美の口からそんな言葉を聞くたびに、どうすれば雪美を傷つけずに俺への気持ちを消してくれるだろうかと落ち込む。透子という存在を知っていながらぶつかってくる雪美を、邪険に扱おうと思えばできなくもないけれど、同期として雪美のいい所も努力している所も知っているせいか、簡単に突き放すことはできなかった。

　けれど、そんな俺の曖昧さが雪美の気持ちを揺らすのならば、中途半端な優しさは捨てた方が雪美のためになるのかもしれない。

　俺は、雪美の目を見ながら、口を開いた。

「チャンスなんてないんだ。あるのは俺と透子の未来だけで、ほかには何もないんだ」

　まさか今、俺がここまではっきりと、それもあからさまに雪美を拒絶するような声で答えるとは、思ってもみなかったんだろう。雪美は俺が何を言ったのか理解できないように無表情になり、そしてすぐに驚きと絶望の表情に変わった。

「この前もはっきり言ったけど、俺は透子以外に愛する女はいらないんだ。見合いだって、透子を愛することに自信を持てるきっかけになったからうれしかっただけだ。それに、俺が雪美を愛することはない」

　追い打ちをかけるような言葉を、俺自身が傷つきながら雪美に言い放つ。これまで、雪美を傷つけることが怖くて彼女の気持ちをはっきりと拒まなかった俺が、ここまで強い口調で言うのは彼女のためだと言い聞かせながら。

「真田君……」

「雪美の気持ちを知りながらきっぱりと突き放せなくて悪かった。それでも俺の気持ちは、この先も変わらないから」

　一語一語はっきりと伝えると、呆然としている雪美の瞳から涙が流れる。その姿に心は痛むけれど、どうすることもできない。

「突き放してもいいけど。せめて日本に帰ったら、同期としては今まで通り付き合ってほしい」

　途切れ途切れの言葉は悲しくて痛い。それでも今は、ちゃんと雪美を突き放さなくてはいけないと感じる。目の前で泣かれてつらくないわけがない。それでも、あえて淡々とした口調で言った。

「同期としては尊敬してるし、頼りにしてる」

　あっさりとした声は、雪美の気持ちに追い打ちをかけたに違いないけれど、小さく頷く雪美の姿からは、俺への執着がわずかに消えたような気がした。

「明日の研修も早いから、早く部屋に戻って寝ろ。帰国したら新しい企画を通すんだろ？　頑張れよ」

　ふっと力を抜いて、これまでの俺と同じ口調で声をかけると、雪美の肩が震えた。

「じゃ、また明日な」

「っ……真田君」

「おやすみ」

「あ、おやすみなさい」

「雪美のことをただひたすら愛して、雪美もまっすぐに愛せる男と出会い愛し合うことが幸せなんだ。けれど、その相手は俺じゃない」

　この言葉を雪美がどう受け止めたのか、その表情を見ることなく、ゆっくりと部屋の扉を閉めた。扉が閉まる音とともに、今まで俺に向けられていた雪美からの愛情を、断ち切る音が心の中に響いた。

　雪美にも、雪美自身をひたすら求める男が必ず現れるはずだと、そう思いながらも結局は傷つけてしまったことを申し訳なく思った。

　その気持ちに嘘はないけれど、結局。

　俺は、透子以外のことは切り捨てることができる、そんな男なんだ。

　そのままベッドに潜り込んで、頭に浮かべるのは愛しい透子の顔。

　十年前のあの日、仕事帰りにたまたま健吾と寄った店にいた透子。その日からずっと、俺は透子を自分のものにしたくて、もがいていたようなものだ。

　高校最後の年に原因不明の聴力障害を発症して入院していた俺に、明るい笑顔と青くさく切ない感情を与えてくれた透子。単なる中耳炎で入院しているとばかり思っていた透子が、突然俺の目の前で倒れ、即手術。心臓の病気だと聞かされたあと、手術室の前で待つ俺の心臓も壊れそうだった。

　倒れる瞬間の顔色の悪い透子を思い出せば、もう俺のそばには戻ってこないんじゃないかと体中が痛み、恐怖で吐きそうになった。あのつらい時間は今でも忘れられない。俺のそばから消えてしまうなんて許さない。絶対に許さないから、頼むから助かってくれ。手術中はそう願っていた。

　俺が入院してすぐに、当時付き合っていた恋人が、俺の状態に戸惑い別れを切り出してきた。その恋人に気持ちが残っているのではないかと自分の気持ちがわからなかったけれど、透子が倒れたことで気づいた彼女への猛烈な愛情。

『手術は成功です』。そう医者から言われたときには、泣いて喜ぶ透子の両親から離れたところで俺も泣いた。あの優しい笑顔にまた会える。温かい体温を感じることができると。

　そして、聞くことがなかった透子の声をようやく聞くことができる。透子に愛を伝えられる。周りのすべてに感謝したいほど体がふわふわと漂う幸福感。俺の両親も、聴力が戻っただけでなく、内面が変わった俺に気づき喜んでいた。入院生活を経て、人を思いやる心に目覚めた俺を、誇りに思うと両親は言っていた。

　そのときの俺は、透子の体が回復すれば恋人同士になれると思っていた。幸せな未来が待っていると信じていた。けれど、透子は心臓以外の病気が見つかり、あっという間に専門の病院に転院した。家族でもない俺がそのことを知ったのは、すでに病室がきれいに片づけられたあとで、転院先も教えてもらえず連絡先も知らず。

　最悪だったのは、手術後一度も面会できなかったことだ。術後良好だとはいえ集中治療室に入っていた透子に、家族でもない俺が会えるわけがなかった。結局、まだ高校生だった俺は透子を探し出せないまま、高校、そして大学生活を終えた。

　そしてようやく再会できたふたりなんだ、もう二度と離さない。悩みたければせいぜい悩め。透子が何を思ってどんな行動にでたとしても、結果は変わらない。俺たちは、何があってもふたりで幸せになるんだ。










母さんと有二パパ　～透子ｓｉｄｅ～




　終業時刻を過ぎ、早々に会社を出た私は『アマザンホテル』に向かった。約束の時間にどうにか間に合い、濠が予約してくれたお店に入ると、母さんと有二パパが私を待っていた。和室に並んで座るふたりは相変わらず仲よく寄り添っていて、ホッとした。

「遅くなってごめんね。先に食べていてもよかったのに」

　向かいに座って落ち着くと、いつも通り温かい笑顔の母さんが口を開いた。

「今日の主役は透子なのに、先に始めるわけないでしょ？」

「私が主役？」

「そうよ。設計デザインコンクールで大賞を獲ったでしょ。私たちには何の連絡もくれなかったから、新聞を見たときはびっくりしたわよ」

　拗ねた声で私を責める母さんに、私は軽く肩をすくめた。

「だからごめんって謝ったじゃない。忙しくて気が回らなかったの」

「本当にもう。これからはちゃんと連絡してよ」

　母さんの声は相変わらず低いけれど、目じりが下がった顔を見れば喜んでいるのもわかりホッとする。

「透子ちゃん、おめでとう」

　母さんの声を遮るように、有二パパが声をかけてくれた。

「お祝いの席なんだからもういいだろ？　せっかく濠君が用意してくれた席なんだ、早く食べよう」

「有二はいつも透子に甘いんだから。でも、そうよね。お祝いだったわね。透子、本当におめでとう。よく頑張ったわね。親子で大賞を獲るなんてやっぱり血筋なのかな」

　母さんは何かを思い出すようにつぶやいた。

「小山内君の子どもなんだって、今さらだけど気づいちゃうわ」

「母さん……」

　母さんの言葉に慌てた私が有二パパを見ると、目を細めて何度か頷いてくれた。『大丈夫だから』と言っているような瞳。いつも母さんと私に向けてくれる愛情に満ちた表情が、私の心配を消し去ってくれる。

「小山内君が大賞を獲ったのは、透子が心臓の手術を受けたときだから、もう十五年も経つのね。ねえ、小山内君と親子だってこと、会社には公表してるの？」

「してない。するつもりもないから余計なことしないでよ」

　私は慌てて母さんに言った。

「どうして？　別に悪い話じゃないのに。小山内君だって透子が大賞を獲ったこと、天国で喜んでるはずよ」

　母さんは、あっさりとそう言うと、同意を求めるように有二パパを見た。有二パパは困ったように小さく息を吐いた。

「透子ちゃんだっていろいろ思うところはあるんだよ。小山内と親子だと言ったって、一緒に暮らした記憶もないんだから」

　有二パパは、母さんの頭をぽんと軽く叩くと私に視線を向けた。

「それに、たとえ透子ちゃんと血がつながっていなくても、透子ちゃんの父親は俺なんだ」

「……有二パパ」

「今さら小山内と親子だって公表されたら、俺は寂しい。だからやめてくれよ」

　その言葉は本心なんだろう。瞳がうるうると揺れていて、有二パパの寂しさが伝わってきた。

「うん……ありがとう」

　母さんの再婚相手である有二パパと私には血のつながりはないけれど、小さな頃から私にとっての『父さん』は有二パパだけだ。有二パパは私を本当の娘のようにかわいがってくれ、たくさんの愛情を注ぎ育ててくれた。私も有二パパのことが大好きで、母さんの再婚相手としてではなく、大切な家族だと思っている。

「じゃ、食べようか」

　ほんの少し湿っぽくなった雰囲気を変えるような母さんの明るい声が響き、食事は始まった。




　母さんが再婚したのは、私が小学生のとき。

　ある日『はじめまして』と言いながら小学生だった私に目を合わせ優しく話しかけてくれた男性、それが有二パパだった。美容室を経営している有二パパは、母さんの高校の同級生で、偶然お客としてやってきた母さんと再会し、あっという間に恋に落ちて結婚した。そのあとも私には何の不安も不満もなく、時にはわがままも言いながら育つことができた。それはすべて、私の幸せを第一に考えてくれた有二パパのおかげだと思っている。そして望み通り建築の仕事に就き、やりがいのある毎日を送っていたある日。

　突然、実の父の死を知らされた。それまでとくに考えることもなかった父の存在を知ったと同時に、父がかなり有名な建築士だったということも教えられた。私と同じ仕事に携わっていた父のことを調べれば調べるほど、会っておけばよかったという悲しみと後悔に苦しむようになった。そしてそれは、私が『設計デザインコンクール』に参加するきっかけとなった。




「濠君が金曜日に家に来たときにはびっくりしちゃったわよ」

「え？」

　食事を終えて、コーヒーを飲んでいたときに、母さんが明るい声でそう言った。

「今、濠が家に来たって言った？」

　探るように聞く私に、母さんはどこか不思議そうに答えた。

「そうよ。あら？　透子には内緒だったのかしら？」

「内緒かどうかはわからないけど。でも私は知らなかった。で、濠はどうして母さんと有二パパに会いに行ったの？」

「濠君ね、フランスに行く前に、お願いしますって」

「瞳ひとみっ」

　話を続けようとする母さんを、有二パパが慌てて遮った。

「そのことは濠君がフランスから帰ったらって話だろ？　瞳がしゃべることじゃない」

　低い声で諭す有二パパの口調に、母さんは口をつぐんでしまった。

「いったい何のこと？」

　それからは、ふたりに何を聞いても、返ってくるのは居心地の悪さとも取れる、中途半端な苦笑いだけだった。

「透子ちゃんが不安になる必要はないから」

　有二パパは何度もそう言って私を安心させようとしたけれど、いったい何のことだろうかと気になって仕方がなかった。それにしても、金曜日一日で、濠はどれだけのことをしたんだろう。




「じゃ、ちゃんと送り届けてくれよ。明日の朝は少し遅くなるから、店を頼むな」

「はいはい。瞳さんがエレベーターの前で待ってますから、早く行ってください」

「あ、あいつ……。じゃ、頼んだぞ。透子ちゃん、濠君にお礼を言っておいてくれよ」

　有二パパはそう言ってエレベーターの前で待っている母さんのもとへ小走りで向かった。母さんは満面の笑みで私と玄げん太た君に手を振っている。そのうれしそうな様子に苦笑いしながら、手を振り返して小さくため息をついた。




「ごめんね。私ならタクシーで帰れるのに」

　隣の玄太君に手を合わせて頭を下げた。

　玄太君は、私よりもひとつ年下で、有二パパのお店の売れっ子美容師だ。彼が高校を卒業してお店に来て以来、姉弟のように付き合ってきた。

「いいよ。店長が透子を大切にしてるのはわかってるから」

「まあね」

　ふたりでゆっくりと地下の駐車場に向かう。母さんと有二パパは濠にお願いして予約してもらった部屋に泊まるということで、玄太君をいきなり呼び出したのだ。濠がいないときには、あたりまえのように私の送迎をさせられている玄太君。本当、申し訳ない。




「で？　濠さんはどうしたの？」

「フランスに出張中」

　玄太君が運転する車はホテルを出て大通りを走っている。玄太君はまっすぐ前を見て運転に集中しているけれど、その横顔からは、笑いを我慢しているのがわかる。

「慣れてるからいいけど、俺が結婚できないのは店長のせいだよな」

「えっ？　結婚するの？」

　玄太君は、くすりと笑った。

「彼女といるときに『透子を迎えに行ってくれ』なんて電話があって素直に行けば、まあ、彼女に振られても仕方ないよな」

「えっ。そんなことがあったの？」

「くくっ……。まあ、何度か」

　なんてことないようにあっさり言う玄太君の横で、私は申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「気にするなって。俺の意思でそうしていたわけだし、店長には負けるけど、俺だって透子のことは大切に思ってるんだ」

「玄太君……」

「家族みたいに過ごしてきたからな。出来の悪い姉の世話くらいちゃんとするよ」

　毎日、朝から晩まで大勢のお客様からの指名を抱えて忙しくしているというのに、有二パパの絶対的な信頼の下で、公私ともにいいように使われている。

「玄太君をむやみにこきつかわないようにって言ってるんだけど。本当、私のことになると神経質だから……」

　流れる景色をぼんやり見ながら、今までの玄太君の彼女たちを思い出す。紹介されたことはないけれど、遠くから見かけるたびに面食いなんだなぁと感じていた。

「彼女たちに悪いことしちゃったね。きっと、みんな玄太君のことが大好きだったはずなのに」

「いや、本当に大好きなら、何があっても続いてるはずだ。結局、透子を迎えに行くくらいで別れられる程度の愛情しかなかったってこと。それは俺にもいえるけどな」

「何があっても……」

　自分に言い聞かせるように言った玄太君の言葉が気になった。

「そうだろ？　透子と濠さんのように、一度離れても再会して気持ちを通じ合わせることができるような強い縁と愛情を見せつけられているんだ。俺だってそんな縁に憧れるんだよ」

　ちょっぴり投げやりな口調なのはきっと、照れているからに違いない。相変わらず前を向いたままハンドルを握っている玄太君をちらりと見ると唇をきゅっと結んでいてかわいい。それにしても、私と濠のことをそんな風に思ってくれていたなんて驚いた。たしかに私と濠との間には強い縁と愛情があると思うけれど、私はそれを壊そうとして濠に悲しい思いを味あわせている。濠から離れようと内緒で引っ越しまでしてしまったし。それはすでにバレてるけど。

　そんな私と濠に憧れていると言われても、正直、複雑だ。結局、私は濠のことが大好きで離れられないと実感しただけだし。

「どうした？」

　助手席に体を預けたまま考え込んでいる私を、玄太君が心配そうに見た。

「いや、急に静かになったし。あ、濠さんに会いたくなったか？」

　信号待ちで車はとまり、玄太君が私の顔を覗き込んだ。

「愛しい濠さんに会いたくてたまらないって顔してるぞ」

「も、もう、そんなこと言わないでよ、我慢してるのに」

　からかわれて、思わず本音で答えてしまった。普段なら軽くかわすところなのに、ここ数日濠からの宿題に振り回されているせいか、寂しさを我慢できずにいる。

「会いたいけど、フランスは遠いもん」

　拗ねるように口を尖らせた私に、玄太君がくすくす笑っていると、私のバッグの中のスマホが鳴った。

「あ、もしかしたら……」

　足元に置いていたバッグから慌てて取り出したスマホの画面には、非通知の表示。

「もしもし。……濠？」

　つい期待するような声が出てしまい、ハッとして横を見ると、玄太君が苦笑いしている。

『予想通りの声で笑える』

　スマホからは、明るい濠の声が聞こえてきた。

「お疲れ様。仕事は終わったの？」

『あぁ。今日は早めに終わって部屋に戻ってきたところ。今からみんなで観光に行くんだけどな』

「そうか、みんなで行くんだ」

　みんな。その中にはきっと、雪美さんもいるんだろうな。それに気づいた途端、あっという間に気持ちは沈む。

『何かあったのか？』

「え？　ううんなんでもない」

『考えても無駄なことを複雑に考えてるみたいだけど、それって本当に無駄だから。透子が何をどうしても俺からは逃げられないんだから、腹くくって思い切り寂しがってろ』

　自信に満ちた濠の声を聞いた途端、『濠に縛られるよ』と、健吾さんに言われた言葉を思い出した。何があっても最終的には濠の思うがままに進んでいくだけで、結局最後は濠が私の隣で笑っている。そして、濠の笑顔の隣で私も幸せをかみしめているんだ。私だって濠からは逃げられないだろうと思っていたけど、でも、それならどうして。

「じゃあどうしてお見合いしたの？　私以外の人との未来を考えたのはどうして？」

　思わず口にした言葉に、ハッとした。濠を問い詰めるようなことを今言うつもりはなかったのに、離れている寂しさと、濠のそばにいるに違いない雪美さんの存在が気になり、思わず意地悪な口調で言ってしまった。

　濠は一瞬口ごもったようだけど、私とは対照的に、なぜか落ち着いた声で尋ねてきた。

『知ってたんだ？』

「うん、たまたま聞いたの」

　創立記念パーティーで雪美さんから告白されている濠を見ただけでも胸が痛かったのに、お見合いすることまで雪美さんから聞かされた。それは身動きできなくなるほどの衝撃だった。

『そのことをどうして黙ってた？　いつ聞いたんだ？』

「聞きたくても……聞けなかった」

　小さな声でささやく私に、濠は小さくため息をついた。私が責められているようだ。

『透子と彩香ちゃんは接点があるから……いつか知るとは思わなくもなかったけどな』

　彩香ちゃん？

『まぁ、あえて口止めはしなかったし。たいしたことじゃないから』

　どうして『彩香ちゃん』とか『口止め』という言葉が出てくるのかわからない。

「彩香ちゃんは、濠がお見合いしたことを知ってるの？」

『は？　彩香ちゃんから聞いたんじゃないのか？　あ、昴か？』

「ううん……違うけど」

　焦っている濠の声からは、私と同じくらい混乱しているのがわかる。

『じゃ誰から聞いた？』

　誰からって……雪美さんが濠に告白してるときに盗み聞きしちゃったんだけど。

　そのことを話していいものか躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「見合いって、濠さんがしたのか？」

　気づけば車は大通りをぐんぐん走っていて、玄太君が運転に集中しながら声をかけてきた。

「見合いしたって本当か？」

「あ、たぶん……」

　心なしかいつもより低い玄太君の声に驚いた。さっきより表情が硬いようにも見える。

『透子、誰かいるのか？　男？』

　耳元で濠の大きな声が聞こえる。

『今どこ？　今日はアマザンで食事のはずだろ？　それに今は、かなり遅い時間だろ？』

「母さんも有二パパも喜んでたよ。ありがとう。部屋まで取ってくれてすごいはしゃいでたよ」

『それはいいんだ。それより誰といるんだ？　まっすぐ帰らなかったのか？』

「誰とって玄太君だよ。食事したあとに迎えに来てくれて、今、送ってもらってるの」

『ちっ。有さんだな。まったく……』

　濠はぶつぶつと何かを言っているかと思えば、突然大きな声をあげた。

『玄太に婚約指輪をちゃんと見せて、羨ましいだろうって言っておけ』

「羨ましいって言われても」

　どうしてこんな話になったんだろう。今は濠のお見合いの話をしていたんだけど。

「ねえ、濠のお見合いって……」

『そんなの結局してないんだからどうでもいいし。俺は透子と結婚するから』

「なっ」

　投げやりな濠の口調に悲しくなる。私にとっては濠のお見合いの話はかなりの衝撃で、それが原因で濠との未来をいろいろ悩んだというのに。

『また余計なことばかり考えてるだろ。何をどうしようが何があろうが、俺は透子から離れる気はないから無駄に悩むな』

　言い含めるような濠の声。

「じゃ、どうしてお見合いなんて……」

『見合いは、透子をもっと愛せるとわかってうれしかった。それだけだ』

「え？」

　自分の気持ちをストレートに話す濠の言葉はいつもわかりやすいけれど、今の言葉はまったく理解できなかった。

「私を愛せるってどういうこと？」

　勢いからだとはいえ、ようやくお見合いのことを聞くことができたのに、理解できない答えしか返ってこない。そして焦りばかりが募っていく。

『詳しくは帰ってから話すけど、彩香ちゃんの名字わかるか？』

「え？　えっと、森もり下しただよね？」

　濠は何を言いたいんだろうか。

『俺の耳の治療をしてくれた医者も森下先生。覚えてるか？』

　耳の治療？　入院していたときのお医者さんのことかな。私も入院中耳鼻咽喉科で診てもらっていたけど、心臓の治療がメインだったから、正直、耳鼻咽喉科のお医者さんの名前までは覚えていない。

「はっきりとは覚えてないけど……たしか女のお医者さんだった？」

『そう。俺は今でも森下先生に診てもらっているんだ。彩香ちゃんは、森下先生の娘さんだ』

「え、今でも耳の治療に通ってるの？　とっくに回復してると思っていたのに、まだ悪いの？」

　不安とともに心臓の音が大きくなり、ぎゅっとスマホを握りしめた。そんな私の不安が伝わったのか、濠が慌てて話し出した。

『あ、定期的に診察には通っているけど、気休めだ。耳に異常はない』

「本当に大丈夫なの？」

『大丈夫。透子の心臓と同じ。検診に行って安心してるだけだ』

　その言葉に、安心した。それにしても、濠が耳の検診に通い続けていたなんて知らなかった。私の心臓のことは必要以上に口うるさく言うのに、自分の耳のことは黙っていたなんて。ちょっと、ううん、かなりショックだ。

『見合いのこと、彩香ちゃんから聞いたわけじゃないんだな』

「……うん」

　雪美さんが話しているのを聞いたなんて言えないけど。

『じゃ、誰から？　うちの親か？　あぁっ。今すぐ透子の体を抱きしめて、全部聞きたいのになぁ。なんで一緒にフランスに来ないんだよ』

　濠の大きな声にびっくりして耳から思わずスマホを離してしまう。切羽詰まった感のある大きな声は、たぶん、玄太君にも聞こえたはずだ。

『無理にでも連れてくればよかったよ。離れるだけでもつらいってわかってるのに、透子を問い詰めるのが嫌で全部保留にしたまま来てさ。『宿題』なんかに頼らずに、透子に全部吐かせてから来ればよかったよ』

　濠の本音が溢れた言葉に、どう答えていいのかわからない。濠が抱えている悩みや不安……きっと私への不信感もあると思う。その思いを想像すると、あまりの申し訳なさに胸が痛い。

「濠、ごめんね。ちゃんと言わなくて、聞かなくて。ひとりでため込んで……」

『ああ、何ひとりで意味のないことをしてるんだよ。透子が何を隠しているのか、帰ったら全部吐かせて、ベッドで反省会だからな』

　笑っている濠の声が、震えているように聞こえるのは気のせいなんかじゃない。

　表情が見えなくてもどかしいし、触れることができない体温が欲しくてたまらない。

「私もフランスに行けばよかった。仕事なんて……なんとでもなったはずなのに」

　小さな声で吐き出しながら、目を閉じて濠を思い出す。会いたいよ。

「早く帰ってきてよ。ちゃんと指輪をつけてる私を見てよ」

『透子』

「お見合い、してないんだよね？　信じていいんだよね？」

『まだこだわってるのか？　見合いはしてないし透子のことがなかったら無視してる』

「それってどういう意味なの？　全然理解できない」

　お見合いの理由が私だって言われても、その理由はわからないし納得もできない。

　私がこんなに苦しむって想像しなかったのだろうか。この数日間の驚きの連続もあるせいか、何をどう考えてもまとまらない。

『帰ったらちゃんと話そう。土曜には帰るからこれ以上悩まずに待ってろ。透子が望む未来はちゃんと俺がやるから』

　濠の言葉に何度も頷き、スマホを強く握りしめていると。

「着いたんだけど？　バカップルの会話を一いち時じストップしてくれないか？」

　その声にハッと顔を上げると、すでに車は停まっていて、呆れ顔の玄太君が私を見ていた。

「あ、ごめん。ありがとう」

「透子が泣いてるの初めて見た。そんなに濠さんが好き？」

「うん、大好き。え……？」

　玄太君は、すばやく私の手からスマホを取り上げると、驚く私を無視して濠に話し始めた。

『透子？　どうしたんだ？　何かあったのか？　玄太に何かされたのか？』

「聞こえたでしょ。濠さんが大好きなんだってさ。なのに、なんで見合いなんてしてるわけ？　言っておくけど、身内みたいな俺から見ても透子はいい女なんだから、泣かせるなよ」

「玄太君……ちょっと何言ってるの、返してよ」

　玄太君からスマホを取り返そうとしても無駄で、玄太君は飄々と話し続けている。

　濠はきっと子どものように不機嫌になっているに違いない。

　笑顔で話している玄太君を見ると、単純に濠をからかって楽しんでいるとわかるけれど、私と濠の貴重な時間を邪魔されたようでイライラする。

「返してよっ。私も濠と話したいのに」

　そう言って拗ねる私を見て、玄太君はようやくスマホを返してくれた。

「悪かった。濠さんとゆっくり話せよ」

『透子？　透子？』

　スマホから、何度も私の名前を呼ぶ濠の声が聞こえてくる。その焦った声に、心なしか私の気持ちは軽くなる。くすりと笑ってしまったなんて濠が知ったら、さらに大きな声で怒りそうだけど。

「濠？　もう家に着いたし、大丈夫だから。観光に出かけるなら気をつけてね。それに……ほかの女の子」

　雪美さんの名前を口に出してしまいそうになったけれど、ぐっと我慢した。もちろん彼女の気持ちを濠がどう受け止めているのか、ずっと気になっている。それでも今聞こえてくる濠の落ち着かない声が、私の不安や切なさを小さくしてくれる。お見合いのことも雪美さんのことも、濠が帰ってくるのを待って、ちゃんと聞こう。

「ううん。気をつけて出かけてきてね」

　まだまだ話したい気持ちと寂しい気持ちを我慢して会話を終えようとした。けれど、

『ああ。また電話する。ちゃんと明日からも指輪してろよ』

　濠の甘い声が聞こえてほんの少しだけ寂しさが薄れる。土曜日まで会えなくても我慢できるくらい。




　電話を切り、スマホをバッグにしまってふと気づくと、そこは私の家ではなかった。

　何も言わなかったのに、玄太君が送ってくれたのは濠のマンションだった。

「ど、どうしてわかったの？」

「濠さんが出張のときには、いつも濠さんの家に泊まってるって前に言ってただろ？」

「よ、よく覚えてたね。言われた通り、本当にバカップルみたいだね」

「みたい。じゃなくて、バカップルそのままだろ。濠さんも子どもかよって感じだし。まあ、それこそ強い縁と愛情でつながってるってことかもな。バカップル上等。せいぜい幸せになってくれよ」

　玄太君が何度も口にした『強い縁と愛情』。その言葉に励まされるように、私は頷いた。







第五章










水曜日の『宿題』　～透子ｓｉｄｅ～




　翌日昴と一緒に来た住宅展示場で、図面を広げながら打ち合わせをしていると、目の前にある家の外壁に視線が止まった。

「この外壁の色、珍しいね」

「あ、やっぱり気がつきました？　メーカーの試作でまだ市販されてないんですよ」

「いい色だね。この展示棟の設計は昴がしたんでしょ？」

　隣で図面を広げる昴に視線を向けると、展示棟の確認をしながらその玄関に入っていく。

「俺も参加してるんですけど、この展示棟をベースに、あと五区画に家を建てるんで、俺以外にもかなりの人数が動いてますよ。透子さんの担当も相模さんが割り振っていたんで、猛烈に忙しくなると思います」

　忙しくなるって言葉をわざと強調して話す昴に、思わず苦笑い。

　相模さんのチームに呼ばれた時点で忙しくなる覚悟はできている。建築士として第一線で活躍するカリスマのもとに寄せられる依頼は相当な量。質においても妥協を許さない姿勢がさらなる信頼を生んでいる。相模さんの下で働くということは、その姿勢をも吸収して実践していかなければならないということだ。

　私はもともと出世や名声にはまったく興味がなく、ただお客様が望む生活や夢、将来への希望を現実にするために設計という方法で関わってきた。

　図面の中で描く平面的な思いが、実際に家となって建つ。そしてその家で幸せに暮らすお客様の様子が励みとなる。

　コンクールなんて遠い世界のもので、どちらかと言えば否定的だった。建築士が思いを込めて作り上げる世界に、順位をつけるなんて受け入れることができないし、順位をつける側の勝手な驕おごりだと思っていたから。

　それが今では大賞を受賞して、世間に名前が出るようになってしまった。そして、小さな頃から思い描いていた未来とは違う現実であっても、それを受け入れて、受け入れたからには楽しめるようにならなければと。今は自分にそう言い聞かせて自分を叱しっ咤たしている。

「透子さん。あの家、知ってますか？」

「え？　何？」

　昴の声に視線を上げた。

「庭にブランコがある、あの家です」

　昴が指さす先には、小さな庭にブランコが揺れていて、色とりどりの花がきれいに咲いている家があった。外壁のチョコレート色がかわいらしくて目をひいている。

「知ってるって何を？」

　その家をじっと見ても、思いあたることがない。それほど大きな家でもないし、新しい家でもなさそうだし。ただ、単純な造りの家だけど、どこか優しくて懐かしい雰囲気のある……私の好きなタイプの家だった。

「あの家、小山内竜たつ臣おみの初期の設計なんですよ」

「えっ」

「知ってますよね。相模さんには及ばないかもしれませんけど、デザインコンクールの過去の大賞受賞者の中でも、かなり有名な建築士ですからね」

　昴の声が遠のくほど、私の心臓が激しく音を立てる。崩れ落ちそうになる足をなんとか踏ん張って、そのチョコレート色の家をじっと見る。

「小山内竜臣……」

　ふと漏らした私の声の様子がいつもと違うことを不思議に思ったのか、首を傾げた昴。その昴の様子が視界に入るけれど、複雑な思いにとらわれた私は、気遣うこともできない。まさか、そんなことがあるわけないのに、ここ数日、濠からの『宿題』に驚かされ続けてきたせいか、今、偶然目にした家も、濠の指示通りに昴が案内したのではないかと勘ぐってしまう。

　私の異動、引っ越し、大賞受賞。すべてを把握していた濠に何度も驚かされる。

　そしてそのたび、濠から離れられない私が作られていく。




『小山内竜臣』

　濠に父の名前を言ったことはないのに、濠はどうして知っていたんだろう。私ですら彼のことを詳しく知ったのは一年前で、今ではそれを悔やんでいるほどなのに。相模さんのように、表に出て目立つ仕事を積極的にしていた人ではないから、設計を本業にしていない人にはあまり知られていないはずだ。それなのにどうして。




『小山内弥恵さんが、透子に会いたがっている。ちゃんと会うように』




　今朝、今日の『宿題』を開けると、そこにはこの一文。そして時間と場所が書いてあった。どうしてこんな『宿題』を与えることができるんだろう。

　仕事を終えて待ち合わせの場所に向かったのは二十時過ぎ。実の父の二人目の奥さんである弥恵さんに会うのは久しぶりだ。笑顔が似合う人って、この人のことを言うんだろうなという言葉がぴったりな人。

　何度か会ってはいたけれど、それは父である小山内竜臣の四十九日法要や納骨のとき。実の娘だということで気を遣わせてしまうのが申し訳なくて、私は法要が終わるとすぐに帰っていた。だからこうして弥恵さんと待ち合わせをしてふたりで会うのは初めてで、会うまでは緊張感に溢れていた。でも、いつも優しく笑顔を浮かべている弥恵さんを目の前にすると、自然と私の気持ちも緩んでくるのがわかる。




「突然ごめんなさいね。今、かなり忙しいんでしょ？」

　弥恵さんは小さく肩をすくめながら、ふわりとした笑顔を私に向けた。年齢は母さんや有二パパと変わらないと思うけど、少女のようにはにかむ仕草がかわいくて若く見える。誰もが振り向く美人というわけじゃないのに、誰もが嫌いになれないだろう雰囲気を持った人。

「この間、濠君から連絡をもらったときは驚いたわ」

　くすくす笑いながら思い出す弥恵さん。思わず息が止まりそうになるのを堪こらえたまま、私は次の言葉を待った。なんとなく予想していたとはいえ、さすがに驚いた。

「あの、濠から連絡ってどうして……前から知り合いだったんですか？」

「まさか。透子ちゃんとでさえお話できるようになったのは最近のことなのに、一度も会ったことがない透子ちゃんの恋人から直接連絡が来て、本当にびっくりしたわ」

「そうですよね」

　よくわからない出来事がまたひとつ増えて、私を悩ませる。

「あの、連絡があったのって、金曜日ですか？」

　ふと思いついて聞いてみたけれど、きっとそうだろうという確信がある。

　濠がフランスに行く前にあらゆる準備をしていたことは明らかだ。

　そのことへの戸惑いはもちろん残っているけれど、濠が私のすべてを把握し、私をつなぎ止めようとしていたことがわかってきた。それが私の濠に対する自信や安心感にもつながっている。

　今目の前にいる弥恵さんと濠が連絡を取っていたことにも驚いたけれど、『宿題』を初めて開けたときに感じたほどの衝撃はおさまっているのも事実だ。

　今ではもう、濠が私に対して何をしようと納得できる気がする。私の秘密を全部知った上で、それでも私をつなぎ止めようとして残してくれた『宿題』が、私の気持ちをより濠に向けさせるためのものだというのもわかり始めている。

　そのとき、弥恵さんがふふっと笑いながら口を開いた。

「そう、金曜日だったわね。有二さんだったかしら。透子さんの……お父様」

「お父様って。弥恵さん、有二パパのことも知ってるんですか？」

「知っているというか。その日に濠君と一緒に訪ねてこられたのよ。美容師さんだけあって、センスがよくて素敵な男性ね」

　濠の行動にこれ以上驚くことはないと思っていたのに、今の弥恵さんの言葉には、言葉を失ってしまった。

　濠が予約してくれたお店で向かい合わせに座る弥恵さんと私。節度が保たれた静かな店内は、快適に食事を楽しむ声や食器の音しか聞こえない。にもかかわらず、その微かな音さえも遠くに感じるほど呆然と弥恵さんを見ていた。

「あら……濠君が予想していた通りね」

「え？」

「あのね、有二さんと僕が一緒に会いに来たなんて知ったら、透子は目を点にして黙り込むに違いないって笑っていたのよ。濠君はなんでもお見通しなのね」

　おいしそうにお吸い物を口にする弥恵さんはのんびりと笑っている。私はせっかくのおいしい食事を前にして箸をとめた。

「たくさん話したわよ。透子ちゃんの小さな頃の思い出や……心臓の病気のことも」

　なんてことはない世間話をするように、弥恵さんの声は明るく楽しそうだ。思い出し笑いとも受け取れる表情で、くすくすと笑う。

「有二さんが小学校の運動会で、透子ちゃんのリレーの応援に熱くなりすぎて先生に羽交いじめにされたとか、高校受験の当日は緊張しすぎで有二さんが気を失ったとか。本当に透子ちゃんのことが大好きなのね」

「有二パパ、そんな話をしたんですか」

「そうよ。透子ちゃんの今日までの人生を振り返ってたくさん話してくれたわね。有二さんもとても楽しそうに話してくれたのよ」

「……楽しそうに」

　いったいふたりは何を目的に弥恵さんに会いに行ったんだろう。濠と有二パパは気が合うのか仲が良く、私がいないときにも、ふたりで飲みに行っているけれど。

　濠と再会して付き合い始めたときには、有二パパは『勝手に俺の娘を連れていくなよー』と酔っ払って濠に絡んだり、突然泣き出したり。母さんが呆れるほど不安定になった。それから十年が経ち、有二パパと濠はまるで親子のような関係に発展した。

　有二パパは下町の商店街で花屋さんをやっている濠の両親とも仲がよく、私が有二パパの美容院に行くと、まだまだ若い濠のお母さんがスタイリストに注文をつけながら髪をセットしてもらってる場面に、偶然出くわしたこともあった。

『もう少し赤みを抑えたブラウンがいいの。そうね、今日は玄太君にお願いするわ』

　ホストクラブのように指名する濠のお母さんを前に、苦笑いする有二パパ。いつも楽しそうに笑っている濠のお母さんは私とも気軽に接してくれ、すでに嫁として見ているようだ。温かい人たちに囲まれて、私は幸せな状況の中で過ごしている。

　有二パパにしても、私を必要以上に愛してくれている。たまに煩わずらわしいと感じるときもあったけれど、それは実の親子なら当然の感情だ。煩わしいと思う反面、妙にうれしかった。母さんと結婚したあとも子どもを作らず、私ひとりに愛情を注いでくれた有二パパ。私だって有二パパが大好きだ。本当なら自分と血のつながった子どもが欲しかっただろうけれど、そんな話は一切出さず、いつも笑っていてくれた。




「濠君と有二さんからたくさんの思い出話を聞かされて、本当に透子ちゃんは大切に育てられたんだと安心したの」

　ホッと息をついた弥恵さんの瞳は何かを思い出しているようで、口元には微かな笑みを漂わせている。

　初めて会ってから半年。何度かこの表情を見た。

「竜臣君もきっと喜んでいるわね。透子ちゃんを自分の手で幸せにできないことをずっと悔やんで、自分を責めていたから」

　やっぱり。

　弥恵さんにこんな穏やかで優しい顔をさせられるのは、あの人しかいないと思っていた。母さんと別れたあと、弥恵さんと再婚した実の父。




　私には父と顔を合わせた記憶はない。去年、父の死を弥恵さんからの葉書で知らされるまで、父について詳しいことは何ひとつとして知らなかった。

　弥恵さんからの葉書が届いたのは去年の年末近く。ちょうど濠は出張でイタリアに行っていて、私は父の死をひとりで受け止めなくてはならなかった。記憶のどこにもいない父が亡くなったと聞いても現実味はなく、どう受け止めていいのか混乱するばかりだった。

『小山内竜臣さんが亡くなったって連絡が来た』

　母さんは、弥恵さんから届いた葉書を見せた私をそっと抱きしめてくれた。私はその温かさの中でなぜか泣いた。それまでわが子同然に愛してくれていた有二パパがいるにもかかわらず、会った記憶も愛された記憶もない実の父が亡くなったことに涙してしまった驚きと罪悪感。

『どうして、今頃』

　そう言って泣いた。それまで何のつながりも持とうとしなかった人なのに、今さら連絡をもらっても、どう気持ちを整理していいのかわからない。そんな私は、父にお線香をあげに行くこともできずにいたけれど、母さんはあっさりと『私はお通夜もお葬式にも参列したわよ』と言って、有二パパとともにいろいろなことを話してくれた。

　母さんは、離婚したとはいえ父を大切に思っていたことも教えてくれた。母さんが父と結婚したのは単純に私を妊娠したからだとも。友人だった父とどうしてそんな関係になったのかは詳しく話してくれないからよくわからない。聞きたい気持ちはあるけれど、母さんにとってはつらい思い出も混じるようで、なかなか詳しく聞き出すことができない。

『小山内君とは高校の同級生で、ふたりとも好きな人に裏切られた反動でヤっちゃって』

　愛し合っていたわけじゃないと、はっきりと言う母さんの正直さがつらい時もある。

　妊娠がわかった母さんは、ひとりで育てるから認知だけをしてほしいと父に言ったらしい。生まれつきの楽天的な性格と、大手の企業で働いていた自信がそんな決意を導いたと思うけれど。ところが、父は違った。

『結婚して一緒に子どもを育てよう』

　父は頑なに結婚を望み、母さんはその固い気持ちに折れる形で結婚を受け入れた。

　けれど、一緒に暮らし始めたふたりに友情はあっても、夫婦としての絆を育む愛情はなかった。当然、ふたりの間の距離が縮まることはなく、私が生まれたあと離婚。

『嫌いになったんじゃない。初めから愛してなかったの』

　笑いながら話す母さんの本音は今もわからないけれど、父を憎んだり嫌ったりという負の感情を持っていないことだけはわかった。

　小さな頃から有二パパへの遠慮があった私は、実の父のことを聞けずにいた。今ある家族の絆を壊したくなくて何も聞かずに過ごしてきた。だから、父のすべてを知ることができたのは、すでに父が亡くなったあとのことだった。

『透子に知らせてもいいか弥恵さんに聞かれて、すぐに了解したの。もちろん住所も教えたわよ。それで透子宛に葉書が来たのね』

『今、『弥恵さん』って言ったけど……知り合いなの？』

　驚く私に、母さんは申し訳なさそうに口を開いた。

『弥恵さんは……もともと竜臣君の幼なじみでね。私と離婚して、透子を手元に置きたいと苦しむ竜臣君を支えて復活させてくれた人。私が有二と再婚できたのも、竜臣君を支えてくれる弥恵さんの存在があったからなの。竜臣君をひとり苦しめたまま、私だけ幸せにはなれなかった』

『私を手元に置きたがっていた？　苦しんでいた？』

『そうよ。竜臣君は最後まで透子を引き取りたいって言っていたわよ。それを無理矢理、私が引き取ったの。そう、無理矢理ね』

『そんな……』

　父が私を引き取りたいと言っていたなんて予想もしていなかった。そして何も知らずにいた自分を恥ずかしく思った。それをきっかけに、私の何かが大きく変わってしまった。




「透子ちゃん？」

　半年前の母さんとの会話を思い出し落ち込む私を気にしながら、優しく声をかけてくれた弥恵さん。私はその声に視線を戻した。

「何か気に障ることを言ったかしら？　それとも、もしかして落ち込んでる？」

　私に向ける声も視線も優しくて、心から私を心配してくれているのがわかる。初めて会ったときにも感じた人間性のよさ。それは仕草にも口調にも表情にも滲み出ている。

「父は私を引き取りたがっていたと母から聞いて。その話を聞いてからもう半年も経つのに、まだ信じられなくて。私は父に望まれて生まれた子どもじゃないと思っていたから」

　小さな頃から『父は私を捨てた』『私は父に望まれずに生まれた』と思っていた。

　愛していない女との間に生まれた子どもに注ぐ愛情なんてないだろうし、母さんと私と離れて、すっきりとした気持ちで生きているのだとずっと思っていた。

　けれど、私は父に捨てられたわけじゃなかった。父は私を欲しがり、それが叶わず苦しんでいた。

「本当、まだ信じられなくて」

「そうよね。竜臣君はまったく連絡をとらなかったものね」

　静かに頷く弥恵さん。その声は私と違って軽やかだ。

「竜臣君は、瞳さん……透子ちゃんのお母さんを嫌いじゃなかったけど、どうしても愛せなかったの。それは瞳さんも同じだった。だから竜臣君は離婚を決めたの。でも、やっぱり透子ちゃんは自分の子どもだもの。生まれた瞬間から透子ちゃんのことを愛していた。大切で仕方がなくて、透子ちゃんのためならなんでもするって言って、ずっと抱きしめていたのよ。そのときのうれしそうな顔は、いまだに覚えてるわ」

「え？　私が生まれたとき、弥恵さんは」

「私は、竜臣君とは小さな頃から一緒に育ってきたから家族みたいなものなの。竜臣君の両親と一緒に、生まれたばかりの透子ちゃんを病院に見に行ったのよ」

　声や口調の穏やかさは変わらないけれど、ふとはずした視線は、どこかつらそうに揺れていた。

「もしかして弥恵さんは、ずっと父のことが好きだったんですか？」

　家族なんて言葉で説明しているけれど、弥恵さんはきっと父を好きな気持ちを抱えたまま、そばにいたんじゃないかと思った。

「私の母と結婚してしまった父のそばにいたんですか？」

「……そうね。気持ちは近くにいたかもしれないわ。瞳さんと暮らし始めた竜臣君はいつも不安定で、私はいつも気にかけていた。それでも、やっぱり人のものになってしまったから、直接会うことは滅多になくて。私も諦めようと思って、一度、別の人との結婚を決めたの」

　詰まることなく淡々と話す弥恵さんは、当時を思い返すように目を細めた。雰囲気のある人だから、昔から目立つ人だったんだろう。母さんよりも落ち着いていて優しさが滲んでいる。だけど父は弥恵さんをどう思っていたのか。私自身への父の思いを知りたくて始めた話だけど、同じくらいに父と弥恵さんのつながりにも興味を持ってしまった。

「ふふっ。私と竜臣君は、ちゃんと竜臣君が離婚してから寄り添うようになって、それから何年かあとに結婚したから大丈夫よ。瞳さんを裏切るようなことは、竜臣君は決してしなかったから、安心してちょうだい」

　弥恵さんの気配りはうれしいし、ちらっとよぎった私の疑問をクリアにしてくれた。

　けれど、私は逆のことを考えたのだ。

「違うんです。逆に母が、父と弥恵さんの仲を邪魔したんじゃないかと思って」

「あら。そんなふうに思っちゃったのね。違うわよ。竜臣君には、私でも瞳さんでもない好きな女性がいたんだけどうまくいかなくて、そのあと、瞳さんと結婚したの。私が竜臣君の心に入り込むことができて、幸せになれたのはずっとあと。だから瞳さんは関係ないの」

「そうなんですか。え、ほかに好きな人？」

「その人のことは、ずっと引きずっていたわね。その気持ちも捨てられなくて離婚したって言ってた。でも、透子ちゃんのことだけは本当に愛していたの。最後に透子ちゃんを抱いた感触が忘れられない。よく夢にも出てくるって言っていたわ」

「夢に……」

「そう。夢の中の透子ちゃんは、ずっと赤ちゃんのままだって悲しそうにしていたけど」

「それなら、会いに来てくれたらよかったのに。結局、一度も会えなかった」

　夢に出てくるくらいなら、苦しむほど私に会いたかったのなら、一度でも会いに来てくれればよかったのに。今まで恋しいなんて思わなかった父の姿を想像して、震える声を抑えられない。私に向けられた弥恵さんの視線は、思いがけないほど悲しみで揺れている。

「ごめんなさい。私のせいだと思う。竜臣君や瞳さんが有二さんに遠慮して……透子ちゃんの気持ちを混乱させたくなかったのもあるけど。ごめんなさい」

　途切れがちな声はか細くて、切なく響いた。

「私ね、竜臣君と結婚してから二度流産しているの。もともと妊娠を継続しにくい体質だったみたいでね。結局、子どもに恵まれることはなくて、本当に悲しかった」

　落ち着いて言葉を紡ごうとする、弥恵さんの手は微かに震えている。

「そんな私を竜臣君はずっと支えてくれたの。その頃から透子ちゃんの話もしなくなった。たぶん、子どもを持てないだろう私を気遣ってのことだったと思うの。だから私のせい。透子ちゃんと竜臣君を引き離してしまってごめんなさい」

　頭を下げる弥恵さんからは私への申し訳なさが溢れていて、肩が小さく震えていた。

　この人は、どれだけの苦しみを抱えて長い間父と一緒にいたんだろう。私の母さんでも自分でもない女性を愛していた父をずっと愛し続けて。そのあとも、母さんと結婚して私という子どもを授かった父を、なおも愛して支えた強くてまっすぐな心を持った人。そして今でもまだ、私への謝罪を続けている。同じ女性として、憧れの気持ちすらわいてくる。

　この女性が父のそばにいてくれてよかった。ふたりが並んだ姿は見たことがないけれど、きっと想像以上にお似合いで、幸せだったんだろう。そんな思いがけない感情が嫌ではないと気づき、緊張していた体から力が抜ける。

「弥恵さん、顔を上げてください。弥恵さんのせいじゃないですし、気にしないでください。それよりも……父は、私のために設計デザインコンクールに参加し、大賞を獲ったと母から聞きました。それは本当なんでしょうか」

　そのことは、父が亡くなったという事実に混乱していた頃、母さんが教えてくれた。

『透子の心臓の手術が成功するように、小山内君はコンクールに参加したのよ。小山内君は周囲が認めるほどの才能と実力があったのにコンクールにはまったく興味がなくて、昔は参加することを嫌がっていたんだけど。それが、透子が手術を受けることが決まったと伝えたあとに、参加を決めたって連絡があったの。透子が助かるように、自分が嫌だと思うコンクールに参加するって。透子もつらい思いをしているから、自分も頑張って大賞を獲ってやるって。願かけの意味もあったと思うけど、それを聞いたときには驚いたわ』

　そう聞かされたあとにたどってみた、コンクールの歴史。過去の受賞者たちの名前を確認する私の目に入ってきた『小山内竜臣』の名前。たしかに父の名前はあった。

　それも、私が手術を受けた年の大賞受賞者として。

　父の名前に並んで、授賞式の壇上に表情の乏しい淡泊な姿で立つ父の写真も載っていた。

　もし心から望んでコンクールに参加したのなら、もっと喜びに満ちた表情を見せていたはずだ。けれど父の顔はそうではなくて、意識はほかに向いていた。

　その顔は、本当はコンクールには参加したくなかったという気持ちが表れているように見えて、とても悲しくなった。

「透子ちゃんが手術を受けるって瞳さんから連絡があったのは、お正月が明けてすぐだったかな。暖かくなって、透子ちゃんの体調を見ながら夏までにはって聞いたの」

　思い出すようにゆっくりと話す弥恵さんを見ていると、もう会えない父への申し訳なさと感謝の気持ちで胸がいっぱいになった。




『小山内竜臣』という名前は、建築業界では広く知られている。設計を職人気質で完璧にこなすことのみに、力のすべてを注ぐタイプだったらしい。大学で建築を学んだのち設計事務所に入り、あらゆる仕事を受けてきた。得意分野は戸建住宅で、人に優しく機能的な設計は、かなり評価が高かったらしい。

　当時、設計デザインコンクールで大賞を獲った人たちの中には、相模さんの奥さんのご両親もいて、同年代の父も何度もコンクールへの参加を勧められたそうだ。そのたびに断り続けていたのは、単純に自分の作品を他人の評価にかけられたくないからだった。自分はお客様が幸せに生活できる手助けができるだけでいいと、その意志をずっと貫いていた。大賞を獲ったあとに控える忙しさも、コンクールへの参加を躊躇させていたらしい。

　そんな父は、実の子どもである私が大きな手術を受けると聞いて相当心配した上に、簡単に会いに行けない自分の立場に落ち込んだ。そこで、願かけの意味をこめてコンクールに参加した。自分が苦手としていることに挑戦し、私が助かるようにと願いを込めて。

『健康な体すら与えてやれなかった』

　そう言って自分自身を責めながら、一生懸命作品を作っていたそうだ。ちょうど私が手術を受けた日は、父が大賞の授賞式でフラッシュを浴びていた日だった。そんな昔話を、時々涙ぐみ、言葉に詰まりながら弥恵さんは聞かせてくれた。

「透子ちゃんの手術が急に早まってしまって。その連絡を瞳さんから受けたのは、授賞式の会場だった。今まさに手術をしているっていうときで。瞳さんは『大丈夫だから立派に賞をもらってきて』って励ましてくれたけど、竜臣君は心配で心配で体が強こわ張ばったままだった。だけどなんとか授賞式を無事に終えて、さらに透子ちゃんの手術が成功して。そのとき、竜臣君は声も出さずに泣いていたの」

　そう言って、弥恵さんはにっこりと笑った。父が私の手術に心を痛めていたことや、コンクールへの葛藤。私に会いたいと思っていたという事実を知り、よどんでいた心がすっと動き出したように感じる。父は私を母さんのもとに置き去りにしたと思い込んでいた私は、そのことを重荷に感じ悩んでいた。けれど、弥恵さんや母さんの話を受け止めた今、父に対しての感情はまるっきり変わってくる。

「本当なら、遠目からでもいいから透子ちゃんを見たくて手術までに病院に行くはずだったの。瞳さんにもそう伝えていたんだけど、透子ちゃんが急に倒れて手術になって。あのときの竜臣君は、透子ちゃんのことしか頭になかったんじゃないかな」

　静かに話す弥恵さんの言葉が、私の心に広がり、じわじわと満たされる。これまで我慢していた思いが、ぽたぽたと涙になって落ちてくる。

「父さん……う……っく」

　意に反して漏れる嗚咽を我慢できずに両手で顔を覆っても、流れる涙は止められない。

「会いたかった」

　そう。ただ父さんに会いたかった。

　弥恵さんはしばらく何も語らず、涙が止まらない私が落ち着くのを待ってくれた。

　この涙の理由は、父が私に抱いていた気持ちを誤解していたことへの罪悪感によるものだ。それだけではない、私が感じていた以上の愛と温もりで私を包み込み、いつも私が幸せであるように見守ってくれていた濠の存在。こうしたさまざまな事実を実感するにつれて、私がいかに周りに目を向けず、自分本位だったかを知り、涙が止まらない。

　私は父の思いや存在に気づくことなく、自分自身にしか目を向けていなかった。父だけじゃない、弥恵さんと連絡を取り合っていた母さんと、その傍らにいた有二パパの気持ちにも気づかなかった。濠とのことだって、自分の感情だけで突っ走ってしまった。このままではいけない。すべてのことにじっくり向き合わなければならない。

「泣いちゃってすみません」

「ううん、いいのよ。突然たくさんのことを聞かされたら混乱しちゃうわよね。透子ちゃんが知らなかったことばかりだもん。でも、うれしいこともあったのよ」

「え？」

「あ、濠君と有二さんが来てくれたって言ったでしょ？　男前ふたりが揃いも揃って透子ちゃんを心配しながら、私のことも気遣ってくれたの。ふたりともいい男ね」

　弥恵さんのかわいらしい笑い声と、優しい瞳が、私の体温を上げてくれる。ふと、私が最初に抱いた疑問がそのままだったと思い出した。今、弥恵さんも言ったけど、どうして濠と有二パパは私に何も言わずに弥恵さんに会いに行ったのだろう。というよりも、どうして弥恵さんのことを知っていたのだろう。弥恵さんとつながりのある母さんがかかわっているのだろうか。

「ふたりは、どんな理由で弥恵さんに会いに来たんでしょうか？」

「濠君と有二さんは、私を輪の中に入れてくれるために来てくれたの。私はひとりきりじゃないって教えに来てくれたの」

　少しためらったあとの、照れくささ。そしてうれしさを隠したくても隠せないような言葉が、私に投げかけられた。

「輪、ですか？」

「そう。透子ちゃんの話をたくさんしてくれて、私にも、その輪の中で人生を楽しむことを勧めてくれたのよ」

「えっと」

　何を言っているんだろう。私が聞きたいこととは関係なさそうだけど、弥恵さんだってふざけているようには見えない。

「弥恵さん？」

「これに署名をしてほしいって言われたの」

　弥恵さんは、傍らの椅子に置かれていた鞄から、一枚の紙を取り出し、テーブルの上に広げた。

「え？　これって」

「そうよね。突然のことだからびっくりするわよね」

　弥恵さんは、冷やかすようにそう言ったけれど、私は胸の鼓動が激しく高鳴り、その声がどこか遠くから聞こえているように感じた。今私の目の前に広げられているのは、『婚姻届』だった。すでに濠が記入すべき欄には文字が埋まっている。整った字を見て、再び濠を思い出す。

「あとは透子ちゃんが書いて、保証人の欄を埋めるだけなの」

　その声に躊躇ためらいがちな雰囲気を感じ取って顔を上げると。私を不安げにうかがう弥恵さんと目が合った。

「弥恵さん？」

「あのね。透子ちゃんが嫌ならいいんだけど」

　言いにくそうに言葉を探す弥恵さん。テーブルの上に置かれた手が震えている。

「この保証人の欄に、私の名前を記入してほしいって濠君と有二さんにお願いされたの。あ……もちろん最初は断ったのよ。私なんて透子ちゃんと血がつながっているわけでも、もともと知り合いだったわけでもないから」

　そう言って慌てた弥恵さんは、お茶を飲み小さく息をついた。気持ちを落ち着かせようとしているのか、しばらく目を閉じていた。そしてふっと目を開けると、覚悟を決めたようにまっすぐな視線を私に向けた。

「私は、透子ちゃんの家族にはなれないけど、竜臣君の透子ちゃんへの愛情が、どれほど強かったのかは一番わかっているつもり。そばにいたくても叶わなかった悲しみもわかってる。だから代わりに、竜臣君の代わりに署名させてもらえないかしら。私も透子ちゃんの幸せを見守りたいって思うのは、勝手な思いかもしれないけど」

　か細い声だけど、弥恵さんの気持ちの強さはその視線に表れている。そうだったのか。濠と有二パパが弥恵さんに会った一番の目的はこれなんだ。今はいない父が愛した弥恵さんの目の前で、私に結婚を決意させること。

　それにしても、濠はどうして次々と私を驚かせる計画を立てることができたのだろう。私が感じているよりも何倍も深い愛情で私のために動いてくれる濠と有二パパ。

　なんて愛すべきふたりなんだろう。

　そして、私は気持ちを落ち着かせ、手元の婚姻届に必要事項を記入した。『濠の奥さんになるんだ』という格別な幸福感。先週までは、濠とは別れて違う人生を送る覚悟までしていたのに、大逆転。濠と結婚することをすんなりと受け入れている。濠のお見合いのことも、出張から帰ってきたら、ゆっくり聞こう。ここまで私の為に力を尽くしてくれるのだから、それには何か理由があるのだろうと、冷静な心が教えてくれる。満たされた気持ちでペンを走らせる私を、弥恵さんは穏やかな瞳で見つめていた。

「今、印鑑が手元にないので家で捺印しますね」

　書き終えた婚姻届を弥恵さんに向けて、にっこり笑いながら頭を下げた。

「保証人になってください。お願いします」

　弥恵さんとは知り合って間もないけれど、父を愛して幸せにしてくれたこの人に対しては感謝の思いしかない。保証人になってもらうのに何の抵抗もない。傷つき孤独な父の心をほぐしてくれた弥恵さんが望んでくれるのなら、こちらからお願いしたいくらいだ。

「私が透子ちゃんの門出に参加させてもらっても本当にいいの？　竜臣君の代わりに署名してもいいの？」

　弥恵さんの優しそうな目からは今にも涙が落ちそうで、頬は紅く染まっている。

「もちろんです。濠も有二パパもこんな粋なお願いをしてくれて、惚れ直しました。それと、弥恵さんは父の代わりじゃないんです。父を幸せにしてくれた弥恵さん自身にお願いさせてください」

　ゆっくりと頭を下げるこの瞬間。大切な家族が増えたように感じ、幸せな気持ちに包まれた。




　その晩、いつものように濠の家に帰り、すぐに婚姻届に捺印した。弥恵さんが保証人としてサインしてくれたそれをテーブルに広げ眺めていると、亡くなった父のことをどうしても考えてしまう。

　自分のペースで作品を制作し、お客様に喜んでもらえるだけで幸せを感じていた父は、大賞受賞後業界から過度の注目を浴び、思うように仕事を進めることができなくなった。それまで、それを懸念してコンクールには見向きもしなかった父が、私の手術がうまくいくようにと願をかけ、参加を決めた。

『透子が助かるのなら、どんなことでもする』

　コンクールに参加を決めたときにはそう言って。

『手術が成功したなら、ほかのことはどうでもいいんだ』

　大賞を獲ったあとにはこう言っていたらしい。母さんからこの話を聞かされたときに感じた後悔は、例えようもないほど大きかった。父に関心を持とうとしなかったそれまでの人生を悔やんだ。

　その頃会社の休憩室で目に入ったのが『設計デザインコンクール』の作品募集のポスターだった。

　父が自分の生き方を曲げてまで、私のために参加してくれたコンクール。私はそのポスターから目が離せず、募集要項を頭に入れた。そして、父の思いや葛藤を知ることができるような気がして、コンクールへの参加を決意した。その瞬間から、私はコンクールで大賞を獲るために走り始めていた。

　私の仕事に対する意欲に変化を感じ取った濠の怪訝そうな様子は視界に入れないようにして、私は必死で作品を作り上げた。その結果は大賞受賞という華々しいもの。

　そして今、父が抱いていた私への愛情だけでなく、私は周りの人すべてから大切にされているとようやく気づくことができた。

　弥恵さんという新しい家族も増えた。婚姻届の保証人の欄にうれしそうにサインしてくれた弥恵さんは

『透子ちゃんの人生の輪の中に入ることができてうれしいわ』

　そう言って涙ぐんでいた。父が亡くなってからは、ひとりであらゆる手続きや処理をしながら寂しさと向き合ってきたに違いない。子どももいなくて、長い間父への思いだけで生きていた弥恵さんからは焦燥感も感じられる。濠と有二パパは、そんな弥恵さんを訪ねて『透子の人生に加わってください』と頭を下げてくれた。

『透子への竜臣さんの愛情を知りながら、それを拒んでいた瞳も後悔しているんです』

　有二パパは、私や母さんの父へ複雑な思いの理由のひとつに、自分への遠慮も含まれていると感じていたのだろう。そして、父が私を恋しがっていたと母さんから聞いて、有二パパは弥恵さんに会いに行ってくれた。濠も「俺と透子が新しく始める人生に参加してください」と言って頭を下げたという。濠は私の隠し事をこっそり探り、私のために何をすればいいのかを考えてくれた。私のために気持ちも時間も割いてくれていたことがわかる。

　濠からの宿題を解いていくと、必ず最後には濠が私を愛しているという答えにたどり着く。これまでもそんな思いはもちろん感じていた。けれど今、目の前にある婚姻届が光って見えるのは、濠から愛されているという幸せを、改めて実感できたからに違いない。










木曜日の『宿題』　～透子ｓｉｄｅ～




　木曜日の朝。

　慣れてきたようなそうでないような緊張感の中で、今日の『宿題』を開封する。




『婚約指輪を忘れずにはめて、緊張しないで頑張れ。きれいに写真を撮ってもらえよ。愛してるよ、奥さん』




　緊張するなとか、きれいに写真を撮ってもらえとか。私のスケジュールをどれだけ把握しているんだろう。たぶん、相模さんから予定を聞いたんだと思うけど。

　ここ数日、『宿題』に振りまわされていたせいか、今これを読んでも動じない自分に気づき、苦笑してしまう。けれど、濠の思うがままに愛されてきたこの十年をどれだけ振り返っても、ここ数日の出来事の濃さには敵わない。

　そんなことを思いながら、左手の指輪を朝日にかざしてみる。これでもか、というくらいキラキラと輝き存在を主張しているダイヤモンド。まるでいたずらっ子のような表情で笑う濠を思い出させるように輝いていた。

「とりあえず平常心。よしっ頑張ろう」

　輝くダイヤを見つめ、私は気合いを入れる。人前に立つのが苦手で、いつも当たり障りのないポジションで生きてきたけれど、今日はさすがに避けられない。コンクールの受賞者全員が揃っての共同記者会見なのだ。




　会場に着いた私は、案の定、緊張していた。そんな私の状態を見越していたらしい濠の『宿題』を鞄に入れて持ってきた。気のせいだとわかっていても、それが手元にあると思うだけで気持ちが落ち着いてくる。離れていても濠に抱きしめられているような、そんな温かさも感じる。

　記者会見は、建築協会の会議室で行われた。記者からの質問やフラッシュを浴び、普段は感じることのない緊張感で顔の筋肉は強張っていた。記者からの質問を聞き取るだけで精一杯の私は、ほかの受賞者の挨拶も聞こえなかった。

　おまけに、「これからも精進して、いい作品を作っていきたいです」と挨拶した記憶しか残っていなくて、気づけば控え室でぼんやりと座っていた。会見が無事に終わったことへの安堵感に包まれ、ほんの少し余裕が出てきた私は、誰か知っている人はいないかと、控室を見回した。すると、ひとりの男性と目が合った。

「どうも」

　声をかけられ、私は曖昧に頷いた。

　どこか見覚えのある顔から視線を逸らせずにいると、ある名前が頭に浮かんだ。

「あ、吉よし井い新あらた」

　思わず呼び捨てにしてしまい慌てた。

「ご、ごめんなさい。いつも雑誌で見る顔が目の前にあるからつい」

　何度も頭を下げて謝る私に小さく笑った顔も、雑誌でよく見る笑顔だった。

「そんなに謝られても困るんだけど。俺、プレゼンターとして、さっき花束を渡したんだけど気づかなかった？」

　怪訝そうに首を傾げる顔がじっと私を見つめていて、少しドキドキする。

「あ、そう言えば、なんとなく」

　ぼんやりとした記憶をたどってみると、目の前にある顔が、私に笑顔と花束を渡してくれたような気がする。壇上での緊張感はかなりのものだったから、はっきりとは覚えていないけれど。

「思い出したか？　……透子ちゃん」

「え？」

　吉井さんは、そう呼ぶのが当然だというように、私の名前を呼んだ。その親しげな様子に戸惑った。

「いや。いいんだ」

「あの……」

「ん。いや、ただ、似てるなって」

「似てる？」

　吉井さんの言葉がよくわからない。建築関係の雑誌でよく見る端正なその顔からは真剣に何かを言おうとしながらも、少しためらいがちな思いが見えた。

「吉井さん？」

「『透子』って、ことあるごとにその名前を呼んでたよ……小山内さん」

　突然聞かされた父の名前に、私は動きを止めた。吉井さんは何かを思い返すような遠い目をしている。もしかしたら、父を知っているのかもしれない。




　記者会見のあと、近くの料亭で食事会があった。

　受賞者はもちろん、建築関係の有名人が大勢出席している様は圧巻で、これまで憧れ続けた人と言葉を交わすこともでき夢見心地だった。自分の仕事をしっかりと仕上げるだけで十分幸せだと思っていたけれど、こうして名の知られた人たちと同じ空間にいると、小さな欲が顔を出す。私にも誰かから憧れてもらえる作品を作ることができるかも、なんて。これまでにはなかった感情がわいてくるから不思議だ。今、隣でビールを飲んでいる吉井さんの影響もあると思うけれど。

　吉井さんは私より八歳年上の三十八歳。十年前に大賞を受賞して以来、大きな仕事をいくつもこなし、すべてが高い評価を得ている。実力だけでなく、誰がどう見ても整った顔からも人気に火がついて、雑誌で特集が組まれたり、テレビの密着番組が放送されたり。建築業界に詳しくない人でも吉井さんのことを知っている人は多い。

　そんな有名人が、今、私の隣でお酒を飲んでいる。

「お酒、飲めるんだな」

「あ、はい。付き合い程度には。もう三十路ですから。そこそこ強くもなります」

　軽く笑いながら答える私に、『じゃあ』と、吉井さんはビールを注いでくれた。才能溢れる若手の建築士。おまけに見た目もモデルばりで、細身の黒いスーツを着て、グラスを片手に微笑んでいる。こんなイケメンが隣に座っていて、さらにお酌までさせているなんて濠が知ったら、いい気はしないだろう。昨日、婚姻届に記入をしたせいか、妙に余裕がある自分に思わず笑ってしまいそうになる。

　だけどそれ以上に、私が小山内竜臣の娘だという事実を知っているらしい吉井さんを、意識せずにはいられない。

「小山内さんに、似てるな、やっぱり」

　懐かしむような声を向けられて、私の体はびくりと反応した。小山内ってやっぱり、父のことだ。それ以外に考えられない。ほかにもたくさんの人がいてざわついているのに、まるでここには、私と吉井さんしかいないように感じた。

「ごめんごめん。俺は、小山内さんと一緒に仕事をする機会が多かったんだ」

　驚く私を気遣い、吉井さんは慌てた。それでもなかなか言葉の出ない私に、吉井さんは私の頭を撫でながら言った。

「かわいいな。小山内さんが自慢していたのもわかるよ」

　甘く優しい声と熱い視線を注がれて、会った思い出も記憶もないのに、父がそう言ってくれているように錯覚した。

「小山内さん……透子ちゃんの写真を見ながら、よく俺にも『かわいいだろ』って自慢してた」

「嘘」

「嘘じゃない。聞かされていたときは適当に流してたけどな。実際に会って、小山内さんが『かわいい』って言っていたのが嘘じゃないってわかったよ」

「吉井さん？」

「いや、なんでもない。ほら、もっと食べろ」

　食事会が始まって、たまたま吉井さんの隣に座った私。吉井さんは、これまでの実績や人間関係の広さを感じさせるかのように多くの人と挨拶を交わしていた。その合間に、私にも声をかけて気を遣ってくれる。

「吉井に口説かれてないか？」

　会も終わりに近づいた頃、吉井さんの隣に座ったのは相模さんだった。

　コンクールの審査員をしている相模さんを会社以外で見る機会が増えて、改めて偉大な人だと実感した。大賞を史上最年少で獲って以降の仕事ぶりは知っているけれど、コンクールの開催を仕切っているのが相模さんだとは知らなかった。

「吉井は仕事はできるけど、まっとうな恋愛をしてないからな。織田、気をつけろよ」

　言葉は厳しいけれど、苦笑いしながら吉井さんに向けられる視線は、温かい。ふたりはかなり親しいのだろう。そんな気がした。

「葵あおいちゃんとの幸せボケが長いくせに、人の恋愛をとやかく言わないでください」

　大きくため息をつき、吉井さんは軽く相模さんを睨んでいる。

「幸せボケか。いいな、それ。葵にも教えよう。あいつも俺に負けずボケているからな」

「相模さん、彼女が驚いてますよ」

　私に視線を向けながら、吉井さんは呆れた声で言った。

「相模さんは、仕事中の顔と奥さんの葵ちゃんのことを話すときの顔に、差がありすぎなんですよ。建築界のカリスマって威厳がまるでないし」

「そう羨ましがるな。そのうち、お前を幸せボケにしてくれる素敵な女性が現れるさ。真田君も、かなりボケてるみたいだし。結婚するってうれしそうに言ってたぞ」

「あ、はい。濠だけでなく、私もボケてます」

　普段はこんなこと絶対に言わないのに、相模さんにからかわれて思わずそう答えてしまった。言葉通り、ボケてるに違いない。そんな私に、相模さんはにやりと笑う。

「それにしても、織田と真田君が付き合ってるなんて知らなかったよ。大賞を獲って結婚もして。忘れられない年になりそうだな」

　仕事中の厳しい雰囲気の相模さんとはまるで違う穏やかな表情と声。ここまで気を許した口調で話す相模さんを見るのも初めてだ。異動が決まってからは、相模さんの高い知名度と実績に怖おじ気けづき、期待に応えることができるのか不安だった。

　けれど、たわいのない会話の中で私のような下っ端に対しても近い距離で接してもらえると、仕事でもちゃんと認めてもらおうとやる気が出てくるから不思議だ。そんな人間性も、相模さんの魅力のひとつなのかもしれない。

「授賞式当日は忙しいけど、織田が表彰される瞬間を、真田君も見られるといいな」

「あ、はい。そうですね」

　そう答えながらも、大賞のことを自分の口から報告できていないせいか、はっきりと頷くことができない。あれほど秘密にしようと躍起になっていたのに、今は濠に話したくて仕方がない。

　お酒の余韻の中でぼんやりとそんなことを考えていると、相模さんが思い出したように言葉を続けた。

「で、授賞式にはご両親も呼ぶんだろ？」

「はい。来たいと言っているので、呼ぼうと思っています」

「この間、お父さんが載っている雑誌を見たぞ。カリスマ美容師だって？　葵も一度予約の電話をしたらしいけど、半年待ちだってがっかりしてたな。父親といい娘といい有名人だな。ヘアスタイリストだってデザインの力は必要だし、織田の才能は、遺伝なのかもな」

　私と有二パパに血のつながりがないことを知らない相模さんの言葉に、私はぎこちなく笑顔を向けた。そんな私を見ながら、吉井さんは俯うつむいた。きっと、小山内竜臣のことを考えているんだろう。




　食事会がお開きになったあと、吉井さんに声をかけられ、彼がよく行くというお店に連れていかれた。繁華街から少し離れた場所にある居酒屋だよと吉井さんは言っていたけれど、目の前には趣のある一軒の洋館があった。それを見て私が驚いていると、

「中に入ったらもっと驚くから」

　くくっと笑いながら、扉を開けた。

「はっ。すごい」

　思わず目を見開いてしまうほど、店内はパステルカラーで彩られていて、壁や柱にはさまざまな絵がかけられていた。内装すべてが目を引いて、まるで美術館のようだ。

　店内のインテリアもかなり個性的なものに仕上げられている。

「居酒屋には見えないですね。でも……なんだかわくわくしてきます」

　声も気持ちも軽くなる。建築を専攻していた縁で、あらゆる絵や美術品に触れる機会があった大学時代を思い出した。

「この店、小山内さんに教えてもらったんだ」

「え？」

「小山内さんはこの店がかなり気に入っていて、俺もよく連れて来てもらった」

「そうなんですか」

　見回せば、どこもかしこも華やかできらびやかな店内。訪れる人の気持ちを一気に盛り上げてくれそうな雰囲気に満ちている。けれど、父のお気に入りだったと聞けば、店内のあちらこちらに父の思いが残されているように思えて寂しさも感じる。いくつもの個性的な絵を見ながら、父はどんなことを考えながら、ここでお酒を飲んでいたんだろう。

「吉井さん、ちらちらと見られてますよ」

　さっきから気になっていた。やけに周囲の女の子たちの視線が吉井さんに向けられている。明らかに、建築士としての吉井さんを知っているのではなく、単純に見た目がいい吉井さんを気にしている視線。そう小声でささやくと、吉井さんは諦めたようなため息をついた。

「授賞式が終わったら、透子ちゃんだって多少は周りから注目されるぞ。そのうち慣れるだろうけどね。小山内さんだって、きっとそれを乗り越えてきたんだろうし」

　感情を抑えた声に、ハッとした。

「吉井さんは、父とはどういう」

　ずっと心に引っかかっている疑問。聞きたいけれどなかなか切り出せなかった。

「俺は、小山内さんが以前働いていた設計事務所の後輩なんだ。とは言っても、小山内さんが大賞を受賞する前の年に入社したから、一年ほど一緒に働いただけなんだけど」

　注文していたビールや料理がカウンターに並べられる中で、思い返すように話す吉井さんの横顔は、寂しそうに見えた。

「俺は、小山内さんに憧れていたのもあって、小山内さんが事務所を辞めたあとも、会っていたんだ。ちょうど小山内さんが大賞を獲ったことで思うように仕事ができないときにもね」

「え？」

「コンクールの大賞の影響力はかなり大きくて、小山内さんが事務所を辞めて独立したこともマスコミから非難されていたし」

「非難って、どういうことですか？」

　私は、吉井さんの言葉に強く反応した。

「コンクールに参加する前から事務所を辞めることは決まっていたんだけど、大賞を獲ったから調子に乗って独立したんじゃないかって、業界内でバッシングの嵐だったらしい」

　そのことに納得がいかないのか、吉井さんの口調は苛立たしげだ。当時の父の状況を詳しく知らない私には、吉井さんの言葉や口調から想像するしかないけれど、大賞受賞後の父は、かなり苦労したようだ。

「小山内さんは、コンペで勝ちとって受注するような大きな案件よりも、お客様と納得いくまで相談しながらじっくりと設計する家にこだわっていて。それに納得した事務所とも円満に話し合っての独立だったのに、マスコミはそれを理解しなかった」

　吉井さんはそう言い捨てて手元のビールを一気に飲み干し、苦しい気持ちを隠すように、大きく息を吐いた。

「俺は、小山内さんの才能や人柄を尊敬していたんだ。目標にしていたし、追いつく努力もしていた。それなのに、コンクールで大賞を獲ってしまったせいで、小山内さんは背負わなくてもいい窮屈な人生を背負うことになったんだ」

　突き放すような口調には、どこか私を責める鋭さが感じられた。父がコンクールで大賞を獲ったことで背負った苦労を知り、驚く以上につらくなる。

「それでも小山内さんの仕事ぶりは変わらなかった。弱音は吐かず、自分の作品に誇りを持ち地道に努力をしていた。当然だけど、その努力は少しずつ認められて、新しい事務所での仕事も順調に回り出したけどね」

「父は、大賞を獲ったあと、苦しんでいたんでしょうか」

　恐る恐る尋ねる私に、吉井さんはくすりと笑った。

「それがさ、すべてを受け入れて笑ってたよ」

「え？」

　どう受け止めていいのか。言葉の意味もつかめない。戸惑う私に、吉井さんは諦めたような声でつぶやいた。

「そう、すべてを受け入れていた。透子が助かったことへの代償なら望むところだって。お酒が入ったときなんか、透子が生まれてきたことを感謝してるって何度も繰り返してさ。それが小山内さんの心からの気持ちだったと思う」

「代償って、感謝って……」

　戸惑うばかりの話を聞かされて、さらにつらくなる。私の手術がうまくいくように、願かけとしてコンクールに参加し、大賞を獲ってくれた父。そして、そのことによって背負ってしまった苦しみ。

　私は吉井さんから視線をはずし、黙り込んだ。あらゆる感情が私の中を揺らす。父と過ごした記憶もなく、声だって知らない。顔も写真でしか見たことがない。好きな食べ物も趣味も音楽も何も知らない。それどころか、『小山内竜臣』という人が実の父だと知らされたのは、本人が亡くなったあと。そして私に知らされた事実は、父が私を心から愛していたということ。そして、私のせいで人生が変わってしまったということ。

「吉井さんは、私が娘だって知っていたんですよね」

「まぁな。小山内さんの事務所に行くたびに、小山内さんも弥恵さんも何かと透子を気にかけていたし」

　懐かしむような声音が私の心に染み入る。父や弥恵さんが私の存在を気にかけ、心を砕いてくれていたことに申し訳なくなる。その頃の私は、父の存在を深く考えることもなく、その日その日をただ生きていただけだ。けれど、そこまで私を気にかけてくれていた父は、どうして。

「どうして父は、私に会いに来てくれなかったんだろう……。あ、すみません。吉井さんにわかるわけないですよね」

「いや。わかるよ。小山内さんは、自分の存在を意識しないほうが透子は幸せになれるっていつも言ってたんだ。新しいお父さんと穏やかに暮らしているのに、あえて波風立てたくないってさ。透子が笑っているなら会いたくても我慢できる。そんな感じだった。幸せだな、透子」

「透子って……な、なんですか」

　思わず反応してしまった。濠や玄太君、会社の同僚以外の男性から『透子』と呼び捨てにされることは滅多にない。なんだか妙に恥ずかしい。

「悪い。小山内さんがそう呼んでいたからつい。だけどつい呼び捨てにしてしまうほど、透子の話はしょっちゅう聞かされていたからな。ま、彼氏というか婚約者もいるし口説くつもりはないけど、別にいいだろ？　な、透子」

　わざとらしく笑っているのがわかる。口説かないなんて言って、まるで口説いてるような台詞。

「吉井さん、慣れてますね。今まで何人の女の子を泣かせてきたんですか？」

　呆れた声で尋ねた私は、目の前のグラスに手を伸ばしてビールを少し口にした。




　そのあと、ゆったりとお酒の酔いを楽しみながら、父や弥恵さんのことを話した。

　とは言っても、ほとんどは吉井さんが話していたけれど。

　父はお酒に弱かったこと。英語が堪能だったこと。ハンバーグが大好きだったこと。

　近所の草野球チームで監督をしていたこと。

　吉井さんの話を聞いていると、まるで父が私の近くで笑っているような錯覚に陥ってしまう。

「小山内さん、歌もうまかったな」

「そこは私には遺伝しなかったみたい」

　ふふっと笑いながら、記憶のどこにもいない父を探してみても。

　そして、何を聞いても、強く思う。

『会いたかった、話したかった。今、私は建築という同じ道の上を歩いているって伝えたかった』

　でも、もうすべて手遅れ。父が亡くなった今では、どんな思いも届けることはできない。父が愛した人たちから聞くことだけがすべてで、私は受け止めるだけ。もう、遅いんだ。

「小山内さんは、透子が自分と同じように建築の仕事に就いたことを自慢していたよ。いろいろ調べては、透子の関わった物件も見て回っていた」

「え、嘘……っ」

「本当。これを見ろよ」

　吉井さんは、隣の席に置いていた鞄をしばらくごそごそとしたあと、思わせぶりな顔を私に向けた。

「小山内さんの宝物だ。じっくり見て泣いてろ。幸せすぎてどうしようもなくなるぞ」

　私の前に置かれたのは厚みのある一冊のファイルで、かなり使いこまれている。突然目の前にどんと置かれ、泣けと言われて。いったいこのファイルはなんだろう。躊躇しながら吉井さんを見ると。

「早く見てみろって」

　吉井さんに急かされ、私はそのファイルを手に取り開いた。そして最初に目に飛び込んできたのは一枚の写真だ。

「……これ」

　驚いて吉井さんを見ると、なぜか口元をゆがめている。

「透子がメインで設計に関わった最初の物件だ」

　吉井さんの声が震えている。

「べた褒めだったよ。俺の好きな設計だって。親子だと感じて泣けてきたって」

「父がそう言ったんですか？」

「そう。まさしく血のつながった透子の父親がね」

　ファイルの最初に貼られている写真は、五年ほど前に初めて私がメインで設計を担当した物件だった。外壁が淡いオレンジ色の二世帯住宅は、お客様にも気に入ってもらえた記念すべき物件。入社してからずっと先輩たちに教わりながら励んでいたことが初めて実を結んだ、今でも忘れられない案件のひとつだ。

「でもどうして？」

　父はどうして私が手がけた物件を知っていたんだろう。世間から注目を浴びる物件ならわかるけれど、私が担当していたのは個人のお客様。社内でも、私が設計した物件に詳しい人なんていないのに。ファイルをめくっていくと、どのページにも私が関わった物件の写真ばかりが貼られている。

　入社してすぐに研修の一環で参加したプロジェクトの写真もある。それは、相模さんが仕切っていた学校の建設。私が参加した作品を父がここまで知っていたことが信じられなくて言葉も出ない。ページをめくるたびに私の鼓動は跳ねて、次第にその音しか聞こえなくなる。

「すごい……忘れていた物件もある」

　自分の声が泣き声だと気づいたけれど、そんなことどうでもよかった。

「今、俺が働いてる設計事務所の所長って、相模さんの奥さんの葵ちゃんをずっと面倒見ていた人なんだ。で、いつだったか、お酒が入っているときに小山内さんが透子が実の娘であることを、葵ちゃんに言ったのがきっかけ」

「どういう……？」

　戸惑う私に、吉井さんは静かに話してくれた。

「葵ちゃんが間に入って、小山内さんに情報提供していたんだよ」




　家とは言っても濠の家に帰ってきた時にはすでに日付も変わっていて、早く寝なきゃ、と焦る頃。明日も仕事が控えているから、夜更かしもできない。けれど興奮したまま落ち着かず、お風呂に入っても効果はない。

　気づけばまた、吉井さんにもらったファイルを眺めている。本当にたくさんの物件の写真がおさめられていて、なかなか閉じることができない。

「ここまで私の仕事に詳しいなんて」

　どうして父が私の仕事に詳しかったのか。それは、相模さんの奥さんの葵さんが、逐ちく一いち、父に情報を流していたからだ。

　もともと相模さんの部下だった葵さんは、退職したあとも社内の人たちとはつながりがあり、設計部の知り合いから私の仕事について教えてもらっていたらしい。そして父は葵さんからの情報に従って、私の手がけた物件を見に行き、そのたびにファイリングしていたと吉井さんは教えてくれた。

『葵ちゃんは小さい頃に両親を事故で亡くしているから、子どもを思う小山内さんの力になりたいと思ったんじゃないかな』

　ご主人でもある相模さんにも秘密にして、私に関することを父に報告していたらしい。ふっと息を吐いて、ぼんやりと考える。そして何度も父の面影をたどるけれど、ちゃんとしたイメージにはならない。せめて一度でもちゃんと会ったことがあれば、どんな気持ちで私の作品を見てくれていたのかを想像できるのに。

　たとえ離れて暮らしていても、父が私を恋しがっていたり、仕事を見守ってくれていたり。それだけで、生まれてきてよかったと思う。けれど、父はどんな気持ちで私の仕事を追っていたんだろう。偶然にも自分と同じ道に進んだ娘のことをどう思っていたんだろう。

　父の宝物だというファイルを何度見直してもその答えは出てこない。

　切ない気持ちを断ち切るように、ぎゅっと目を閉じた。










最後の『宿題』　～透子ｓｉｄｅ～




　この一週間、心を大きく揺らされながらも濠の愛情が感じられた『宿題』もこれが最後になる。いつものように出勤の準備を終えて、テーブルの上の封筒を手に取る。

　最後の『宿題』には何が書かれているんだろうと、ドキドキする。

　見たいような見たくないような。思えば、その姿がないにもかかわらず、濠に包まれ続けていた一週間だった。

　そして最後の一通。封筒の中の『宿題』には、いつものようにきれいな文字が並んでいた。




『土曜日に俺が帰ってきたらそのまま入籍する。式と披露宴は九月に予約を入れたから、これから忙しくなるぞ。透子に拒否権はないし、気持ちの準備をしておくこと。そして一生俺を愛することが最後の宿題。俺にも同じ宿題を出しているからふたりで幸せになろう』




　出社後、いつものように慌しく仕事を進めながらも、気持ちはどこか違う場所へ向かっているようだった。明日濠が帰ってくる。空港に迎えに行ったら驚くかな、喜ぶかなと、落ち着かない気持ちを隠しながら図面を引いている私に、昴が声をかけてきた。

「今日、俺と彩香の結婚祝いを、同期のみんなが開いてくれるんですけど」

「そう、よかったね。で？」

「透子さんも呼べってしつこく言われていて。よければ、透子さんも参加しませんか？」

「同期の飲み会にどうして私が呼ばれるの？」

　昴の同期は結束が固くて、ことあるごとに集まっては飲んでいる。そんな飲み会にどうして私が誘われるのかわからない。ましてや昴と彩香ちゃんの結婚祝いとなれば、同期だけで飲んだ方が盛り上がるに違いないのに。

　私の気持ちを読んだのか、昴が言葉を続けた。

「透子さんは俺たちの新人研修の担任だったでしょ？　研修のときにはお世話になったし、その頃から透子さんの人気はすごくて。男女関係なく憧れの的だったんですよ」

「嘘ばっかり。全然そんなの知らないし」

　慌てて遮さえぎる私に、昴はくすりと笑う。

「透子さんは本社にいなかったからですよ。営業所にいるときから人気はありましたけど、研修後はなかなか接点もなくて誰も近づけなかっただけです。透子さん目当てで、わざわざ営業所に行く仕事を作る奴も少なくなかったし。でも透子さんは、気づいてなかったでしょ？」

　笑いを堪えた声でそう言われても、思いあたることもなく困るばかりだ。

「冗談だよね？」

「全部本当のことですよ。本社への異動が公表されたときの反応はすごかったし。だから今日の飲み会には必ず、騙してでも連れてこいって言われてるんで。ぜひ、お願いします」

「って言われても」

　誘ってもらったのはうれしいけれど、信じられないことばかりを聞かされて、驚きの方が大きい。

「彩香も楽しみにしてるんで、ぜひ。あの、無理ですか？」

　粘り強く誘う昴に、どう答えようかと考えていると。

「飲み会はだめだな」

　私の背後から低い声が聞こえた。振り返ると、渋い顔で私と昴を見る相模さんがいた。

「相模さん、急にどうしたんですか？」

　驚く昴に、相模さんは真面目な視線を向けた。

「昨日も記者発表のあと吉井と飲みに行っていただろ？　ただでさえ仕事の量が増えて忙しいんだから休めるときには体を休ませろ。昴の結婚祝いならいつでもできるだろ」

　淡々と話す相模さんの表情を見れば、単純に私の体調を気にかけてくれているとわかる。相模さん自身、大賞を獲ったあとの忙しさを経験しているから、わざわざ言ってくれているのかもしれない。

「わかりました。今日はやめておきます。ということで、また誘ってね」

　昴には申し訳ないけど、相模さんが言うように体も休めたいし、明日の濠の帰国に備えて家でしたいこともあるし。

「それは困るんです」

「え？」

　相模さんの言葉を聞いてあっさり断った私に、昴は思い切り顔をしかめた。

「無理です。今日は透子さんが来てくれないと困ります。絶対に連れていきます」

　思いがけない大きな声に部署全体が昴に注目しても、彼はそれにひるむこともない。

「体を休めるなら明日ゆっくり休めればいいでしょ。今日は、同期たちもみんな、透子さんが来てくれるのを楽しみにしてるんです。絶対に参加です」

　何がここまで昴を熱くしているんだろう。私が飲み会に行かないくらいでこんなに一生懸命になるなんて。

「昨日、遅くまで吉井さんと飲みに行く元気があるなら、俺たちの飲み会に少し顔を出すくらい、大丈夫でしょ？　早めに解放してあげますから」

　そのとき、昴が何かを思い出したようにニヤリと笑ったような気がした。

「そうですね、早めに解放してあげますから来てくださいね。絶対ですよ」

　ここでこの話は終わりとでも言うように、昴は語尾を強めた。

「相変わらず強引な奴だな。ま、そこまで言うなら少しだけ顔を出してやれ。だけどくれぐれも、体は壊さないように気をつけろよ」

　相模さんの苦笑いまじりの言葉に昴は小さくガッツポーズ。そんなに私に来てほしいのかな。たしかに、昴と彩香ちゃんの結婚祝いなら、参加したいけれど。

「じゃ、少しだけ顔を出させてもらうね。たしかに夕べも遅くまで吉井さんと飲んでたから、体も休めたいし早めに帰ると思うけど」

　何気なくそう言った私に、相模さんが何かを思い出したように口を開いた。

「そういえば、吉井と織田って昨日が初対面だろ？　意外だな。吉井は仕事がらみの女の子と付き合ったりすることなんて滅多にないのに。まさか気に入られたのか？　真田君にバレるとまずいんじゃないのか？」

「あ、違います。全然違うんです。吉井さんは私を気に入ったというわけではないんです」

　何か変な誤解をしている相模さんに私は慌てて訂正した。吉井さんにとって私は恋愛対象ではないし、そんな誤解は吉井さんに申し訳ない。

「吉井さんは、私の父のことを教えてくれていただけです。父を尊敬していたらしくてそれで」

　本当なら、父と私の関係を社内で話すのは控えたほうがいいかなと思っていたけど、突然の話の展開に思わず口に出してしまった。

「父って？」

　怪訝そうに目を細める相模さん。隣の昴も訳がわからないような顔をしている。

　できれば父のことは伏せておきたかったけれど、ふたりの視線はそれを許してくれそうにない。

「吉井さんがいる設計事務所で以前働いていた小山内竜臣は、私の実の父なんです。吉井さんは、私が小山内の娘だって知っていて声をかけてくれたんです。それでいろいろ……父のことを教えてもらいました」

　ためらうことなくそう言った自分に驚いた。それに、父の名前を口にすることに、何の抵抗も感じなかった。

「小山内竜臣って、去年亡くなった？」

　予想していた通り、相模さんの驚きはかなりのもの。声も裏返っている。

「父だと知ったのは亡くなったあとなので、どういう人なのかはよくわからないんですけど。相模さんはご存知ですか？」

「あ、あぁ。知っているも何も、小山内さんは葵の育ての親の設計事務所にいたし。それに、建築かじってる人間なら誰でも知ってるだろ」

　呆然とつぶやいた相模さんは、まだ信じられないのか強張った顔で私を見ている。

「小山内さんが、実の父親」

　私を見ているけれど、きっと私の向こう側に、小山内竜臣の姿を探しているんだろう。

「小山内さんはたしか、一度離婚しているって聞いているけど」

　思い出すように問いかける相模さんに、私は頷いた。

「はい。私が生まれてすぐに離婚したんです。そのあと母が再婚したこともあって、父は私に会わずに……そのまま」

　亡くなった、と言葉は出さずに濁して目を伏せた。これからも続く私の人生の中で、絶えず背負っていかなければならない後悔の重みを感じる。父に会えず……心を通わすことができなかったことへの重い後悔。

「ちゃんと会ってみたかった」

　思わずぽつりと出た言葉は、震えていた。

「織田が小山内さんの娘か。俺が知っていたら会わせてやれたのにな。葵を娘のようにかわいがっていたけど、もしかしたら織田を思い出していたのかもな」

「相模さんは、父とは」

「かなりお世話になった。結婚式にも来てもらったし、建築士というだけでなく、人間的にも見習うところが多い人だったからな。そうか、小山内さんの娘だったのか」

　相変わらず驚きを隠せない相模さんは、ハッとしたように視線を私に向けた。ぐっと結ばれた口元からは何か大切なことを思い出したように、深い吐息が漏れる。

「葵とたいして歳が違わない、娘がいることは聞いていた。だけどどうしても手放さなきゃならなかったとも。それも、心臓が悪いっていう娘が。え、それって」

　相模さんの瞳が私に問いかける。私は無言で頷いた。

　父は娘である私の存在を、周囲の人に話していたと知って、うれしくなる。夕べ吉井さんから聞かされたことも含めて、父がどれほどの思いを私に向けてくれていたのかに改めて気づく。会った記憶もない父の存在をとても近くに感じる。

「心臓は手術をして、今は大丈夫です。生活にも仕事にも影響はありません。もう十五年も前の話なので、心配しなくて大丈夫です」

　私の体を気遣うような視線を向ける相模さんと昴。そんな慣れない空気に居心地が悪くなる。

「じゃ、今日の飲み会には来てくださいよ」

　その場の空気を変えるように、軽い口調で昴が言った。にっこり笑う表情はやけに明るくて、相模さんがさっき言ったことを、まるで無視するかのようだ。

「昴、俺の言った意味がわかってるのか？　無理矢理遅くまで付き合わせるんじゃないぞ。体調を崩しても仕事は待ってくれない状況なんだからな」

　低い相模さんの声が昴にくぎを刺す。心臓の話を知って、さらに私の体調を気にかけてくれているような口調だった。

「了解です。とにかく透子さんが少しでも顔を出してくれればそれでいいんです」

　にんまりと笑う昴は、最近見たことがないくらいにうれしそうだ。

「というわけだから、透子さん。今日の飲み会は参加ってことで。隠れファンの多い透子さんがくれば、みんなのテンションも上がりますよ」

　昴はそう言うと、私の気持ちが変わらないように予防線を張るためか、これ以上この話を続けることなく仕事に戻った。

　それにしても、どうして私がここまで強引に誘ってもらえるのか。

　どう考えてもその理由はわからないけれど、せっかくの濠と彩香ちゃんの結婚祝いなんだから、楽しもうと決めた。




　それからの私は、明日帰ってくる濠のことばかりを考えて仕事に集中できずにいた。

　打ち合わせの最中にも、明日は何を着ていこうとか、濠の好きな料理を作ろうとかいろいろ考えて焦ったり。にやけた顔をしているのではないかと何度も顔を引きしめたり。

　ここ数日濠からの電話がなかったせいで、私はかなり濠不足になっている。一刻も早く濠に会いたい。今日は早めに飲み会を切り上げて、ゆったりとお風呂に入り、少しでもきれいな私に仕上げて明日を迎えよう。




　仕事を終え、会社から歩いて五分の居酒屋に着くと、すでに昴の同期たちが集まっていた。本社や周辺の営業所にいる三十人ほどの顔ぶれはどこか懐かしく、会えたうれしさに自然と頬が緩んでくる。

「透子さん」

　貸し切りとなっている座敷に入った途端聞こえた叫び声に顔を向けると、昴が手招きをしていた。今日の主役らしく上座を陣取っている昴は、グレーの細身のスーツが似合っていて、女性からの人気が高いのもよくわかる。長身で小さく整った顔はモデルのようだし、実家は国内で有名な会社を経営している。そんな昴を狙う女の子はかなりいたと聞くけれど、彼の心をつかんだのは、彩香ちゃんただひとり。

　今も彩香ちゃんに、甘くとろけるような視線を送っている。メロメロになった顔を隠そうともしない昴の様子がおもしろく、新鮮だ。

　上座という場所に抵抗があったけれど、昴に指示された通り、昴の隣に腰をおろした。昴の反対隣にはもちろん彩香ちゃんが座っている。ふたりが並ぶ姿はとても自然で幸せそうに見える。昴は彩香ちゃんの背中に手を置き、まるで誰にも渡さないというアピールをしているようだ。私の方が照れて目を逸らしてしまう。

　濠に会いたいな。私を優しく見つめてほしいしぎゅっと抱きしめてほしい。明日にならないと会えない私の愛しい人は今はきっと飛行機の中。この一週間、私を『宿題』という強い思いで縛りつけた濠の体温が恋しい。




　ビールが注がれたグラスを片手に全員が立ち上がると、幹事の冬ふゆ希き君の挨拶が始まった。いよいよ昴と彩香ちゃんの、お祝い飲み会の始まりだ。

　それにしても、同期っていいな。何かと理由をつけては飲んで騒いで。仕事でトラブルがあってもお互いを助け合ったり。私にも結束の堅い同期たちがいるから、それがとても大切だってわかる。そしてそんな幸せな空間を共有させてもらえたことに感謝だ。

　冬希君がみんなの様子を見まわして胸元にグラスを掲げると、なぜかみんなの視線が私に向けられた。気のせいかな。実際は隣にいる昴と彩香ちゃんへの視線なんだろう。昴に促されたまま上座にいるけれど、もう少し気を遣えばよかった。乾杯が終わったら、そっと席を移動しようと思った時、冬希君の声が部屋に響いた。

「このたび、われわれの新人研修時代からの憧れの先輩である透子さんが、設計デザインコンクールで大賞を受賞されました。この大仕事を成し遂げたことと、とうとうほかの男のものになる透子さんの結婚を祝して乾杯っ」

「かんぱーい」

　部屋中に響く乾杯の声。

　勘違いなんかじゃない、みんなの視線は私に向けられている。

　おまけに冬希くんの言葉。

「な、なんで……？」

　私の大賞受賞と結婚のお祝いって、いったいどういうことだろう。

　状況が理解できない私は、呆然と立ち尽くしたまま乾杯の音頭にのることもできない。くすくすと笑うみんなの視線の温かさは、紛れもなく私へのお祝いの気持ち。

「ど、どうして」

「透子さん、おめでとうございます。大賞を狙うイメージじゃないのに、さらりと獲ってしまうところが透子さんですよね。私たちみんな興奮しました」

　彩香ちゃんの言葉が胸に響く。言葉だけじゃない。ここにいるみんなからの思いを感じて泣きそうになる。

「でも、今日は昴と彩香ちゃんのお祝いじゃなかったの？」

　ようやく出た私の声は、半泣きでくぐもっている。

「まあ、それは二の次です。同期の飲み会なんてしょっちゅうしてるのに、今さらお祝いの会なんてしないですよ。今日の主役は透子さんです。驚かせたくて内緒でここに連れてきたのは申し訳なかったんですけど。だけど、みんな本当に喜んでるんです。だから俺たちにお祝いさせてください」

　昴がたたみかけるように話す最中も、我慢できずに落ちる涙を止めることができない。

　昴たちの新人研修の担任だった私は、配属後もみんなのことが気になって、早く一人前に仕事をこなせるようにとサポートしていた。けれど、私だってみんなに育てられてきた。指導することの難しさを知り、部下の失敗のフォローで学ぶこともたくさんあった。そんな私を、まるで仲間のように迎え入れてくれて、おまけにお祝いまでしてくれるなんて。

「……ありがとう」

　みんなに泣き顔を向けながら、そう言うのが精一杯。今まで私を慕ってくれて、仲間に入れてくれて、ありがとう。

「ははっ。ごめん。泣きすぎだね」

　どうにか笑顔を作ったとき、視界の片隅の襖ふすまがゆっくりと開いた。何気なく投げた視線の先には。

「本当。泣きすぎだろ」

　笑いながら、私をじっと見つめる濠がいた。

「どうして？　明日帰ってくるって言ってたのに」

　ゆっくりと私に向かって歩く濠から目が離せない。明日帰ってくるはずなのにどうして？　あまりの驚きに涙は止まり声も出せない。濠はいつもの強気な表情でみんなに軽く会釈しながら私に近づく。スーツ姿の長身は、この部屋の誰よりも素敵に見えた。

「突然無理を言って申し訳ない」

　私のそばに来たかと思うと、濠は昴に笑顔を向け、軽く頭を下げた。

「いえ、いいですよ。いつも真田さんには無理を言ってますし。おまけに透子さんは俺たちの憧れの先輩だし。これくらいのことならいつでも」

　見た目が整ったふたりの男は、いたずらめいた視線を交わし笑っている。濠が彩香ちゃんと昴の結婚式の担当だとは聞いていたけれど、ここまで親しいなんて思わなかった。濠は、驚きで動けずにいる私の前に来ると顔を近づけてきた。

「目が真っ赤。泣きすぎだ。……ま、この顔もかわいいけどな」

「何を、こんな所で」

　触れるか触れないか、かなり近くにある濠の顔にどきりとして思わずあとずさると。

　その途端、濠に両腕をつかまれた。

「濠、あの、顔が近いし」

　濠は照れて俯く私の言葉なんて、まるで聞こえていないかのように笑っている。

「……透子」

　優しく私の名前を呼ぶ声。久しぶりに聞く愛しい声は、再び私の目の奥を熱くする。

　みんなに見られて恥ずかしいけれど。濠に飢えていたこの一週間の寂しさがそれを上まわって、見つめ返さずにはいられない。

　濠は、私の腕をつかむ力を強くしたかと思うと、ニヤリと笑った。

「ただいま、透子」

　そう言った瞬間、濠の唇は私の唇を覆っていた。

　頭の中が真っ白になった私には、わき上がった指笛や冷やかしの歓声が遠いものに聞こえた。




　会社の大きなイベントのたびに『アマザンホテル』を使っているせいか、濠と顔見知りのメンバーも何人かいた。そのせいか、濠はすんなりと宴会の輪の中に溶け込み、私の隣に座って機嫌よく飲み始めた。どうして出張から早く帰ってきたのかを聞きたかったけれど、なかなか聞けずに時間だけが過ぎていく。

　それにしても、昴と彩香ちゃんの結婚祝いの宴会だと思っていたのに、結局は私の大賞受賞のお祝い宴会だった。さらに、私と濠の結婚も祝ってくれて本当に驚いた。

　たまたま濠から電話をもらった彩香ちゃんが今日の宴会に濠を呼んだらしく、そのことを知った彩香ちゃんの同期たちは、ここでもその結束力の強さを発揮したようだ。

　隣にいる濠は、普段私に向ける以上の優しい笑顔を周囲に振りまきながら、たまに私と目が合うと意味深な表情を見せるだけ。一週間ぶりに会ったというのに、まだフランスと日本の距離がふたりの間にあるようだ。自分だけが取り残されているようで寂しくて、手元のグラスに残っていたビールを一気に飲み干した。

　すると、いつの間にか隣にいた冬希君が、グラスにビールを注いでくれた。

「あ、ありがとう」

「まさか透子さんが大賞を獲るなんて思わなかったんですけど、それ以上に、こんなに早く結婚するとも思わなかったです」

　どちらかと言えば冷たく見える切れ長の目を私に向けて、からかい気味にささやいた。落ち着き払った様子は年下とは思えなくて、そういえば同期内のまとめ役だったなと納得する。

「早いって言っても、もうすぐ三十歳になるのに。世間じゃ遅いくらいでしょ」

　冬希君とはこれまで一緒に仕事をする機会はなかったけれど、設計デザインコンクールでは入賞の常連で、社内でもその名前をよく聞いていた。

「冬希君だって、彼女いるでしょ？　昴みたいにさっさと結婚しちゃえばいいのに」

　高校時代からの恋人がいると噂で聞いたことがある。昴の情報によると、彩香ちゃんに負けないくらいにきれいな女性だとか。

「結婚は、透子さんみたいに大賞を獲ってからって決めてるんで、また一年無理ですね」

　肩をすくめる姿からは恋人への思いも感じられて、私もつられて照れてしまう。

「そっか、今年は私なんかが獲っちゃってごめんね」

　あまり人には話せないような理由でコンクールに参加して、結果的に大賞を獲ってしまって、申し訳ない。けれど冬希君は実力のあるわが社期待の建築士だから、結婚できる日も遠くないだろうと思う。

「俺、透子さんの設計が昔から好きでしたよ。温かい雰囲気を残しながらも機能的な設計は見習う点も多かったし、同期ならもう少し近づいて親しくもできるのにって思ってました」

　冬希君の言葉がなんだか照れくさくて、顔を逸らしてしまった。

　その途端、どう見ても不機嫌な顔を私に向けている濠と目が合った。今まで周囲に笑顔を振りまきながら飲んでいたのに、その変化にびっくりした。

「悪いな。たとえ透子と同期入社だったとしても、透子に近づくのは無理だから」

　濠は、不機嫌な表情を繕つくろうことなく、低い声で冬希君に言い放った。

「透子が十五のときから透子は俺のものだから。会社に入ってからの浅い付き合いじゃないし、誰にも渡すわけないし」

　その声の低さと単調な口調は、まるで冬希くんを牽制しているように聞こえた。私はその言葉を聞いたと同時に引き寄せられ、すっぽりと濠の腕の中におさまった。慌てて濠の胸に腕をついて顔を上げると、濠は口元を引きしめて冬希君を睨んでいる。

「濠？」

　そっと声をかけると、その瞬間、私を抱く腕に力が入った。

「お前。俺が隣にいるっていうのになんで透子を口説くんだ？　冗談にしては結構マジな声で。まあ、何をどうしようが透子は俺のものだからな」

「あ……あの……濠……。違うし、冬希君は口説いてなんかいないし」

　大きく誤解している濠の機嫌は最高に悪い。慌てて口をはさんだ私を抱きしめたまま、冬希君を睨み続けている。

「ちょっと、濠っ」

　久しぶりに見る濠の挑戦的な視線と強い思い。周りのみんなも私たちの様子に気づいたのか、ざわざわとしていた部屋の温度が下がった気がした。

　冬希君はといえば、ことの成り行きを楽しむかのように濠を見返している。普段から飄々としている冬希君は、濠と似ていると言えばたしかに似ていて、ふたりとも自分から引くなんてことはなさそうに見える。濠は私のこととなると、かなり強気な姿勢で臨むことが多い。私が濠以外の男性と親しくするなんてことを許すわけがないし、私を手元に置いて、私の様子を逐一見ていないと気が済まない。濠の私への愛情は、ある意味束縛に近いものがあるけれど、その束縛によってもたらされるのは、煩わしさよりも喜びの方が多い。それに、ここまで私を束縛したがるのは、私に対する深い愛情を抱えすぎてどうしようもないからだとわかっている。

　濠が抱えている私への罪悪感を忘れたわけではないけれど、罪悪感以上に大きく包み込んでくれる愛情を感じて幸せが満ちてくる。そんな幸せに浸りながら、ゆっくりと手を伸ばして、濠の眉間に触れた。

「しわになってる……」

「誰のせいだよ」

「……私」

　くすりと笑う私に小さく息を吐いた濠は、いつもの甘い視線を私に向けた。そして周りに聞こえるか聞こえないくらいの声で、ささやいた。

「覚えてろよ」

　その言葉は、これからの甘い時間を予告された気がして、私の脈拍数は一気に上がる。色気のある声に顔も熱くなる。

「俺も、彼女とさっさと結婚しようかな」

　くすくす笑いながらそう言う冬希君に、ハッとした視線を向ける。

「このままいちゃいちゃするなら、俺にかまうことなくとっとと家に帰ってくださいよ」

　続く冬希君の呆れた声に、その場にいるみんながいっせいに頷いた。そして、一様にニヤニヤと私と濠を見つめている。冬希くんは、濠の私への態度を目の当たりにして馬鹿馬鹿しくなったんだろう。そのひとことで、さっきまでの凍りついた雰囲気が一気に和んだ。

「いちゃいちゃって。そんなのしないし」

　慌てて濠の腕から抜け出そうとしても、濠は私を離してくれない。私の焦る様子を楽しむように、くくっという笑いが聞こえてくる。

「ちょっと、濠……」

　恥ずかしいから離してほしいのに、その腕の強さが弱まることはなかった。

　カシャッ。

　突如、フラッシュが光った。見上げると、昴がスマホで私と濠を写真におさめていた。

「昴、やめてよ。恥ずかしいし、そのデータ削除してよ」

　大声で叫んでみても、みんなの笑い声にかき消されて届かない。ニヤリと笑った昴。

「透子さんの結婚式で、この写真、流しますね」

　そのからかう言葉がさらにみんなの笑いを誘って、私ひとりが慌てている。そんな私を、濠は落ちついた表情で見守っている。

「昴ーっ」

　私の叫び声は無視され、さらに宴は盛り上がりをみせる。そんなバタバタとした中での濠の帰国。久しぶりに濠の胸の中にいると、照れくさいながらも幸せすぎて泣きそうだった。







第六章










久しぶりの夜　～透子ｓｉｄｅ～




　彩香ちゃんや昴の同期のみんなが開いてくれた宴会が終わり、私と濠はタクシーで家に帰った。私を連れて迷わず自分の家に帰る濠に、私のこの一週間の行動はすでにバレているんだとどきりとした。引っ越したばかりの私の新居には引っ越した日以来行くこともなくて、この先どうしようかと悩んでいる。

　濠の部屋に入ってベランダに続く窓を開けると、朝干した私の洗濯物が揺れていて、私がこの部屋で過ごしていたと濠に教えている。

「やっぱり、ずっとこの部屋にいたんだな」

　うしろから抱きしめられ、首筋に濠の吐息を感じた途端に、『愛してる』という甘い気持ちが溢れてくる。そして、私の肩に顔を埋めたままの濠に体を預けていると、どうしてこの一週間を濠の体温なしに過ごせたのか不思議に思う。こうして抱きしめられるために生きていると言ってもいいくらいに濠に依存しているのに。

「濠、私……」

「ん？」

　小さなつぶやきを返された瞬間に、首筋に感じる切ない痛み。

「やだ……」

「いいだろこれくらい。もう結婚するんだから」

　再び感じる痛み。たぶん、服では隠せない所に赤い花が浮かび上がっているはずだ。

「ねえ、濠……？」

　痛みと一緒に生まれる甘い疼うずきを体中に感じながら、ようやく出た声。

「何？　今はまず一週間分の透子を愛したいんだけど」

　そう言って私の体の向きを変えると、また強く抱きしめられて。唇に落ちてくる熱い吐息に私の言葉は吸い取られる。

「濠、待って」

　体をぎゅっと拘束される感覚に溺れそうになり、背中を這う指先に痺しびれる。

「ようやくすべてを告白する気になったか？」

　濠は私の顎をつかみ、私が視線を逸らさないように額を合わせてきた。

「さあ、この半年の透子の秘密をすべて吐け」

　濠はくくっと笑うと、わざと怒っている表情をつくり、私に向けた。

「まぁ、ネタはほとんど上がってるんだ。告白大会の始まりだな」

　告白大会なんて言いながら、お互いの体温を久しぶりに感じた私と濠は、気づけば寝室に移動し抱き合っていた。体の奥深くに濠の熱を感じ、何度も意識が遠くなる。

　一週間ぶりに抱かれた私は濠にしがみつき、何度も真っ白な世界を目の前に見る。

　体と心のすべてで私を抱く濠の息遣いも熱く苦しげだ。震える声で濠の名前を口にすると、それに答えるように抱きしめられた。何度繰り返しても物足りないようにキスを交わし、熱を分け合う。

　ようやく私たちが眠りに落ちたのは、夜明けが近い頃だった。




　翌朝目が覚めると、部屋には日差しがたっぷりと差し込み、完全に夜が明けていた。

　馴染みの重さを左胸に感じながら無意識に両手で濠の頭を抱きしめると、一週間ぶりのその感覚に、複雑な気持ちが溢れる。

　濠はこうしていつも私の心臓の音を確認するかのような姿勢で眠る。相変わらず私の心臓の音を聞かなければ安心できないのかな。そう感じるたびに落ち込む自分をどうすることもできない。

　そっと左手を朝日にかざすと、薬指の婚約指輪がきらきらと輝いている。これからもこの苦しみを抱えたままだとしても、もうこの指輪をはずすなんてできない。濠からは離れられないと、この一週間で嫌というほど思い知らされたのだから。

　落ち込む気持ちを振り切るように、私はそっとベッドを抜け出した。




　久しぶりにふたり分の朝食を用意して、そろそろ起きてこないかなと寝室を気にしながら洗濯を始めると、まだ眠そうな濠が起きてきた。休日に、朝に強い濠よりも私が先に起きるなんて滅多にない。よっぽど疲れていたんだろう。

「おはよう。出張で疲れていたみたいね。私が起きたことも気づかなかったでしょ」

　お味噌汁を温め直しながら笑う私の横に立つと、濠の唇が落ちてきた。

「ん……っ」

　深いキスを与えられ、私の意識すべてが濠に向かっていく。

　いつものことだとはいえ、ふたりでいるときに注がれる濠の思いは直球だ。私からひとときも離れようとはせず、絶えず私のどこかに触れている。私に何か不満があるときには、すぐにその場で問いただす。そんなときの私はいつも、濠の膝の上に座らされ、濠の気持ちがおさまるまで解放してもらえない。

　出会った十代の頃は、お互い思春期真っ只中。おまけに濠は聴力に不安を抱えていて、素直に感情を見せるなんてありえないほど尖っていた。それに、投げられる感情は、いつもどこかいびつで暗いものだった。高校生特有の成長過程だという諦めを差し引いても、あまりにも重く暗い現実を背負っていた濠の感情は、いつも鋭かった。

　そんな濠の姿しか知らなかった私は、濠は素直に感情をぶつけることが苦手なんだと思っていたけれど、それは大きな間違いだった。

　再会して、強い力で濠の胸に抱き寄せられたときに、ようやく濠の本来の姿を知ることができた。大切なものへの執着は強く、欲しいものはまっすぐな思いをぶつけて欲しがる。私に対する感情も同様で、頑かたくななまでの強さで私を取り込み離さない。

　本来の濠の姿を知って、私は再び恋に落ちた。それからずっと、その気持ちは変わっていない。




「ご飯できてるよ。一緒に食べよう」

　相変わらず背中から私を強く抱きしめる濠にそう言っても、首筋を這う唇からは返事ではなく熱い吐息しか感じられない。

「こっちが先」

　たまに痛みが混じる濠の熱を感じ、夕べの甘い時間がよみがえる。

「何度も抱いたのにな」

　ぽつりとそう言った濠の表情を見ても、それを悪いと思っているとはまったく感じられない。逆に、まだまだ足りないという思いすら感じられて、私もどこか落ち着かない。

　大学生のときに再会して以来、躊躇することなく私に愛情を注いでくれた濠は、十年経ってもなお、変わらずストレートに攻めてくる。

『愛してるからそばにいろ』

　原点ともいえるこの言葉が、濠の思いのすべてだ。そして私は、濠が与えてくれる愛情や束縛から喜びや安心感を得ていた。その一方で、濠が抱えている私への罪悪感を探すことはやめられなくて、何度も探しては悲しみ、落ち込んだりもした。

「透子……」

　気づけば向かい合い抱きしめられ、深いキスで濠の腕の中に閉じ込められた。私もそれに反応し濠の首に抱きついて、貪るようなキスを返してしまう。

「濠……好き」

　一瞬離れた唇に呪文をかけるようにささやく私に、濠の目がニヤリと笑った。

「知ってるよ。久しぶりだな」

「え？」

「透子が何も隠さずに、素直に自分の気持ちを口にするなんて、久しぶり」

　私の頬に手の平をあてた濠の瞳にはどこかホッとした光が見える。

「久しぶりだったのはそれだけじゃないけど。夕べは透子の体も素直だったよな」

「体って……」

「体は俺から離れられないって言っていたけど？」

　そこで言葉を止めた濠は何かを企むように笑った。その顔はやけに色っぽい。

「ご飯を食べながらいろいろと聞こうかな。ここ半年の透子について」

　そして逃がさないとでもいうように、ぐっと引き寄せられ、再び抱きしめられた。

　ここまで濠が私から離れようとしないのは久しぶりだ。けれど、決してそれが嫌だと思わない私は、自分も濠からの愛情に飢えていたんだと実感した。




「この半年、コンクールや引っ越しのことを知っていたのに、濠はどうして私に何も聞かなかったの？」

　濠にすべてがバレていたという前提で聞いてみると、濠は口元に余裕の笑みを浮かべ、私の首筋に指先を這わせた。

「とっくに全部知っていたって言いたいところだけど、確実に理解したのは最近なんだ。最初は透子が何かに悩んでいるってことしかわからなかった。俺といても上の空で、今まで見たことがないほど必死に仕事に取り組んでたし。まぁそれは、コンクールの作品作りだって聞いていたけど。それからは、俺に何か隠しているなと思いつつも、簡単には聞けなかった」

　私から視線を逸らし、何かを思い出すような表情を見せる。それは決して楽しい過去を思い浮かべているようには見えない。

「濠？」

「ん……。まぁ、すぐに聞けなかったのは、最初に会ったときの秘密がまだ引っかかってるんだろうな」

「秘密？」

「そう。これだよ」

　濠は人差し指を私の左胸に軽く置いた。

　静かに吐き出された言葉は震えている。瞳も揺れていて、そこには、濠が決して見せようとしない弱さが見え隠れしていた。

「本当は心臓が悪かったのに、言わなかっただろ？」

　濠の瞳は相変わらず揺れていて、その顔からは何も読み取れない。

「あの頃、一番言ってほしかった一番大切なことを、透子は言わなかった。俺の目の前で倒れてようやく、俺は透子が心臓にハンディを抱えていることを知った。そして、透子を少しずつ好きになっていく途中で引き離された。体のことも病院以外の生活のことも、すべてを知っていれば、離れることもなかったのにって思ったんだ。だから、秘密を持たれるのが怖くて、透子を縛って何もかもを俺の手の中に閉じ込めた」

　思いがけない濠の告白に、どう答えていいのかわからない。濠が私たちの過去にそんな気持ちを抱えていたなんて思わなかった。そこまで私を想っていてくれてうれしい思いと、違うって言いたい気持ちが交互に顔を出す。

「だから透子が俺に何かを隠してることに気づいたあとも、しばらくは様子を見ようと思っていたんだ。俺の手の届く範囲で自由にさせながら、だけどな」

「濠……」

「俺の束縛に文句ひとつ言わない透子が秘密にするくらいだから、きっと心臓の病気くらい重要なことなんだろうって覚悟したし、簡単にはわからないだろうって思ってたよ。ただ、最終的には他人に教えられて知ったんだけどな」

「他人？」

「そう。相模さんや彩香ちゃん」

「あ……うん」

　たしかに、引っ越しや大賞の受賞のことを濠に話したのはこのふたりだ。意外なところから秘密はバレてしまうものだと驚いた。

「そうだな。他人とは違う気もするけど、弥恵さんも……だな」

　濠から体を離して見上げると、相変わらず切ない表情を浮かべていた。

「どんな事情があっても透子を手放さないと決めてはいたけど。どうして透子が俺に何も言わないのか。父親のこと、コンクールのこと、異動や引っ越しのこと。隠していることはわかったけど、透子が隠した理由が、今もわからないんだ」

　その言葉に、私は鋭く反応した。

「理由は、濠を愛しているから」

　思わず出た言葉が、偽りのない私の気持ちのすべてだ。濠の背中に腕をまわしてその温かさを確認する。

「濠を愛しすぎて、もう離れられなくなってしまったから。それに、濠の気持ちが私から離れてしまうのはもっと耐えられなかった。だから、少し距離を置いてみようかなって思って。だけどこの説明じゃ、わかってもらえないよね」

「全然わからない」

　はっきりと言い切った濠は、わからない以前に、私のそんな気持ち自体が気に入らないようで、あからさまに怒りを見せる。

「俺を愛しているなら、離れずにそばにいればいいだろ。俺が透子から離れるなんてありえない。透子の気持ち以上に、俺の方が透子に溺れてるのはわかってるだろ？」

　その口調は怒りを抑え淡々としたものだけど、私に納得させようとする必死さも伝わってくる。濠はいつも、私が濠から離れたり私の状況がわからなくなると、不安になってその気持ちを激しくぶつけてくる。あまりにも私のすべてを知ろうとする重さの理由が、離れ離れに過ごした五年間の苦しみによるものだとわかっている。愛されることの代償だとも納得している。

「じゃあ、どうして、お見合いなんてしたの？」

　思わず口にした言葉に慌てた。いずれ聞かなくてはいけないと思っていたけれど、もう少しやんわりと聞くつもりでいたし、タイミングを計って言おうと思っていたのに。濠も私の強い口調にびっくりしたようで、一瞬、体を揺らした。

「そのうち聞いてくるとは思っていたけど、今聞いてくるか。……なぁ、俺の見合いの話を聞いて、どれだけ悩んだ？」

「え？」

　濠からどんな返事が返ってくるのだろうかと緊張していたのに、とくに普段と変わらない明るい声に思わず視線を上げた。

「この間、電話でも見合いのことを聞いてきただろ？　相当悩んで苦しかったか？」

　濠は楽しそうに私の耳元に顔を寄せた。

「見合いのことは内緒にしておくつもりだったけど、透子がそれを知って悩んでいたなら、気持ちいいな」

「な……っ。どうしてそんな意地の悪いことを」

「意地が悪いのは透子だろ」

「え？」

　私の言葉を遮る濠の言葉はどこか強気。そして切ない。

「俺に何も言わずに、この半年を自分の都合だけで過ごしたのは透子だろ？　そばにいる俺がどう感じるかなんて二の次で、勝手に悩んで結論を出したのは透子だ。透子にも思うところはあっただろうけど、気分がいいもんじゃない」

　私に対しての感情はいつもダイレクトで熱い。そんな濠からの重い言葉に慣れているせいか、たとえ責められても嫌な気持ちにはならない。逆に、しっかりと気持ちを伝えてくれて、こうして厳しい口調ではあっても、自分の素直な気持ちを吐き出してくれる方がホッとする。

「俺は何があっても透子をそばに置いて愛するのに、透子の行動には、俺への愛情はまったく感じられなかった。気のせいか？　ん？」

　明るい声は冗談混じりだけどその言葉に嘘はないはず。この半年の私の行動は、濠にとってはよほど冷たくて寂しいものだったんだろう。普通なら私を問い詰めて、納得するまで引かなかったはずだ。

　けれどこの半年、濠が私の様子が変わったことを、直接聞いてくることはなかったし、私の変化に気づいていることすら隠していた。それをいいことに、私はただひとりで悩み、勝手に結論を出していた。濠が持つ私への罪悪感に甘えずにいったん離れた方がいいと、そう勝手に思い込んでいた。

　普段濠が見せる私への感情的な接し方からは想像できない、抑えられた感情を思うと申し訳なくなる。ごめんなさい、と口にしながら濠の首にしがみついた。

「黙っていてごめんなさい。本当は、ずっとひとりで苦しかった。濠から離れたくなかったし全部言いたかった。だけど、私はただ単純に愛されたかった」

　濠の首筋にささやく言葉が、私が抱え続けてきた本音だ。いったん口にすると、どうして今まで黙っていられたのかわからないほど、すべてを口にしたくなる。

　濠は私を落ち着かせるように、何度か背中を撫でてくれた。

「透子が俺に秘密を持つなんて、あの手術のとき以来だから。透子をまた失うのかと思って怖かった」

　大きなため息と同時に届く濠の言葉は、胸にこたえた。きっと、一緒にいてもつかめない私の本心を知りたくてたまらなかったはずなのに、私にはそんな気持ちをまったく見せずにいた。本当にごめんなさい。

「透子にバレないように透子の隠し事を調べるうちに……透子の体に何も悪いところはなくて、正直ホッとした。有二さんの手元にあった検診の結果を見せてもらったんだ。体に異常があって、また急にいなくなったら俺は、どうにかなる」

「濠。私、濠に単純に愛されたかっただけで。私が倒れて手術をしたことにずっと責任を感じてそばにいてくれていたなら申し訳ないし私もつらいから」

　濠を見上げてつぶやいた私の言葉に、濠は怪訝そうな表情を返した。

「何か勘違いしてないか？　俺は透子を愛しているし、それ以外の余計な感情なんか持ってない」

　濠は私の肩に両手を置き、言い聞かせるように言葉を紡ぐ。普段見ることのない真剣で厳しい表情に気け圧おされそうだ。

「何を根拠にそんなことを言うんだ？　俺は昔のことなんか引きずっていない。たとえ引きずっていても、それを理由に透子を手放すわけがない」

「でも、あのとき私が倒れたのは自分のせいだって思ってるでしょ？」

　もうごまかせない。あまりにも厳しい濠の視線が、ようやく私を素直にさせた。濠を傷つけないように悲しませないよう、嘘でなくごまかしながら過ごした半年間。濠に秘密を持ってしまったうしろめたさのせいで、何も聞けずにいた。

　私に罪悪感を持たないで欲しい、お見合いなんかしないでほしいと言いたかったのに。

「私、濠が責任を感じてるのがつらかったの。心臓の手術なんて濠と知り合う前にとっくに決まっていたことなのに、私が発作を起こしたのは自分の責任だと思っている濠を見るのがつらかった。だから離れようとしたけど、結局無理だった」

　私の言葉をじっと聞いていた濠は、深々と息を吸い込んだ。

「そんなに必死に言われても、しっくりこないんだけど。まず、透子が倒れたのが俺のせいだなんて思ってない。あの頃、心臓が悪いことを隠されていたことには腹も立ったけど、透子が倒れて手術をしたことは俺のせいじゃない。助かってくれと祈っていたのは単純に透子が愛しかったからだ。どうしてそんなばかなことを思いついたんだ？」

「ばかなこと……」

「そうだろ？　たしかに俺の目の前で透子は倒れたし、あの日は気まずい状態でいたのもたしかだけど、それを自分のせいだと思い込むほど、俺は女々しい男じゃない」

「あ、そう……そうなんだ。そうか」

　濠の言葉は、私が抱えてきた長年の悩みをあっさりと解決し、吹き飛ばすようなものだった。

　私は何に間違って、何を誤解していたんだろう。ことの展開を受け入れようと心をフル回転させるけど、濠の言葉を喜んでいいのかどうかすら判断できないほど混乱している。深呼吸を何度か繰り返し、気持ちを落ち着かせたあと濠に視線を戻すと。

「ばーか」

　何度も見たことのある優しい笑顔とぶつかった。

「早く透子のご飯が食べたい。フランスにいた一週間分のエネルギーを補給しないとな。それに、どういう展開になっても結論は一緒だから。俺は透子を離さないし嫁さんにするって決めてるから。まだ話したいことはあるけど急がなくてもいいだろ」

　ふふんと笑う声を聞いて、体がドキンと震えた。

「シャワーを浴びてくるから、朝ご飯、よろしく」

　濠は名残惜しそうに私の体を離したあと、バスルームに向かった。その背中からは、落ち着いた余裕さえ感じられた。

「結論は一緒って……」

　取り残された私は、落ち着き払った濠の背中に少し悔しさも感じたけれど、結局、濠のために朝食を用意しながら落ち着きを取り戻した。

　そうか、濠は私に罪悪感を持っていなかったんだ。なんだ。

　私があの日倒れたことに責任を感じていないし、私を愛しているとはっきりと言ってくれた。私、本当に何をしていたんだろう。

　濠を悩ませ苦しめていたこの半年を振り返り、自分の短絡的な行動に情けなくなる。

「ちゃんと謝らなきゃ」

　それに、大賞のことや転勤のことも、改めて私の口から伝えよう。

　そう決意し、濠と向かい合って食卓についたけれど。聞きたいこともたくさんありすぎる焦りで、何から話していいのかわからなかった。

　ちらりと濠に視線を向けても、ひたすらおいしそうに朝食を食べている。

「透子の味噌汁が飲みたくて仕方がなかった。早く帰りたいから必死で仕事を終わらせて。予定よりも早い便で帰ってきたんだ」

「は？　そんな理由で早く帰ってきたの？」

「そんな理由って言うけど、俺には大きな理由なんだけどな」

　濠は大好きな卵焼きを頬張りながらからかうように私を見た。

「まぁ、味噌汁が飲みたいってのは本音で嘘じゃないんだけど。こっちでトラブルがあって呼び戻されたんだよ。研修もひと通り終わっていたから、喜んで飛行機に飛び乗ったんだ」

「トラブル……」

「あ、大したことじゃないから大丈夫。帰ってくるまでもなかったんだけど、早く透子を抱きたかったから、ちょうどよかった」

　ふふんとあっさりと言う表情はさわやかだけど、内容は……照れて何も言い返せないくらいに露骨。抱きたいなんて。思わず俯いた私の体はかなり熱い。

「昨日、ホテルに顔を出して彩香ちゃんに結婚式の件で電話をしたときに、結婚祝いの宴会に誘われたんだ」

「うん。昨日、宴会の合間に彩香ちゃんから聞いて驚いた」

　濠が突然現れた、夕べの昴と彩香ちゃんの結婚祝い。

　濠が来ることを知っていた昴と彩香ちゃんは、呆然と驚く私をおもしろがるように見ていた。私を宴会に誘うときの昴の粘りと強気な口調は、濠が参加することを知っていたからに違いない。だからあれほど相模さんにも食い下がっていたんだろう。

「濠が来るから、昴はあんなにしつこく私を誘ってくれたんだね」

　自分に納得させるようにつぶやいて濠に視線を戻すと、相変わらず余裕たっぷりの瞳とぶつかった。そこには、優しい光と穏やかさが満ちていた。

「俺が透子も呼ぶように言ったんだよ。じゃなきゃ一週間も離れていたのに、わざわざ透子に会わないで宴会になんて行くかよ。ま、牽制するにもいい機会だったからちょうどよかったけど」

「牽制……？」

「彩香ちゃんから何度か聞いていたんだよ。透子が同期みんなに気に入られてるって。透子が俺以外の男に気持ちを揺らすなんてありえないけど、俺の存在を知らせるにはちょうどいいかと思って行ったんだ」

「え。そんなことないよ」

「ないわけないのは夕べ確認した。冬希だっけ？　あの、妙に仕事できそうな男。俺がいるのに透子を口説いてたじゃないか。くそっ」

　濠が子どもみたいに拗ねている。眉を寄せながらおもしろくなさそうにご飯を食べる様子なんて、普段見ることはない。どこかかわいらしくて、思わず笑い声が出てしまう。

「冬希君は別に口説いてたわけじゃないよ。設計に携わる先輩としては気に入ってくれてるのかもしれないけど、それだけ」

　夕べの濠と冬希君の睨み合いを思い出すと笑えてくる。冬希君にしてみれば、私との仲を誤解した濠をからかっていただけだ。相変わらず口元をゆがめたままの濠は、軽く舌打ちをして、大きく息を吐いた。

「やっぱりムカつく。先輩として慕っているにしても、透子に好きだって言うのは俺だけでいいんだ。玄太といい夕べの男といい、透子が絡まなきゃいい男だと思うけど。ムカつく」

　ひと息にそう言った濠は、ようやく気持ちが落ち着いたのか、自嘲気味に笑い、肩をすくめた。

「ごちそうさま。やっぱり透子の飯が一番うまいな」

　そう言って立ち上がり、きれいに平らげた食器をシンクに持っていった。

　それほど長く話していたわけじゃないけれど、濠の言葉ひとつひとつが濃くて甘くて。椅子に座ったままとろけてしまった。ぼんやりと濠の姿を目で追うだけで体中が熱くなる。

「濠が好きだよ」

　思わずささやいた声は濠にしっかりと届いたようで、コーヒーメーカーからコーヒーを注いでいた濠は、視線だけを私に向けると。

「知ってる」

　それはあたりまえだろ、というような表情で頷いた。見つめ合い、無言でかわすのは愛情に基づく会話。大好きだよ、と視線にのせて濠に伝えると、同じように返ってくる濠の想い。

「透子、愛してるよ」

　視線をはずさないままそう言った濠に小さく頷いたとき、リビングからスマホの音が聞こえた。突然の音に、濠は不機嫌そうに眉を寄せた。

「あ、私だ。ごめんね」

　カウンターに置いてあるスマホを見ると、相模さんの名前が表示されている。休日に相模さんからの電話なんて受けたことはない。何かあったのかと緊張した。

「もしもし、お疲れ様です。織田です」

『あ、休み中に悪い。相模だけど』

「はい、何かありましたか？　休日に相模さんからお電話って珍しいですね」

　私の言葉に、濠も不安げな視線を私に向ける。

『今週、大賞受賞の記者発表があっただろ？　あの様子が建築業界誌に掲載されるんだけど』

「あ、はい」

　それは毎年の流れだから、私も知っている。

『その記事に合わせて、小山内さんと織田が親子だったっていう記事も一緒に掲載されることになったんだ』

「えっ？　親子……」

『建築協会のメンバーの中に小山内さんと一緒に仕事をしていた人がいて、織田の名前を見て気づいたらしい。記事になることは決定したらしいから、先に伝えておこうと思って』

「あの、親子だってことがバレるとまずいですか？　そのことを隠してコンクールに出て大賞をいただいて、相模さんに迷惑はかからないですか？」

　コンクールの選考委員である相模さんの迷惑にはならないだろうか。

『ああ、それはまったく大丈夫。賞の選考のときに内緒にしておいてくれてよかったよ。純粋に作品だけで評価されたってことだからな』

「はい」

『小山内さんは、大賞受賞後にいろいろとあった人だけど、仕事ぶりは高い評価を得ているし、記事になるにしても好意的なものになると思う。万が一、何かあっても俺が何とかするから、あまり深く気にしなくていい。ただ、周りが少し騒がしくなるかもしれないけど、それは、賞をとったご褒美のひとつだとでも思え』

「ご褒美って……そんなご褒美ならいらないですよ」

『はは。ま、そういうことだから、心にとめておいてくれ』

「はい。わざわざありがとうございました」




　相模さんとの電話を終えたあと、心配そうに私を見ている濠に笑ってみせた。

「父……小山内竜臣と私が親子だって記事になるらしいの」

　その瞬間。私を気遣うように引き締まった濠の表情を見て、体中がホッと温かくなった。私を守ろうとしてくれる濠がそばにいてくれれば、記事になるくらい平気だ。それに、親子だという記事が出ることに何の嫌悪感も持たず、父を誇りに思う自分に気づきうれしくなった。

「そういえば授賞式のときって、濠が会場にいるんだよね？」

「ああ、責任者だからな。ただ、落ち着いて透子の晴れ姿を見られるのかは微妙だけど」

　悔しそうな声。きっと、私のことが心配でたまらないんだろう。

　それに、私の晴れの舞台を誰よりも楽しみにしているはずだ。

「そうだ。俺の同期たちが、授賞式で透子に会うのを楽しみにしてるぞ」

「え？」

　気のせいか、濠の顔は赤みを帯び、照れているように見える。

「俺がフランスに行く日の新聞に、大賞の記事と透子の写真が出ただろ？　空港でその話題が出たから、大賞受賞者は俺の嫁さんになる女だって言ったんだよ」

『嫁さん……』ようやく私の目を見てくれた濠は、気のせいではなく、たしかに照れている。

「だから、授賞式で透子を見るのをみんな楽しみにしてるんだ。もちろん俺もな」

　楽しみしていると言いながら、濠は誇らしげに頷いた。大賞の受賞が決まって以来、そのことを濠に伝えて喜んでもらいたいと何度も思った。そして、その喜びをふたりで分かち合いたかった。それなのに、私が濠の感情を取り違えていたせいでできずにいた。なんてもったいない時間を過ごしていたんだろう。

「濠……」

　私は何度目かの『ごめんなさい』を心でつぶやき、小さく笑った。

　すると、濠が思い出したように口を開いた。

「同期の奴ら、新聞に載っていた透子の顔を見て『きれいだな』って言ってたぞ」

「え？　そんなことないよ。もしそう思ってくれたなら写真うつりがよかっただけ」

　焦る私に、濠は大きく笑い。

「実物は写真より十倍はきれいだって言っておいた」

「え、困るよ。どんな顔をして会えばいいのよ」

「ん？　そのきれいな顔で『真田の嫁です』って言いながら会えばいいだろ」

　楽しげに声をあげる濠に、私は黙りこんだ。『真田の嫁です』なんて恥ずかしくて言えるわけがない。

　けれど、濠が同期のみんなに私のことを話していたと知って、少し……ううん、かなりうれしい。私との結婚を心から望んでいなければ、わざわざ言わないだろう。それに、同期のみんなの中には雪美さんもいたはずだ。彼女が濠を好きだと知ってからずっと、濠の気持ちが揺れないかと不安だったけれど。濠が私のことを『俺の嫁さん』と話してくれたと知って、心が軽くなった。

「どうした？　授賞式のことを考えると緊張するか？」

　濠は、俯き黙り込む私の頬をゆっくりと撫でてくれた。

「自慢の嫁だ。堂々と賞を受け取ってこいよ」

「うん」

　愛情に満ちた言葉と瞳を向けられて、私は何度も頷いた。

『嫁』と言われ幸せを感じる自分を単純だなと思いながら、これからは濠の愛情を疑うようなことはしないと決意する。

　あの日私が倒れたことに濠が責任を感じていないと教えてくれた言葉をちゃんと信じよう。濠は私をただ愛してくれているのだから。

　けれど。濠が私の心臓の音を聞きながら眠るのは、何か理由があると思えて仕方がない。そして、いまだにその理由を聞けずにいるお見合いのこと。それらにどんな理由があるのだろう。










入籍　～透子ｓｉｄｅ～




　遅めの朝食を終え洗い物をしていると、濠がスーツに着替えてきた。まるで仕事に行くような格好に戸惑う。

「仕事？」

「いや。もっと大事なところに行くから。透子も出かける準備をしろ」

「え？　どこに？」

　訳がわからなくて思わず聞き返した私に、濠はあっさりと答えた。

「役所。これを出すから」

　そして、手にしていた紙を広げてみせた。

「あ、それ……」

　夕べ部屋に戻った途端、濠に取り上げられた婚姻届だ。ふたりとも記入すべきところはすでに記入し終わっていて、あとは提出するだけになっている。保証人は弥恵さんと、健吾さん。

「健吾には、どうしても立ち会ってほしかったんだ。透子を探すのに疲れて諦めたくなったときに、いつも笑って俺の気持ちをつないでくれたからな。あの頃は、健吾の方がつらい過去を抱えていたのに」

　健吾さんと濠には、大学時代を共につらい気持ちで過ごしていたという共通点がある。私が手術のあと、濠の前から姿を消して以来、ずっと私を探しながら再会を信じていた濠。それでも私だけを待っていたわけじゃなかったことは聞いている。

　濠の見た目に惹かれて近づいてきた女の子と、それなりの付き合いもしていたと、正直に伝えられたのは再会してすぐの頃だった。気持ちのすべてを預けるような付き合いをした女の子はいなかったらしいけれど、その話を聞いたときには、やっぱり寂しくて、見えない相手に嫉妬もした。

『今は透子だけだから』

　そんな濠の言葉も、しばらくは素直に受け入れられなかった。けれど私と再会してからは、一切ほかの女の子との付き合いがなくなった濠を知り、過去のすべてを受け止めて濠のそばにいようと決めた。

　それでも、どうすることもできない切なさや嫉妬に違いない割り切れなさも感じていた。そんな私の気持ちを見抜いたのが健吾さんだった。

　それまでも濠の過去を詳しく口にすることはなく、私の気持ちを探ることもなかった。けれど、私が濠の過去に嫉妬していることには気づいていたようだった。

「お互いを強く求め合って、再会できただけでも幸せだと思うよ。それに、今初めて会って愛し合うようになったと思って、濠を一から見るといいんじゃないか？　少なくとも俺は濠が羨ましいよ」

　何かを思い出すように話してくれた健吾さんの言葉は、わたしの中にあった針の先ように小さな穴を塞いでくれた。それをきっかけに、濠に対して抱いていた複雑な思いはすっと消えていった。

　当時、交通事故によって離れ離れになってしまった柚さんという恋人への想いを抱えていた健吾さんは、濠と自分を重ね合わせていたらしい。

　だから、私と濠の再会から数年後にようやく柚さんを取り戻した健吾さんが、証人として婚姻届にサインすることは、濠にとっては当然のことなんだろう。

「ほら早く準備しろよ。役所に行ったら、そのままホテルで衣装合わせだからな」

「え、衣装合わせって」

「結婚式までいろいろとあるんだよ。俺の顔で無理を言って押さえたんだから、これ以上の無理は言えないんだ。しなきゃいけないことはさっさと終わらせるぞ」

　どうだ……と言わんばかりの濠の余裕の口調に圧倒される。役所やら、結婚式やら、衣装合わせって突然言われても。私にも一応、気持ちの準備ってものがあるんだけど。

　濠は混乱気味の私に手招きした。素直に濠の傍らに行くと、ゆっくりと腰を引き寄せられ、額と額をこつんと合わされた。腰にまわされた手から伝わる熱と、微かにかかる吐息。何度も感じたことがある、慣れているはずの近さが、今はなんだか照れくさい。恋人になって十年も経つのに、結婚の話が具体的に出たのはごく最近のこと。いつも以上に甘い空気を感じて、足元からとろけてしまいそうだ。

　おまけに『透子だけがいればいい』『俺の気持ちはすべて透子に渡す』なんて言葉を簡単に口にしては私を追い詰める。左手の薬指の約束を叶えようとする濠の思いが強く伝わってきて、胸がいっぱいになったとき。

「今日は、真田透子の誕生日だな」

　どこまでも甘い声でささやく濠に、完全降伏。そのまま抱きついて、温かな感情に浸った。




　役所に行き、当番で出勤している人に提出した婚姻届はすんなりと受理され、受付票をもらった。混み合う窓口を想像していた私は、あまりにも簡単な手続きに驚いたけれど、受付票を見ながら幸せをかみしめた。

　濠は受付票を見ながらいつまでも喜びに浸っている私を急かすように、再び車に押し込んだ。

　結婚式の打ち合わせの時刻が迫り、急いでいるらしい。

「ようやく、ちゃんと俺のものになったな」

　運転席の濠の言葉からは、妙に重くて切実な響きが感じられた。

「これで、透子にはもう俺しかいないな」

「結婚してもしなくても、ずっとそうだよ、濠しかいないよ」

「それは、もちろんそうなんだけど。透子が持つ選択肢、俺以外のすべてを排除したんだよな」

　淡々とつぶやく口調からは、何かをふっきったような強さも感じられる。

「誰にも邪魔されずに、透子を一生俺のそばに置いておけるんだよな」

　運転に集中している濠の隣で、私はただその横顔を見つめていた。結婚したことはうれしいし、幸せに思うけれど、この慌しい展開に戸惑っているのもたしかだ。

　濠はどうして結婚を急いだんだろう。そんな疑問を感じながら見る濠の横顔は、いつも以上に優しかった。




　ホテルに着き、真っ先に訪ねたのはブライダルサロンだ。式の申し込みや打ち合わせをするカップルたちが何組もいて、さっきの役所とは違う慌しい雰囲気に驚いた。

　これだけ賑わっている様子を見れば、予約が取りにくい人気のホテルだというのも頷ける。

　そして、私が連れてこられたのは衣装室。もちろん衣装合わせなんて生まれて初めてで、どうすればいいのかと不安に思っていると。濠はさっと私の腕を取り、奥へと向かった。すれ違う人たちが濠に気づいて会釈するたび、濠も挨拶を返している。隣の私はどう反応していいのかわからず、曖昧に笑いながら頭を下げた。

　連れてこられた衣装室で濠が真っ先に挨拶したのは、温和な笑顔が印象的な女性だった。五十代くらいに見える、年を重ねてもなおいきいきとしているきれいな人だ。

「佐さ賀がさん、今日は忙しいのに無理を言ってすみません」

『佐賀さん』そう呼ばれた女性の前で軽く頭を下げる濠の横で、私も一緒に挨拶した。

「いいのよ。真田君のお願いなら聞かないわけにはいかないものね。私の娘のときにも無理を言ったし。で、こちらのきれいなお嬢さんが婚約者の方？」

　優しく向けられた視線が、緊張していた私の気持ちをほんの少しほぐしてくれる。

「いえ……婚約者ではなくて。今朝入籍したので、妻の透子です」

　佐賀さんに私を紹介する濠の声は、どことなく誇らしげだ。『妻』と初めてそう呼ばれて、その言葉の響きだけで私の鼓動はとくんと跳ねる。一瞬、その響きに照れてぼんやりしてしまったけれど、慌てて頭を下げた。

「あ、妻の透子です。はじめまして」

　言い慣れない言葉に照れてしまい、つい早口になった。そんな私に、佐賀さんはくすりと笑った。

「新聞で見るより実物の方がずっとかわいいわね。真田君が今まで隠していたのもわかるわ」

　濠は注目を浴びて緊張している私の様子に気づいたのか、腰に腕をまわして抱き寄せてくれた。

「そうでしょ。新聞なんかじゃこいつのかわいさは出せないんで。結婚式では、佐賀さんが存分にかわいく仕上げてやってください」

「あらあら、よっぽどうれしいのね。昨日、突然電話をもらってからいろいろと用意したから、とりあえず試着しながら考えましょうか」




　そして試着室に入った私は、用意されていた中から選んだ衣装を着ては、その都度濠に見せた。濠は仕事で慣れているのかドレス姿の私を見ても恥ずかしくないようだ。

「ウェディングドレスは、もっと派手で華やかなほうがいいんじゃないか？」

　などと言っては私に似合いそうなドレスを自分で選び、和服を試着した時にもかなり積極的に感想を口にした。

「やっぱり色打掛は赤地が映えるから、これがいいんじゃないか？」

　試着を手伝ってくれる係の女の子たちが戸惑うのも気にせず、自分の意見を迷わず口に出しては、疲れた私を励ますように笑っている。

　濠が私に向ける甘い視線や片時も離れようとしない態度に、係の女の子たちは驚き、私にも戸惑いの表情を隠そうとしない。

「ご婚約、おめでとうございます」

　試着の途中で、係の女の子に声をかけられた。

「実は、今日入籍したんです。よろしくお願いします」

「そうなんですか。おめでとうございます。真田さんは女の子たちに人気があるんですけど、ご本人はまったく興味がなくて。だけどまさか恋人がいて、しかも真田さんがこんなに甘々な人だとは思わなかったです」

　係の女の子が、私の着替えを手伝いながら小さな声でささやいた。

「真田さんは、透子さんとの結婚が本当にうれしいんですね。真田さんのファンの女の子がそれを知ったらショックを受けますよ。あ、すみません」

「いえ……。私も突然の展開にびっくりで……」

　試着室の鏡に映る自分の顔にも、明らかに驚きが表れている。レースをふんだんに使ったオレンジ色のドレスに包まれた自分の姿はたしかにきれいに見えるけれど、やっぱりどこか不安げで頼りない。突然入籍して、こうして衣装合わせまでしていることが信じられないのだから、それは当然かもしれない。

　もちろん、濠との結婚を夢見たことはある。けれど、濠は私と一緒にいるだけで満足なようだったし、結婚のことは考えていないと思っていた。濠と結婚したことはもちろんうれしいし後悔もしていないけれど。突然結婚へと舵を切った濠の気持ちの変化に不安も感じる。

　何度も衣装を変え、その度に濠の満足げな顔を見て。

　それでもやっぱり、私の気持ちはすっきりとしなかった。




　そのあとの打ち合わせで式は神前で挙げることになった。これは母さんの希望らしく、濠も賛成だからということで即決定。白無垢と色打掛を決めたあと、綿帽子と角隠し、どちらにするかを決めるときには。

「透子のきれいな顔がはっきりと見えるように、角隠しにしよう」

　濠は強い口調でさっさと希望を口にした。とくにこだわりのない私には反対する理由もなく、それも難なく決定。披露宴のお色直しで着るウェディングドレスとカクテルドレスは私が気に入った物に賛成してくれたので、ドレスもあっさりと決定。佐賀さんはじめ係の女の子たちは、その決断力にかなり驚いたようで、本当にこれでいいのかと何度も確認してくれた。私もあまりにも簡単に決めたことに不安がないわけではないけれど、早々に気に入った衣装に出会えてよかったと、ホッとした。

　一方では、まだまだ決めなければならないことがたくさんあり、考えれば考えるほど焦ってくる。けれど、濠は他人の結婚式を見慣れているからなのか終始落ち着いていて、楽しんでいるようにも見えた。

「これからのスケジュールがここに書いてありますので、まずは招待客のリストをお願いしますね」

「わかってる。急いで作るけど、透子が突然有名になったんで会社と調整する時間が欲しいんだ。来週末くらいでいいかな」

「あ、そうですね。だけどそういうことなら、なおさら早めにお願いします。当日混乱しないように、配慮しないといけませんからね」

　小さく頷いた佐賀さんは、これまであらゆることを経験しているようで、つねに先のことを考えながらも焦る様子はまったくない。

「まぁ、おめでたい席ですからね。精一杯、お手伝いします。大丈夫です」

　力強い言葉をかけてくれた佐賀さんにホッと安心しながら、気になることを濠に聞いてみる。

「私が『有名』って、どういうこと？」

「『有名』っていうのは設計デザインコンクールで大賞を獲ったってこと。今までより周囲とのつながりを大切にしなきゃいけないし、しがらみもあるんじゃないかと思うんだけど？」

「あ、たしかに」

　あまりにも毎日が慌しくて何も考えていなかったけど、濠が気にかけてくれるように、つながりやしがらみ、複雑なあれこれがたくさんありそうだ。

　そして、私が大賞を獲ったことで、私だけでなく濠までもその慌しさに巻き込むことになってしまい申し訳なく思う。

　そう思いながらちらりと濠を見ると。濠はそんなこと何も気にしていないような明るい表情を浮かべていた。そして、私が衣装を試着したときに撮影していたデジカメのデータを確認していた。デジカメの中の私は衣装の力によってまるで他人のようにきれいに笑っていた。普段とはまったく違う自分の姿を見るのはとても楽しくて、きれいな衣装を身にまとい、幸せそうな自分に見入った。




　ウェディングサロンはかなり忙しそうで、まだたくさんの予約待ちのカップルがいた。そんな中無理を言って佐賀さんに時間を作ってもらったらしく、濠と私は、何度もお礼を言い、頭を下げた。

「ふふっ。いいのよ。真田君の幸せそうな顔をじっくりと見られて私も得した気分よ。早速みんなに自慢しなきゃね」

　佐賀さんは軽やかにそう言って、次のお客様が待つ席へと向かった。私と濠も、手元の資料やカタログをまとめてサロンを出た。

「宴会場も、覗いていくか？」

　濠は思いついたようにそう言って、私の返事も待たずにエレベーターに向かった。

　ちょうどエレベーターの扉が開き、エレベーターに乗ろうとすると、突然声をかけられた。

「あ、真田さん」

　ハッとエレベーターの中を見ると、仲良く腕を組んでいる昴と彩香ちゃんが立っていた。夕べの宴会のあと、私と濠は二次会にも行かずに帰ったけれど、このふたりは朝方まで飲んでいたはずだ。

「あ、打ち合わせですか？　彩香ちゃんの衣装の仕立て直しができていると衣装室の女の子が言ってましたよ」

　そう口にした濠のあとに続いて、私もエレベーターに乗り込んだ。エレベーターの中には、昴と彩香ちゃん以外に、もうひとり女性が立っていた。その女性を見て、濠が一瞬、驚いた顔をした。

「森下先生もいらっしゃったんですか」

「森下？」

　もしかして彩香ちゃんのお母さんだろうか。まじまじと視線を向けて見てしまう。

「濠君にはいろいろお世話になっているみたいね。彩香たち無理言ってない？　本当にこのふたりって結婚するのが楽しみで仕方ないみたいで。それはそれでいいことなんでしょうけど、周りが見えてないから」

　大きな笑い声はサバサバしていて、ショートカットにスリムなパンツスーツの外見を裏切っていない。どちらかと言うと、おとなしくてひっそりと笑っている、それでいて目を引くかわいらしさを持った彩香ちゃんとは雰囲気が違っている。そして、生き生きとした表情が美しく見えるのはきっと、彩香ちゃんの結婚がうれしくてたまらないからだろう。

「母さん、あまり恥ずかしいこと言わないでよ」

　照れる彩香ちゃんと、くくっと笑う昴。会社で見るときと違って、周りの目を気にしなくていい分、寄り添うふたりの距離が近い。

「あら、嘘じゃないでしょ。昴君とじゃなきゃ結婚しないって、勝手に婚約しちゃって」

「母さん……っ」

「ほら、照れない照れない。いいじゃない。一番好きな人と結婚できるなんて幸せなことなんだから。存分に見せつければいいのよ」

　何を言われても動じない彩香ちゃんのお母さん。ふたりのこのやりとりに苦笑いしている昴は、こういう展開には慣れているようで、すっと彩香ちゃんの肩を抱き寄せた。その自然な仕草に私の心も温かくなる。

「濠君と彩香をお見合いさせる考えは最高だと思っていたのに、こんな結果になって。まあ、お互いに結果オーライね。濠君だって純愛を実らせたんだもんね」

　何気なくそうつぶやいた彩香ちゃんのお母さんは、肩をすくめ濠を見た。濠は一瞬戸惑った表情を見せたけれど、すぐにそれは笑顔へと変わった。

「たしかに見合いの話にはびっくりしましたけど。うれしかったですよ。だけど、俺には透子との未来しか考えられないんで、すみません」

「……え？」

　濠のお見合いの相手って、彩香ちゃんだったの？　それに、彩香ちゃんとのお見合いがうれしかったってどういうことなんだろう。私をそばに置きながら、お見合いをしようと前向きに考えていたということだろうか。

　言葉を失い呆然とする私の腕を取り、屈託なく笑う濠の気持ちがわからない。

　すると、彩香ちゃんのお母さんが私に体を向けてにっこりと笑った。

「透子ちゃんとは昔、診察室で何度か会ったことがあるのよ。あれからずっと濠くんはあなたを思い続けていたなんて、本当に純愛なのね。彩香とのお見合いをその場で断られて残念だったけど、それも仕方ないわ。お幸せにね」

　彩香ちゃんのお母さんの言葉に「あ、ありがとうございます」と私が小さく答えた時、エレベーターが止まった。彩香ちゃんたちも宴会場の確認に来たらしく、一緒に降りた。私は濠に引っ張られるまま、力なくついていく。




　会社のイベントや行事のたびにアマザンの宴会場を使っているせいか、馴染み深いホテルではある。とはいっても、そのときに使う大宴会場とは違って、私と濠の披露宴会場はそれよりは小さい部屋。それでも三百人の招待客を収容できるというかなりの広さだ。濠はこの部屋を押さえるのが一番苦労したと言っていた。

　部屋の四方のうち二面は日差しがきれいに入るガラス張りになっている。高い天井のおかげで圧迫感はなく、窓のない閉へい鎖さ的てきな宴会場を想像していた私には、室内の明るく開放的な雰囲気はうれしい誤算だった。

「ここ、俺が一番好きな部屋なんだ」

　窓から外を眺める濠の落ち着いた声に視線を向けると、高層階からの景色を楽しむかのような横顔。すっと整った、見る人によっては冷たい印象を与える顔も、ゆったりと力を抜いた今は、緊張感もなく穏やかで優しいものだった。きっと私だけが知っているに違いない表情だ。

　けれど、濠の隣に立って同じ景色を見ていても、私は濠のようなゆったりとした心境にはなれない。昨日もうやむやにされたお見合いのことをどう切りだそうかと考えている間に無駄に時間が過ぎていく。

　結婚に向けて加速を続ける濠に引きずられていることを言い訳にして、何も聞けずにいるのは私の弱さのせいにほかならなくて。お見合いの相手が彩香ちゃんだったということもどう受け止めればいいのかわからない。

「もう、やだ」

　思わず出た小さなつぶやきとため息に、濠が反応した。

「何？　この部屋が気に入らない？」

「え、ううん。この部屋は気に入っているし、濠には感謝してる。ありがとう」

「じゃ、何のため息？　花嫁になりたての女には似合わないだろ」

　濠は首を傾げつつも、それ以上は何も聞いてこなかった。相変わらず飄々とした雰囲気で、遠くを眺めている。

　濠に聞きたいのに、切り出し方がわからなくて途方に暮れる。何ヵ月もの間、ずっと気になって仕方がなくて。それでも聞けずにいたんだから、今になって聞くなんて難度が高すぎる。

　突然、濠がくくっと小さく笑い声をあげた。

「森下先生って、彩香ちゃんとまったく似てないだろ」

「……え？」

　突然の話に戸惑う私を前に、濠は言葉を続ける。

「俺が入院していたときはまだ若い女医さんだったから、あそこまでの強さはなかった。どこかおどおどしていて、今にも泣きそうな顔で俺を診てたのにな。やっぱり十五年も経つと、医者としても人間としてもたくましくなるよな」

「あ、あのときの女医さんが、彩香ちゃんのお母さんだったよね」

「そう。世間は狭いよな。退院後も俺は定期的に耳の検診に通っていて、そのたびに逞しくなっていく森下先生に驚いてる」

　十五年。濠は、何かを思い出すように目を細めた。

「長かったな。あの朝から俺の人生は変わったから。本当に長かった」

「あの朝……？」

「俺が音をなくした朝」

　ひとり物思いにふける濠の横顔をじっと見つめる。ただ、そこに苦しげな雰囲気はなく、どちらかと言えば穏やかな空気に包まれている。そっと濠の腕に手をかけると、同時に返される優しい視線。

　私を強く縛る視線には慣れているけれど、今のように落ち着いて、すべてを包み込むような空気をまとう濠を見るのは初めてかもしれない。そして、これ以上濠を好きになるなんて無理だと思うたびに、それは間違っていたと実感する。さらに濠を好きになっていく。

「あの朝目を開いたとき、まだ完全に目が覚めていなかったし、夢の中にいるのかなってベッドの中で考えていたんだ。それから少しずつ意識がはっきりしても何も聞こえなかった、あの朝」

　眉を寄せ切なげな表情を浮かべながらも、濠の声はしっかりとしている。

「朝になっても遮光カーテンのせいで部屋は暗くて、とっくに夜が明けていることにも気づかなかった。目覚まし時計の音も、母さんが下から呼びかける声も聞こえなくて。だからまだ夜なんだと思ってた」

「夜……」

「母さんが俺の部屋のカーテンを開けて、俺の体を揺すって起こしたときに、自分が音のない世界に放り込まれたことに気づいたんだ。そして、俺の荒れた入院生活が始まって、森下先生の登場ってわけ」

　明るい口調に、ふっきれたかのような表情、それが濠の本心なのかはわからないけれど、私の頬を撫でる手を、思わずつかんでしまう。

　出会った頃に見た、濠の荒れた様子が思い出されて悲しくなる。私も小さい頃から心臓の治療のために入退院を繰り返していたから、ストレスや先の見えない不安は濠以上に抱えていた。けれど、そんな毎日があたりまえになっていた私はその日常を受け入れる術を身につけていた。

　そんな私とは違い、突然音もなく言葉を発することもできない状況に放り込まれた濠が、その現実を受け入れるには途方もない力が必要だったに違いない。病院で出会った当時の濠に荒んだ感情しか見あたらなかったのもあたりまえのことだったのだ。

「透子と初めて会ったときも、森下先生にイライラをぶつけていたよな」

　外来で診察を受けていた私が見た濠は、森下先生に必死でなだめられながら治療を受けていた。心を閉ざし冷めた視線を投げつける濠に、周りはどうすることもできなかった。

　森下先生だって諦めないまでも途方に暮れていて、濠の反抗的な態度におろおろとするばかりだった。

「本当にたくましくなったよな」

　あの頃の森下先生を思い出しているのか、それとも荒れていた自分を思い出しているのか。その横顔を見ながら、私は気になっていることを口にした。

「電話でも聞いたけど、もう大丈夫なの？　その……耳は」

「あぁ。透子が倒れたときに思わず声が出て、耳も聞こえるようになって以来異常はないんだ。だから心配はいらない」

　濠の言葉に嘘はなさそうだけど、それならどうしてこんなに長い間検診に通っているのだろう。しかも、私に何も言わず。

「今も森下先生に診てもらっているの？」

「ああ。ずっと診てもらってる。とは言っても半年に一度くらい、世間話をしに行く感じなんだけどな」

「……そうなんだ」

　私の声に不安を感じたのか、ニヤリと笑った濠に抱き寄せられた。

「そうやって心配するってわかってたから言わなかったんだよ。大丈夫だから。ちゃんと透子が俺に抱かれて感じる声も聞こえるし、何度でも愛してるって言えるから」

　私の頭に顎をのせている濠の声を聞けば、何も心配することはないとわかる。けれどそのことを知らなかったのはかなりのショックだ。

　濠の耳はすっかり治っていると思っていた……というより、濠が普段から何も言わず、変わった様子すら見せないせいで、耳が聞こえなかったという過去すら忘れかけていた。

「ごめん。何も気づかなかった」

「え？　なんで謝るんだ？」

「濠が耳のことで悩んでいたこと、そばにいたのに気づかなかった」

「いいんだよ。透子に気づかれないように検診にも通っていたんだから。透子は俺のそばで、笑っていてくれればそれでいいんだよ」

「でも」

　そう言いかけた瞬間、濠の唇が私の唇を優しくなぞる。私の混乱した気持ちを落ち着かせるようなふわりとした感触に包まれて、言葉が出なくなる。

「透子が聞かせてくれるから。ちゃんと透子との未来を聞かせてくれるから。俺にはそれで十分だったんだ」

「未来を聞かせるってどういうこと？」

「ん。それよりも、こっちが先」

　私の唇に注ぐようにささやかれる言葉と、何も応えられないくらいにどんどん激しく深くなるキスが、私の思考力を奪っていく。思わずしがみついた濠の首に爪を立ててしまうくらい、体は激しく濠を求める。

「なぁ、部屋でも取ろうか？　ベッドならいくらでもあるぞ」

「……え？」

　不意に耳元に届いたからかうような声。そっと見上げると、濠の指が私の濡れた唇をなぞり、誘うように口元が上がる。

「どの部屋でもいいぞ。ゆっくりと透子を抱けるならどこでも」

　濠は小さく笑い声をあげ私の答えを待つ。その瞳が私の体をさらに熱くするけれど、それより今は、濠の言葉が気になって仕方がない。

「ねえ、未来を聞かせるってどういうこと？　それに、彩香ちゃんとお見合いしたって、どうして？」

「透子の心臓の音が、俺に未来を期待させてくれるってことだよ。彩香ちゃんとのお見合いは、そうだな……」

　濠はしばらく考え込んだあと、口を閉ざした。そして、窓から差し込む明るい陽射しと同じくらいの明るい笑顔を浮かべ、天井を仰ぐ。くすりと笑い声が聞こえてきそうなその様子に、私の緊張感はほんの少し和らいだ。

　そうはいっても濠の言葉の意味はまったくわからない。

「なあ、透子。俺がもしも透子の父親なら、俺との結婚は許さなかったと思う」

「え？」

「一応、それなりの職に就いているし、過去はともかく今は透子ひと筋で。ほかの女なんかいらないって思ってるけど」

「濠？」

　濠は私の頭を軽く撫でると、その表情を隠すように背を向けた。

「俺の透子への思いは、ほかのどんな男にも負けない自信はあるけど。それだけじゃ、結婚は認めないだろうな」

「それだけじゃだめなの？」

「ん。踏み切れない……踏み切れなかった」

　決して重い口調じゃないけれど、あえて軽い言葉ではぐらかしているようにも聞こえて混乱する。

「透子の心臓は、手術をして経過も良好で。出産も大丈夫だって言われているだろ？」

「あ、うん。そうだけど」

　たしかに手術したあとも定期的に検診には通っているけれど、何も異常なく、順調に過ごしている。この先、妊娠や出産も大丈夫だとお医者さんには言われている。子どもの頃に望んでいた未来の一部を手に入れることができた私は本当に幸せだと思う。

　それは夢のようだと言っても過言じゃない。愛する濠の子どもを産めるかもしれないなんて、濠と出会った頃には考えられなかった。

「私の心臓は出産にも耐えられるから心配しないで。あ、もしかして、そのことが気がかりで結婚させないとか言ってる？　私と結婚したこと……後悔してるの？」

「違うよ。結婚は透子を俺に縛りつける最強の手段だから、本当にうれしいし、ずっと望んでいたことなんだ」

「じゃ、どうして結婚させないって言うの？」

　私の心細い声に、濠はつらそうな顔をした。

「透子の体は無事に回復して、未来へ向かう権利も選ぶ自由もある。心臓にハンディを抱えていたけど、今はもうどんな夢も叶えられるっていう医者からの太鼓判もある。手術という、大きな壁を乗り越えたからな」

「濠……？」

　濠はいったん口を閉じ、ひと呼吸を置くと私の目をじっと見つめた。

「俺にはその保証がないんだ。透子を必ず幸せにできるという保証がない」

「保証って何？　濠、いったい何のこと？　私が聞きたいのは……」

　聞きたいのは、お見合いを受けた理由と私との結婚についてなのに。濠が何を言っているのかわからない。

「私、濠がお見合いを受けたって話を聞いてすごくショックだった。やっぱり私への愛は罪悪感からなのかって悩んだし。だけどその話を聞いても、濠への気持ちは変わらなかった」

　濠の腕をつかみながら、これまで心に閉じ込めてきた思いが次々と口を突いて出てくる。自分の本当の気持ちを言えず、濠との関係に不安を抱いていた反動なのかもしれない。

「雪美さんが濠に告白しているのを見ただけでも悲しかったのに、お見合いのことも雪美さんの口から聞いて。私がどれだけ苦しんだか……」

　堪え切れず溢れる涙が、今にも瞳からこぼれそうになるけれど、ぐっと我慢した。

　それでも徐々に、濠の顔がぼやけてくる。じわじわと心の奥底からわき上がるものは、涙だけではない、今まで抑えてきた私の負の感情だ。

「雪美さんがいつも濠のそばにいるのも不安だった。私よりも雪美さんを好きになったらどうしようって。罪悪感から来る愛情なんて、いつかは崩れてしまうって、ずっと思ってた。でも私は濠が好きだから離れることができなかった。だけど濠は、私のことが嫌になったから、お見合いしたの？」

　一気に溢れ出た思いの激しさに、自分でも驚いた。途中、呼吸すら止めていたせいか、荒い息を繰り返し激しく肩を上下させる。それでも、私の視線は濠の視線をとらえたまま逸らすことはない。そして、濠からの答えをじっと待った。

「ぷっ。ひどい顔」

　そう言って、私の頬を伝う涙を手の甲で拭いながら、濠は小さく笑った。

「ちょっとおいで」




　宴会場を出て、連れてこられたのはホテルの事務所だ。表の華やかな雰囲気とは違って、机やパソコンが並ぶ整然とした部屋。私の会社とあまり変わらない様子が、妙に新鮮に思える。

　事務所の中では三十人ほどの人たちが事務仕事をこなしていて、濠が入っていくと、みんなが立ち上がって挨拶し始めた。

　これまでも感じたことがあるけれど、もしかしたら濠はかなり高いポジションで仕事をしているのかもしれない。私の手を引いて、事務所の奥に行く濠の背中を見つめながらも、私たちに向けられる興味津々な視線を感じて戸惑った。

「さ、入って」

　開けられた扉には、『真田』と書かれたプレートが掲げてあり、この部屋は濠個人の部屋だとわかる。黒でまとめられた室内には机や本棚、ソファが置かれていて、机に山積みになった書類の多さが、濠の忙しさを教えてくれる。

「そこのソファに座って」

　濠は机の中から茶封筒を取り出すと、意味深に笑いながらその封筒を私に差し出した。

「雪美が俺の見合いの話をしているのを聞いたんだろ？　わかっていると思うけど、相手は彩香ちゃん。写真より実物の方がきれいだけど。中身、見てみろよ」

　そう言うと、濠はソファに腰かけた私の隣に座って大きく息を吐いた。

「ちゃんと説明しなくて悪かった。まさか透子が見合いのことを知っているとは思わなかったんだ。森下先生にいきなり写真を渡されて、勝手に話を進められて。だけど一番慌てていたのは昴だった。彩香ちゃんにプロポーズをしようと思っていた矢先だったらしい」

　思い出し笑いをする濠の言葉がやけに明るく軽やかで、その声に導かれるように私の手が動いた。茶封筒の中から出てきたのは、予想通りお見合い写真。写真館で撮ったらしい、彩香ちゃんのスーツ姿の写真だった。

「……かわいい」

　淡いピンクのスーツを着てぎこちなく笑う表情は、会社で見るよりも緊張しているけれど、やっぱりかわいい。

「家族写真を撮るって騙されて写真館に連れていかれたらしい。森下先生も強引だからな」

　だから彩香ちゃんの笑顔は引きつっているのか。

「彩香ちゃんとお見合いしたかったの？」

　恐る恐る小さな声で聞いてみたけれど、やっぱり視線を合わせられなくて俯いてしまう。強引にお見合いの話を持ってこられたのはわかる。世界的に名前の知られたホテルで働いていて、それなりの地位もある。見た目も人並み以上に整っている。それに、結婚して子どもを授かっていたとしてもおかしくない年齢。そんな濠と自分の娘を結婚させたいと森下先生が考えたとしても、まったく不思議じゃない。

　それに、森下先生の濠を気遣う気持ちが、息子のように思う気持ちに発展したのかもしれないし。けれど、私が気にしているのはそのことじゃない。

『見合いの話はうれしかった』

　そう言って、濠がお見合いの話を喜んでいたことが気になって仕方がないのだ。

　私の存在があるのにどうしてお見合いの話を喜んだんだろう。

「彩香ちゃんとの見合いを森下先生から聞かされたときは、たしかにうれしくて、ホッとした」

　濠は、思い返すように話し始めた。その言葉に、私がどれほどのショックを受けたのか、わかっているのだろうか。










重なる思い　～濠ｓｉｄｅ～




　俺の言葉に、透子がかなりのショックを受けたことに気づかないわけじゃない。

　彩香ちゃんとのお見合いのことはいずれ話そうと思っていた。隠していたわけでもないしうしろめたい思いもない。透子に話すときには笑い話のひとつとして話そうと軽く考えていた。ただ、透子が変化していく様子を目の当たりにしていたせいか、俺のことはあとまわしでいいだろうと思っていた。

「濠は、彩香ちゃんを気に入ってるの？」

　そんなことありえない。どうしてそれがわからないんだろう。けれど、透子が思い詰めたように向ける視線と言葉の重さを知り、俺のその考えは甘かったと気づく。まさか雪美の告白まで聞いていたなんて思わなかった。ましてや、お見合いのこともそのときに知ったなんて予想もしていなかった。

　一緒に暮らしているに等しい毎日。透子はどんな思いで俺を見ていたんだろう。

　この半年の透子の変化の陰に埋もれていた戸惑いに、気づいてやれなかったことが悔やまれる。

「彩香ちゃんとの見合いの話は、俺が透子と結婚してもいいっていう免罪符だったんだ」

　そっと抱き寄せた透子の肩は震えている。その華奢な体が愛しくてたまらない。

「免罪符？」

「そう。透子を俺の嫁にするっていう、叶えたくても諦めていた俺の一番の夢を現実にできる、許可証みたいなもの」

「どういう意味？　私との結婚と彩香ちゃんとのお見合いにどんな関係があるの？」

　弱々しい透子の声を聞いて、ここが職場だということを忘れて抱きしめそうになる。

「俺は、聴力の障害で入院していただろ？　透子と初めて出会ったときはまったく何も聞こえなくて、主治医だった森下先生も困り果てるくらいに荒れていたよな」

「うん」

　突然の昔話に透子は首を傾げているけれど、何も言わずに俺の言葉を待っている。

　ゆっくりと透子を俺の胸に引き寄せると、その体温にホッとする。逆らうことなく体を寄せてくる従順さにも愛しさが溢れる。

「透子にも優しさ以外の冷たい感情ばかり見せていたよな。ま、ガキだったから忘れてくれ」

　その言葉に、透子は笑う。つられて俺も笑い声をあげた。

「あのとき一番つらかったのは、聞こえないこともそうだったけど。原因がわからなかったことなんだ。治療ができるなら、どんなに苦痛を感じても頑張って治療していたと思うけど、どうして突然聞こえなくなったのかいまだにわからない。いつまでこんな生活を続ければいいのかもわからないまま、どんどん荒んでいったんだ」

　淡々と話そうとするせいか早口になる言葉の端々に、あの頃の苦しい感情が見え隠れする。

「あの頃は何が原因なのかも、どう治療すればいいのかもわからないまま毎日過ごしていて。ちょうど大学受験で勉強しなきゃいけないのに集中できないし、未来を考えられないことが苦しくて、本当に狂いそうだった」

　十七歳の俺は、ただ生きているだけで、将来への夢も希望も何もなかった。いつになったら音のある世界に戻れるのか……もしかしたらもう戻れないんじゃないかと。

　毎日、不安に満ちた暗い世界にいた。

「原因不明の難聴が治ったのは、透子が俺の目の前で倒れたあのときだ。俺の目の前で崩れていく透子の姿が、スローモーションのようにゆっくりと流れた。あのときのことは、今でもはっきりと覚えてる。忘れられないな、一生」

　いったん言葉を切る。あれから何年経っても、感じる痛みは変わらない。目の前から透子が消えるんじゃないかと思ったあのとき、恐怖以外の感情がすべてなくなった。

「でも、あのとき初めて濠の声を聞いたよね」

　透子が俺の腕の中でささやいた。

「……だな。あのとき思わず声が出たんだ。心と体が勝手に透子のそばに行こうとした。突然声が出て、音のある世界に戻っていた。その瞬間はそれに気づかなかったし、声が出たって言ってもかすれていて、ちゃんと言葉になっていたのかもわからないけど。そんなことよりも倒れた透子のことしか頭になかった」

「うん」

「だけど、どうして突然声が出たのか、耳が聞こえるようになったのか。医学的にはいまだにわからないんだ」

　どんな検査を受けてもはっきりとした理由はわからないまま今に至っている。倒れる透子の姿に衝撃を受け、何もかもが俺の周りから消える中ですべてをふっ切った反動からなのか。突然よみがえったのは音に溢れた世界。いまだにわからない回復の理由。

　意識のない透子のことしか考えられず、自分の体の変化にもかまうことなく、反狂乱に近かった俺。こぼれていくかのような透子の命をつなぐことしか考えられなくて、今思い出しても心が痛む。

「聴力も回復して、声も出るようになったけど。透子とは会えない。そこから本当の長い孤独の時間が始まった」

「濠？」

「諦めようとして、少なくはない女とも付き合ったし、何度か透子の面影から逃げようともした。結局、無理だったけどな」

　決して透子にとってはいい話ではないだろう。ほんの一瞬、透子の体が強張った。

「ごめんな」

　とっくに俺にすべてを預けている透子をさらに囲い込むように、肩を抱く腕に力を込めた。

「ようやく透子と再会できて、ふたりで寄り添うようになった。それはずっと欲しかった運命であり未来でもあって、すごく幸せだった。それでも」

　温かい透子の体に癒されるこの穏やかな時間と、窓から差し込んでくる光に目を細めながら。苦笑いとも諦めともつかない息を吐き出した。

「突然耳が聞こえなくなった原因もわからなくて、突然聞こえるようになった原因もわからない。結局、完治したかどうかもわからないんだ。それは、いつかまた同じように音のない世界に放り込まれるかもしれないってことだ」

　感情を込めず、淡々とした口調で話していたけれど、最後の言葉は少し震えていた。

「原因がわからないっていうのが、一番怖いんだ」

　そう。一番怖いのは、また同じような朝を迎えることだ。眠りから覚めたときに何も聞こえず途方に暮れる朝。

「原因がわかれば予防もできるし覚悟もできる。効果のある治療を受けて、薬だって飲む。だけど、どうして発症して、なぜ治ったのかがわからないから、どうしようもないんだ」

　ひと息に話した俺の腕の中で、透子はゆっくりと体を起こした。そして、普段見せる穏やかな表情とは違う、笑っているとはっきりとわかる強い表情を俺に見せた。

「透子？」

「愛だね。愛。それしか考えられない」

　透子はそう言って、俺の耳元に顔を寄せた。

「私が倒れる姿を見て、耳が聞こえるようになって声が出たのなら。それは、私を愛していたからだよ。私のことが好きだから、耳が聞こえるようになって声が出たんだよ」

「は？」

「医学的な難しい話はわからないけど、私への愛が濠の耳を治した。たとえ奇跡だとしても、それでいいじゃない？」

「……いいじゃないって」

　やたら明るい透子の言葉は心に響くけれど、思ってもみなかった考えに、戸惑いを隠せない。たしかに透子を愛しているし、あの日透子が倒れた瞬間から、愛って言葉だけじゃ言い表せないほどの思いに胸を膨らませてきた。そんな気持ちが俺の耳を完治させたのか？

　もしそうだとしても、やはり不安は消えない。またいつ同じように音のない世界に戻ってしまうのか、それとも戻らないのか。どうなるのかわからない不安定な毎日が続くことに変わりはない。

「原因がわからないから、また聞こえなくなるかもしれないんだぞ？　病院で会った頃みたいに、荒れて情けない俺になって、透子を守れなくなるかもしれないんだぞ」

　透子と視線を絡ませたまま、諭すようにゆっくりと言葉を紡いだ。ちゃんとわかっているんだろうか。俺がずっと抱えていた不安を透子は理解しているんだろうか。そんな俺の葛藤を察したように、透子は凛とした表情を見せた。

「これからは、私がいつもそばにいるから大丈夫。私への愛情が濠の耳を治したのなら、これからも大丈夫。私を愛している限り、たとえまた聞こえなくなっても治るから」

　そう言って微笑むと、透子は俺の耳に手を寄せて、まるで洗脳するかのように俺の目を見つめてきた。手が震えている。そして揺れる瞳の奥に見え隠れするのは、これまで何度も見たことがある、見せたくないに違いない不安。凛とした表情を作ってみせたのもきっと、自分の不安を隠すためだろう。

「透子？」

　俺の体にしがみつく透子の背中を軽く撫でると、さらに擦り寄ってくる体。

「私がそばにいるから。もう大丈夫だから……濠の耳は大丈夫。だから彩香ちゃんに気持ちを揺らさないで」

「透子？　何を言って……」

「一生私が濠を愛するし、もしもまた濠の耳の調子が悪くなっても、濠が私を愛してくれる限り、きっとまた治るから。私が治すから。だから彩香ちゃんに愛情を向けないで」

　ところどころ途切れた言葉と切羽詰まった声からは、透子の想いが痛いほど伝わってくる。さっきまで笑いながらあっけらかんと俺を洗脳しようとしていた透子と、今、俺の腕の中で震える透子が同じ女だとはなかなか信じられない。

「森下先生が濠のために彩香ちゃんとのお見合いを勧めてくれたのはわかる。濠にとっても彩香ちゃんのそばにいるほうが、耳のことを考えれば安心できるし……いいとは思う」

　俺の首にしがみつく透子の腕を無理矢理引き離して、その泣き顔を覗き込んだ。

「透子が何を言ってるのか……理解できないんだけど」

　そのかわいらしい顔には涙がいくつも流れていた。透子の深刻さとは裏腹に、俺はそのうるんだ瞳を見てぐっと惚れ直してしまう。透子には悪いけど、透子が何を悩んでいるのかまったく見当がつかない。だけど、俺の嫁さんはとことんかわいい。

「森下先生は濠の耳のことを一番にわかっていて、そばにいたら何かあったときにもすぐに治療してくれる。だから彩香ちゃんとのお見合いに気持ちが傾いても仕方ないってわかるけど、私が頑張るからもう揺れないで。私に罪悪感を感じていてもいい。だけどお願いだから、私以外は見ないで」

　ぽろぽろと落ちてくる涙は止まる気配もなく、一気に言葉を吐き出したせいか息も荒い。それでも俺を強く射る視線は揺るぎない。はぁ……。頼むからこれ以上俺を煽あおるなよ。今すぐスイートでも取って抱きたくなるだろ。あれだけ罪悪感を感じていないと言ったのに、透子はまだ勘違いしているようだ。でもこうして必死に俺にすがってくる透子もいいなと見当違いな思いもちらり浮かぶ。

　自分の感情を出さず、俺を困らせないようにいつもそばで笑っていた愛しい恋人。

　いや、もう籍を入れたから嫁だな。なかなか見ることのない、激しい思いを吐き出す透子を、もう少し見ていたいと思わなくもない。だけどそれももう限界だろうか。

　涙を流し、ひくひくと肩を震わせる姿は切なくて。そして、かわいすぎるんだ。

「……何か勘違いしているみたいだけど、俺は別に彩香ちゃんとお見合いしたかったわけでもないし、気持ちを揺らしたわけでもない。透子が泣いてる理由がわからないんだけど」

　手の甲で流れ落ちる涙をそっと拭ってやると、まだ不安げな透子の瞳は、そのまま俺に疑い深い光を向けてくる。

「だって、お見合いの話……うれしかったって言った」

「たしかに。森下先生から彩香ちゃんとのお見合いの話を出されたときはうれしかったな」

「ほら、彩香ちゃんのことが気になってるじゃない」

　弱気な声で俺を責める透子の瞳は、さらに自信をなくしたように滲んでいく。そんな様子もなかなか新鮮で、口元が緩む。

「誤解だ。俺がうれしかったのは、これで透子を俺の戸籍に縛ってもいいんだって思ったからだ。別に彩香ちゃんが好きだったわけでも気持ちが揺れたわけでもない」

「何を言って……お見合いがうれしかったんでしょ？」

　いつもなら俺に多少の遠慮をして、引き際を気にしながら話をするのに。よっぽどお見合いのことを重く受け止めているに違いない。

　たしかに聞いてうれしい話じゃない。ましてや雪美の言葉によって知らされたのならなおさらだろう。それでも、俺の中には一切やましさも遠慮もないせいか、透子の悩みの重さと同じだけの焦りも生まれない。どちらかと言えば多少の余裕もある。

「なんで笑ってるの？　私が泣いてるのに……」

「透子だって、さっきまで笑ってただろ？　笑って俺のこと愛してるって。だから耳が聞こえなくても大丈夫って言ってくれただろ？」

「それはそうだけど」

　俯く透子の頭を、ぽんっと軽く叩きながら。

「透子は誤解してるんだよ。俺は森下先生が俺の耳のことを知った上で、自分の娘とのお見合いを勧めてくれたことがうれしかったんだ」

「濠の耳……」

「俺なら、いつ耳が聞こえなくなるかもしれない男に、大切な娘は嫁にやれないってこと。苦労する可能性があるわけだから当然だろ。もしも俺が透子の父親なら、絶対に俺とは結婚させないって言ったのは、そういうことだ」

　透子は瞬きもせず、俺が何を言っているのか理解しようと、必死になって頭を働かせている。

「自分の娘と結婚させてもいいと思えるほど、俺の耳に不安はないと証明されたようで、うれしかったんだよ」

　俺の言葉を聞いているうちに、戸惑い揺れているだけだった透子の瞳の焦点が合っていくのがわかる。俺の言葉の意味するところを理解したのか、涙で滲んではっきりしなかった光も、瞳の奥に戻ってきた。

「親なら、将来苦労させられるかもしれない男と自分の娘を見合いさせようなんて思わないだろ。だから、彩香ちゃんとの見合いの話は単純にうれしかったんだ。彩香ちゃんじゃなくても、見合いの話が来たら喜んだと思う。俺にとっては結婚しても大丈夫だって太鼓判を押されたようなものなんだから。『透子と結婚できるっていう免罪符を手にした』ってそういうことだ」

　ようやく理解したのか、それまで震えていた空気が穏やかになった。そして予想外の言葉だったんだろう。透子の顔はゆがんでいる。

　俺のそんな思いを透子に悟られないよう、ずっと気を張っていたからな。飄々と笑って透子のそばにいるだけで。いや、俺のそばにいるよう透子を縛りつけて、愛情を注ぎ込む姿しか見せてこなかった。だから、俺が透子と結婚したくてたまらず、長い間苦しんできたことには気づかなかったはずだ。

　そんな苦しみも、彩香ちゃんとのお見合いの話を持ち込まれたときに区切りをつけた。

　心からの願いを叶えてもいいんだと、周りのすべてに感謝した。

「ずっと透子と結婚したかったんだ」

　長い間心に秘めていた思いを、心をこめて、口にした。

「だけど、いつまた耳が聞こえなくなるかもしれない俺にとっては夢でしかなかった。それでも透子を手放せない自分に嫌気がさすことも多くて狂いそうだった」

　乾いた笑い声をあげ、握りしめた両手を膝の上に置く。本当に透子を嫁さんにしたかった。どれだけ抱いても愛しても、完全に俺のものにできない自分がもどかしかった。透子が結婚のことを口にしないのをいいことに、ただ俺に縛りつけていた身勝手な長い歳月を振り返れば、それこそ透子が口にする『罪悪感』というものにぶちあたるけれど。たとえ透子と結婚することができないとしても、そして、透子がそれを望んだとしても。俺はきっと、透子を手離せなかったに違いない。

「がっかりしたか？　いつも強気な態度を見せて透子を束縛し続けていたのは、結婚できない不安を隠そうとしていたからだ。情けないよな」

　透子の体をそっと離すと、ふたりの間に冷たい空気が流れたような気がして震える。

　透子とのわずかな距離にさえ不安を感じ、否応なしに自分の弱さを思い知らされる。

「濠がそんなふうに思っていたなんて気がつかなかった。ごめんね」

　俺の目をじっと見ながら透子がささやいた。その声や表情からは、俺の言葉に納得できないという意思が感じられる。

「濠は私と結婚するつもりはないのかなって思ってた。ちっともその話題を出してくれないから不安だった」

「もちろん透子と結婚したかった。再会したあとすぐにでも、俺の籍に入れたかった」

「濠、隠すのがうますぎるよ。全然気づかなかった」

「悪かった。透子にとって俺と結婚することが幸せなのかずっと迷ってた。迷いながらも手放せなくて、どうしようもなかった」

「ふうん」

　まるで俺を責めるような、低く拗ねた声。やっぱり俺との将来に不安を感じているのか。たとえ森下先生から呪縛を解くきっかけを与えられたとしても、それは俺の中で勝手にそう解釈しただけのもので、透子にしてみればそうは思えないのだろうか。

　微かにゆがんだ透子の口元からは、俺が安心できる感情は何も読み取れない。

「透子に何も言わずに勝手に結婚話を進めて悪かった。俺の耳が完治したという保証はないって伝えてから結婚するべきだったな。……結婚したことを、後悔してるか？」

　入籍したあとでこんなことを言うのはずるいとわかっているけれど、透子が悲しい思いをしているのならばそれを消してやりたい。もしも俺との結婚を後悔しているのなら、その後悔ごと透子を包み、安心させてやりたい。たとえ透子からマイナスの感情を向けられたとしても、離れるつもりはない。それに。

「たとえ後悔していても、もう遅い。透子の人生すべてを俺は手放さない」

　俺の言葉にピクリと体を揺らした透子は、低い声でつぶやいた。

「濠は勝手すぎる」

　不機嫌さが見て取れる口元、口調だって泣きそうで心もとない。この十年、聴力の不安を何も伝えず透子を愛し縛ってきた俺には、言い訳することもできない。

「耳……今はちゃんと聴こえるんでしょ？」

「あぁ、大丈夫だ。透子が倒れた日から、何の異常もない」

「そっか。よかった」

　そう言って息をつくと、相変わらず不機嫌な顔を崩そうともせず、透子は黙り込む。

「黙っていて、悪かった」

「本当に、ずるい。私の心臓の検診にはいつもついてくるのに、濠は耳のことを何も言ってくれなかった」

「そうだな」

「森下先生の言葉が免罪符だったっていうのもすごく悔しい。私は何も言えないの？　私の言葉だけじゃだめなの？」

「透子？」

　それほど大きな声じゃないにもかかわらず、切々と話す透子の言葉には悲しみが溢れている。すると、透子はふたりの距離を詰め、顔をすっと寄せてきた。

「私の言葉は免罪符にならないの？」

「え、どういう……」

「森下先生だけじゃない、ほかの誰かの言葉に許しをもらうんじゃなくて、どうして私の言葉だけをくみとってくれないの」

　これまでも何度か見たことのある、有無を言わせない強い光を帯びた目。そんな目をした透子を見るのは、初めてじゃない。

　この半年、コンクールや異動、引っ越しのことを、俺に隠したまま結論を出そうとしただろうときに向けられた目と同じだ。そのときは、普段見ない透子の様子に戸惑うだけだったけれど、今ならわかる。何かを決意したとき。ふっきれたとき。透子の心が決まったとき。今も同じような目をしている。

「私と結婚したかったのなら、私の気持ちだけを確認すればいいじゃない。私が濠と結婚したくないって言うわけがないんだから」

「透子……」

「濠が望む免罪符ならいくらでもあげるのに。どうして信用してくれないの」

　相変わらず低い声は、俺の耳元に吐息とともに届く。

　首にまわされた透子の腕を感じた瞬間、俺は冷静なままではいられなくなった。そして荒々しくその体を抱き寄せた。

「結婚したから安心して言えるのかもしれないけど、私は濠が愛してくれるだけで、何の罪悪感もなく愛してくれるだけでいいの。私から結婚の話を出さなかったのは、濠のそばにいるだけで幸せだったからなのに。濠もそうだと思ってたのに」

　首筋に落ちる熱い言葉が、じわじわと胸に届く。まるで氷を溶かしていくように、少しずつ俺の弱さが溶けていくのがわかる。そばにいるだけで幸せだと言い切ることができる透子は、俺の何倍も強い。俺は頭ではそれを理解していても、いつ俺のそばから透子がいなくなるかわからない不安におびえていた。

「ごめん。森下先生からの見合い話は、透子を嫁さんにできる保証が手に入ったみたいでうれしくて。俺ひとりで未来を完結させてしまうくらい舞い上がったんだ。透子が何を望んでるのかなんて二の次で」

「私にだって、もちろん人並みに結婚への憧れはあったけど、罪悪感から結婚しようって言われても幸せじゃないから。結婚したことは本当にうれしいけど、濠と一緒にいられればそれで十分幸せだから。形にはこだわってなかったの」

　俺の首筋に顔を埋めたままの透子の表情がわからない。そして、ずっと感じている違和感が俺自身の中で大きくなっていく。ことあるごとに透子が口にしていた『罪悪感』って何のことなのか。

「なぁ、前から罪悪感ってよく言ってたよな。昨日も言ったけど、透子が倒れたことに罪悪感なんて感じてないから」

　俺の言葉に、透子の体が強張った。その姿が切なくて、細い体を抱きしめながら揺らした。すると、透子も俺の体を抱き返し、さらに密な距離を作り出した。

「口ではそう言っても、濠はきっと心のどこかで私に罪悪感を感じてる。私が倒れたのは自分のせいだって」

　だから何度もそれは違うと言っているのに、俺の何を見て透子はそう思うのだろうか。顔が見えないから本心がわからない。

「透子が倒れたのは俺のせいだと、一度も考えたことはない。何度も言ってるけど、この言葉に嘘はないんだ。それでも俺が透子に罪悪感を持っていると思う理由はなんだ？　俺の何を見てそう思うんだ？」

　小さく震える透子の体を、ぐっと引き離した。体を強張らせ抵抗する透子に痛みを覚えても、透子が悩み続けていたに違いないその理由を聞かなければだめだと、直感が告げている。

「俺は透子が一番大切なんだ。ずっとそう伝えてきたつもりだけど、伝わってないのか？」

　涙目のまま、頭を横に振る透子。その瞬間、透子の頬を零れ落ちた涙のあとを指先で拭っていると、何かを覚悟したように透子が口を開いた。

「朝、濠はいつも私の胸の上に頭をのせて眠っているでしょ。私を抱きしめながら、私の胸に自分の耳元を寄せて寝ているのはどうして？」

「あ……気づいてたのか」

　予想もしなかった言葉に驚き、俺は思わず大きな声をあげた。まさか、気づいているとは思ってなかったな。たしかにこの十年、透子を抱いたあとはそうやって寝ていたから、気づくのも当然か。

「目が覚めたら濠が近くにいて温かくて。濠の重みはとっくに私に馴染んでいて。自分の胸の上に濠の存在を感じられるのはすごく幸せなんだけど。でも……」

「でも……？」

「幸せだと思うのと同じくらいに、悲しい」

　小さな吐息に紛れた透子の言葉は、聞き間違いではないかと耳を疑った。俺がそばにいる朝が悲しいってどういうことだ？　透子を抱きしめながら迎える朝ほど幸せを感じる瞬間はない。透子が倒れた日から数年、会えない悲しみにもがいていた日々を経験しているだけに、透子を抱きしめられることは奇跡だとも思っている。

　すると、相変わらず小さな声で、透子は言葉を続けた。

「私はもう大丈夫なのに。心臓はちゃんと動いているし発作も起きない。止まることもないのに。それなのに、私の心臓がちゃんと動いているのかを確かめる濠の姿を見るのはつらい」

「ちゃんと心臓が動いてるって……確かめるって、なんのことだ」

「私の心臓が動いている音が、濠の罪悪感を小さくするなら仕方がないって思ってたけど。いつも悲しかった。私の鼓動が濠を私に引き止めている理由のひとつなら、つらいの。私の心臓は大丈夫だから、もう私への罪悪感なんて捨てて単純に私を好きでいてよ」

　思いがけない透子の言葉に呆然とする。透子がそんなことを考えながら俺との朝を迎えていたと知り、さらに混乱した。けれど、長い間透子が心の奥底にため込んでいたに違いない思いを聞いても、その真意はよくわからない。

「透子が何を言ってるのか、よく理解できないんだけど。俺は透子を単純に愛しているからそばにいるんだ。何度も言ってるだろ？」

　透子の興奮がおさまるように優しくゆっくりと話しても、透子の目からは新しい涙が次々と流れている。俺の言葉をまったく受け入れていない、不安げな表情。

「だけど心の奥底では、そうは思ってない。そうでなかったら毎朝のように私の心臓が動いているかどうかの確認なんてしないと思う」

「たしかに心臓の音は聞いてるけど。でも、透子が思い込んでいる理由からじゃないんだ」

　そう。透子の鼓動を聞きながら朝を迎えていたのは、そんな理由からじゃないんだ。もちろん罪悪感なんて持っていない。持っているとすれば、俺が透子に隠していたあらゆる不安だ。

　朝、目が覚めると同時に透子の鼓動の音によってもたらされる安心感と、ホッとできる喜び。それが理由なんだけど、とにかく今は透子を落ち着かせてそれを理解させないとだめだな。俺は不安に満ちている透子の視線をしっかりと受け止め、俺の中にある暗い感情をたぐり寄せながら、口を開いた。

「透子の心臓の音を聞くのは確認なんだ。ちゃんと音が聞こえるかの確認」

「……確認？」

　涙声のままの透子に、小さく頷く。

「朝を迎えるのが怖いんだ。目が覚めると、また音のない世界に戻っているんじゃないかという不安が、いつも心の片隅にある」

「え……」

　ハッとしたように大きく目を見開いた透子に笑いかける。

「ちゃんと音が聞こえるのかどうか……突然、耳が聞こえなくなった朝を思い出して不安になる。あれから何年たっても、朝、目が覚めるときに感じる不安は消えないんだ」

　過去の悲しい記憶がよみがえるたびに襲ってくる不安は拭えない。毎朝眠りから覚めるとき、意識のどこかに『音が聞こえなかったら』という不安がある。

　もしも再び何も聞こえなかったら。あのつらく寂しい世界に戻ることになったら。

　そう思うと体が震えて呼吸も荒くなる。毎朝、そんな不安と向き合いながら意識を目覚めさせている。

「目が覚めるときの緊張感を取り除く一番の方法は、何か音を聞いて安心することなんだ。まず、何かを聞き取らないと不安でたまらない」

「濠……」

「だから、目が覚めていくときに透子の心臓の音が聞こえてくるとホッとするんだ」

　小さく笑ってみる。それでも、長い間透子に隠していた黒い思いは声にも表れていて、今の俺は、いつもの強気な俺とはまったく違うとわかる。俺の告白を透子がどう受け止めたのかは、その硬い表情からはわからない。透子はただ、俺の言葉に意識を集中させている。

　今まで、数えきれないほどの朝を透子と一緒に迎えた。透子はその数えきれない朝を、毎回悲しい気持ちで迎えていたのだろうか。俺が安心感を得るのと引き換えに、透子は何かを誤解し、その体を不安でいっぱいにしていたのだろうか。

「目が覚めると同時に透子の心臓の音が聞こえれば、それだけで安心した。ちゃんと耳が聞こえる、透子のそばで透子を幸せにできるって思えるんだ」

　そう言いながら、照れくささを隠す。透子が何をどう誤解しているのかはっきりとはわからないけれど、お互いの思いのズレを、しっかりと修正しなければいけないと、そればかりを考える。

「そんなの、全然わからなかった」

　相変わらず硬い表情のまま、透子は絞り出すような声で俺を責める。揺れる瞳からは、こんなに溢れるものなんだと感心するくらい涙が流れている。けれど、俺に責任があるとはいっても単なる誤解。涙を流し続ける透子の真剣さに苦笑いしたくなる。

「聞いてる？」

「あ、ああ。透子が怒ってるのもわかってる」

「そんな簡単な気持ちじゃない」

　透子の瞳からは、涙だけではなく強い意思も溢れ出ていた。逸らすことなく俺をじっと見据え、唇をぎゅっと結び。無言の圧力をかける。

「悪かった。透子が誤解するようなことを続けていて悪かった。だけど、透子の心臓の音は俺に朝を知らせてくれるだけじゃなく、未来を聞かせてくれるんだ。この音が聞こえる限り、透子を手放さなくていい、愛してもいいって実感させてくれるんだ。だからやめられなかった」

　不安定な視線を向けてくる透子を、じっと見つめる。

「罪悪感ではなく、心から透子を愛してる。だから、一生、俺のそばにいてくれ」

　どんな返事が返ってこようと、俺は透子を手放すことはできない。強い思いを込めてそう言うと、透子はふっと表情を緩めた。口元にも優しさが戻る。

「それだけでよかったのに。ただそれだけを言ってくれたら、私はどんなことがあっても濠から離れないのに。濠は何も悩まなくていいのに」

「……え」

「濠が私をただ愛してくれるなら、私はそれだけで幸せなの。耳の病気のことで私の気持ちが変わるかもしれないとか、私を幸せにできないだとか勝手に不安にならないで。私だって濠がいなきゃだめなのに」

「……透子」

「かなり前だけど、濠が私の心臓の音を聞いて安心していることに気づいたの。そのとき、私が心臓の発作で倒れたのは自分のせいだと罪悪感を持っているから、いつも私の鼓動を確認してホッとしているんだと思った。だから私のそばにいてくれるんだと思ったの」

　どれだけ感情を押さえていても、その口調からは透子がどれだけ本気でそう思っていたのかが伝わってくる。華奢な体全体で訴えてくる重い響きは、透子の思いの強さそのものだ。

「ずっと一緒にいたのに、濠が耳のことを不安に思っているのもわからなかったし、私と結婚したいと思っていることにも気づかなかった」

　自分を責める透子の声が、切なく響いた。

「俺は、透子がそばにいてくれればそれでいい。その保証が欲しくて結婚もしたかった。ただ、自分の耳が聞こえなくなる可能性がゼロではないから。そのことが透子の未来を不幸なものにするかもしれない。それが怖くて結婚に踏み切れなかったんだ。ごめん。だけど、森下先生から彩香ちゃんとの見合いを勧められてからは、一気に押し切った。透子を手元に置くことを許されたみたいで、うれしくて舞い上がった」

　今まで言えずにいた言葉が溢れ出て止まらない。透子を縛りつけながらも、完全に俺のものにはできず、もどかしさと不安を隠して強気に振る舞っていた長い日々。ようやくそれにけじめをつけて、透子との新しい未来を考えることができる。

　ホッとして、肩で大きく息をする。

　すると、透子もそれに合わせるようなため息を吐いた。

「森下先生の言葉じゃなくて、私が濠を愛する気持ちだけを信じて結婚を決めてほしかった。それに、私が濠を好きになったのは、耳が聞こえなくて、かなり荒れていたときだったのに。今さら耳のことで私の気持ちが揺れることなんてない」

「……透子」

「心臓の手術だって乗り越えた私を、甘くみないで。濠が私を好きな気持ち以上に、私は濠のことが好きなんだから」

　ぐっと気持ちをつかまれるというのは、こういうことなんだろう。ずっと欲しいと思っていた言葉を透子の口から聞かされて、あまりの喜びに体が溶けそうになる。

　ゆっくりと両手を伸ばして透子の頭を引き寄せると、抵抗することなく細い体を預けてくる。

　透子の頭に唇を寄せ、抱きしめる腕に力を入れると抱き返してくる。このまま押し倒して、こんなものでは済まない強い愛情を見せたくてたまらない。

　けれど、ドア一枚隔てただけの向こうには、俺の部下たちが大勢いる。

　透子の体を少し離して、顎に手を差し入れた。

「愛してるよ。奥さん」

　そっと触れるだけのキス。

「家に帰ったら、すぐに続きだからな」










溶け合う気持ち　～透子ｓｉｄｅ～




　触れるだけのキスだけど、私には今までのどんなキスよりも深く感じた。

　濠の気持ちと私の気持ちがようやくかみ合って、キス以上のつながりを持てた気がした。これまでだって私は幸せだったけれど、もっと強い幸せがあったんだと体が教えてくれる。罪悪感なんか感じずに、ひたすら濠から愛されたいという私の願いは叶った。ううん。とっくに叶っていたのに、気づかなかっただけだ。濠は私への罪悪感を抱えながら愛していると勝手に勘違いして悩んでいた。濠と体を重ねても、完全には溶け合わない気持ちを持て余してもいた。

　けれど、そんな私の悩みは濠が隠していた不安とは比べものにならないほど小さなものだ。濠は私にたくさんの愛情と束縛を与えながら、いつまた音のない世界に落ちてしまうのかという不安と闘っていた。

　私には強い姿しか見せなかったけれど、それは濠が意識して作り上げたもの。どうして耳が聞こえなくなったのかわからない恐怖に、つぶされそうになったことも一度や二度じゃないはずだ。それに加えて、私にそんな不安を悟らせない気力だって必要だった。その気力は、私が想像する以上に濠の心も体も疲れさせたに違いない。

　だから、森下先生から彩香ちゃんとのお見合いを勧められたときのうれしさは、かなりのものだったんだろう。それは濠の耳の状態が安定しているということであり、結婚しても相手を幸せにできる何よりの証拠。濠が私との結婚への『免罪符』だと受け止めても責められない。ずっと、私と結婚したいと思っていたのならなおさらだ。

　フランスへの出張前に用意された『宿題』も、その『免罪符』がきっかけだったのかもしれない。結婚に向けて、自分の思いに素直に従うことができたからだと納得できる。再会してからずっと我慢してきたに違いない『結婚』という夢を現実にするために、仕事を休んでまで一生懸命に動いてくれたのだ。

　濠は、私からそっと離れ、さっき私が手にしていた彩香ちゃんのお見合い写真を机にしまった。

「透子が何かに悩んでいるのは気づいていたんだ。だけど、まさか俺の気持ちや行動を誤解していたなんて、思ってもみなかった」

「私だって、濠が結婚したいと思っているなんて気づかなかったし、耳のことをずっと不安に思っていたって、わからなかった」

「くくっ……俺は透子がそばにいてくれればそれだけでいい。透子が心配するようなことはしないし言わない。透子が幸せでいられることだけを考えているんだ。それだけだ」

　ぶれない瞳の力に圧倒されそうになる。私にはもったいないくらいの強い愛情が注がれて、心が震える。その愛情に包まれたこの十年は、濠が絶えず感じていた不安を乗り越えながら作りあげたもの。私が濠に愛されているという何よりの証だ。

「濠、ごめんね。何も知らなくて」

　自分の思いばかりにとらわれて右う往おう左さ往おうし、勝手に誤解して濠を傷つけて。濠が苦しんでいるときに力になってあげられなかった自分を責めたくなる。

「私がちゃんと気づいていたら、濠の悩みを小さくしてあげられたのに」

「無理だな。透子には悩みを分け合うより、笑って幸せを倍にしてほしいんだ。だから絶対悟られないように突っ張っていたし。それに、こんなに弱い俺を見せるのは今だけだ。この部屋を出たらすぐに消すから、透子もさっさと忘れろよ」

　照れているのか、不安を吐き出したことですっきりしているのか。普段以上に目を細めて笑っている。どちらにしても、濠にはこれ以上弱い自分を見せるつもりはないらしい。

「俺はいつも、透子を幸せにすることだけを考えているから。そんな自分は嫌いじゃない」

　私は頬に残っていた涙を手の甲で拭った。濠がひとりで乗り越えてきた苦しみに気づけなかった悔しさ。その苦しみから濠を解放したのは私ではなくて、森下先生だったことへの切なさ。私の涙に混じるあらゆる感情も一緒に拭ってしまおう。

「私も、濠を幸せにしたいって思う自分が嫌いじゃない」

　ズレていたふたりの思いが今、しっかりと寄り添った気がした。そのせいか、初めて見つめ合うわけじゃないのに、妙に照れくさい。

　そんな気持ちをごまかすように部屋を見回してみる。濠個人に与えられたらしい部屋は、黒で統一され落ち着いていて、来客の応対が可能な設備もあった。

　私が知らない濠の日常を想像しながら視線を動かしていると。机の上に置かれた決裁書類に雪美さんの名前を見つけ、目を逸らせなくなる。『忙しいところ悪いけど、至急よろしく。落ち着いたらまた飲みに行こう』そう書かれた付箋が貼ってある。見るつもりはなかったのに、目にした途端、思わず読んでしまった。

　私が踏み込むことのない濠の世界には、私よりも濠の近くにいられる存在があると気づき、気持ちは沈む。そして、『また飲みに行こう』という文字を何度も読み返した。

　飲みに行くことがあるのは、同じ社会人として仕方がないと納得できる。それでも、雪美さんの濠への思いを知っている私は、簡単に気持ちを切り替えられない。濠が雪美さんと過ごす時間には、私にはわからない濠の顔がある。その顔を知っている雪美さんが羨ましくて、少し落ち込んだ。

　私はすでに入籍を済ませ、結婚式の準備もしている。そして何より、濠からは強い愛情を与えられているというのに。この嫉妬に違いないもどかしさをどうすることもできない。けれど、私には濠が知らない私だけの世界があるように、濠にも私が知ることのない世界がある。簡単ではないけれど、その世界には雪美さんがいるということを受け入れて慣れていかなければならない。そう自分に言い聞かせ、気持ちを立て直した。そして、雪美さんの名前が書かれた書類から目を逸らす。そう強がってみても、気持ちはざわざわと落ち着かないままだけど。

「もう少し、透子を甘やかせてやろうか」

「え？」

　濠の声に視線を上げると、ニヤリと笑う口元が目に入った。

「かなりうれしいと思うぞ」

「……？」

　何のことかわからないまま、手招きする濠に近づく。濠は机に積まれた書類の間から、何かを取り出した。片手サイズの小さなもの。

「え……写真……？」

　目の前に差し出されたのは、茶色の木枠のフォトフレーム。

「あ、これ」

　震える両手で、恐る恐る濠から受け取った写真は。

「私……？」

「再会してからずっと、この写真はここにあるんだ」

　濠はさらりと言った。手元の写真には、初めてふたりで旅行したときの私が大きな笑顔を浮かべて写っていた。雪景色がとてもきれいな温泉。一泊しかできなかったけれど、濠の運転する車での旅行は、四六時中一緒にいられる夢のような時間だった。

　旅行前には私の家族に挨拶をしてくれて、付き合いを認めてもらった。私と濠の歴史の始まりとも言える、大切な思い出の旅行。

「透子のかわいさは今も変わらないだろ？」

「……っ」

「このときからずっと、俺の気持ちは変わらないんだ。この笑顔のそばから離れないって決めた気持ちは、この先も変わらない」

　力強い言葉が私の胸に響く。今思いついた言葉ではなくて、長い間濠の心に宿っていた気持ちだろうと、すぐにわかる。そして、真面目な表情を見せた濠は、すばやく私を抱き寄せた。

「透子が雪美を意識しているのはわかってる。雪美が俺に気持ちを告げているところを見たなら仕方がないとも思う。だけど、雪美だけじゃない、どんな女も透子には敵わないから安心しろ」

　突然の言葉に驚き、呼吸が止まる。私が欲しいと思う言葉を、どうしてタイミングよくくれるんだろう。

　濠の背中に手を回してぎゅっと寄り添うと、さらに強く抱きしめてくれた。お互いの体温を感じて、なんだかぞくぞくする。濠は私の頭に唇を寄せると、いつになく余裕のない声で、つぶやいた。

「俺がこうして抱くのは。それ以上のことをするのも。この先もずっと透子だけだから安心しろ。再会してからは、透子以外の誰にも揺れたことはないから」

「うん、わかってる」

「たしかに、雪美は俺に同期以上の気持ちを持ってくれた。俺には透子がいるから、その気持ちには応えられないけど、人間として、同期としては大切に思ってる。付き合いも長いしな」

　その言葉を聞きながら、やっぱり、雪美さんは濠にとって特別な人なんだと実感する。同期として長い時間を共に過ごし、きっと苦しいことも助け合って乗り越えてきたんだろう。そんな私の知らない時間を想像すると切ないけれど、これも受け入れなければならないと、自分に言い聞かせる。けれどどうしても、雪美さんという大きな存在を意識せずにはいられない。あんなにきれいな女性が濠のそばにいるなんて、やっぱり嫌なものは嫌なんだ。……なんて考えてしまう自分を持てあます。私って本当に懐がせまい。

　嫉妬や諦めや納得やら。私の中に溢れる感情の波に、濠は気づいたようで。

「雪美のことを気にするなって言っても難しいのはわかるけど、ちゃんと俺の気持ちは彼女に言ってあるし、雪美も納得してるから大丈夫だ」

　濠は私を安心させるようにそう言って、私の背中をポンポンと叩いてくれた。

「こうやって透子の写真を机に飾るほど、俺は透子に夢中なんだ。ここで仕事をしていればもちろん、透子よりも長い時間を一緒に過ごす女はいるけど。こうして透子の写真を見ながらそれをリセットしているんだから、どんな女も透子には敵わない」

　濠は私の不安を取り除くために、甘い言葉を次々と落としてくれた。雪美さんの存在に不安を覚えた私への、必要以上のリップサービスだとも思えるけれど、私の気持ちは徐々に落ち着きを取り戻す。おまけに、日に焼けて色あせたフォトフレームは、長い間濠の机に置かれていたことを象しょう徴ちょうしているようでうれしくなる。この部屋で、私の存在を確かめながら仕事をしている濠を想像するだけで頬が緩みそうだ。

「この個室をもらうまでは、いつも書類の下に伏せていたんだけど、今はちゃんと立ててあるし。結婚式が終わったら、ドレス姿の透子の写真も並べるつもりだから」

　最後のひとことはとどめだった。濠の甘い言葉に包まれて、私のすべてが溶かされ力が抜けていく。濠がどれだけ私を大切にしているのかもわかっていたし、束縛され濠のそばから離れられない日常もあたりまえになっていた。けれど、罪悪感から来る愛情が混じっていると思っていた私は、どこか距離をおきながら濠に向き合っていた。

　けれど今ならわかる。ちゃんと愛されているとわかる。私を愛する濠の気持ちが溢れているとわかる。この部屋に入ってから見せられた濠の愛情が、私を優しく包み、安心感を与えてくれて。単なる愛情じゃなくもっと深い思いを与えてもらっているとわかる。

　それはまるで溺愛。ううん、それ以上の強くて深いふたりの関係。

　溺愛以上の思い。

「真田透子っていい名前だな。できる女って感じ」

　不意に、濠の声が部屋に響いた。この甘い雰囲気に照れて、思わず口にしたに違いない。私も恥ずかしくないわけじゃないけど、ようやく濠と私の思いの距離が縮まった喜びの方が大きくて、素直な自分が顔を出す。

「濠、大好き」

　ぐっと抱きつくと、濠も抱き返してくれた。しばらくの間、そんなとろけるような空気の中で甘えていると、部屋をノックする音が聞こえた。

「あ、ど、どうしよう」

　私はその音に驚き慌てて濠から離れた。そうだった。ここは濠の職場だったんだ。

　普段とは違う濠の雰囲気にのまれて忘れていた。

「ちょっと待ってろ」

　濠は離れた私に寂しそうな顔を見せると、軽く合わせるだけのキスをして、ドアを開けた。




「どうした？」

「あ、やっぱりいたんだ。真田君が出勤してるって聞いたから」

「出勤じゃなくて、たまたま寄っただけなんだけど」

「どういうこと……？　だけど、ちょうどよかった。出張中のレポートの下書きができあがったから見てよ……え？」

　濠を軽くよけながら部屋に入ってきた女性は、雪美さんだった。そこにいるはずのない私に気づいた途端、きれいな顔がすっと曇った。

「あ、すみません。私」

　慌てて頭を下げながら、どうしようかとおろおろする。私は雪美さんの存在を知っているけれど、雪美さんにとっては訳のわからない女。驚いているのも不思議じゃない。

　すると。

「紹介しておく」

　濠が私のそばに来て、雪美さんの前に私を立たせた。肩に置かれた濠の手の力強さにホッとする。

「嫁さんの透子。今朝、入籍したんだ」

　濠の口調に、聞き慣れない響きを感じる。雪美さんに言い聞かせるような声音にも違和感を感じた。背後にいる濠の表情が気になって振り返ると、優しい視線を私に向けてくれた。一瞬頷いて、『心配するな』とでも言うように、口元を引き上げた。

「結婚式の打ち合わせで連れてきたんだ。今、衣装を決めてきたところ」

「え、結婚したんだ。そっか……」

「あぁ。結婚式の準備で俺も忙しくなるから、そのときは頼むよ」

　雪美さんは言葉に詰まり、硬い表情のまま立ち尽くしている。

　よっぽど濠と私の結婚がショックだったんだろう。ぐっと握りしめた手やきつく結ばれた唇から、濠への思いを知ることができる。誰が見てもきれいな容姿だけでなく、意思の強そうな瞳には迫力があって、圧倒されそうになる。気持ちのまっすぐさや、濠への強い思いが……隠されることなく部屋に漂う。

　本当に濠のことが好きなんだ。

　その姿があまりにも凛としていて、思いがけず、私がそれまで抱えていた不安が小さくなっていくのを感じた。

　ひたすら濠のことを好きだったのに報われることのなかった現実。そして彼女の瞳の奥の切なさを私が思いやるのは、私の傲ごう慢まんな思いだと知る。濠と愛し合う私の優しさというよりも勘違い。雪美さんの気持ちは雪美さんにしかわからないし、どう折り合いをつけていくのかも雪美さんにしか決められない。

　たとえ雪美さんが今すぐ濠への思いに終止符を打てず、諦められなくても。それを私は受け入れなければならない。それは決して私が望んでいる展開ではないけれど、人の気持ちは他人にはどうすることもできないから。

　苦しげに小さくため息をついた雪美さん。そんな様子もきれいに見えた。

「急な入籍だね」

「いや、フランスに行く前に届けの用意はしていたから。とくに急ってわけじゃない」

「そう。フランスではっきり言われたのにね。やっぱりショックだな。ふふっ。思っていた以上にしつこいのね、私」

　諦めにも似た静かな言葉。思いと視線はまっすぐ濠に向けられていて、まるで私が見えていないかのようだ。

「あの夜にも言ったけど、雪美の気持ちを受け入れることはできない。だけど、仕事仲間として大切な存在だと思ってる」

　私の肩に置かれた濠の手に力がこめられた。まるで私に安心感を与えるかのようだ。

「わかってる」

　雪美さんは苦しそうに顔をゆがめた。それでもその立ち姿はとてもきれいだ。

『あの夜』という言葉が気にならないと言えば嘘になるけれど、そんな私の気持ちなんてちっぽけなものだと思えるくらい、雪美さんからは張り詰めた雰囲気を感じた。

　きっと、濠に思いを伝えて、自分の気持ちを終わらせる出来事があったんだろう。

　けれど、肩に置かれた濠の手から伝わる温かさは、そんなふたりの時間を心配するなと教えてくれているようで心強い。あれほどその存在を気にしていたのに、雪美さんを目の前にして、こんなふうに落ち着いていられるなんて思ってもみなかった。

　この部屋に来てから濠と通じ合わせた思い。お互いの愛情を確認し合った貴重な時間のおかげか、雪美さんに対して気持ちは揺れず不安にもならない。濠への気持ちも、雪美さんには負けないという自信もある。たとえ雪美さんがこんなにきれいな人でも不安には思わない。

「ずっと……真田君を諦められなくてつらかった。長い間思い続けてきたことを無駄にしたくない意地もあったのかな。でも、もう諦めなきゃね。結婚してくれてよかった。この十年をようやく思い出にできそう」

「雪美……」

「フランスで話してからずっと諦めようって思ってたけど、ううん、とっくに諦めていたんだけど。そんな自分の気持ちをようやく認めることができたかな。これからも、同僚としてよろしくね」

　きれいな声が、震えていた。

　震えて聞きとるのがやっとの雪美さんの声を、私も濠もただ受け止めて。見つめ返すしかできなかった。




「透子？　起きてるのか？」

「あ、おはよう」

　いつもと同じように、私の鼓動を聞きながら眠っていた濠が顔を上げた。夕べ何度も愛し合ったせいか体はまだだるいけれど、この甘い時間は格別だ。少し乱れた濠の髪を軽く整えてあげると、そんな自分があまりにも幸せに思えて、胸がいっぱいになる。

「どうした？　具合が悪いのか？」

　濠はぐっと私の体を抱き寄せると、額と額をごつんと合わせる。

「熱はないな」

「濠に愛してもらえて、私は幸せ」

「……っ」

「抱き合えて、うれしいの」

　突然の私の言葉に濠は驚き、まじまじと見つめてくる。私の体にまわされた腕は、さらに力強く私を引き寄せ体を密着させる。夕べ何度も分け合った体温は熱いままだとわかる。

「珍しいな。透子からそんなことを言い出すなんて」

「そうかな」

　濠の背中にまわした腕に込める力は私の思いの強さ。ふたりで抱き合いながら迎える夜明けは幸せの象徴。こんなにも愛しい時間を過ごせる私は恵まれている。

　濠から与えられる愛情の強さが変わったわけではないけれど、濠への不安が取り払われた私が変わったせいか、これまでよりもずっと幸せに思える。

「雪美のこと、気になってるのか？」

　耳元でささやかれる声がくすぐったい。こんな風に私の気持ちを察してくれる濠に、いつも驚かされる。

「雪美には、フランスでちゃんと話してるから。透子が不安になることはないから」

「私は大丈夫。同じだから。雪美さんと同じだから大丈夫」

「は？　透子と雪美は違うだろ」

　少しだけ濠から体を離してそっと見つめると、明らかに戸惑っている瞳。

「雪美さんが濠に対して持ち続けていた気持ちがわかるの。だって濠を愛してるのは、私も雪美さんも同じだから。私も濠をずっと愛していて、この気持ちが変わるなんて思えない。雪美さんだって、そう簡単に濠への気持ちは捨てられないはず。だから」

「だから？」

「あの……雪美さんの気持ちを、受け止めようって思ったの」

　雪美さんに対して嫉妬や不安を持たないなんて、きれいごとは言わないけれど、そんな言葉だけで片づけられない感情もある。

「人の気持ちは簡単に変わらないって知ってるから。雪美さんが濠を諦めようとして苦しんでいるのもよくわかるし、すぐに気持ちを切り替えられないのもわかる。もちろん雪美さんが濠のそばにいることが気にならないわけじゃないけど、濠に愛されているだけで私は幸せだから。だから、雪美さんが濠を諦めようとしている気持ちを受け止めて、不安にならないように頑張る」

「透子……」

「でも、濠を愛している気持ちは誰にも負けない。雪美さんにも、負けない」

　意識して作った笑顔を濠に見せる。どうしても震えてしまう声は隠せないけれど、雪美さんの気持ちを受け入れると決めれば、意外にも気持ちは軽くなった。

「真田透子になったことだし、私もいい女だってところを見せなきゃね」

　得意げに笑い声をあげると、温かい濠の体に抱き寄せられて、幸せをかみしめた。







第七章










溢れる愛に包まれて　～透子ｓｉｄｅ～




　結婚して私の名前が変わったことは、週明けに会社から公表された。

『小山内竜臣』と私が親子であるという記事が業界誌に出て以来、親子二代の大賞受賞という事実は予想以上に注目を浴びた。業界誌以外の雑誌やテレビからの取材申し込みも増えているらしく、相模さんの配慮で公表されたのだ。

　それに、コンクールの授賞式を控え、濠の願いも叶えたかった。




『真田透子』




　授賞式には結婚後の姓で壇上に立ってほしいという、濠の希望があった。私もそれに異存はなく、建築協会への届出などもすべて、相模さんが手際よく済ませてくれた。

　そして、月曜日の午前中には会社のホームページに私が結婚したことが載っていた。

　単なる会社員である私の結婚なんて誰が興味を持つんだろうと思っていた。ところが情報が出た途端に新聞社や雑誌社からの問い合わせが広報部にあったらしいと聞き、反響の大きさに驚いてしまった。

　相模さんは、父との関係が私の仕事に影響がないかを気にしながらも、大賞受賞者としての仕事に対する姿勢について説いてくれた。

『単なる建築士じゃない、これからは業界の顔でもあるんだ。仕事ぶりは注目されるし評価も厳しくなるって覚悟しろ。それが大賞と一緒に背負うものなんだ』

　相模さんの口調は軽かったけれど、目は真剣だった。私にはまだその覚悟がないと見抜かれていて、しっかりしろと背中を押されているような、身の引き締まる思いがした。

　たしかに大賞受賞後は、さまざまな業界から注目され、出席を求められるイベントも数多く控えている。これまでは表舞台に立ったり、先頭に立って仕事を進める機会からは距離を置いていた私には、苦痛にしか思えない。

　そんなこれからのことを考えると、心底憂ゆう鬱うつになってしまう。逃げ出して、設計だけをしながらのんびりと生きていたい。もちろん濠のそばで、濠の存在を感じられる近い距離で。たしかに、結婚して距離的には体も気持ちも近くなったけれど、私が望んでいた場所とはまるで違う、忙しく慌しい場所に身を置いているような気がする。

　誰かに勧められたわけでも強制されたわけでもなく、自分の意志でコンクールに参加した。そして、大賞を獲った父と同じ経験をして、父の思いに少しでも近づきたいという願いは叶えられた。……だけど。

　自分が願った結果だとはいえ、今の状況から逃げ出したくて仕方がない。

　手元の図面を見ながら、ついついため息が出てしまう。仕事にならないな。

「手伝いましょうか？」

「え？　あ、ごめん。大丈夫だから」

　隣の昴が、私のため息に気づいて声をかけてくれた。心配そうな様子に、申し訳なくなる。

「透子さん、かなりの案件を抱えてますよね。俺も病院の設計なら経験があるし、手伝えますよ」

「大丈夫。期限までには間に合うと思うし、昴だって忙しいでしょ。でも、ありがとう」

「結婚の発表をしてから、取材の申し込みがかなり来てるらしいですね」

「みたいだね。でも、私の話題なんか、すぐに消えちゃうと思うけど」

　ははっと笑いながら、どうにかモチベーションを上げようとしてみても、私が作った笑顔には昴を納得させるほどの力はなかったようで、さらに怪訝そうな表情を向けられた。

「えーっと。大丈夫だから。マスコミには会社が対応してくれるし」

「それはそうですけど」

　相変わらず心配そうな昴を安心させるように小さく頷いて、図面に視線を戻した。

　まずは仕事に集中しなきゃ。私が望んでいた建築士になりたいという夢が叶い、夢を生なり業わいとして生きられる幸せを手に入れた。そんな人は世の中にほんのひと握りしかいないのだから、悩むことなく仕事に励まなくてはいけない。そう思うけれど。

「だけど、こんなに忙しくて慌しくて。ちゃんとした設計……できてるのかな」

　思わず口にした私の言葉に気づいたのか、昴は体を私に向けた。

「俺は、透子さんの設計好きですよ。光の取り入れ方や階段の位置、どれも住む人に優しいってわかりますからね」

　その言葉は私の気持ちを盛り上げてくれた。住む人に優しいなんて、最高の褒め言葉だ。余計なことは考えずに、今私が置かれている現実を受け止めよう。そう自分に言い聞かせ、気持ちを入れ替えようとしても、憂鬱な気持ちは簡単には消えてくれない。

　忙しくて思うように濠と過ごすことができない毎日を過ごしていると、コンクールに参加しなければよかったと落ち込んでしまう。仕事の上でも、お客様とじっくり向き合うことなく物件を仕上げていくことにジレンマを覚え、自分はこれからどうなっていくんだろうと悩みは尽きない。

　贅沢だともいえるそんな悩みを除けば、私と濠は結婚式の準備を着々と進め、幸せな毎日を過ごしている。思いを伝え合うことは本当に大切だなと、しみじみ実感する。

　相模さんからも、結婚を祝う言葉をかけられた。

「さっき、真田君から電話があって、披露宴ではスピーチか乾杯の挨拶のどちらかを引き受けてほしいって言われたけど、織田はどっちがいい？」

　からかうような声。そして、私と濠の結婚を喜んでいるとわかる表情に照れくさくなる。

　相模さんと濠の付き合いは、相模さんと私との付き合いよりも長い。同じ会社で働いていても、私が相模さんの下で仕事をするようになったのはごく最近のこと。だから私からでなく、濠からそのことをお願いすると言っていたのを思い出した。

「あ、葵も一緒に。葵だけじゃなく、透とおるも一緒に出席させてもらえるように頼んだから」

「……え？」

　葵さんというのは相模さんの奥様で、双子の赤ちゃんを出産後、わが社を退職している。

「あの、奥様はわかるんですけど、透さんっていったい、誰ですか？」

　聞いたことがあるような名前だけど、透さんって誰だろう。

「仁に科しな 透。葵の双子の兄貴だ。設計やってるなら名前くらい聞いたことがあるんじゃないか？」

「あっ、知ってます。そうだ、仁科 透さん」

　フルネームで聞くとすんなり出てくるその名前。若手の中ではかなり有名な建築士だ。同じ業界にいなくても、その名前や顔は世間によく知られている。葵さんのお兄さんというより、業界で伝説になっている建築士『仁科夫妻』の忘れ形見だと言ったほうがしっくりくるかもしれない。

　透さんと葵さんが小学生の頃に交通事故で亡くなった仁科夫妻。夫婦揃って著名な建築士で、私が今年受賞したコンクールの大賞も夫婦揃って受賞していた。亡くなったあとも、残された作品への評価は高く、いまだに目標とする建築士として仁科夫妻を挙げる若手は少なくない。おまけに息子の透さんも娘の葵さんも建築の世界で仕事をしている。

　とくに透さんはコンクールで大賞を受賞していて、親子二代の大賞受賞が当時話題になった。見た目もいいせいか、マスコミは派手に取り上げていたけれど、本人は浮かれることもなく、長く付き合っていた恋人、幼稚園の先生だったかな、とあっさり結婚した。

　仁科 透さんと私に面識はないはずなのに、どうして結婚式に出席してくれるんだろう。濠ともつながりがあるとは思えない。

　そんな私の思いを察したのか、相模さんが口を開いた。

「葵と透は、小山内さんに憧れていたんだよ」

「え、そうなんですか……」

「とくに透は、小山内さんの設計を間近で見る機会が多かったみたいで、崇拝に近い気持ちだったんじゃないかな」

「崇拝……」

「小山内さんの娘が俺の部下だって知って、透は結婚式でお祝いをさせてほしいって言い出して。俺から真田君にお願いしたんだ」

「そうですか」

　曖昧に笑うことしかできない私の様子を気遣ってか、相模さんはやわらかな笑顔を向けてくれた。

「俺も、小山内さんの娘さんの門出を祝えてうれしいよ」

　心が痛い。小山内竜臣の娘である私には、父の記憶はひと欠片かけらも残っていないのに、赤の他人である透さんには、娘の私にはない父との歴史がある。生まれてすぐに離れ離れになったのだから仕方がないとわかっているけれど、複雑な思いは否定できない。

　生前の父を知っている透さんに嫉妬している自分が、もどかしくもある。

　そして、父が私に注いでいた限りない愛情を知るにつれ、後悔ばかりが私の中に溢れだす。建築士として大切にしていたに違いない主義主張を抑え込んでまで参加してくれたコンクール。私の体のために大賞を獲ってくれた父の愛情の深さを思うたびに、父の人生を切なく思う。母さんと結婚したとき、私が生まれたとき。父は幸せだったのだろうかと、聞くことができない問いかけを、心の中で何度も繰り返している。

『父さん』と呼びかけても答えは返ってこないけれど、問いかけずにはいられない。

『あなたは、幸せだったんですか？』と。




　その日の晩、父と私、親子二代の大賞受賞を扱った番組がテレビで放送された。

　父が生前手がけた物件も紹介され、かなり初期の頃の作品まで調べられていた。

　その番組を観ているうちに父の作品の多くを知り、父がどれほど偉大な建築士だったのかを知った。

　私がかかわった物件も改めてテレビで紹介されているのを見て、客観的に自分の過去を振り返ることができた。そして、父の存在の大きさに震えると同時に、誇らしさも生まれてきた。

　近くにいてその体温を感じたり声を聞いたり優しく微笑んでもらったり。怒られたりしたこともないのに。父という人、父の人生を知るにつれて、父の愛情に包まれているような気がした。私が建築士の娘であることを知る以前。父から受け継いだ遺伝子によるものなのか、何の違和感もなく選んだ職業は、父と同じ建築士だった。それが父と私の絆なのかもしれない。




　夕食の片づけを終えて、明日の授賞式で着る服をクローゼットから出し、壇上での挨拶の内容を確認していると、お風呂上がりの濠が寝室に入ってきた。

「きれいな色のスーツだな」

　壁にかけたサーモンピンクのスーツは、膝丈のワンピースにボレロを重ねるデザイン。

『授賞式で着てほしいな。小山内ばかりが透子ちゃんの父親だって騒がれているのも悔しいし』

　照れくさそうに笑いながら手渡されたスーツは、有二パパからのプレゼント。美容師という職業のせいかセンスのいい有二パパは、髪型はもちろん洋服に関しても、私に似合うものが何かを熟知している。久しぶりに有二パパが選んでくれた服。母さんは私の反応を少し不安げに見ていたけれど、私が喜んで受け取ると、ホッとしたように笑っていた。

「ちょっと妬けるよな」

「ん？」

　ベッドに腰かけた濠がワンピースを見上げている。

　まだ濡れている髪をタオルで拭いている仕草が色っぽくて、ドキドキする。

「妬くって、何に？」

　赤いに違いない顔をごまかすようにして聞くと。

「そのスーツ、どう見ても透子に似合うだろ。明日の授賞式で絶対に目立つぞ」

「やっぱり目立つかな。もう少し地味な色がいい？　でも、せっかく有二パパが用意してくれたから着たいんだけど」

「いいんじゃないか？　毎年授賞式を見てるけど、明るい色が多いし。めでたいことだから気にするな。俺が選んだものじゃないってのが悔しいけど」

　軽く笑いながらも、その口調は重い。

「どうかしたの？　何か気になる？」

「いや、なんでもない。俺、変か？」

「なんだか、機嫌が悪いのかなって」

　私の答えに、濠は低い声でうなった。

「だから、妬いてるんだよ」

「妬く？」

　さっきから、妬けるとか妬いてるとか意味がわからない。私にはいつも強くて迷いのない態度を見せるのに、なぜか今夜は子どものように口元をゆがめている。そんな濠も新鮮でいいんだけど。

「透子は間違いなく俺のもんだけど。有二さんは俺より透子をわかっていて、俺に負けないくらいに透子を大切に思ってるもんな。それが本当に妬ける」

　濠は有二パパが用意してくれたスーツを睨み、照れているのか私と視線を合わせようともしない。すると突然、肩にかけていたタオルで顔を隠すと、ベッドに仰向けに寝転んだ。

「濠？」

　ゆっくりと濠に近づき、私も体を横たえる。そして、濠の顔を隠すタオルをそっとはずした。目を閉じていた濠は、私の動きに何の反応も示さないままじっとしている。

　そしてしばらくすると手の甲で目を隠した。ベッドに並んで寝転ぶ私たちは、なんだか切ない空気に包まれる。

　すると濠の両腕が私の体に伸びてきて、優しく抱き寄せられた。とくんとくん。ちょうど濠の胸元に引き寄せられた私の頭。後頭部を軽く押しつけられた体勢は、普段の朝とは真逆だ。濠の鼓動を感じるなんて滅多にない。まるで何かを語るかのような音は、途切れることなく一定のリズムを刻んでいる。

　当然のことだとはいえ、生きていると実感して気持ちが穏やかになる。濠の鼓動に反応するように私の鼓動も動いている。まるでふたつの音が寄り添っているように思えた。

「くそっ」

　吐き捨てられた荒々しい言葉に驚いたと同時に伝わる腕の力。

　私を抱き寄せる力が強くなって、身動きが取れない。ごそごそと自分の体を濠の目の前に動かして。何かに戸惑っている濠の瞳をとらえた。

「俺だって頭ではわかってるんだ。有二さんが娘の透子を愛しているのはあたりまえだし、俺よりも長い間、透子のそばにいたってこともわかってる。このスーツだってたしかに透子にぴったりだし、どれだけ透子をわかっているんだろうって思う。父親だし、あたりまえなんだろうって思う」

「濠……」

　濠は天井をぼんやり見上げ、まるで心を整理するように言葉を紡ぐ。私の背中をゆっくりと撫でる指先の温かさにホッとする。

「だけど、やっぱり俺の透子への独占欲は半端なものじゃないんだ」

　突然荒々しくなった口調にハッと視線を上げた。その目は私をまっすぐに見ている。

　そして、まっすぐに私を射る言葉がダイレクトに届く。

「透子を愛しているし、透子が俺を誰よりも愛しているのも、ちゃんとわかっているし疑わない。だから俺以外に、透子を大切に思う存在がいるのも受け入れているつもりだけど。俺とは違う形で透子を愛する姿には妬けてくる。有二さんには敵わない部分も多いし、小山内さんだって、離れ離れになっても、透子の人生にかなりの影響を与えてるし。俺には太刀打ちできないのがもどかしいし……嫉妬しすぎて苦しいんだ」

　あまりにも強い口調で一気にまくし立てる濠。相変わらず天井を見上げたままで、硬い表情が崩れる気配はない。見慣れない様子には驚くばかりだ。

　けれど、私の身内にまで嫉妬する濠の本心を知って、意地悪にも似たうれしさが溢れる。

　有二パパが選んだスーツにまで複雑な思いを抱えるなんて。私からすれば、バカバカしいほどにかわいい。いつもの濠じゃないみたいだ。予想外で、それでいて幸せだと感じさせてくれる濠の本心に触れて、もっと濠が好きになる。

「だったら、私も雪美さんに嫉妬してばかりだよ。濠と雪美さんは仕事で一緒に過ごしているし、雪美さんは、私の知らない濠を知ってる。それと一緒だね」

「……違う」

「え？」

「俺の方が苦しい。俺以外に気持ちを向けるなって、いつも思ってる」

「私だって」

「会社も行かずに家にいろよって……いっそ閉じ込めてやろうかとも思ってる」

　絞り出すような声が部屋に響いた。

「わかってる。濠が私にそういう気持ちを持っているのはわかってる。でも、我慢してくれているのも知ってるから。……ありがとう」

　言葉だけでは想いが伝わらないように感じて、体をずらして濠の唇に軽くキスを落とした。すると、ゆっくりと動いた濠の右手が私の前髪を梳とく。

「どこまで私は濠が好きなんだろうって思う。結婚してくれて、お嫁さんにしてくれてありがとう。ふたりで甘い、幸せな夫婦になろうね」

　小さな声でささやくと、濠の瞳の奥の色があっという間に変わった。

「え……濠っ」

　気づくと目に映るのは濠の顔と天井。ベッドに仰向けにされて濠の体に押さえつけられていた。どうしようもなく色気のある濠の表情に体は動けなくなる。

「これ以上透子に溺れると、俺はどうなるんだろう……」

「どうにもならないよ。ただ、ふたりで幸せになるだけ」

　私の言葉に顔を真っ赤にした濠は、私を睨みつけるように見下ろした。

　そして、私の首筋に濠の唇が落ちてくる。吐息とともに這う唇は、私の体中を熱で埋めつくしていく。そして。体の奥深くに感じる濠自身の動きに乱されながら、私は本当に幸せだと、実感せずにはいられなかった。




　授賞式が近づくにつれて増えた記事の中には、私の出生にまつわることもあった。

　とくに、親子二代で設計デザイン大賞を受賞した快挙については詳しく書かれることが多かった。親子二代の受賞というのは歴代受賞者の中でも私で二人目だ。一人目は、吉井さんと並び若手実力派と言われている仁科 透さん。

　仁科さんは、史上最年少で大賞を受賞した相模さんと同じ年齢で大賞を受賞した。

　亡くなったご両親が有名な建築士だったこともあって、当時は必要以上に世間の注目を浴びていた。私とたいして年齢差のない仁科さんが受賞した当時、すでに建築の勉強をしていた私にとってもそれは衝撃的なことで。仁科さんが大賞を受賞した作品は実際に見ることもあり、そのすばらしさに言葉を失ってしまったほどだった。

　海外で仕事をしていた経験も仁科さんの武器になっていて、今ではその名を知らない業界人はいない。既婚者だということもあり派手な噂もなく、私にとっても憧れの建築士のひとりだ。そんな雲の上の存在ともいえる仁科 透さんと、『親子二代受賞』というくくりで、私の名前が並べられることも多かった。

　雑誌やテレビで特集が組まれているのを目にするたびに、恥ずかしくて体温が一気に上がっていくような気がした。私なんて、実力も実績もまだまだ仁科さんとは比べものにはならないのに。

　ふたりで一緒に話題にのぼる機会が増えたせいか、授賞式でのプレゼンターに仁科さんが指名されたと聞いたのは一週間ほど前。仕事の合間に相模さんが教えてくれた。

　去年までは建築協会理事の相模さんが務めていたから、今年もそうだと安心していたのに。

『世代交代か？』

　そう言っていた相模さんは、どこかおもしろがっているようだった。

　奥さんのお兄さんにあたる仁科さんと相模さんはもちろん親しくて、親子二代受賞の話題についても思うところがあるらしい。

　そして、私が小山内竜臣の娘だということを内緒にしていたのが気に入らないと、笑って意地悪を言われたりもした。










授賞式　～透子ｓｉｄｅ～




　そんな中で迎えた授賞式当日。

　会場となっている『アマザンホテル』には、建築士として名高い先生たちが続々と集まっている。

『真田透子です。本日は大変名誉な賞をありがとうございます』

　ホテルに着くなり相模さんに連れられ、挨拶まわり。学生時代から目標としている人や雲の上の存在とも言える著名な建築士の方々を目の前にして、声が震えるのはどうしようもなかった。




「相模さん」

　廊下の向こうから、相模さんを呼ぶ声が聞こえた。立ち止まり振り返ると、長身の男性が私たちに向かって歩いてきた。上質だと一目でわかるスーツに身を包んだ涼しげな目元の男前。仁科 透さんだ。直接話したことはないけれど、イベント等で何度か見かけたことがある。

「本日は、おめでとうございます。……透子ちゃん」

　私の前に立った仁科さんは、含みのある笑顔で握手を求めてきた。私も何度か会ったことがある、相模さんの奥様の葵さんと仁科さんは双子だけによく似ていて、ホッとする。

　学生の頃からその才能が世間に知られていた仁科さんは、クールにかまえる態度と整った容姿から反感を買うこともたびたびあったと聞く。けれど、実際に会うと誠実そうな表情と深みのある視線が魅力的な人だ。しっかりと地に足がついている穏やかささえ感じる。揺るぎない自信のような……生きていく上で大切なものが何かをちゃんとわかってるような印象。そんな雰囲気は濠にも通じるところがある。

「今のおめでとうは大賞のお祝いだからね。今日は授賞式だから。で、結婚もおめでとう。透子ちゃん」

　続けざまに『透子ちゃん』と呼ばれて、違和感と照れくささを感じる。私の戸惑いに気づいたのか、仁科さんは微笑んだ。

「悪い……なんだか昔からの知り合いみたいな気になってた。まぁ、俺はずっと前から知っていたんだけどね」

「え？」

「あ、驚いた？　たしかに俺が一方的に知っているだけで、いきなり『透子ちゃん』なんて馴れ馴れしいよね」

　仁科さんの言葉の意味がよくわからない。私のことを以前から知っているようだけど、どういうことなんだろう。

「俺は。いや、俺と葵は、小さい頃から小山内さんにかわいがってもらっていたんだ。幼い頃に両親を亡くしている俺らをいつも気にかけてくれて。まるで本当の子どもみたいに」

「そうなんですか」

「俺らを引き取ってくれたおじさんおばさんの設計事務所で働いていた小山内さんは、透子ちゃんのことを、よく話していたんだよ」

「よく……」

「小山内さんは俺の名前を呼ぶたびに、透子ちゃんを思い出してた」

　驚く私を気遣いながらも、なおも続く仁科さんの話。相模さんが私の様子を心配しているとわかっているけれど、仁科さんの話が気になって、相模さんに視線を向けることもできない。一切の意識は『小山内』という名前に引き寄せられてしまった。こんなに父の存在を意識していた自分に気づき切なくなる。

「小山内さんは、俺の名前を呼ぶたびに娘を思い出すっていつも言っていたんだ。透と透子。似てるだろ」

「あ、はい。たしかに」

「小山内さんが、いつも透子ちゃんのことを話していたから、俺も葵も……まるで透子ちゃんとは昔からの知り合いのような気でいたんだ。だけど透子ちゃんはびっくりだよね」

　そう言った仁科さんは、相模さんに視線を向けた。

　義理の兄弟のふたりには、言葉にしなくても通じるものがあるんだろう。相模さんは軽く肩をすくめると。

「授賞式前に、大切な部下を動揺させないでくれよ」

　明るく言いながら、私の背中をぽんと叩いてくれた。まるで安心させるかのようなその仕草に、私は逆に不安を感じた。

　仁科さんは私の不安に気づいたのか、ことさら明るい声で話を続ける。

「で、動揺させたついでにってわけじゃないけど、案内したい場所があるんだ」

「案内？」

「そう、授賞式には間に合うし、ホテルからは出ないから。ちょっと付き合ってほしいんだけど。それに、小山内さんのことも話したいし」

　真面目な光をたたえた瞳で見つめられて、鼓動が大きく跳ねるのを感じた。




　父がどういう人なのかを知ったときには、父はもう二度と会えない存在になっていた。生まれてすぐに両親が離婚して、父と会えないまま私は大人になった。

　父と会いたいと思う機会も記憶も持たない私の生活の中に、母さんの再婚によって新しい父が登場した。

　有二パパが血のつながった父ではないと知りながら、実の父がいるという事実を重く受け止めることなく幸せに過ごしてきた。有二パパと母さんが心から愛し合っている姿を目にしながら大人になったことと、有二パパが、あえて父というポジションにこだわらずに私を大切にしてくれたからだ。

　実の娘と変わらない愛情を注ごうと無理せず、透子として、ひとりの人間として大きな愛情で包み込み接してくれた。だから私も『有二パパ』として、その関係を大切にしてきた。そのせいか、心臓のこと以外に何も悩むことはなく、そして、実の父の存在を意識することなく、生きてきた。

　そんなある日、実の父の訃報が突然届いた。それは私という人間を根底から揺るがすものだった。存在を感じることのなかった父が、たしかにこの世に生きていたと知ったときにはすでに亡くなっていたという現実。

　父に対する後悔、罪悪感、悲しみ、愛情、憎しみ。そういった感情が、それまでの私の人生を覆い隠してしまうくらいに、私は大きな衝撃を受けた。

　コンクールに作品を出品すると決めたのは、父への罪悪感にも似た、ひとりよがりな思いだと今ならわかる。けれど当時の私には、そうすることでしか父のことを昇華できないと思っていた。だから濠との距離を悩む暇もないくらいに集中し取り組んだ。

　結果、コンクールで大賞を獲り、そのことによって父を、小山内竜臣という建築士を詳しく知ることができた。

　それでも、絶えず心の奥深い部分にひっそりと根を下ろしている感情は、まさしく父への申し訳なさだった。

　生きている間に会いたかった。笑顔や優しい声や怒った背中も見たかったし感じたかった。私はこの人から遺伝子を引き継いだという事実を、目の当たりにして驚いてみたかった。そして何より、人生を変えることになっても私の心臓の手術が成功するようにと心を砕いてくれたことに、感謝したかった。お礼を言いたかった。

　そんな機会を持てないまま亡くなった父に、私はどう気持ちの折り合いをつけていいのかわからなかった。そして、弥恵さん、吉井さんや仁科さん、相模さん。父との思い出を持つ人とかかわるたびに悔しさを感じている。本当なら娘である私が父の一番近くにいて、一緒に思い出を作っていたはずなのに。私には父と共有する宝物は何ひとつない。

　コンクールで大賞を獲って以降のマスコミの記事には、父と私の縁の薄い関係も載っていて、心の痛みは小さくなることはない。

　会いたかったな……何度もそう思う。




『透子』と『透』

　仁科さん親子に続く親子二代での受賞に関しては、仁科さんと私の名前についても大きく取り上げられ戸惑っている。

　偶然、同じ漢字が名前に使われているだけなのに、その偶然さえも運命であるかのように書いている記事もあった。そんな状況のせいで、嫌でも仁科さんを意識してしまう。

　私と違って父との思い出をたくさん持っている仁科さんを、まっさらな気持ちで見ることができない。

　一緒に過ごすことができなかった私の父への思いは単純なものではなく、どうして自分から会いにいこうとしなかったんだろうと、その過去が悔やまれてならない。

　一方仁科さんは何度も父と会い、言葉を交わし、食事もしたに違いない。誕生日や記念日も一緒に祝ったはずだろうし、父との思い出はたくさんあるはずだ。仁科さんの背中を見ると、気持ちはずんと落ち込んでいく。

　そんなうしろ向きな考えを断ち切れないまま仁科さんに連れていかれたのは、濠と下見をしたことがある披露宴会場だった。




「この部屋……」

「そう。透子ちゃんと真田さんが披露宴をする部屋」

　扉を開けてくれる仁科さんの横をすり抜けて入った先に広がるのは、大きな窓から差し込む明るい光。部屋中をやわらかな雰囲気に整えている。

　濠が案内してくれたときと変わらず、部屋中が光に溢れていて眩しいくらいだ。

　どうしてここに連れてこられたのかわからず戸惑いながらも、この部屋が持つ明るさによって気持ちが和んでいく。

「アマザンの中でも、この部屋が披露宴会場の一番人気らしいよ」

「そうなんですか。でも、わかる気がします」

　壁一面に映えるガラス窓から外を見ている仁科さん。細身の容姿は何度か会ったことのある葵さんの雰囲気と重なり、ふたりが双子だと改めて感じてしまう。

　葵さんを溺愛する相模さんよりも、ずっと昔から葵さんを守りながら生きてきた。

　彼自身も結婚して奥様を大切にしていると聞いている。

　幼い頃にご両親を亡くされたせいか、透さんも葵さんも家庭を何よりも優先していて、家族への愛情は相当なもの。そう言っていた相模さんも、葵さんや仁科さんに負けず家庭を大切にしている。

　ふと感じる羨ましさ。

　仁科さんが背負ってきた過去の切なさや寂しさは容易に想像できるけれど、私が持てなかった父との時間を思うと、どうしても嫉妬してしまう。

　私は実の娘なのに。ちゃんと言葉くらい交わしてみたかった。そんなどうしようもない思いに振りまわされていると、不意に仁科さんが私に顔を向けた。

「この部屋の窓ってかなり大きいだろ？」

「え、あ……はい」

　その言葉の意味がわからなくて、曖昧に答えた。

「設計段階で、可能な限り窓の大きな部屋にするって決まっていたんだ」

「はい」

「この部屋に関しては、メインで設計を担当した人がいて、俺にかなりの影響を与えてくれたんだ。メインの設計担当……小山内さんが、この部屋を設計したんだよ」

　私の表情を探るような慎重さで、仁科さんは教えてくれた。

「父が、この部屋を……設計したんですか？」

「ああ、小山内さんが思いを込めて設計したんだ……透子ちゃんのことを考えながらね」

「私のこと？」

　仁科さんの言葉に、思わず大きく反応した。この部屋のメインの設計担当が父だと聞かされて、それをどう受け止めればいいのだろう。それに、私のことを考えながらなんて、よくわからない。

「こっちに来てごらん」

　仁科さんが私を手招きした。たくさんの光を取り入れ、部屋を明るくしている大きな窓。その端に立ち私を優しく見つめている。私は仁科さんから告げられた言葉に動揺がおさまらないまま、ゆっくりと近づいた。

　父がこの部屋を設計したと聞いて、おまけに私への思いを込めてなんて聞いて、平常心でいられるわけがない。遠い存在の父が、すっと私の近くに来てくれたような感覚すら覚える。

「この透明なガラスを通して、窓からたくさんの光が差し込んでるだろ」

「はい」

「とにかく明るい部屋にしたいと考えて、設計をしたらしい。俺もここで披露宴を挙げたんだ。そのときに、小山内さんがそう言ってた」

「……披露宴」

「披露宴で、弥恵さんと並んで笑っていたのが、つい昨日のことみたいだけどな」

　この広い部屋にいたという父の姿を思い浮かべると切なく、悲しい。仁科さんに対しても、悔しい気持ちがわき上がってくる。

　私には、幸せそうに笑う父の記憶もないのに。

　羨ましいと思う気持ちはどうすることもできない。

「たぶん、小山内さんと出会えなかったら、ここまで今の仕事に人生を費やすことはなかった。親の才能をほんの少し引き継いだだけの俺には、努力してまで建築に携わる気はなかったから」

「あの」

　何か私に話があると聞いてこの部屋までついてきたけれど。一向に仁科さんの真意がわからない。父との思い出話ばかりを聞かされている。

「あの、話って……父のことでしょうか」

　私の問いに、仁科さんは少しだけ目を細めた。ハッと何か思い出したように動きを止めて、私をじっと見つめている。

　スーツのポケットに片手を突っ込んだまま天井を仰ぐ仕草を見て、ますます訳がわからなくなる。

「仁科さん……？」

「それ、小山内さんもよくしてた」

「え？」

「眩しそうに手をかざしてた」

　窓から十分すぎるほど入ってくる日差しが眩しくて、両手を額の高さにかざして影を作りながら立つ私。その仕草を真似る仁科さんは、どこかおもしろがってるようにも見える。

「一緒に暮らしたことがなくても、伝わるものは伝わるんだな。透子ちゃんの仕草を見てると小山内さんとダブる。そうやって眩しそうに立ってる透子ちゃんは、たしかに小山内さんの子だって教えているみたいだな。作品を見ても、ちゃんと小山内さんの血を引いてるって、かなり悔しいけどわかる」

　きっと、仁科さんは父が大好きなんだろう。父との思い出を話してくれる様子には、それを懐かしみ、温かい過去を振り返るような穏やかさがある。

　仁科さんには、いつも冷静で慌てることなんてないという印象があるのに、父のことを話すときにはそんな様子はまるでない。父への尊敬の気持ちや感謝の言葉を隠すことなく伝えてくれる。父のことが本当に好きだったんだな。

「小山内さんは、透子ちゃんをいつも恋しがっていたよ。遠くから見たり、透子ちゃんが携わった物件を、葵から聞いては見に行っていた」

　葵さんが私の様子を父に伝えていたことは知っている。吉井さんからもらったファイルには、私が携わったあらゆる物件の資料や写真が満載だった。私が忘れていたかなり前の物も含まれていたのには驚いた。単純に私の様子を気にかけてくれていただけじゃない。あまりにも深くて大きな愛情が、これでもかと詰まっているファイルは私の宝物だ。

「俺も葵も、小山内さんや弥恵さんにはかなりかわいがってもらったけど。透子ちゃんへの愛情には勝てなかった。俺たちは、両親を亡くしたあとたくさんの人の愛情に支えられながら生きてきた。その中でもかなりの影響を受けた小山内さんの気持ちの最優先は、いつも透子ちゃんだった」

　そのことを悔しがるように「あーあ」と言いながら、仁科さんは笑った。ご両親を亡くされた仁科さんと葵さんにとって、父は大切な存在だったに違いない。そして、父のことを話す誰もが好意的で、父を悪く言う人なんていないと気づく。

「ここに証拠があるから見て」

「証拠？」

　部屋の一番端のガラス窓に向けられた仁科さんの視線。近づくと、そこには明るい光に透かされた何かが浮かび上がっている。目を凝らし見ていると、それは大きな絵だとわかった。ガラス窓に施された絵は彫刻のようで、線が緩やかに踊っている。そして、四方に伸びた線をたどるうちに、何が描かれているのかがわかった。

「竜がいる」

　思わず声をあげた。口に手をあて、呆然と見入ってしまう。大きなガラス窓に浮かびあがっているのは、天に向かって大きく浮かぶ竜の絵だ。ガラスに刻まれた大きな絵は、しっかり見ないと気づくことはないけれど、一度目にすればその絵の持つ優しさから目が離せない。大きな竜の傍らに寄り添い天を目指す小さな竜は、つかず離れずの距離であとを追っているようだ。

「これは、小山内さんと透子ちゃんが寄り添っているイメージなんだって。絵は小山内さんが描いて、ガラスに挟はさみ込んだシートに彫ったのは弥恵さん」

「え……」

「弥恵さんは、学生時代に版画を勉強していたんだ。仕事にしていた時期もあったらしいけど、今は趣味程度に楽しんでる。だから、小山内さんのために、この窓に小山内さんの気持ちを彫ったんだ。ま、この『アマザンホテル』の創始者が弥恵さんのおじいさんだってこともあったから、彫ることも可能だったんだと思う」

　眩しく輝く竜の絵の重みに圧倒されてしまい、私はそれを見上げたまま動けなくなった。足元から力が抜けて、立っているのか浮いているのかもはっきりしない曖昧な感覚の中で、ただ見つめていた。親子の竜を。

「透明なガラスは透子ちゃんのことだよ。透き通った心を持った女性になってほしいっていう、小山内さんの思いからつけられた名前なんだって」

「あ、はい。それは母から聞いたことがあります」

「そう。透子ちゃんを思い出す透明なガラスに竜の絵をのせて、離れ離れの人生を送る娘と、せめてこのガラスの中だけでも寄り添いたいって」

　仁科さんの声は、小さく震えていた。その傍らで、私は父の存在を知って以来一番大きな衝撃を受けている。竜を見上げ、体は震える。仁科さんの瞳はうるんでいて、父のことを思い出しているんだろうと簡単にわかる。握りしめられた手を見れば、仁科さんの思いの強さが伝わってくる。

「透明なガラスと竜。竜は竜臣の竜だから。透子ちゃんを愛している竜がここにいる。そばにいたくて仕方がないのに、叶わないまま……会えないまま、天にのぼってしまった竜がここにいるから。そのことを忘れないでほしい」

　仁科さんの震える声に反応し、自分を責める感情が溢れだす。今はもういない父を思えば会わずにいた過去に悔しさを感じ、どうすることもできない現実に打ちのめされる。私が母さんと有二パパに愛されることに何の疑問も持たずに過ごしていたとき、父はただ私を思い、そっと見守っていてくれた。今、目の前で雄々しく空に向かう竜の姿に父の愛情を探してみれば、それは簡単に見つけることができた。

　寄り添い、お互いを気にかけながら空を舞う竜たちの姿に、記憶の中にいない父の優しさが見える。

「どうしよう……」

　溢れる涙は頬を伝い、足元のカーペットに水玉模様を作った。

「父は、私を本当に愛してくれていたんですね」

「妬けるくらいに透子ちゃんを愛していたよ。離れ離れで暮らしていても、いつも気持ちは透子ちゃんに向かってた。俺も、何度か透子ちゃんが手がけた物件を一緒に見に行ったけど、そのときの小山内さんは心底誇らしげで幸せそうだった」

　思い返すように言葉を紡ぐ仁科さんの隣で、早く涙が止まるように気持ちを鎮める。

　頬に残る涙を手の平で拭い、気遣わしげに視線を向ける仁科さんに、笑顔を作った。

　父への思し慕ぼと、自分への悔しさが入り混じった気持ちはまだ不安定だけれど、これまで曖昧だった父の実体が身近に感じられた。

「自分は小山内竜臣の娘だと、初めて実感できたかもしれません。ちゃんと会った記憶がないせいか、頭ではわかっていても、なかなかそれを受け入れられなかったから」

　幻のような存在だと感じていた父の姿が、目の前の竜の姿に重なって見える。

「ちゃんと会いたかったし一緒に仕事がしたかった」

　再び熱くなる目を、瞬きをしながらごまかして。へへっと笑いながら仁科さんに肩をすくめてみせた。優しく頷く仁科さんの瞳も赤い。

「父は、幸せでしたか？」

　父は幸せだったのか。私を恋しがりながら終えることとなった人生に、果たして幸せを感じていたのか。父の存在を知って以来、そのことがずっと気になっていた。周囲から聞かされる父の過去を知れば、生きづらい日々を送っていたように思えて切なくなる。

　仁科さんは、私の問いにはっきりと答えてくれた。

「小山内さんは、間違いなく幸せだった。透子ちゃんの存在そのものが、小山内さんの幸せだった。たとえ透子ちゃんのそばにいられなくても、元気に生きていてくれるだけで、それだけで幸せだって何度も口にしていたんだ。まぁ、俺も自分の子どもが生まれて、ようやくその思いが嘘じゃないって気づいたんだけど」

　苦笑いしながらもはっきりと言い切る仁科さんの言葉が、じんわりと私の心に届く。

「よかった。父が幸せでよかった」

　私のせいで人生が変わってしまい、思うように楽しめなかっただろう父の晩年を思うと悲しくて仕方がない。そのことを思うたび、胸が締めつけられていた。それでも、私がこの世に生まれたことを喜んでくれていたのなら、私の罪悪感をほんの少しおろしてもいいのかと思う。私が父に負わせた苦しみや寂しさが、許されるのかどうかはわからないけれど、父への思いを明るいものに切り替えてもいいような気がした。

「仁科さん、ありがとうございました。父に会えなかったのは残念だけど、この竜に会わせてもらえて。本当に感謝しています」

　頭を下げてお礼を言いながら、心が軽くなっているのを感じる。

「小山内さんが遺した気持ちを透子ちゃんに伝えられて、俺も葵も、肩の荷が下りたよ」

　どこか張り詰めていた表情は消え去り、仁科さんの声も明るくなっている。

　それからしばらくの間、明るい日差しの中で舞い上がる竜たちを、無言のままふたりで見ていた。そして、絹糸のようにきらきら輝く日差しのむこう側にいるはずの父に、思いを馳せた。




　そのあと控室に戻った私は、急いで有二パパにメイクを直してもらった。

　涙の跡を消して、普段よりも丁寧なメイクに包まれた顔は、緊張感に包まれている。

　鏡越しに私を見つめながら髪型を整えてくれる有二パパの表情は真剣で、どこかぎこちない。

「似合っていてよかったよ」

「何が？」

　有二パパを見ると、ほんの少し緊張を解いた瞳で私を見つめていた。

「そのスーツ、よく似合ってるよ。透子ちゃんは昔からピンクが映えるから」

「うん。着心地もいいし、これからも大切に着るね。舞台に立ったときに、服に負けてるって思われなきゃいいんだけど」

　肩をすくめ冗談まじりに言う私に、有二パパは真面目な顔で口を開いた。

「大丈夫だよ。透子ちゃんはきれいだから、もっと自信を持ちなさい」

　私が笑うと、有二パパも笑い返してくれる。

　五十代後半とは思えない若々しい笑顔は「カリスマ」と称されるにふさわしい格好よさ。美容師としての腕とともにその容姿も注目を集め続ける自慢の人だ。

　今日の授賞式の責任者ともいえる濠はずっと忙しそうで、ホテルに着いてもなかなか顔を合わせられなかった。けれど、仁科さんとの話を終えて控室に戻った私の泣き顔にびっくりして、授賞式会場にいた有二パパを慌てて連れてきてくれた。

「せっかくだから、化粧もプロにしてもらえ。そばにいてやれなくて悪かったな。仁科さんからふたりにしてほしいって頼まれたから遠慮したんだけど。もう、離れないから」

　そう言って、濠はまだ赤い目のままの私をぎゅっと抱きしめてくれた。とはいっても、すぐに仕事に戻ってしまったけれど。

「濠君はかなりそわそわしてたぞ。仁科さんとふたりで話す必要があるとわかっていても、透子ちゃんが心配で仕事も手につかないようだったし」

「濠は、私が仁科さんとどんな話をするのかを知っていたんだね」

「そうだな。あの部屋の竜のことは弥恵さんと会ったときに濠君も聞いていたから。だから、濠君は透子ちゃんとの披露宴は絶対にあの部屋でしたいって、上司に頼み込んだらしい」

　有二パパは、でき上がった私の顔と髪型を確認すると優しく笑ってくれた。緩く巻いた毛先を指先で整えて、満足げに頷いている。小さな頃から何度もその手で私の髪型を整えてくれた。普通なら美容院の椅子にまだまだ座ることもない幼い頃からずっと。

『俺のお嬢様』

　そう言っては美容室で私を素敵なお嬢様に変身させてくれた。今も私の肩をもみほぐしている温かい手に、何度も励まされた。心臓の手術のときだって、相当な心配をかけただろうと思う。それに、母さんとの結婚を決めたときには、自分と血のつながりのない女の子の人生をも背負うことへの大きな覚悟が必要だったはずだ。

　連れ子としての私を受け入れるだけでも大変だったと思うけれど、心臓に爆弾を抱えていた私を、温かく深い愛情で包み込んでくれた有二パパ。一緒に暮らし始めてからは、定期的に通院する私に寄り添い励ましてくれた。病院に行く前日には、私の不安を少しでも取り除こうと、あの手この手で頑張ってくれた。

『診察のあとはパフェを食べに行こう』

『泣かずに注射ができたら、かわいい靴を買いに行こう』

　子どもの私に視線を合わせて笑ってくれるその瞳に、どれだけ心が安らいだだろう。

　大人になった今、当時の有二パパの愛情の強さと、人としての懐の深さを改めて感じる。

「ん？　どうした？」

　鏡越しではなく、直接、顔を見上げる私に気づいて、照れくさそうに目を細める有二パパ。私の肩に置かれたままの手に、そっと私の手を重ねた。

「私をここまで作り上げてくれてありがとう」

「は？　なんだよ突然」

　お店で仕事をする有二パパはとても格好よくて、私とは違う素敵な世界にいるように見えるけれど、こうして慌てたり照れたりする姿を見るとホッとする。

　どれほどこの人を大切に思っているか、簡単には言い表せないけれど、今はただ感謝の思いでいっぱいだ。血のつながりがない分、私との距離を縮めるために、どれだけの努力をしてくれたのかを思えば頭が下がる。

「濠が妬いてたよ。このスーツが私に似合いすぎてムカつくんだって」

　くすくす笑う私に、一瞬驚いたような顔を見せたけど、有二パパはすぐにニヤリと笑った。

「濠君よりも長く透子ちゃんと一緒にいるんだから当然だ。透子ちゃんが大人へと変わっていく姿をすべて見てきた自信もあるし、まだ負けないさ」

　照れくささを隠しきれない表情。私の髪を整えながら微かに震える指先。有二パパの心の揺れと照れに気づき、私も照れてしまう。

「濠君は、自分がどんな男よりも透子ちゃんの一番でありたいと思っているんだろうな。それを隠そうとしないところが笑えるけど」

　その言葉通り、有二パパは笑い、私を落ち着かせてくれる。

　仁科さんから聞かされた父の思いを受け止めて、許容量いっぱいだった私の心に、ゆっくりと温かさがよみがえってくる。

「ありがとう。私をこんな私に育ててくれて」

「だから、さっきから何を言ってるんだ？」

「こうして真田透子として幸せになれる人生に導いてくれて感謝してるの。今日、大きな賞をもらえる私に育ててくれて、本当にありがたく思ってる」

　ゆっくりと心をこめて話す私に戸惑いを隠せない有二パパは、何か言いたげに口を開いたけれど。結局何も言えず、再び口をとじた。

「実の娘じゃないのに、幸せにしてくれてありがとう。母さんが愛したのが有二パパで本当によかった」

　ありがとうだけじゃ足りない思いで胸がいっぱいになる。

「濠に愛してもらえる私に育ててくれてありがとう。今日の授賞式を笑顔で迎えることができる私を作ってくれて……本当に感謝してる」

　私の言葉に、有二パパは言葉も出ないようだ。

「やっぱり、小山内の影響は大きかったんだな」

「え？」

「いや。小山内が透子ちゃんに与えるものは、相当大きいって覚悟はしてたんだ。でも、やっぱり複雑だな」

　少し湿り気のある口調からは、有二パパの心の葛藤が感じられ、私の心を突いてくる。

「透子ちゃんの書く絵とかインテリアのセンスとか……やっぱり小さい頃からずば抜けてたし。小山内の影響だろうって受け入れていたけど。小山内の遺した透子ちゃんへの思いを目の当たりにした途端に感謝されると、複雑だな」

「そっか……」

　有二パパの口調は軽やかだけど、その言葉に含まれる重さは計り知れない。有二パパにとっては妻の元夫であり娘の実の父。それに、母さん同様、同級生だ。当然のことながら、意識のどこかではいつも、小山内竜臣を感じていたはずだ。

「濠君が悔しがったっていう、透子ちゃんが着てるスーツだって、俺の存在を忘れてほしくなくて用意したんだ。透子ちゃんが小山内の娘だって騒がれ始めて、雑誌とかテレビでふたりの写真が並べられるたびに妬いたよ。俺だって透子ちゃんの父親なんだって、苦しかった。いっそ賞なんて辞退してくれって……情けないよな。父親なのにそんなことを思ってさ。だから、今日の授賞式には、俺が選んだ透子ちゃんに一番似合う服を着せて、ヘアメイクも俺がするって決めてた。高校生の初恋みたいだな」

　ほんの少し赤くなった頬は、有二パパを実際の年齢よりも若く見せ、言葉通り高校生のような照れくささも見える。

「俺が透子ちゃんを大切にしすぎたせいで、今、透子ちゃんは小山内のことでつらい思いをしてるんだよな」

　ふっと息を吐いた有二パパの口調からは後悔の思いが感じられた。寄せられた眉も苦しげだ。

「ごめんな。俺に気を遣った瞳が、透子ちゃんと小山内を会わせなかったんだ」

　本当にごめん。こぼれ落ちる言葉は、今初めて耳にしたけれど。私はすんなり納得し、抵抗なく受け入れることができた。本当はわかっていたから。母さんが有二パパに遠慮して、私を本当の父に会わせようとしなかったと、なんとなく気づいていた。

　有二パパが私を大切にすればするほど、母さんの様子は変わっていった。たぶん、離婚したときには私を父から引き離す気持ちはそれほどなかったと思う。ただ、私との新しい生活を築くことに精一杯で、周りに気持ちを向ける余裕がなかっただけで。落ち着いたら改めて考えようと思っていただけだろうと思う。

　父と憎み合って別れたわけじゃないと聞いているし、そうであってほしい。けれど、有二パパと愛し合い再婚して。幸いなことに、有二パパも私を大切にしてくれたから、その幸せを壊すなんてできないと思ったに違いない。穏やかに過ごす毎日を手放したくなくて、父と私を会わせることを拒んでしまった母さん。

「俺が強ければよかったんだけど、透子ちゃんが小山内に取られるかもって思うと怖くて会わせるなんてできなかった」

　申し訳なさそうな声に何も言葉を返せない。心底悔やむ姿は悲しみが溢れている。

　小山内竜臣という名前が、あらゆるメディアに出るたびに感じたはずの罪悪感は、私にも容易に想像できる。有二パパが、私の想像を遥かに超えた苦しみを抱えてきたことも。

「私は有二パパに大切にしてもらえて幸せだった。真田透子として表彰される運命に導いてくれて感謝してる。父……小山内竜臣も、わかってくれてるよ」

　それは単なる私の願望。そうであったならいいと、父亡き今は願うことしかできないけれど。今はただ、ふたりの父から溢れんばかりの愛情を受けて育ってきた幸運に感謝するばかりだ。

「透子ちゃんが小山内と同じ仕事を始めてからは、少しだけ気持ちは楽になったんだ」

　小さな笑い声の中には、重い荷物をほんの少しだけおろした安堵感があった。私もそれに応えるように笑った。きっと、サーモンピンクのスーツに映えるに違いない最高の笑顔で。




　授賞式会場に入り、ざわめく会場の雰囲気に緊張しながら周囲を気にしていると、会場の隅で打ち合わせをしている濠の姿が目に入った。しばらく見ていると、濠が私に気づき、周りの人たちに声をかけて、こちらに向かってくる。

「顔、きれいにしてもらったんだな」

「うん。有二パパが化粧も髪も直してくれた」

　優しい瞳の奥に、静かに揺れる不安の色。私のことをかなり心配しているようだ。

「大丈夫か？」

「うん。今はまだ大丈夫。授賞式が始まったら緊張で気を失うかも」

　いつも以上に明るく答えても、濠は何かを探るようにじっと私を見つめている。

「どうかした？」

「いや。ちょっとな」

　濠はポンポンと私の頭を軽く叩き、苦笑い。

「もっと泣いて、俺を頼ってくれてもよかったのになって。自分勝手なことを考えてた」

「え……？」

「仁科さんとふたりで話をしたあとも有さんと話したあとも、いつ俺に泣きついてくるかって待ってたのに。意外にしっかりとしているし。いざとなったら透子は強いっていうのがむかつく」

　悔しげにそう吐き出した濠の姿に驚き、私は何も言わずにじっと耳を傾ける。

「仁科さんから小山内さんのことを聞いても、結局は有さんとふたりで解決しているし、俺がそばにいなくても大丈夫だもんな」

「え？　濠？」

「なんでもひとりで勝手に決めて、こんな大きな賞まで獲ってるし」

　小さいながらも低い声は、今まで聞いたことがないほど沈んでいる。どこか切ない口元に、私の胸も痛くなる。ひとりで勝手に決めて、濠に隠したまま動いていたいくつかの重要事項。濠がここまで傷ついているなんて思ってもみなかった。

　濠がお見合いをすると聞いたことをきっかけに、引っ越しや異動を決め、コンクールに参加した。それは、恋人の濠を無視して勝手に行動した私のひとりよがりだったと今ならわかる。私は濠に何も言われなかったことに甘え、そのことを曖昧にしていた。

「ごめんなさい。濠が心配してくれるのはよくわかるし、うれしい」

　ひとりで大丈夫だなんて思ってない。濠に寄り添って生きる以外の未来なんか望んでいない。

「大切な人はたくさんいるけど。実の父である小山内竜臣や有二パパ。母さんもそうだけど。それでも一緒に生きて幸せになりたいと思うのは濠だけ。離れられないのも濠だけだから。それに、濠がいるからひとりで泣くこともできるし立ち直ることもできる。愛しすぎてたまらないのは濠だけだから」

　喧けん騒そうの中。小さくか細い声で、俯きそうになる気持ちを堪えてようやく吐き出した私の気持ち。恥ずかしさに負けそうになるけれど、濠を傷つけていた申し訳なさの方が大きくて、言わずにはいられなかった。それに、私が何よりも大切にしなきゃいけないのは濠だから。

　小さな微笑みを浮かべて、濠はゆっくりと私との距離を縮めた。目の前に立つ濠を見上げると、何かを企んでるような瞳があった。濠は私の耳元に唇を近づけた。吐息までも感じられる、あまりにも甘い空気にドキドキする。

「俺だけを愛してるって、ちゃんとわかっていたらいいんだ。透子は間違いなく俺のものだって、この指輪だけじゃなく体でわかっていたらそれでいい」

　ささやく声は、私の体の奥底まで響く。私は『濠のもの』。それはなんて幸せな響きだろう。

「透子が強くなったことは、このコンクールで実感してるけどな」

「あ、黙っててごめんね」

　私が何も言わずに動いていたこの半年間、濠は私の想像以上に悩み、傷ついていた。

　雪美さんの存在を悩んでいた私よりもつらかったのかもしれない。私を愛しているのに、その思いを裏切るような私の行動に激しく傷ついたはずだ。結果的に、濠は雪美さんとは何もなくて、私ひと筋だとわかってホッとしたけれど。

　そう、私と初めて会ったあの日から今まで、濠の気持ちはまったくぶれていない。

　私を愛している思いも変わらない。離れていた何年かを大目に見ても、私は濠に愛され続けている。それはもう強い愛で、絶えずそばで守られながら。

「これからは、もう何も隠さない。濠に愛される幸せにどっぷりと浸かるつもりだからね」

　照れくささを隠しながら肩をすくめた。すると、濠は私の左手を取り、薬指の指輪にキスをした。濠が用意してくれたエンゲージリングだ。

「真田透子として、俺の妻として、賞を受け取ってこい。愛する奥さん」

「うん」

　泣きそうな気持ちで頷いたと同時に、背後から誰かに肩を叩かれた。ハッと振り返ると、ニヤニヤと笑いながら私達を見ている喬がいた。

「喬？　どうしてここにいるの」

　喬とは異動してからなかなか会えずにいたせいか、ひどく懐かしい。相変わらず男前の彼はスーツ姿も決まっている。

「姉貴が今週ここで結婚式を挙げるから、いろいろな雑用で来たんだけどな。たまたま相模さんに会って、特別に入れてもらった。改めて、おめでとう」

　優しい声と表情で私を包んでくれる喬は、入社してからずっと変わることなく私をそばで支えてくれた。

　私が異動してからは、言葉を交わしたり仕事の相談やアドバイスをもらうことも少なくなったけれど、こうして会うと、やっぱりホッと落ち着く。

「あ……おめでとうございます」

　私の背後にいる濠に向かって、喬は軽く頭を下げた。

「喬、おめでとうは私に言ってよ、賞を獲ったのは私なんだけど」

　どうして濠にお祝いの言葉を言うのかわからないでいると、くすりと笑って、ぽんと私の頭を撫でた。

「賞のお祝いじゃなくて結婚のお祝い。真田さん、透子は真田さんしか見ていないので、幸せにしてやってください」

　それまで何も言わずにいた濠に、喬は頭を下げた。そして、顔を上げた喬の視線を受け止めた濠は、にっこりと笑い頷いた。

「透子には俺がいるし、俺にも透子だけだから」

「濠……」

「だけど、これからしばらくの間、透子には放っておかれそうだけどな」

　そう言って肩をすくめた濠の口調は、言葉とは違いうれしそうだ。

「大賞を獲ったからには覚悟を決めて仕事に集中しないと、透子がせっかく築いてきた実績も何もかもが無駄になる。まあ、当分の間、俺の存在は二の次になるってわかってるし」

　私だって、わかっているし覚悟もしている。この授賞式会場に詰めかけている著名な建築士の顔ぶれを見ても、今回の受賞がただことではないとわかる。ようやく大賞の重みや責任を実感し、これからどうなっていくんだろうかと不安になる。

「でも、濠を二の次になんてしないから」

「ふふん。ま、俺も協力するから、透子は頑張っていい仕事をしろ。相模さんも期待していたしな」

「うん。ありがとう」

「あ、透子、相模さんが呼んでる」

　喬の声に反応して辺りを見まわすと、会場の中央で相模さんが手招きしている。

「相模さんの隣にいるのは、協会長だな。挨拶させられるんじゃないか？」

　喬の小さな声に反比例して、緊張の度合いはぐんと大きくなる。

「挨拶か。苦手なんだけど頑張らなきゃ」

　苦手だとはいえ、協会長にはちゃんと挨拶しておかないといけない。濠にもそのことを伝えようと振り返ると。

「あ、真田君、そろそろ時間だから来てもらえる？」

　濠の隣には、焦り気味の雪美さんがいて、濠をどこかに連れていこうとしていた。

　けれど、濠は雪美さんのそばを離れて私の腕をつかんだ。

「司会の人が、最後の打ち合わせをしたいって言ってるんだけど」

　雪美さんの慌てた声に、濠は軽く振り返る。

「すぐに行くって伝えて。とりあえず、透子の夫として俺も挨拶しておくから」

「え、でも時間が迫ってるから……」

「わかってる。雪美が先に行って聞いておいてくれ。今は透子の夫っていう立場の方が優先度は高いから。透子に俺の代わりはいないんだ」

　そう言って申し訳なさそうに手を上げると、濠は私の腕をつかんだまま相模さんたちの方に歩き出した。

「濠、いいの？　雪美さん困ってるんじゃないの？」

「困ってるだろうけどいいさ。ほとんど打ち合わせは終わってるし、雪美なら大丈夫だろ」

　振り返ると、戸惑いと諦めを隠せないまま立つ雪美さんが私たちを見つめていた。

　そして彼女は、苦笑いを浮かべた。その隣にはなぜか喬が立っていて、雪美さんと顔を見合わせてくすりと笑ったように見えた。同じ空気感と温度がふたりに感じられた。

　濠に引っ張られて、もつれる足元に気を取られながらも、ふたりから目が離せなかった。




「織田……いえ、真田透子です」

　相模さんが紹介してくれた協会長の大おお沢さわさんは、背が高い五十代後半くらいの男性だ。ほどよく皺が刻まれた温和な顔は優しそうで、緊張感もほぐれていく。

「真田透子です。今回は名誉な賞をいただきありがとうございます」

　深く頭を下げて挨拶をすると、大沢さんは静かにつぶやいた。

「やっぱり面影があるな。小山内さんに似ているよ」

「え……？」

「あ、僕は小山内さんの大学の後輩で、彼からはいいことも悪いことも、いろいろ教わったんだよ」

　大沢さんは昔を懐かしむように私を見つめると、私のうしろに立つ濠に気づいて首を傾げた。

「透子の夫の真田です。今回は、ありがとうございます」

　夫、そう言ってくれる濠を見て、うれしくなる。

「真田君はこの『アマザンホテル』で働いていて、この授賞式の責任者なんです。毎年お世話になっているんですが、今回は奥さんの授賞式ということで、格別な思いがあるみたいですよ」

　相模さんの言葉に、大沢さんは頷いた。

「最近結婚したんだってね。おめでとう。大賞も受賞したし、おめでたいことが続くね。小山内さんも、きっと喜んでいるよ」

　たびたび出てくる父の名前に、いちいち心は反応している。ある程度覚悟はしていたけれど、父を知る人に会うことにはまだ慣れない。

「親子二代での大賞受賞が話題になっているようだけど。それはわれわれ審査員には何も関係がないから。受賞が決まってから親子だと知らされたんだし、自分の実力で勝ち取った賞だから自信を持って仕事に励んでほしい。しばらくは何も考えられないくらいに忙しくなるだろうけどね」

「あ、はい」

「旦那さんには申し訳ないが、しばらくは奥さんの時間のほとんどは仕事にまわしてもらうから」

　大沢さんが微笑みながら濠に告げた。それを聞いた相模さんは、苦笑いしながら濠を見ている。濠への遠慮も感じるけれど、それは当然だという強さも見える。濠に視線を向けると、硬い表情を浮かべていた。

「妻の仕事に口を挟むつもりはありませんが、本人の将来が明るいものになるようにサポートはするつもりです。よろしくお願いします」

　そう言って、濠は深々と頭を下げた。これまで、濠は私の仕事にそれほど強い関心は見せなかった。反対をしているわけでもないし、あえて応援している様子も見せなかった。私もそれを気にするわけでもなく、濠との毎日が幸せに過ごせればそれでいいと、単純に考えていた。けれど、こうして濠の口から『サポート』なんて言葉が出てくると、私の心は複雑この上ない。

「透子がこの先、仕事の面で十分に力が発揮できるように、ご指導よろしくお願いします」

　普段とは違う濠の様子に、相模さんはチラリと私を見た。私は、これほど私を仕事に集中させようとする濠を見るのは初めてで、驚いている。

「きっかけはあげたけど、この先どう成長していくかは彼女の努力次第だから。大賞を獲っても、それ以降大成しなかった受賞者はたくさんいるからな。今は小山内さんがらみで名前だけが先行しているけど、しっかり地に足をつけて頑張りなさい」

　まるで父のような穏やかさで語りかけてくれる大沢さんは、私と濠に向かって目を細めた。

「しばらくはいろいろと大変だとは思うけど、ちゃんとした新婚生活も送れるように、こちらも気にかけておくから」

「あ……ありがとうございます」

　ふんふんと頷く大沢さんと相模さんに頭を下げた。

　ちゃんとした新婚生活を送れるってどういうことなのかピンとこないけれど、濠との結婚生活が明るいものになりそうな予感がしてうれしくなる。濠のそばで幸せな生活を送ってこその仕事なのだから。

「真田くん、あっちで呼んでるぞ？」

　相模さんの声に振り返ると、濠に向かって不安そうな視線を向けるホテルの人たちがいた。濠と目が合うと、焦ったように手招きしていて、その中にはやっぱり雪美さんの姿もあった。制服がよく似合い、相変わらずのきれいな立ち姿は人目を引いている。その視線は濠に向かって……ない？

　濠を見つめる雪美さんの切ない視線を覚悟していたけれど、今はまったく濠を見ていない。思わずたどった雪美さんの視線の先には、会社の人と話している喬がいた。私の受賞を祝って、会社からも何人かが授賞式に来ている。顔見知りだろう面々と笑っている喬を見ている雪美さん。喬の姿を意識しているに違いない雪美さんの様子を見て、私は慌てて濠を見上げた。けれど。

「すみません。仕事に戻ります。今日はよろしくお願いします。じゃ……落ち着いて」

　濠は大沢さんと相模さんに挨拶するなり、軽く私の背中を叩いて仕事に戻っていった。

　その背中には、授賞式の責任者としての緊張感が漂っていた。




　いよいよ授賞式が始まる。

　場内に静かに流れていた音楽はいつの間にか途切れ、照明も微かに落とされていた。

　係の人の案内で壇上に並ぶ椅子に腰かけると、最終的な段取りを告げられた。

「それでは始まりますので、よろしくお願いします」

　プレゼンターの仁科さんが舞台の袖に控えているのが見えて、緊張感も最高潮。

　多くのフラッシュとともに、私の人生を変えるに違いない時間が始まった。










新しい生活と命　～透子ｓｉｄｅ～




　設計デザイン大賞を受賞してからずっと、想像していた以上にたくさんの仕事に追われている。社外での講演会や勉強会の数も馬鹿にならないし、相模さんに連れられての異業種交流会。体がいくつあっても足りない量の仕事と責任が私を攻めてくる。

　自分の能力のすべてを出し切りながらあらゆることをこなす毎日に、息切れしそうだ。というより、すでに息切れしている。残業どころか泊まりでの仕事もあり、同じチームの後輩たちに仕事を割り振ってもぎりぎりの状態で、ひたすら乗り越えて。私ってこんなに働き者だったかなと、倒れそうになる。

『大賞を獲ったからだけじゃない。これまで隠れていた才能が表に出てきたんだ。存分にその才能を探ってみろ』

　相模さんの言葉は重すぎて、その言葉にどう応えていけばいいのかと、相変わらず悩みは尽きない。

　おまけに、入籍してから半年が経ち、私の仕事が忙しくなることは予想していたけれど、まさか濠が私以上に忙しくなるなんて予想外のことだった。濠は結婚と同時に昇進したせいで、以前とは比べものにならないほどの仕事量を抱えているのだ。海外出張もあったし家に帰れない夜もあった。疲れた体で仕事から帰ったあと、濠の胸に包まれることだけが私の癒しなのに、それを我慢したひとりの夜は少なくなかった。

　今日も濠が何時頃に帰ってくるのかはわからないけれど、とにかく早く濠に会いたくて仕方がない。

　けれど、私がそれほど早くはない時間に帰っても、濠はまだ帰っていなかった。スマホを睨みながら、電話をかけてみようかとそわそわしながら待っていてもなかなか帰ってこない。早く話したいのに。今日訪れた幸せを早く話したいのに。日付が変わってかなり経った頃に、ようやく濠が帰ってきた。私はいそいそと濠に近づいて、何からどう話そうかと頭をフル回転。濠はそんな私をチラリ見たかと思うと。ハッと気づいたように私に背を向けた。

「悪い。手洗いうがいがまだだった」

　慌てて洗面所に行く濠の背中を見ながら、ほんの少し力が抜けた。




　今日の午後、忙しい仕事をどうにかやりくりして病院に行った。心臓の定期検診で何度も訪れている病院の空気には慣れているけれど、いつものフロアとは別の場所に向かう私は期待でいっぱいだった。そして知らされた喜びは、思いもよらず二倍。そのあまりにも大きな幸せは、会社へどうやって戻ったのかを思い出せないほどだった。




「今日ね、濠と私の合作の音を聞いたよ」

「は……？　合作……？」

「うん。濠と私の愛の合作。わかる？」

　濠は戸惑いを隠すことなく、訳がわからないという顔を見せた。

「濠、欲しかったでしょ？　濠に似た分身が。私と一緒に育てる大切な赤ちゃんが」

「えっ」

「お待たせしました。ようやくやってきてくれました」

　驚いている濠の右手を取りそっと私のお腹に置くと、そこに優しい温かさを感じる。

　怖おず々おずとゆっくり撫でる濠の手の下には、今日病院で初めて聞かされた心音が響いているはずだ。

「あ、こっちの手も」

　濠の左手も取って私のお腹に置くと、濠はさらに混乱する。そうだよね。私だって最初に先生から聞いたときには呆然として、涙が止まらなかったもん。

「ふたり分、ちゃんと感じてあげてね。両手それぞれに、赤ちゃんの心音が響いているはずだから」

「それって……」

「ちゃんとふたりの心臓は動いていたし、お医者さんにもおめでとうって言われたよ。来年の夏には四人家族だからね」

「四人って、え、もしかして」

　私の目を見ながらしどろもどろな濠からは、期待しつつも不安げな声がこぼれてくる。濠は自分から子どもが欲しいとは言わなかったけれど、先週も健吾さんの娘さんの桜ちゃんと会って、楽しそうに遊んでいたし。言葉に出さなくても、いつか父親になる日を楽しみにしていたはずだ。

「四人家族って、ここにふたりいるのか？」

「当たり。双子なんだって。あとでエコー写真を見せてあげる」

「双子……」

「びっくりでしょ？　なかなか赤ちゃんを授からないなって悩んでたら、いきなり双子だもんね」

　驚きで言葉を失った濠は、じわりじわりとくるうれしさに合わせるかのように、表情も変わっていく。幸せそうに緩む頬と、上がる口角。並んで座るソファでぎゅっと抱きしめられた。

「ありがとう。透子、ありがとう」

「へへっ。よかったね。幸せだね」

　ぎゅっと抱き合いながら、ふたりで感じる温かい思いのすべてを、何ヵ月後かに生まれる赤ちゃんに向けた。真夜中だというのに、部屋の中はまるで昼間のような明るさに包まれた。




　ベッドの中で、意識が眠りから現実に戻りかけて揺らめくとき。濠の体温を背中に感じた。私の体にまわされた濠の腕は、私のお腹をゆっくりと撫でている。濠は、ふたりを包む毛布を私の肩にかけ直しながら何かをささやいている。その吐息は私の肩にかかり、じわりと心に染み渡る。私がまだ眠っていると思っている濠の言葉が、途切れがちにこぼれてくる。

「お前たちを間違いなくちゃんと愛してる。ふたりに早く会いたい。家族になって、一緒に楽しい思い出を重ねて、笑い声がたくさん響く毎日が欲しいんだ」

　濠は、お腹の赤ちゃんたちに話しかけていた。優しくお腹にのせられた手のひらからは、赤ちゃんたちふたりへの愛情が注がれている。

「だけど、透子がいないと俺はどう生きていけばいいのかわからないんだ。俺にとっては透子が絶対ですべてなんだ。愛してるんだ。出産も大丈夫だって言われているけど、それでも透子の体が心配なんだ」

　そんなに思い詰めた声で言わないで。私は大丈夫なのに。ちゃんと四人家族になれるのに。

「お前たちふたりに頼みがある。俺から透子を取り上げないでくれ。もう、離れ離れで生きる苦しみも、透子を求める狂気じみた感情もいらないんだ。だから透子が苦しまないようにいい子で生まれてきてくれ。俺と透子は、お前たちに会うのを楽しみにしているから。生まれてきたら、どんなにわがままを言っても聞いてやるから。だから透子を守ってくれ」

　首筋に流れる冷たいものは、きっと濠の涙。精一杯語りかける濠の切なさが背中から伝わってきて、私はぎゅっと目を閉じた。息をひそめて、お腹にいる赤ちゃんに心の中で語りかける。

　あなたたちへの最初のお願い。お母さんも頑張るから、ふたりも順調に大きくなって無事に生まれてきて。生まれてきたら、お願いもわがままもなんでも言っていいから。

　だから無事に生まれてきてね。お母さんだって、濠が……あなたたちのお父さんがすべてだから。四人で過ごす楽しい毎日を、楽しみにしてるからね。




　そして、濠がお腹にいる赤ちゃんたちにお願いをしてくれたおかげで。

　私はふたりの赤ちゃんを無事に出産することができた。




「竜りゅう我がも有ゆう星せいもやっと寝てくれた……」

　ホッと息を吐くと、お風呂から出たばかりの濠が、冷蔵庫からビールを取り出していた。

「透子も飲むか？　あ、母乳だからまだ飲めないか。悪い」

「本当、あのおっぱい星人ふたりが乳離れしてくれるのが楽しみで仕方がない」

　そうだな、と私のそばにやってきた濠は、軽く唇にキスを落として抱きしめてくれる。いつもの薔薇の香り。石鹸の残り香が、私の気持ちを和ませてくれる。明日が休みだという濠は、普段よりもゆったりとしていて表情も穏やかだ。

　生まれて三ヵ月の双子ちゃんたち。竜我と有星は、私のお腹の中で何の心配もかけずにすくすくと育ってくれた。私の体調も良好で、出産予定日の一ヵ月前まで仕事を続けることができた。

　出産直後は慣れない育児に右往左往していたけれど、眠っている時だけは天使に見える息子たちに鍛えられ、少しずつ母親の顔になってきた。

　妊娠中、私の体調を心配しすぎて胃を悪くし、涙脆もろくなっていた濠が、私の出産を見届けたあと過労で一日入院したことも、今では笑い話となっている。

　そんなわが家には今、笑い声と泣き声が溢れていて、幸せだなとつくづく思う。たしかに無事に双子が生まれて幸せなんだけど。人ってわがままな生き物だと実感している。妊娠中は、ただ無事に生まれることだけを願っていたのに。生まれたら、どんな願いも叶えてあげようってひたすら祈っていたのに。どんな願いも……わがままも聞いてあげるって思っていたのに。

　その気持ちを忘れたわけではないけれど、今は忘れたふりをしたくて仕方がない。

　生まれてからの竜我と有星は本当に手がかかる。母乳だけでは足りなくて、粉ミルクもたくさん飲む。夜も頻繁に目を覚ましては、ふたりそろって泣いている。寝不足の私は一日中朦もう朧ろうとしていて、本当ならふたりが寝ている昼間に家事を済ませなければいけないのに一緒に寝てしまう。おかげで濠の夕飯も満足に用意できずにいる。

「ごめんね……奥さん落第だね」

　濠の隣に腰をおろし、すりすりとその腕に包まれると一日の慌しさもどこかにいってしまう。

「今日の夕飯も、母さんに作ってもらったし」

「いいよ。大変なのはわかってるから。あのふたりの怪獣たちの世話だけで体力はなくなるだろ」

「ふふっ。怪獣って、本当にぴったりだね。今日は葵さんが来てくれて、ベビーカーや椅子をいただいたの。葵さんにも双子ちゃんがいるし、いろいろ励ましてもらったんだ」

「よかったな。だけど本当に無理しなくていいから、のんびりやろう。こうして透子がいるだけで俺は幸せだから」

　優しく私を抱き寄せて、そう言ってくれる濠の気持ちはありがたいけど。

「濠は、そればっかり」

「ん？」

「私がいればいいって、そればっかり。そう言って私を喜ばせてくれるからこそ、もっと濠のためにいろいろしてあげたいのに」

　思わず小さなため息が出てしまう。家の中はなかなか掃除ができなくてすっきりしていないし、双子のおもちゃや服が出しっぱなしで落ち着かないし。

「ちゃんとしなきゃって思うんだけど」

「だから、無理しなくていいから。家のことは、いつか落ち着いたら思う存分にやってくれればいいし、俺のことは二の次にしてくれてもいい。透子と離れていたあの頃を思えば、それに、妊娠中の不安を思えば……なんだってたいしたことないさ」

　私の頭をゆったりと撫でる濠の言葉に、ほんの少し気持ちが穏やかになる。そばにいるだけでいいっていうのは私だって同じだ。濠が私を愛してくれるだけで、それだけで幸せなのだから。

「ま、俺に申し訳ないって思うなら、ひとつだけ俺からお願いしてもいいけど」

　どこか得意げな口調の言葉に顔を上げると、甘く、何か企んでいるような視線が私を射る。そして、この視線を私だけのものにするためならなんでもしようと、思ってしまう。どんなに長く一緒にいても、結婚して子どもが生まれても、私は濠の視線ひとつで思うがままにされるのだ。

「この先もずっと、俺から離れるな。溺れてどうしようもないくらいに俺に惚れてろ。何があっても、俺を愛せ」

「とっくに溺れてるし惚れてるのに。どうして今さらそんなこと」

「今さらなんて関係ない。今まで以上に俺を愛して、苦しいくらいに俺に溺れてろ」

　濠の瞳が私を強くとらえる。私が濠から離れるなんてありえないんだから、わざわざ口にする必要もないし、ちゃんとわかってるはずなのに。

　そう思いながらも。

　私を求め続ける濠の言葉の強さに満足し、自分から濠に抱きついた。




　ふたりでベッドに入ったのは、授乳を終えた真夜中だ。

「あと三時間くらい、怪獣たちが眠ってくれるといいんだけど」

「あのふたりは怪獣だからな。成長して人間に変身するまでは何も期待しないほうがいいぞ」

　そんなことなんでもないと言う濠の笑い声に納得して、私は濠の胸にすりすりと寄り添った。

　そのまま抱きしめられて眠りにつきかけた頃、濠が耳元でぽつりとささやいた。

「結婚してから住んでいるこの家。インテリアとか透子がやってくれただろ？」

「うん。すごく楽しかったけど、それがどうかした？」

「俺が唯一出したお願い、覚えてるか」

「えっと、カーテンのこと？」

　おぼろげな記憶をたどりながら答えると、絡め合った濠の指先に力が入った。

「遮光カーテンにしてくれって突然言われたからびっくりした」

　結婚式が終わったあと、手狭に感じていた濠の部屋から引っ越すことになった。私の仕事柄、インテリアやリフォームがらみの業者さんとのつながりもあり、私が内装のほとんどを手がけた。家具も揃えなおし、リフォームもしたおかげで、かなり私好みに仕上がった。

　いずれは私が設計した家を建てる予定だけれど、今は３ＬＤＫのマンションに住んでいる。私の趣味に任せると言って、内装には一切口出ししなかった濠が、唯一出した注文。

『寝室は遮光カーテンにしてほしい』

　この注文には、かなり驚いた。

「今まで、遮光カーテンは部屋が暗くなるから嫌だって、あんなに言っていたのに。何か心境の変化でもあったの？」

「変化というより透子がずっとそばにいるっていう安心感と、逃がさないって思える自信が持てたからかな」

「……え？」

　安心感や自信って、どういう意味だろう。

「透子の心臓の音を聞きながら目が覚めて、ホッとする朝と同じ理由」

「朝？」

「そう。耳が聞こえない朝を迎えることがまたあるかもしれないっていう不安を忘れたくて透子の心臓の音を聞きながら眠っていただろ。それでもあの朝遮光カーテンのせいで暗かった部屋を思い出すから……暗闇は苦手なままだったんだ。だから、目が覚めたらすぐに朝の光を感じられるように、遮光カーテンは避けていたんだ。暗い部屋で寝るのが怖かった」

　過去を振り返り視線を泳がせる濠の横顔が、つらそうに見える。突然耳が聞こえなくなった朝のことは何度か聞いたことがあるけれど、朝の光については聞いたことがなかった。

「そう……」

　私の心音を聞きながら眠る理由についても長く理解しなかった。突然耳が聞こえなくなった朝のことを、今でも恐怖の象徴のように抱えている濠の心の闇を知り、自分の不甲斐なさを再び感じる。遮光カーテンを拒むのは、ただ明るい部屋で目覚めることが好きなだけで、ほかに大きな理由があるなんて考えたこともなかった。

『ごめんなさい』

　そう口にしようとした私に気づいたように、濠の手がさらにきつく私の指に絡まる。

「そんな弱い俺に気づかなかった透子に感謝してる」

「え？」

「本当の気持ちを知って理解するだけが愛情じゃない。俺には、透子がずっとそばにいてくれる未来があれば、なんでも乗り越えられるんだ」

「でも、私は何も気づかなくて……」

「俺の弱さは俺ひとりが知っていればいいんだ。透子に分け合ってもらおうなんて思わないし、プライドを大切にしたいって妙に頑固にもなった。だから、自分のことだけで手いっぱいだった透子が、俺の弱さを見過ごしてくれたことに、感謝してる」

「感謝なんて……」

　私が濠の弱さを見過ごしていたことは感謝されるようなことじゃない。濠のことをちゃんと見ていれば気づいていただろうことなのに。情けない。

　私は強気で頑固な濠の裏側に隠されていた、もうひとりの濠に気づけなかった。感謝なんて言葉はおかしい。

「透子が見当違いな悩みで俺から離れようとしていたときの、彩香ちゃんとのお見合い話のおかげでふっ切れた。耳はきっと大丈夫だろうし、もしもまた聞こえなくなっても、それを補える自信も持てたから。だから、遮光カーテンにしてくれって言ったんだ」

　落ち着いた濠の声には、余裕が溢れている。

「朝の光の代わりに、透子が俺の腕の中で眠っているから。幸せな一日の始まりを、これから透子が教えてくれるなら、もしも音のない朝を迎えても受け入れられる。そんな俺でも、透子は必要としてくれるとわかっているから、大丈夫だ。透子はどんな俺でも好きでたまらないんだろ？」

「濠……」

　今さらだけど、私に対してここまで強気で激しい男に何年もとらわれて、変わることなく恋焦がれている私って。なんて幸せなんだろう。




　私たちの始まりは病院で。まだまだ子どもだったあの頃から今まで、気持ちは濃く深く密なままで。どこまで愛すれば気持ちの終着点にたどりつくのかもわからないほど濠に恋している。その恋心は、同じ名字になった今でも衰える気配はまるでない。

「透子を一生手放さないし、そばに置く。俺がこの先どうなってもちゃんと愛せよ」

　濠は絡めた指を離すと、私を胸に抱き寄せた。私も濠の背中を抱きしめて、大きく息を吸い込んだ。

「愛せよ……なんて言われなくても愛さずにはいられないし、限界まで溺れているんだから」

　ゆっくり見上げると、同じ思いを抱いてるに違いない濠の瞳。私が溺れてやまない瞳があった。




　妊娠がわかったと同時に買いに行ったマグカップ。私と濠のお揃いのマグカップの横には、色違いの黄色地に水玉のカップがふたつ並んでいる。いつかそのカップをテーブルに並べて、家族四人でブランチでも楽しみたい。

　そんな未来を想像するだけで、幸せな気持ちになる。




　そして、濠から与えられた最後の『宿題』はこれからも続くのだ。




『一生俺を愛すること』




　そのための甘いレッスンからは、逃げられないのだから。





【完】












あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

「溺愛結婚!?～７つの甘いレッスン～」をお手にとっていただき、ありがとうございます。恋人の濠から与えられた七つの『宿題』を解きながら、自分は濠からだけではなく周囲の人々からの深い愛情にも包まれていると改めて気づく透子のお話です。濠の束縛に近い愛情も含め、楽しんでいただけると嬉しいです。

　この作品は、私の初めての書籍『二人の関係は溺愛以上』を再編集したものです。

　今回、文庫化のお話をいただいてすぐ、以前のあとがきを読み直しました。当時の担当様から『楽しみましょう』と言われたことを思い出し、現在の担当様からは『新しい惣領さんでいきましょう』とお言葉をいただきました。というわけで、以前から惣領莉沙を応援してくださっている読者様にも、今回新たにご縁ができた読者様にも楽しんでいただけるように心がけ、編集を頑張りました。これまでのどの書籍よりも「産みの苦しみ」を味わったかもしれません。読者様の心地よいお暇つぶしに役立てていただけると嬉しいです。

　さて、私が活動を始めて六年になりますが、いつも楽しく活動できるのは私の作品を読んでくださり、後押ししてくださる読者様のおかげだと思っています。本当にありがとうございます。これからものんびりと書き続けていきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。




　最後になりますが、担当編集の森上舞子様、大変お世話になりました。今作は舞子さんと一緒に作り上げた新しい作品です。楽しんでいただけましたでしょうか？　私はもちろん、楽しかったです。

　そして、今回初めてのご縁をいただいた明季様、素敵なカバーイラストをありがとうございました。このご縁も「新しい惣領さん」へのきっかけのひとつですね。




　携わってくださった皆様、そしてなにより読者様、これからも、よろしくお願いいたします。このご縁が末長く続きますよう、いっそう精進いたします。





惣領莉沙









本作は二〇一二年二月に小社より単行本『二人の関係は溺愛以上』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。







この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










溺愛結婚!?


～７つの甘いレッスン～
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